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令和８年上富良野町議会予算特別委員会会議録（第１号） 

 

令和８年３月１０日（火曜日） 午前９時００分開議  

─────────────────────────────────────────────── 

○委員会付託案件 

議案第 １号～第９号 令和８年度上富良野町各会計予算 

議案第２４号 上富良野町財政調整基金の一部支消について 

議案第２５号 上富良野町公共施設整備基金の一部支消について 

議案第２６号 十勝岳と共生するまちづくり応援基金の一部支消について 

議案第２７号 上富良野町国民健康保険財政調整基金の一部支消について 

─────────────────────────────────────────────── 

○出席委員（１２名） 

   委 員 長  岡 本 康 裕 君   副 委 員 長  金 子 益 三 君 

   委   員  佐 藤 大 輔 君   委   員  荒 生 博 一 君 

   委   員  湯 川 千悦子 君   委   員  米 澤 義 英 君 

   委   員  林   敬 永 君   委   員  茶 谷 朋 弘 君 

   委   員  中 瀬   実 君   委   員  井 村 悦 丈 君 

   委   員  北 條 隆 男 君   委   員  小 林 啓 太 君 

   （議長 中澤良隆君 （オブザーバー）） 

─────────────────────────────────────────────── 

○欠席委員（０名） 

─────────────────────────────────────────────── 

○地方自治法第１２１条による説明員の職氏名 

 町 長  斉 藤   繁 君     副 町 長  佐 藤 雅 喜 君 

 教 育 長  鈴 木 真 弓 君     代表監査委員  中 田 繁 利 君 

 農業委員会会長  井 村 昭 次 君     会 計 管 理 者  上 嶋 義 勝 君 

 総 務 課 長  上 村 正 人 君     企画商工観光課長  宮 下 正 美 君 

 町民生活課長  安 川 伸 治 君     保健福祉課長  三 好 正 浩 君 

 農業振興課長  山 内 智 晴 君     農業委員会事務局長  林 下 里 志 君 

 建設水道課長   菊 池   敏 君     教育振興課長   高 松   徹 君 

 ラベンダーハイツ所長   武 山 義 枝 君     町立病院事務長  長 岡 圭 一 君 

 関係する主幹・担当職員 

─────────────────────────────────────────────── 

○議会事務局出席職員 

 局 長  谷 口 裕 二 君     次 長  甲 斐 幹 彦 君 

 主 事  進   梨 夏 君 
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午前 ９時００分 開議  

（出席委員 １２名） 

─────────────────── 

◎議 長 ・ 町 長 挨 拶 

○事務局長（谷口裕二君） おはようございます。 

令和８年上富良野町議会予算特別委員会に先立

ち、議長並びに町長から御挨拶をいただきます。 

はじめに、議長からお願いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 改めましておはようござい

ます。 

予算特別委員会の開会に当たり、御挨拶を申し上

げます。 

先日、上富良野町執行方針、また、教育行政執行

方針が述べられ、令和８年度の上富良野町の行政の

歩むべき方向性が示されました。また、一般会計８

７億８,９００万円、特別会計、企業会計を合わせ

た総額１４５億２,７００万円の予算案が提案され

ました。この総額１４５億円余りの予算を、予算特

別委員会に付託し、本日１０日から１３日までの４

日間、町民の皆様に代わり、広く、客観的に、かつ

慎重に審査いただくことを、委員の皆様にお願い申

し上げます。 

現在、人口減少や少子高齢社会の進行などの影響

を受け、今後の本町の財政需要を考えますと、財政

状況はますます厳しさを増していくものと思われま

す。また、町民の皆様の生活も、昨今の物価高騰等

によりますます厳しさを増している状況にありま

す。 

今年度の予算が、町民の皆様の生活に寄り添い、

活力あるまちづくりにつながるものとなっているの

か、委員各位におかれましては、住民の代表として

令和８年度の予算を決定する重大な責務を担ってい

ることを改めて御認識いただき、慎重なる御審議を

お願い申し上げます。 

以上で、私からの挨拶といたします。よろしくお

願いいたします。 

○事務局長（谷口裕二君） 次に、町長、お願いい

たします。 

○町長（斉藤繁君） 皆さん、おはようございま

す。 

予算特別委員会の開会に当たりまして、私からも

一言御挨拶申し上げたいと思います。 

さきの執行方針の中でも述べさせていただきまし

たが、地方においては、少子高齢化、過疎化、人手

不足、昨今の物価高騰等、非常に厳しい状況にあり

ます。しかし、厳しい中でも第６次総合計画の目標

を達成すべく、そして私自身の公約でもあります活

力あるまちづくり、魅力あるまちづくり、持続可能

なまちづくりを念頭にしっかり、人件費などの経常

経費が増大する大変厳しい中ではありますが、将来

につながる、将来を見据えた予算を編成いたしまし

た。 

老朽化する公共施設、人手不足、農業・商工・観

光業への対応など、新しい課題に対応していかなけ

ればならないなど、ハード、ソフトともに将来のま

ちの発展をしっかりと見据えて、町政を一歩前へ進

めていかなければならないと考えております。 

本委員会は４日間と長丁場となりますが、何とぞ

御審議賜り、御議決いただきますようお願い申し上

げて、開会に当たっての挨拶に代えさせていただき

たいと思います。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

─────────────────── 

◎正 副 委 員 長 の 選 出 

○事務局長（谷口裕二君） 予算特別委員会の正副

委員長の選出でございますが、３月４日の第１回上

富良野町議会定例会第２日目において、議長を除く

１２名の委員をもって予算特別委員会を構成してお

りますので、正副委員長の選出につきましては、議

長からお諮り願います。 

○議長（中澤良隆君） 令和８年予算特別委員会の

正副委員長の選出についてお諮りいたします。 

議会運営に関する先例により、委員長に副議長、

副委員長に総務産建常任委員長を選出することに御

異議はございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 御異議なしと認めます。 

よって、令和８年予算特別委員会の委員長には岡

本康裕君、副委員長には金子益三君と決定いたしま

した。 

○事務局長（谷口裕二君） それでは、岡本委員

長、委員長席への移動をお願いいたします。 

(岡本委員長が委員長席に移動) 

○事務局長（谷口裕二君） それでは、岡本委員長

から御挨拶をいただきます。 

○委員長（岡本康裕君） 皆様、改めましておはよ

うございます。 

開会に先立ちまして、一言御挨拶申し上げます。 

令和８年第１回上富良野町議会定例会第２日目に

上程されました、議案第１号から議案第９号までの

９件の令和８年度各会計予算案並びに議案第２４

号、２５号、２６号、２７号の各基金の支消につい

て、さらなる審議が必要ということで予算特別委員

会が設置され、先例により委員長に就任いたしまし

た。 

本予算案は、一般会計予算額８７億８,９００万

円、令和７年度当初予算比で９,７００万円、１.１

％増、一般会計、特別会計、公営企業会計を合わせ
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た町全体の予算総額は１４５億２,７２３万５,００

０円であります。 

第６次上富良野町総合計画に合致する予算となっ

ているか、また、真に町民の福祉の向上、ニーズに

寄り添った予算となっているか、しっかりと予算委

員会で審査していきたいと存じます。 

４日間にわたる委員会となりますが、理事者、説

明員、各委員の協力を得まして円滑な委員会運営に

努めたいと思いますので、どうぞよろしくお願い申

し上げ、開会の挨拶とさせていただきます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

─────────────────── 

◎開 会 ・ 開 議 宣 告 

○委員長（岡本康裕君） それでは、始めたいと思

います。 

ただいまの出席委員は１２名であり、定足数に達

しております。 

これより、令和８年上富良野町議会予算特別委員

会を開会いたします。 

直ちに本日の会議を開きます。 

本委員会の審査日程等について、事務局長から説

明いたさせます。 

事務局長。 

○事務局長（谷口裕二君） 令和８年第１回上富良

野町議会定例会第２日目において、本委員会に付託

された案件は、議案第１号令和８年度上富良野町一

般会計予算から議案第９号令和８年度上富良野町病

院事業会計予算までの９件及び議案第２４号上富良

野町財政調整基金の一部支消についてから議案第２

７号上富良野町国民健康保険財政調整基金の一部支

消についての４件であります。 

本委員会の審査日程につきましては、お手元に配

付しました委員会日程のとおり、本日より３月１３

日までの４日間の審査といたします。 

なお、事前要求資料及び附属資料第６次上富良野

町総合計画実施計画書については、３月６日に配付

したところであり、予算の審査及び質疑に反映され

ますよう願います。 

本委員会の説明員は、町長をはじめ理事者、関係

する課長、主幹並びに説明担当職員となっておりま

す。 

以上であります。 

○委員長（岡本康裕君） お諮りいたします。 

本委員会の審査日程については、ただいまの説明

のとおりといたしたいと思います。 

これに御異議はございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） 御異議なしと認めます。 

よって、本委員会の審査日程は、ただいまの説明

のとおりと決定いたしました。 

なお、本委員会は公開とし、傍聴人の取扱いは委

員長の許可といたします。 

分科会の設置及び各分科長の選出についてお諮り

いたします。 

分科会は、会議規則第７０条の規定により設置

し、委員構成は、第１分科会が議席番号１番から６

番までの６名、第２分科会が議席番号７番から１２

番までの委員５名といたしたいと思います。これに

御異議はございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） 御異議がございませんの

で、各会計予算の審査のため、会議規則第７０条の

規定により、分科会を設置いたします。 

各分科長は、委員長の指名により選出したいと思

いますが、これに御異議はございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） 御異議がございませんの

で、委員長において、第１分科会の分科長に１番佐

藤大輔君、第２分科会の分科長に１０番井村悦丈君

を指名いたします。 

お諮りいたします。 

本委員会の質疑は、一問一答方式といたしたいと

思います。これに御異議はございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） 御異議なしと認めます。 

よって、本委員会の質疑は、一問一答方式とする

ことに決定いたしました。 

委員並びに説明員にあらかじめお願い申し上げま

す。 

質疑、答弁は、挙手の上、委員は議席番号を、説

明員は職名を告げて、委員長の許可を得た後に、自

席で着座のまま発言されるようお願いいたします。

なお、一問一答方式でありますので、質疑、答弁は

要点を簡潔、明瞭に発言願います。 

まずは附属資料の第６次上富良野町総合計画実施

計画書について、説明の申出がありますので、これ

を許可いたします。 

総務課長。 

○総務課長（上村正人君） それでは、予算特別委

員会の事前配付資料につきまして、概要を御説明申

し上げます。 

まず、第６次総合計画実施計画についてでござい

ます。こちらの資料になります。 

本計画は、平成３１年度から令和１０年度までの

１０か年の計画であり、本年度は後期計画の３年次

に当たります。今回の実施計画は、事業の継続性を

重視しつつ、毎年度のローリング方式に基づき内容

を精査し、令和８年度から令和１０年度の３か年の
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資金計画を反映し、策定いたしました。 

２ページから３ページを御覧いただきたいと思い

ます。 

こちらは、実施計画の総括表となっております。

令和８年度予算を含む今後３年間の分野・目標別の

予定事業費と、その財源内訳を掲載しております。

なお、令和９年度及び令和１０年度については、現

時点の見込みとなっております。 

次に、４ページから６ページにかけてになります

が、こちらは今後３年間の予定事業費を想定した年

度別の収支見込みを資金計画として示しておりま

す。 

続いて、７ページには、本町の代表的な財政指標

について、令和３１年度からの推移と資金計画に基

づく令和１０年度までの将来推計を掲載しておりま

す。 

この中で、まず公債費に係る指標については、小

中学校や町営住宅整備、そして単独災害復旧事業と

いった過去の大型事業の償還終了に伴い、ここ数年

は減少傾向で推移する見通しでございます。 

一方で、経常収支比率につきましては、給与改定

等による増収は見込まれるものの、人口減少や少子

高齢化の中で町税の大きな伸びは見込めず、地方交

付税についても、個別の財政需要に伴う算定分を除

けば、全体として増加傾向で推移していくことが予

想されます。 

あわせて、物価高騰や労務単価の上昇による社会

保障関連経費などの増大も見込まれることから、引

き続き財政構造の硬直化が予想される状況にありま

す。 

続いて、９ページ以降になりますが、こちらは分

野別事業計画として、今後３年間の主要な予定事業

を掲載しております。 

また、委員会より別途要求がございました資料に

つきましても、併せて配付させていただいていると

ころでございます。 

以上、お手元の資料が今委員会の審議における一

助となれば幸いでございます。 

以上で、配付資料の説明とさせていただきます。 

○委員長（岡本康裕君） これより、附属資料の第

６次上富良野町総合計画実施計画書の説明に対する

質疑を行います。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 大枠でお伺いいたします。

この総合実施計画の財政資料ということで拝見させ

ていただきました。当然、担当課長もおっしゃるよ

うに今後の経常収支比率の上昇とかですか、公債比

率も、財政投資によって大きく変わる要素というの

は常にあるかというふうに思います。一方で、当然

町は自主財源というのがそうありませんので、この

財政調整基金でやはり一定程度の財政運営がなされ

てきているかというふうに思います。年々こういっ

た繰入れなどを行って財政を賄っているという状況

が見受けられます。そうしますと、当然この財政基

金の安定的な確保あるいはこれから起こるであろう

唐突な財政支出等があるということを考えれば、当

然計画的な財政の運用と公共投資事業の運用という

のが求められているかなというふうに思いますが、

この点についてはどのようなお考えなのかお伺いし

ておきたいというふうに思います。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） ４番米澤委員の御質問

にお答えさせていただきます。 

この各会計予算の説明の際にも少し概要としてお

話をさせていただいたところでございます。お話し

いただいたとおり、昨今のこの情勢の中で、再三お

伝えしておりますが、この物価高騰、労務単価の上

昇等の傾向というのがここ数年ずっと続いていると

ころでございます。これによって各性質別の経費も

その分が見事に反映されているような状況で今予算

編成をさせていただいているところでございます。 

それを受けて、各行政分野の目的に沿った部分に

つきましては、目的基金を支消させていただき予算

編成をさせていただいているのと、それでなかなか

調整がつかない分については財政調整基金を支消さ

せていただき、今回も上程させていただいていると

ころでございます。 

ただ、支消だけをしていくと、限りのある財源に

なりますので、なかなかそれだとまかり通らないよ

うな状況にありますので、我々としては減債基金の

目標１億円を当初予算で積立てをするといった形で

計画させていただいております。それを今のところ

ずっと継続し、何とか編成としては目標を達成でき

ている状況にあります。 

それと、次年度繰越金になる部分についてのお金

を精査させていただいて、財政調整基金に積み戻し

をさせていただきながら今しのいでいるというのが

現状であります。 

あと、目的基金については、こちらの実施計画に

基づいた内容で、年度年度で支消計画を持ってやら

せていただいているところでございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、附属資料の質

疑を終了いたします。 

ここで説明員が交代しますので、少々お待ちくだ

さい。 
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（説明員交代） 

○委員長（岡本康裕君） これより、議案第１号令

和８年度上富良野町一般会計予算を議題といたしま

す。 

提案者より補足説明があれば、発言を許可いたし

ます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、これより、一

般会計予算の１ページから７ページまでの質疑を行

います。 

質疑は、ページ数と案件を告げて発言願います。

ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、一般会計の予

算の１ページから７ページまでの質疑を終了いたし

ます。 

次に、一般会計予算、２９ページから３０ページ

までの歳入歳出予算事項別明細書１、総括、歳入、

３３ページの２、歳入、１款町税から、５８ページ

の１２款交通安全対策特別交付金までの質疑を行い

ます。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） ３３ページと３４ページの町

税の中の町民税についてお伺いいたします。比較予

算でいけば前年度令和７年度より５,０００万円増

になっております。こちらについては３か年の平均

で見通しているのかなと思いますけれども、増額要

因を教えていただければと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 税務班主幹、答弁。 

○税務班主幹（宮下次美君） ６番林委員の、個人

住民税の予算について御説明いたします。 

まず、基本的には３か年の課税状況調査の平均で

計算しているところでありますが、今年度につきま

しては人事院勧告の部分の増加分を考慮して、給与

についての部分については増加しているというよう

な状況で予算を作成しております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） 分かりました。 

次の固定資産税についても増額を見込んでおりま

すけれども、こちらについてはどのような理由で

しょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 税務班主幹、答弁。 

○税務班主幹（宮下次美君） ６番林委員の、固定

資産税の予算についての御質問にお答えします。 

固定資産税につきましては、基本的には評価替え

がないので、横ばいというのが大体なのですけれど

も、今回につきましては、家屋を調査したところ、

住宅の新築もあるのですけれども、アパートが建っ

ているというようなこともありまして、その分で家

屋が増になったという背景があっての増加となって

おります。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） 固定資産税、住宅がそれほど

建っているとは思わなかったのですけれども、確か

にアパートはすごい勢いで建っているなと思うので

すけれども、この中で、固定資産税の中もそうなの

ですけれども、個人町民税もともに滞納繰越金の金

額が個人町民税であれば２３万６,０００円、固定

資産税は滞納が１３万５,０００円ということで、

かなり収納に努力されているということがこの数字

でうかがわれるのですけれども、さきの執行方針で

は収納体制を何か引き続き強化するような文面が

あったのですけれども、この滞納繰越分は徴収でき

る可能性があるということでよろしいでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 税務班主幹、答弁。 

○税務班主幹（宮下次美君） ６番林委員の、滞納

繰越額についての御質問にお答えします。 

今回計算している件につきましては、基本的には

回収見込みがないものについては執行停止をかけて

おりますので、その分の徴収を見込める分と分けて

考えていますので、徴収が見込める分と仮定して、

この部分で予算をとっているという状況でありま

す。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） そうすると、この滞納分は徴

収できる部分ということでありますけれども、状況

的にはどのような状況で滞納がなされているのかと

いうのは分かりますか。 

○委員長（岡本康裕君） 税務班主幹、答弁。 

○税務班主幹（宮下次美君） ６番林委員の、滞納

の状況についての御質問にお答えします。 

現状としては、固定資産税に関しては大きいとこ

ろがあったのですけれども、その部分については昨

年競売になったことによりほかの事業所に譲渡され

たという背景もあって、それで回収見込みができな

いような背景です。 

それ以外に関しては、納税折衝なりアプローチは

かけているのですけれども、なかなか納めていただ

くことができない状況で、もちろん個人住民税も同

様に滞納調査をしているところなのですけれども、

なかなか財産が見つからないというような状況で、

調査はしているのですけれども、なかなか徴収がで

きないというような背景にあります。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほかにございませんか。 
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１２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） 同様のページの固定資産

税に関して私もお伺いしたいと思います。近年、こ

の富良野圏域では、日本に国籍を持たない方であっ

たり海外の法人が建物を購入するといった事例が多

いと聞き及んでおりますが、令和８年度においてそ

ういったイレギュラーで対応しなければならないよ

うなケースを想定されていたり、何か対応を検討し

ていたりする部分があるのか、お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 税務班主幹、答弁。 

○税務班主幹（宮下次美君） １２番小林委員の、

固定資産税についての御質問にお答えします。 

基本的に、外国人の方が購入されることもあるの

ですけれども、納税管理人を設定して確実に納めて

いただくというような手続は進めております。中に

はもちろん納税管理人を立てられない方もいらっ

しゃるのですけれども、納付書を送付する先につい

てはきちんと送付先を送るような形にできた状態で

納めていただくというような形で現在は対応してい

るところであります。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほかにございませんか。 

８番中瀬委員。 

○８番（中瀬実君） ページ数は５２ページのとこ

ろですが、環境性能割交付金というのが項目で出て

おります。こちらについては、国の方向性というの

は、令和８年３月３１日で廃止をされるという情報

が入っておりますが、これは１,３００万円で、こ

の金額についてはどのような目安があってこの金額

が出ているのかについて確認したいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） ８番中瀬委員の、環境

性能割交付金の御質問にお答えさせていただきたい

と思います。 

委員からお話があったとおりであります。国とい

たしましては、こちらを廃止し、令和８年から別の

形にするといった形で予定しているといった状況に

なりますが、今のところ確定していない状況にござ

います。よって、原型の考え方を踏襲させていただ

きながら、このたび予算編成をさせていただいてい

るところでございます。この制度が確定し次第、

追って後の補正予算等で調整をさせていただければ

幸いと考えております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬実君） 例えばこの財源が形が変わっ

て、国からこれに代わるようなものが財源として

入ってくる可能性というのは、まだ情報としては

入っていないですか。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） ８番中瀬委員の御質問

にお答えさせていただきます。 

今、予定のお話になりますが、このような形の制

度が廃止された場合は代替の交付金を発行するのが

通例となっておりまして、現在のところ、特例交付

金を設置し、その財源を地方に交付していただける

予定となっております。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、よろしいですか。 

６番林委員。 

○６番（林敬永君） ３５ページと３６ページの入

湯税についてお伺いいたします。 

入湯税も増額を見込んでおられるようですけれど

も、日帰りが著しく上がっているなと思いながら、

それに比例しながら宿泊も上がるのかなと思えば、

上がってもいないのですけれども、こちらについて

はどのような予算措置を考えられたのか、お伺いい

たします。 

○委員長（岡本康裕君） 税務班主幹、答弁。 

○税務班主幹（宮下次美君） ６番林委員の、入湯

税に関しての御質問にお答えします。 

確かに日帰り入浴の部分が増加しているのですけ

れども、平均して昨年の実績及び令和７年度の実績

を見比べながら平均値を出しているというような状

況でありますので、これが実質令和７年の決算を見

たときに実際の予算のずれといいますか、実績値と

の差はあるかもしれませんけれども、金額及び人数

についてはそういう平均値で出しているのでそうい

う形になっているということになります。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） お伺いいたします。４７

ページの地方消費税交付金という形で、消費税分な

のだというふうに思います。当然これは基本的には

都道府県に納税された分の一部が地方にも配分され

るという形になっているかというふうに思います。

そういった意味では貴重な地方財政の収入源にも

なっているかというふうに思います。これは恐らく

人口とかいろいろな要素でこういった配分になって

いるかというふうに思いますが、やはりこの人口の

増退によってはこういった交付税等というのは変わ

る要素というのは常にあるのかどうなのか、お伺い

しておきたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） ４番米澤委員の、地方

消費税交付金の御質問にお答えさせていただきま

す。 

今のところは制度が何か大きく変わるというお話

は聞いていない状況であります。よって、何か大き
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く変わる見込みはないと踏んでいるところです。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） ありがとうございます。 

次に、４９ページの国有提供施設等所在市町村助

成交付金についてお伺いいたします。これは自衛隊

の建物、弾薬庫などによって、それに基づいて固定

資産税が一定評価されて自治体に交付されているか

というふうに思います。一般的には固定資産税の評

価率というのは１.４％なのでしょうか。これは恐

らくそういった標準的な評価に基づいて交付されて

はいないような気がするのですけれども、こういっ

た基礎になっているのはどういうふうな算定基礎が

あるのか、分かればお願いしたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） ４番米澤委員の御質問

にお答えさせていただきます。 

基本的には今お話あったとおりで、自衛隊関連の

施設の資産について交付されるといった形で、その

資産の価格については公表されている状況でござい

ます。ただ、町の固定資産税のように税率で１.４

％とかで決まっているものではございません。その

資産価格に対してその年その年の交付率というのが

示されまして、それで交付されるような状況になっ

ております。今回の見込みで、考え方といたしまし

ては、資産の価格としては減少するようなふうに見

込んではいるのですけれども、交付率が少し上がる

のではないかといった形で見込んでいるところでご

ざいます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） そうしますと今後、当然資

産評価ですから、古くなったとか老朽化したとかい

ろいろな要素はありますが、基本的には標準的な一

般の住民に評価されているようなここの基準で評価

していただければ、上富良野町の収入というものも

一定部分上がるのかなというふうに思いますが、一

般的にその１.４％ぐらいで評価した場合、これは

どのくらいなのか、数値を持ち合わせていれば、分

かっていればお話ししていただきたいのですけれど

も、地方自治体においては貴重な財源になっており

ますので、この点をお伺いしたいというふうに思い

ます。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） ４番米澤委員の御質問

にお答えさせていただきます。 

具体的な数字については、申し訳ありません、今

お答えできないのですけれども、結果論なのです

が、交付されたものを逆算すると、大体その１.４

％前後で推移している状況でございます。あと、こ

れは法律で定められているものでございますので、

都度改定されるような状況になります。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ７番茶谷委員。 

○７番（茶谷朋弘君） ３６ページのたばこ税に関

することなのですけれども、毎年増減はあるものの

約８,０００万円という非常に貴重な財源としてた

ばこ税があります。健康増進の観点からもなかなか

取り扱いしづらい部分であると思うのですが、予算

を組むに当たって、ここの部分で少しでも増額がで

きるような何か検討とかがあったのか、それともこ

こに関しては特に触れないでということなのか、と

いうのも、別に町内の方だけではなくても町外から

来た方も購入していただけると上富良野にたばこ税

が落ちるのもありますし、上富良野町役場の喫煙所

の中のポスターに、たばこ税は貴重な財源ですと、

上富良野町でたばこを買ってくださいというのが書

かれており、それを見ると、そうだなと思う部分が

あるのでお聞きしたかったのですけれども、特にな

ければ特にないで大丈夫です。 

○委員長（岡本康裕君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（安川伸治君） ７番茶谷委員の、

たばこ税のＰＲについての御質問にお答えさせてい

ただきます。 

一部には、たばこ税の収入を表示している部分も

ありますが、一方で健康を阻害するという要因もあ

りますので、あまり大きくはＰＲできないというよ

うな状況でございますので、そういった観点から８

年度については現状どおりの方法ということでござ

います。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、歳入歳出予算

事項別明細書１、総括、歳入及び歳入１款町税か

ら、１２款交通安全対策特別交付金までの質疑を終

了いたします。 

次に、５９ページの１３款分担金及び負担金か

ら、６６ページの１４款使用料及び手数料までの質

疑に入ります。 

６番林委員。 

○６番（林敬永君） ６１ページと６２ページの衛

生費の中の墓地使用許可１０万円については積算は

分かるのですけれども、火葬場の使用料が計上され

ておりませんので、その理由を教えていただければ

と思います。 

○委員長（岡本康裕君） 生活環境班主幹、答弁。 

○生活環境班主幹（濱村篤司君） ６番林委員の、
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火葬場の許可使用料の御質問についてお答えいたし

ます。 

令和８年度から中富良野町の西山火葬場を上富良

野町も共同で利用するということになります。それ

に当たりまして、西山火葬場の使用許可手数料につ

きましては、中富良野町の条例で定める手数料とい

うことで、上富良野町で受付したものにつきまして

は、歳入歳出外で預かり金として取扱いをしまし

て、月末締めで精算をするということになりますの

で、会計の予算書には載ってこないお金となってお

ります。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） 歳入歳出外なのですか。何か

理屈がよく分からないのだけれども、町で負担金を

出して、今まで以上に負担が増えて、実際入ってく

るお金がないという理解でよろしいですか。歳入歳

出外だから予算には計上されないので。 

○委員長（岡本康裕君） 生活環境班主幹、答弁。 

○生活環境班主幹（濱村篤司君） ６番林委員の、

火葬場の使用料とその経費に関わる質問についてお

答えいたします。 

上富良野町が負担する火葬場の管理費につきまし

ては、この西山火葬場使用許可手数料を差し引いた

後の経費について、応分の費用を負担していくもの

となります。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） 確認ですけれども、では歳入

歳出外で受け入れて、中富良野町にはお支払いをす

るけれども、その分の歳入は負担経費からは除かれ

るということでよろしいでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 生活環境班主幹、答弁。 

○生活環境班主幹（濱村篤司君） 林委員のおっ

しゃるとおり、請求される経費から除かれるものと

なります。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） 歳入歳出外に置く理由は何で

すか。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） ６番林委員の、葬斎場

の歳入の使用料の考え方についての御質問にお答え

させていただきたいと思います。 

前段からお話しさせていただきたいと思います。

今回の仕組みとしましては、上富良野町が中富良野

町の所有する葬斎場を利用させていただくといった

形になりまして、中富良野町の条例の下、使用する

形になります。よって、上富良野町民が葬斎場を使

う際には、中富良野町長に代わって上富良野町長が

その使用料を徴収するような形になります。これは

中富良野町の歳入の扱いになりますので、預かった

お金につきましては上富良野町の歳計内現金に置く

ことができませんので、歳計外現金といたしまして

お預かりさせていただき、決まったタイミングで中

富良野町の収入として上富良野町からそのお金を振

り込むといった形になります。 

よって、中富良野町で葬斎場の使用料として発生

したものにつきましては、その経費から差し引か

れ、その差し引かれた分について負担するといった

計算の流れになります。 

以上でございます。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員 

○６番（林敬永君） それは自治法上の会計処理と

いうことでいいのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） ６番林委員の御質問に

お答えさせていただきます。 

はい。こちらは地方自治法に基づいて制定されて

おります中富良野町の条例に基づいて行うものでご

ざいます。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） そうすると、利用実態につい

ての報告というのでしょうか、そういうものは発生

しなくなるということでいいのかな……歳入歳出外

に入れてしまうと全く雲隠れされてしまうのですけ

れども。うちの町民が中富良野町でお世話になって

いる毎年その実態というのは、どこで把握できるの

でしょうか。歳入歳出外は報告の義務もないので、

監査も見られない。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） ６番林委員の御質問に

お答えさせていただきます。 

例え話も出てしまって申し訳ありませんが、公営

住宅の敷金と同じような考えになりまして、公営住

宅の敷金につきましても歳計外現金として取扱いさ

せていただいております。これと同じような形で、

葬斎場を利用する方々それぞれの管理をさせていた

だきまして、そのお金の出納管理をさせていただく

ところでございます。 

チェック機能といたしましては、毎月そのお金の

入ってきたものについての件数と金額については

チェックをするのと併せて、例月出納検査の部分に

ついては歳計外の部分を監査に見ていただいている

ところでございますので、そちらで確認されると

いったことになろうかと思います。 

以上でございます。 

○委員長（岡本康裕君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（安川伸治君） ６番林委員の、葬

斎場の使用料に関する御質問にお答えします。 
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使用した数については、これまで成果報告書には

記載しておりませんでしたが、今後、中富良野町の

西山火葬場の使用に関する数字は成果報告書で報告

させていただきたいと思います。 

また、先ほど言った実際の使用する人数について

は、年度末またはその途中で変更が生じますので、

その際どうしても補正予算という形を取らせてもら

うことになるため、その際にも報告させてもらうと

いうことになるかと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） すみません、今の説明で分か

らなくなったのですけれども、決算のときには成果

報告書には使用料のことは載っているのです。今度

令和８年度からは載らないのかなと思ったけれど

も、今の町民生活課長のお話では引き続き同じよう

に載るということで言われたということでいいです

か。分かりました。ありがとうございます。 

今の町民生活課長のお話は分かったのですけれど

も、先ほど総務課長が、公営住宅を例に取られて、

歳入歳出外に入れて云々という話をされて、公営住

宅の住宅使用料は歳入に入ってきます。歳入歳出外

は敷金なので、敷金は将来にわたって返すという想

定があるので、歳入には入れない。だけれども、歳

入歳出外の中で、どこかで預からなければいけない

ので、それを置くのですけれども、今の総務課長の

例が私は分からなくなったのですが、公営住宅の取

扱いと同じような扱いという理解をしてほしいとい

うことでよろしいですか。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） ６番林委員の御質問に

お答えさせていただきます。 

混乱させてしまったようで申し訳ございません。

繰り返しの説明になって大変恐縮です。今回のこの

使用料の考え方につきましては、上富良野町の条例

ではなくて中富良野町の条例に基づきまして頂くお

金といった形になりますので、中富良野町の債務に

なります。その現金は上富良野町の歳計内現金とし

て扱うことができませんので、というところを例に

挙げて公営住宅使用料の敷金と同じような形で歳計

外現金としてお預かりさせていただくといった部分

で使わせていただきました。すみません。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） 分かりました。では、先ほど

町民生活課長が答えていただいたとおり、成果報告

書にはぜひ引き続き載せていただくということでお

願いしたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 関連で、１１番北條委

員。 

○１１番（北條隆男君） すみません、その使用料

の問題なのだけれども、今の話を聞いていると、何

か共同利用ではなくて中富良野に上富良野が使用さ

せてもらうような言い方に聞こえるのだけれども、

共同利用で始まっているから、そこだけ別会計でや

るのかなと考えていたのですけれども、あくまでも

中富良野に準じて上富良野が支払いするというのは

分かるのだけれども、それで共同利用なのかなと、

そこら辺を不思議に思ったので。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） １１番北條委員の御質

問にお答えさせていただきます。すみません、度々

私で答弁させていただくのが、法務の関係も含むと

いう部分で私がお答えさせていただいているところ

でございます。 

北條委員のおっしゃるとおりなのですが、共同利

用です。我々からしたら区域外の施設を町民の皆様

に使わせていただくことにはなります。ですから共

同利用ですが、制度上の話を説明させていただくと

こういった立てつけになるといった形になっており

まして、共同設置した施設ではなくて、あくまでも

もともと中富良野町が所有している施設を上富良野

町民が使わせていただくといったような形で今回組

立てをさせていただいておりますので、既存の条例

に基づきましてこの運営を行っていくといった形に

なってございます。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） 例えば修繕とかが起きた

ときには、それは両方の人口割か何かの割りでやる

のだろうと思うのだけれども、それは共同利用だか

らそちらに入ってくるという考え方でいいのでしょ

うか。 

○委員長（岡本康裕君） 生活環境班主幹、答弁。 

○生活環境班主幹（濱村篤司君） １１番北條委員

の、西山火葬場の管理運営費に係る負担についての

御質問にお答えいたします。 

こちらの管理に関わるもの、修繕や燃料、電気と

いったものにつきましては、上富良野町と中富良野

町でそれぞれ応分の負担をするのですが、負担割合

は均等割が２０％と、使用の実績について８０％と

いう負担割合で負担していくこととなります。 

また、その精算につきましては、当該年度中の出

納閉鎖期間に精算を行っていくというものになりま

す。 

○委員長（岡本康裕君） 関連で、ございません

か。 

では、ほかにございませんか。 

６番林委員。 

○６番（林敬永君） ６６ページ、一般廃棄物処理
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手数料の４,１８３万３,０００円の内容を教えてい

ただいてよろしいでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 生活環境班主幹、答弁。 

○生活環境班主幹（濱村篤司君） ６番林委員の、

一般廃棄物処理手数料の内訳についての御質問にお

答えいたします。 

まず、収入証紙の内訳として、収入証紙につきま

しては、一般ごみ、不燃ごみの袋それぞれ大・小と

粗大ごみの処理券大・中・小と３種類ございます。

これらを合わせて２,６８３万９,０００円を見込ん

でおります。 

また、クリーンセンターへ直接搬入された際の搬

入の手数料として、一般ごみ、不燃ごみがそれぞれ

１０キログラム当たり２００円の負担をいただくも

のです。 

粗大ごみの大・中・小につきましては、証紙の半

額となります金額ですが、大で５２５円、中で３５

０円、小で２５０円となっております。 

これらを合わせて１,６８２万９,０００円と見込

んでおりますが、ここで端数の１,０００円未満な

どの調整を行っておりますので数字が若干合いませ

んが、合わせて４,１８３万３,０００円を収入とし

て見込んでいるところでございます。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） 今の説明でよく分かりまし

た。上富良野町民の皆さんから頂くお金を予算とし

て４,１８３万３,０００円ということで計上された

と。その積算については、年々人口も減少している

から、ごみの収集も減っていっているということで

理解してよろしいですか。分かりました。 

○委員長（岡本康裕君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、歳入１３款分

担金及び負担金から１４款使用料及び手数料までの

質疑を終了いたします。 

次に、６７ページの１５款国庫支出金から７８

ページの１６款道支出金までの質疑に入ります。 

１１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） ７６ページの、これは後

からの質問に関するのでここで確認しておきたいの

ですけれども、林業費の熊対策費７１万３,０００

円というのは、箱わな１個の値段を書いているのか

なという推測なのですけれども、その辺はどうなの

ですか。 

○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（山内智晴君） １１番北條委員の

御質問にお答えします。 

こちらに関しましては、町で使用した一般財源に

対して４分の３の補助金が出ております。６款の林

業費の有害鳥獣対策費で計上しております予算の分

の積算となりますので、熊の箱わなの分に関しては

別のほうのになっていますので、こちらは入ってお

りません。 

以上です。 

○１１番（北條隆男君） 分かりました。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） 関連します。ヒグマ対策の７

１万３,０００円について、中山間事業で購入され

ることはなかったのでしょうか。歳入で見るとその

上段のほうにあるかと思うのですけれども、その中

ではなかったということでよろしいでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（山内智晴君） ６番林委員の御質

問にお答えします。 

あくまで先ほど御説明しましたように町が会計上

負担した部分ということになりますので、中山間事

業は交付金の中身になりますので、そちらの分は算

入していないということです。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、歳入１５款国

庫支出金から１６款道支出金までの質疑を終了いた

します。 

次に、７９ページの１７款財産収入から、９４

ページの２２款町債まで及び議案第２４号上富良野

町財政調整基金の一部支消についてから、議案第２

６号十勝岳と共生するまちづくり応援基金の一部支

消についてまでの質疑に入ります。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） ８９ページ、９０ページに

ある雑入のところなのですが、他市町村一般廃棄物

処理料負担です。前年度から単純に予算が減額に

なっております。恐らく利用トン数とかが恐らく変

わってきているのだというふうに思いますが、これ

は前年度から見まして相対的に何割ぐらい減になっ

ているのか、分かる範囲でいいのですが、教えてい

ただきたいというふうに思います。これからいろい

ろ各自治体でもごみのさらに分別、リサイクル等が

進み、人口減少等が進めば、さらにこういった部分

の要素が低くなってきて、減額要請が増えるかとい

うふうに思いますので、そういうものも併せてお伺

いしておきたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 生活環境班主幹、答弁。 

○生活環境班主幹（濱村篤司君） ４番米澤委員

の、他市町村一般廃棄物処理負担金の御質問につい

てお答えいたします。 

こちらの負担金の積算につきましては、過去３年
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間の実績を基にしまして、その平均を取って歳入の

計上を行っているところでございます。 

また、中富良野町につきましては、令和６年度か

ら燃えるごみの搬入となっておりますので、実績と

しては２年しかございませんので、こちらの数字を

取って今年度の予算見込額として置いたところでご

ざいます。 

○委員長（岡本康裕君） ほかにございませんか。 

６番林委員。 

○６番（林敬永君） 関連しますけれども、９０

ページの今の他市町村一般廃棄物処理料負担金６,

３８６万２,０００円なのですけれども、今の説明

を聞いていると、ごみが搬入されるのが少なくなっ

ているということでよろしいでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 生活環境班主幹、答弁。 

○生活環境班主幹（濱村篤司君） ６番林委員の、

他市町村一般廃棄物処理料負担の搬入量についての

御質問についてお答えいたします。 

令和８年度の推計に基づきましては、令和６年度

の決算額を基礎ベースとしまして、負担いただく単

価を算出しております。令和６年度につきまして大

きなクリーンセンターの修繕等がございませんでし

たことから、令和７年度のこの燃えるごみの処理単

価５万３,１００円に対しまして、令和８年度の単

価は４万５,９００円ということで、大きく単価が

下がったところでございます。 

ただ、搬入量につきましてはほぼ横ばいでござい

ますので、その単価が下がったことが予算の見積額

が下がった要因となっております。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） 今の答弁でいきますと、ここ

に入っている処理料には施設の修繕とかそういうも

のも含まれて、ほかの市町村に請求をされていると

いうことでよろしいですか。 

○委員長（岡本康裕君） 生活環境班主幹、答弁。 

○生活環境班主幹（濱村篤司君） ６番林委員の、

他市町村一般廃棄物負担金の根拠についてです。 

こちらにつきましては、クリーンセンターの維持

費に関わりまして、償却分、リサイクル分、最終処

分、破砕分、この四つに積み上げをしまして、ま

た、共通経費は案分して単価を積算しております。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） ちょっと分からないのですけ

れども、処理料については、ごみの搬入量が減れば

請求処理単価は上がるのでしょう。一生懸命たくさ

んごみを処理すれば、もともとの分母が分かってい

るので、たくさん使えば使うほど処理料というのは

安くなるのです。でも今の話だと、使わないから処

理料が安くなる。でも維持費は固定であるのでしょ

う。積算の仕方が分からないなと思って今聞くので

すけれども、まず、この処理料の中に大規模修繕、

例えば今回補正したときのそういうものについても

決算で出てくるので、それを加味して後年度で処理

料の中に上乗せしているということでよろしいで

しょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（安川伸治君） ６番林委員の、一

般処理料の負担の計算方法なのですが、先ほど主幹

が申し上げたとおり、通常の固定経費、運転管理費

と、その分の、よそから来ている分なので、焼却の

部分の割合を出しております。プラスそれに先ほど

申し上げた量が関係してきますが、そこは横ばいで

すが、実際に皆さん御存じのとおり修繕費がかかっ

てきます。それが何千万円という金額が上乗せされ

ると、当然先ほど言った単価が高くなってきますの

で、その修繕費の増減によって負担する金額が年度

によって変わってくるという状況で、先ほど申し上

げましたとおり、その分の増減が変更している要因

ということになります。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） 聞けば聞くほど分からなくな

るのですけれども、先ほど担当主幹はごみの量は

減っていると言っていたのでしょう。横ばいです

か。横ばいということで行って令和６年度の決算に

対して令和８年度の処理料を積算しているという理

解でよろしいでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 生活環境班主幹、答弁。 

○生活環境班主幹（濱村篤司君） 令和８年度の使

用料の単価につきましては、令和６年度の経費を算

出根拠として試算しております。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） それは決算だから途中で補正

を組んだ修繕なども全部入っているということでよ

ろしいですか。 

○委員長（岡本康裕君） 生活環境班主幹、答弁。 

○生活環境班主幹（濱村篤司君） 決算ですので、

当初予算だけではなく、補正や予備費など、対応し

たものも含まれております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほかにございますでしょ

うか。 

６番林委員。 

○６番（林敬永君） ９２ページに移るのですけれ

ども、９２ページのまちづくり・人づくり推進交付

金の６３万円は何の事業に充てていたか、忘れてし

まったので教えていただければと思うのですけれど

も。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 
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○総務課長（上村正人君） ６番林委員の御質問に

お答えさせていただきます。 

こちらは、町が行っている町村会等から入ってく

るお金なのですけれども、町がこういったまちづく

り・人づくり推進交付金の該当する事業といたしま

して、研修とかそういったもろもろのものをやった

部分で当たるお金になっておりまして、毎年大体

入ってきているところでございます。 

○委員長（岡本康裕君） ほかの方、よろしいです

か。 

６番林委員。 

○６番（林敬永君） 同じ９２ページの地域活性化

担い手創成事業の７００万円の内容について、どの

ような事業に当たってきているのか教えていただい

てよろしいでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（宮下正美君） ６番林委員か

らありました、雑入の地域活性化担い手創成事業の

歳入に係ります７００万円の充当先の事業について

御説明させていただきたいと思います。 

こちらにつきましては、今回歳出で予定しており

ます地域活性化担い手創成事業に対しまして、一般

社団法人地域総合整備財団の補助金を活用して事業

を行おうと予定しておるところでございます。な

お、この補助金につきましては事業費の３分の２、

７００万円を上限とするというところで、歳入予算

につきましては７００万円ということで上限額を計

上させていただいているところでございます。 

○６番（林敬永君） 何の事業に７００万円が当た

るのでしょうか。人件費で当たるとか、そのような

感じでいいかと思うのですけれども。 

○委員長（岡本康裕君） 事業とかイベントとか。 

○企画商工観光課長（宮下正美君） 事業につきま

しては、今言いましたように歳出で予定しておりま

す地域活性化担い手創成事業のその他の財源という

ところで当たる予定になっております。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） また歳出でお伺いしますけれ

ども、この事業というのは単年度で終わりでよろし

いのでしょうか。その後補助があるのかどうかを教

えてください。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（宮下正美君） ６番林委員か

らありました、この事業の補助金の仕組みでござい

ますが、こちらにつきましては先ほど言いました一

般社団法人地域総合整備財団というところの補助メ

ニューになってございまして、制度的にはマックス

で３年間までなら継続した事業を行えるということ

になっておりますが、現状ではまずこの初年度事業

ということで令和８年度に事業を行いたいというこ

とで今予定しているところでございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ７番茶谷委員。 

○７番（茶谷朋弘君） ９２ページの地域づくりセ

ミナー開催支援金６０万円ということで、これは昨

年度の倍になっているのです。昨年度は多分スマホ

での動画撮り方セミナーというのに充てられたと思

うのですけれども、今回倍増なっているということ

で、２回を想定しているのか、またはもし検討して

いる内容があればお聞かせください。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（宮下正美君） ７番茶谷委員

からありました、地域づくりセミナー開催支援金６

０万円の内容について御説明いたします。 

こちらにつきましては、昨年度は３０万円という

ところでありまして、セミナー事業に対しての部分

ということで、令和７年度実績につきましては、

今、茶谷委員からありましたようにスマホを使った

セミナーということで１件開催させていただいてい

るところでございます。 

この中で来年度令和８年度につきましては引き続

きそういうまずセミナーの回数が１回と、あとこち

らにつきましても昨年度途中補正で使用しまして今

年度当初予算から歳出で計上しております朗読甲子

園の事業費ということで、今そちらの特定財源を確

保するということで、それを合わせまして３０万円

の２件で６０万円の増額としているところでござい

ます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、一般会計予算

歳入歳出予算事項別明細書の２、歳入及び議案第２

４号上富良野町財政調整基金の一部支消についてか

ら、議案第２６号十勝岳と共生するまちづくり応援

基金の一部支消についてまでに対する質疑を終了い

たします。 

暫時休憩といたします。 

再開は１０時３０分です。 

────────────────── 

午前１０時１６分 休憩 

午前１０時３０分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 休憩前に引き続き、委員

会を再開いたします。 
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次に、３１ページから３２ページまでの歳入歳出

予算事項別明細書１、総括、歳出及び９５ページの

３、歳出、１款議会費から１２６ページまでの２款

総務費までの質疑に入ります。 

１番佐藤委員。 

○１番（佐藤大輔君） 予算書１０８ページ、地域

活性化推進費の中の地域活性化担い手創成事業１,

０５０万円に関して、先ほど歳入でも若干触れてお

りましたけれども、この点についてお伺いします。

事前に補足説明資料を頂いておりますので、読んで

あらかた理解したつもりではあるのですけれども、

質問させていただきます。 

これまで町が主体となって上富良野町の魅力を掘

り起こして、ツアーであったり特産品であったり、

そういった取組を行ってこられましたが、それを実

際に商品化して販売してとかというところまで、至

るものもあったり至らなかったものもあったりとい

うところ、それを至らすための担い手、例えばマー

ケティングとか販売とか、そういった実働部隊、担

い手を今後確保するとか育成するというのが、この

事業の主たる目的であるという理解でよろしいで

しょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（宮下正美君） １番佐藤委員

からありました、地域活性化担い手創成事業に関し

ます事業実施の目的につきまして、私から説明させ

ていただきたいというふうに思います。 

この事業につきましては、今、委員からありまし

たように、事前に資料を提出させていただきまし

て、概要等につきましてはこれまでも委員会を中心

に説明させていただいているところでございます

が、改めての説明というところで御了承いただきた

いと思います。 

まず、この趣旨でございますけれども、こちらに

つきましては佐藤委員から今ありました、これまで

町でいろいろな事業を展開してきた中で、なかなか

それが具体的なものとしてなっていない、そこの部

分をどうしようかということで、今、事業を行おう

というふうに予定しているものでございますが、若

干の補足の御説明をさせていただきたいのですけれ

ども、この事業を実施したいというふうに至った背

景でございますが、基本的には町の観光振興計画の

中でうたわれておりますことの具体化を今回したい

というふうに思って事業の組立てをさせていただき

ました。 

その中で観光振興計画につきましては、様々な部

分の課題や今後やるべきことというのが多種多様に

記載されているのですけれども、それを全部やると

いうのはなかなかあれでございますので、今回につ

きましては振興計画の中で定めております、この地

元にある上富良野の強みというものをどういうふう

に差別化してブランド化を図っていくことがいいの

かということと。 

２点目としましては、そういうものを面的に推進

する事業体がなかなか実際にはないというところ

で、そういう体制をどういうふうにつくっていくの

かということと。 

３点目につきましては、よく言われておりますけ

れども、この特に沿線間での町の弱みということ

で、埋没感ですとか、どうしても観光施策が夏中心

に偏在してしまっているというところに対してどう

やって強化していくのかということと。 

あともう１点は、これは観光だけではございませ

んが、美瑛町と共にやっておりますジオツーリズム

の振興をどういうふうに図っていくのかということ

を背景にしまして、それの面的な担い手をどうか今

のこの町の中でつくることができないのかというこ

とについて手をつけていきたいというのが、今回こ

の地域活性化担い手創成事業を実施するというとこ

ろのスタートになっているところでございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １番佐藤委員。 

○１番（佐藤大輔君） これは補助主体となるのは

ふるさと財団というところかと思いますが、こちら

のホームページを拝見しますと、地域再生マネー

ジャーという方の一覧が出ておりまして、この中か

らマネージャーを招聘して町で活動してもらうとい

うイメージでよろしいでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） １番佐藤委員の

御質問にお答えいたします。 

そのとおりです。地域再生事業に係る様々なメ

ニューがあるのですが、それをやるにはやはり自治

体の職員だけの力ではどうしても解決できない課題

があるということで、これは国の制度でも割かし最

近よく採用されているものですが、そういった専門

人材をしっかりと通してやっていきたいということ

です。今までの地域プロジェクトマネージャーとか

そういった仕組みの人ありきのものと、こういった

今回の事業ありきのものとでは、ちょっとやり方は

違うのですけれども、同じように専門人材の知見を

しっかりと入れていこうという趣旨で、この登録さ

れた人の中から適任者を選んで助力していただくと

いうような制度になっております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １番佐藤委員。 

○１番（佐藤大輔君） 今、主幹から地域プロジェ
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クトマネージャーという言葉が出ましたが、これと

地域再生マネージャーの明確な違いは何なのです

か。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） １番佐藤委員の

御質問にお答えいたします。 

今、地域プロジェクトマネージャーということで

２名採用しましてそれぞれの課題に取り組んでも

らっていますが、それは地域プロジェクトマネー

ジャーは人ありきで、その人がどういうことができ

る人でというのが先に来て、そこに地域課題を当て

はめるといったような人ありきの仕組みでございま

す。 

今回の地域活性化担い手創成事業となるのは、今

回で言うと担い手をまずはつくりたい、育てたいと

いったものがあって、それをするためにこの専門家

を充てるというようなことになりますので、事業目

的ありきのものと人ありきのものといった違いが一

番大きな違いになってくるかと思います。 

○委員長（岡本康裕君） １番佐藤委員。 

○１番（佐藤大輔君） 地域プロジェクトマネー

ジャーの方と地域再生マネージャーの方というの

が、これは協働で何か相乗効果を生むようなことは

できるのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） １番佐藤委員の

御質問にお答えいたします。 

はい。もちろん地域課題といって地域プロジェク

トマネージャーにはそれぞれ役割分担というものは

しておりますけれども、やはり町を振興していくと

いう大きな課題のくくりの中にはもちろんいますの

で、それぞれの役割と、今回の地域再生マネー

ジャーが目指すことというのは、しっかりとそこは

協働して取り組んでいけることも多かろうとは思い

ます。 

○委員長（岡本康裕君） １番佐藤委員。 

○１番（佐藤大輔君） この事業というのが、担い

手がある程度確保されましたとなった場合、でもま

だまだ自走するには心もとないなと、まだ伴走が必

要だというような状況になった場合、先ほど歳入で

も質問がありましたが、ローリングで見ると、令和

９年も令和１０年もこの予算はついているので、最

大３年間ということなので、伴走が必要な状態であ

るのにもかかわらず、ふるさと財団としてもう人材

確保できたのだからいいではないかというふうに切

られるようなものではないと。あくまでもしっかり

と波に乗っていくような状況になるまで、この３年

間しっかりとふるさと財団の補助というのを使える

かどうか、お伺いします。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） １番佐藤委員の

御質問にお答えいたします。 

先ほど歳入でもお話ししましたとおり、もちろん

１年で全て課題が解決して軌道に乗るということが

理想の一つではあろうかと思いますが、なかなか現

実難しいことも、これから大きな壁が立ちはだかる

こともあろうかと思います。もしそういうことが起

きた場合にも、最長３年間はこの事業は対象にして

いただけるということですので、もちろん１年１年

単年度の申請であり、決定、承認でありという手続

を踏むのですけれども、３年間はしっかりと伴走し

続けるということが、この制度の趣旨であり強みで

あるといったふうに聞いておりますので、そこは安

心しております。 

○委員長（岡本康裕君） １番佐藤委員。 

○１番（佐藤大輔君） 担い手として、何となくイ

メージとしてですけれども、既存の町内事業者の方

が事業を拡大したり展開したりという形を取って担

い手となるパターンだったり、あと町内外問わず新

規で参入された事業者が担い手となるパターン、ま

た、観光協会とか振興公社が担い手となるパターン

などが何となく想像できるのですけれども、実際、

町長が執行方針でＤＭＣもしくはＤＭＯというよう

なことを言及されたのですが、行政としてはこの担

い手として目指そうとしている理想型というのは、

あくまでもＤＭＣだったりＤＭＯだったりするとい

う理解でよろしいでしょうか。もし可能であればお

答え願います。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（宮下正美君） １番佐藤委員

からありました、この事業の最終的な目標という部

分での御質問かなというふうに思います。 

この事業につきましては、先ほど最初のほうで町

の課題の部分、背景の部分というのを説明させてい

ただきました。理想型ということでいきますと、そ

ういう地域で面的にいろいろな部分をブランディン

グできるものがあればもっと進むのではないかなと

いうふうに考えているというところでございまし

て、理想としては最終的にはその面的な部分、いわ

ゆるＤＭＣあるいは地域商社といわれる民間の団体

が立ち上がって、そこがいろいろな部分を調整しな

がらやるということが一番いいのかなというふうに

は思っております。ただ、現実問題これまで自然発

生的になかなか起きなかったというのも現実があり

ますので、そこを少し、てこ入れをしたいというと

ころでございます。 

ただ、現状、町にこういう観光あるいは地域振興
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あるいは町の関係団体ですとか公的機関というのは

多数ありますので、一番いいのは今ある既存の団体

が少し補給してそういうことをやっていけるのか、

あるいはやはり無理なのかという部分もありますの

で、今の時点ではこう絶対つくるのだということで

はなくて、まずそれを目標として、今ある既存の団

体の中でそういうことができるのかできないのかと

いうのを、まずこの初年度の中で検討する、調整す

る、そういう年度にしたいということで、今回は最

初の分というふうな予算立てになっておりますの

で、今の時点で新しいものをつくる、あるいは既存

の団体に知ってもらうとか、そこまでの方針はない

のですけれども、将来的にはそういう団体をつくる

ために初年度まず既存の団体との調整ですとか検討

ですとか、そういうことを今やっていきたいという

のが一つでございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） おおむね委員会のとき等で

丁寧な説明をいただいたので、今、関連なのですけ

れども、一定程度理解しておりますし、また、上富

良野町にとって大変必要な分野の１個だなと思って

おります。それで、あのとき聞けなかったので中身

について聞きたかったのですけれども、ファームツ

アーとかを予定されています。これは何回ぐらい考

えていらっしゃいますか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ５番金子委員の

御質問にお答えいたします。 

この事業の中で取り組む一つの方向性としてこう

いったファームツアーを開催していきたいというこ

とではございますが、基本的には大きくやれるも

の、そのツアーのコンテンツであったりローリング

であったりというのを組み立ててからの話になりま

すので、その一つのコンテンツを何回かやってもら

うのか、１回で全部完結できるのかというのは、こ

れからの組立て次第にはよるとは思うのですが、今

までのケースでいきますと１回ないし２回というの

が適正であろうかとは考えております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） その中でファームツアー、

まさにツアーなのですけれども、今年度、ＫＮＴ－

ＣＴホールディングスと上富良野町は包括連携を組

んでいます。恐らく早速、上富良野のキラーコンテ

ンツの中の二つ、食と温泉を利用した番組等とタイ

アップしたツアーが組まれる予定と伺っているので

す。まさに日にちももう決まっていて。２日間にわ

たって４０名、４０名で延べ８０名が来る予定らし

いのです。そういうものはまさにこういう事業と

ぴったり合うと思うのですけれども、締結した後、

正式ないろいろな事業内容についてというのはまだ

組み立てていないと思うのですけれども、そういう

ものとマッチングというのはできる事業なのでしょ

うか。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（宮下正美君） ５番金子委員

からありました、ファームツアーに関連した事業展

開の御質問に私からお答えさせていただきたいと思

います。 

こちらの事業につきまして今の時点でこういう計

画でいつこうやりますというのは、予算はまだつい

ていませんが、ついたことを前提に今まさに準備を

進めていただいておりますので、全てがコンプリー

トではないというところでございますし、その中で

は事業展開をするに当たっては、これまで特にこの

ツアーに関してお付き合いのある旅行会社ですと

か、あと先ほど金子委員からありました近畿日本

ツーリストと、この前包括協定を結ばせていただき

ましたので、そこと必ずやるということではないの

ですけれども、そういういろいろな町が持っている

ネットワークを生かしながら事業の組立てはしてい

くというふうになると思います。ただ、先ほど委員

からありました、実は計画しているという部分につ

いて、まだ私どもで情報を得ておりませんでしたの

で、また事業を進めていく中でそういう部分も情報

収集しながら、利用できるものは有利に利用できた

らなというふうに思ってございます。 

以上です。 

○５番（金子益三君） 分かりました。ぜひ頑張っ

てください。 

○委員長（岡本康裕君） 関連で、２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 課長の話ですと、この事業

は３年間を着地点として、最終的にＤＭＣ、ＤＭＯ

並びに地域商社というような形がということで伺い

ましたが、一方で財団からの７００万円プラス一般

財源が３５０万円ずつ支出すると、やはり３年間で

１,０００万円強の財源が必要になるということ

で、本当に明確なまた目的を持って、しっかりと着

地点を目指しながら、それでしたら、思いっ切り背

中を押して後押ししたいなと思うのですけれども、

今この１年目の事業として委託料の中の細かい部

分、私は所管ではありませんので何点かお聞きした

いのですが、今ファームツアーに関しては、同僚議

員から質問がありましたことで、１回程度か２回の

開催ということは理解いたしました。また、今回は

人件費分相当として９０日程度の滞在、これは日当
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にすると５万円ぐらいというところにおいては、さ

らに旅費が１２５万円とかということで、まず旅費

は何回程度、関東なのかどこなのか分からないです

けれども、往復分を見ているのかと、宿泊代も込み

で、まずそこからお伺いします。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ２番荒生委員の

御質問にお答えいたします。 

まず旅費に関してですが、上富良野にその専門員

が滞在してくれるのが９０日間、恐らくベースにな

るのは、東京の方がほとんどですし、今ここで少し

想定している方も東京なので、恐らく東京と北海道

の上富良野との往復になろうかと思います。旅費単

独でいいますと恐らくその間に４回、５回、６回と

いったような形で、御本人だけの場合もあります

し、アシスタントですとかそういったいろいろなほ

かの知見者を連れて来る場合もあろうかと思います

が、これはかなりつかみの数字にはなってきますけ

れども、１０回、２０回ということではなくて、５

回から６回ということだろうとは思います。 

また、人件費に関しましては町内稼働で９０日

間、地元といいますかベースのところでさらに多く

の日数をこれに費やしていただくということで、単

価的にはあまり大きくもないのかなという計算をし

ております。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） この人件費の中でアシスタ

ント人件費ということで出ていますが、私は、この

額が少ないので、例えば町内で何かイベントを開催

したときに、サポート的な言わば日雇いのアルバイ

トみたいな形のイメージだったのですが、まずこの

アシスタント人件費の中身はどのようなものです

か。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ２番荒生委員の

御質問にお答えいたします。 

アシスタントは、今御指摘ありましたとおりイベ

ントをやるときにはもちろん、地元人材の活用と

いったこともありますので、これは物件費なりそう

いったアルバイトを雇うといった意味での経費の中

に入ってこようかと思います。ここで言う人件費と

いうのが恐らく、ごめんなさい、これもどうしても

やはりつかみにはなるのですけれども、もちろんそ

の専門家の方１人でやる分ではありませんし、補助

的に人をつける場合もあるでしょうし、さらに知見

のある別の方のアドバイスを求めることもありま

しょうし、そういったところに発生する人件費とい

うふうに見ておりますので、固定の誰かがつくとか

そういったイメージはではございませんので、御理

解いただきたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） では、マルシェ開催に関し

て伺いますが、これは何でしょう、ただ言葉だけ見

ると、秋口に収穫期に合わせて、収穫祭なのかどう

かということは別として、そのような形で町内会の

皆様に集まっていただいて上富良野をＰＲするとい

うようなイメージなのか、はて、もしそのつかみと

いうことで御回答いただければ別なのですけれど

も、もう具体的なイメージというのは何かお持ちで

しょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ２番荒生委員の

御質問にお答えいたします。 

つかみと何回も言うのもあれなのですけれど、も

ちろんイメージはマルシェという大きなくくりの言

葉を使っていますけれども、やはりそれを上富良野

の特産物で、例えば収穫祭ですとやはり町民還元と

いうところを大きな主題としている反面、こちらマ

ルシェ機能で言いますと、町外からどれだけ人を呼

べるか、それを呼べるコンテンツをつくれるか、そ

れをどのタイミングで何をどういうふうに出せばい

いのかというところは、収穫祭の経験を重ねたとこ

ろでもなかなか知見は得られないところであります

ので、今回イメージとしてはやはり町外からたくさ

んのＳＮＳ等を通じていろいろな人に周知されて、

上富良野の魅力、上富良野のあれを買いに行こうと

いったような目的を持って来ていただけるような、

そういったイベントであり、マーケティングリサー

チをするためのマーケティングの場になるものであ

ろうなというふうに想像しております。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 最後に、ウェブ構築及びデ

ザインということで２００万円少々の予算ですが、

今御答弁された例えばマルシェですとか、ファーム

ツアーも含めてですけれども、そういった募集や集

客に向けた、もちろんＰＲや広告宣伝費ということ

も理解していますが、このデザイン料ということに

おいては、例えば今回の地域活性化担い手というと

ころの目指すべく着地点に向けた総合的な、例えば

別のホームページを町で立ち上げたり、ウェブ戦略

として何か新しい形でこの人材を登用して発信する

ための初期費用ということで理解してよろしいで

しょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ２番荒生委員の

御質問にお答えいたします。 

そういった御理解をしていただいてよろしいかと

思います。もちろん、ここでウェブ構築、かなり費
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用もかかることになるのですけれども、今この時代

ですので、どうしてもネットでＳＮＳでありウェブ

でありといったところで集客するといったことが大

きな主力の集客力になってくるかと思いますので、

そういったところにしっかり力を入れていきたいと

思っております。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございませんか。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） お伺いいたします。同僚議

員の方がいろいろ質問していただきました。それ

で、このマルシェにしてもツアーにしてもデザイン

にしても、やはりどこまでどういう形で開催するの

かという具体的なものというのは、言葉ではいろい

ろ言われましたけれども、ちょっと想像がつかない

部分があるのですけれども、再度確認いたします

が、このマルシェ開催ツアーにしてもデザインにし

ても、今年度中に具体的な形の中でこういった事業

を開催して、そこからいろいろと町の具体的な課

題、さらに探ろうという形になるのかよく分からな

いのですが、そこら辺はどうなのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ４番米澤委員の

御質問にお答えいたします。 

今回やることにつきましては、年度内でしっかり

と組み立てて実施して分析するといったところまで

進める予定であります。また、その分析といったと

ころも、結局、その魅力のあるコンテンツをしっか

りと開拓し、今まで埋もれていたものを開拓すると

いうのは大きな課題であったのですけれども、そう

いったものをこういったイベントをしっかり行うこ

とによってしっかり掘り出して、なおかつそれを担

い手がいるという前提で組み立てられるということ

が大きなメリットかと思いますので、試行する、実

施する、それをもってしっかりと上富良野のまちづ

くりにつなげていく担い手がいるという前提の長期

的なプランをこれからつくっていけるというふうに

期待しております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） これは当然ポイントとして

は担い手が出てくると思うのです。こういう担い手

が確保できるかどうかというところだというふうに

思います。この担い手は、当然町、行政も当然関わ

るわけですから、なおかつ行政がこういったノウハ

ウをきちんと習得して、やはり３年間ですから、３

年後いなくなったときに、やはりそういったノウハ

ウを行政の職員が一定程度担いながら、どういう人

が一般の町民の中から選定されるのか分かりません

けれども、団体が選定されるのか分かりませんけれ

ども、そういった相互関係がないとこういったもの

というのは生きてこないというふうに思うのです

が、そういった意味ではしっかりとして、町におい

ても当然担当職員というのはそれぞれ替わるわけで

すから、引き継がれるかという問題も心配している

のですけれども、ここら辺はどのようにお考えで

しょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（宮下正美君） ４番米澤委員

からありました、この人材、担い手の育成という部

分の御質問にお答えしたいというふうに思います。 

最初に整理させていただきますが、今回ちょっと

名前が分かりづらくて、再生マネージャーという部

分と、あと担い手という部分の言葉が二つ出てきて

おります。この言葉二つ自体はまず別なものだとい

うことです。 

まず担い手につきましては、先ほど言ったよう

に、今後将来的に町の中でいろいろなものを中心的

にやっていただく個人というよりは、先ほど言いま

したが、民間の事業体あるいは会社ということを想

定しているというのがまず担い手でございます。 

再生マネージャーにつきましては、その担い手を

育成するために専門的な知識をもって今回の事業に

当たっていただくということでございますので、そ

の方がこの担い手の育成を直接するということでは

なくて、そういう方ができるために、本来は町がや

らなければならないことですけれども、町の知識経

験等々あるいは人的な確保の部分では難しい部分に

ついて、外のこの再生マネージャーという外部の専

門家の方に来ていただいて、その人の助言を受けな

がら、その担い手になる核となる団体等をつくり上

げていくというのが、将来的なこの事業の目的に

なってございますので、最終的には、もしうまく

いって担い手ができたときについては、その担い手

として事業を進めていただくという形になっていま

すので、再生マネージャーがずっといないとできな

いという事業ではなくて、あくまでも今この課題を

解決して町の中に担い手をつくろうということに対

する取組に対して、外部のそういう知見を借りなが

ら町が進めていこうというふうに行っていく事業に

なってございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） そうすると、あらかじめそ

の担い手となり得るような団体、もしくは個人か分

かりませんが、団体と仮定して、こういう段階で例

えばそういった町と町民との何らかの会をして、こ

ういう事業を展開したいと考えているのだけれど
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も、こういう募集もしたいとかいうことなども町民

に、いろいろなフォーラムとかいろいろな開催があ

りますから、そういう形に展開をまずしていこうと

しているのか、団体の確保という点では町としては

具体的なものは持っていないという形で理解してよ

ろしいでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（宮下正美君） ４番米澤委員

からありました、担い手となる候補が実際どういう

ふうになっているのかという御質問かなというふう

に思ってございます。 

まず、現時点では、繰り返しになりますが、今ま

でなかった部分についてそういうものをこれからつ

くっていきたいというところでございますので、今

の時点でこの人、この団体を担い手にするというも

のについてはまだ現状は持ってございません。 

それともう一つは、先ほど言いましたが、全く現

状を無視して全く新しいものをつくるのだというこ

とでスタートするということにもしておりません。

最初は町内にある各種関係団体、一番分かりやすく

いえば観光協会ですとか振興公社ですとか、あと商

工会ですとか、こういう特に観光施策、地域活性施

策に関わりを持つ団体、あるいは個人の中でも活動

している方もいらっしゃいますし、もっと言えば、

今、町にいろいろな地域づくりをやりたいというこ

とで来ていただいております地域おこしの皆様もい

らっしゃいますし、引き続き活動していただいてお

ります地域プロジェクトマネージャーといわれる方

もいらっしゃいますし、これから町に移住を考えて

いる方もいろいろいるのかなというふうに思います

し、あと、もともとこの上富良野にずっと住まわれ

て、そういう思いを持っている方も中にはいるかも

しれませんので、そういう方の中から見つけていき

たいというふうに思っております。 

ただ、スタートとしてはまず既存団体との関係調

整というのは第一義なのかなということになりま

す。そこを無視してやるということにはなりません

ので、まずはそういう関係団体との協議、調整等を

団体側に対して、そういう思い、方針があるのかど

うかという調整をやっていかなければなりません

し、あと団体以外でいきますと、町民の方を含めた

ワークショップのようなものを展開して、そういう

思いのある方の発掘等も行っていかなければならな

いのかなというふうに思っているところでございま

す。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） そうしますと、これは事業

成果は当然３年後にきちんと成果を出さないと駄目

な内容になってくるかというふうに思います。た

だ、それが目指すものが、上富良野のどこの団体か

分かりませんけれども、そういうものと町の町民が

望むものと合致するかどうかというところを、例え

ばなのですが、ここにもいろいろな種類が出ており

ますけれども、この地域の特産物を使った料理とか

レシピとかいろいろなものを考え出して出店すると

か販売するとかいろいろあると思うのです。地域の

踊りとか、上富良野で言えば清流獅子舞とか、ああ

いうものを具体的に町民の中に位置づけて、それを

町のシンボルとしてさらに位置づけて活用して活性

化を求めるとか、そういうところも含めてそういっ

た問題というのは進めていかなければならないのだ

ろうと思います。 

再度確認いたします。町はこの観光振興計画に基

づいた、この間いろいろと冬場の体験事業、展望台

を使った体験事業も行ってきたり、いろいろやって

いるのですが、なかなか商品化していない部分が実

際あります。そういう反省も踏まえて今回のこう

いった担い手事業創出の予算で人材も確保しながら

出発しようという話だと思うのですけれども、やは

り人材の確保をしっかりしないとこういうものとい

うのは生きないのだというふうに思っているので

す。 

それでもっといろいろな選択肢の中で、本当に地

元の観光協会も含めて、町民も含めて、そういう中

からやはりこの町の在り方とか観光の在り方という

のをどうするのかといってやった方がよりいいので

はないかなと思うのです。本当に中から湧き出るよ

うな形の中で、上から何か押さえつけられてやると

いうのも一つの方法かもしれません、今の社会です

から。ただ、これがそのものが本当に生きるために

は、きっちりと内発をうまく利用しない限りは、内

発というのは、町民とかいろいろな団体の方、そう

いう方の意思を活用しながら内発を高めていくとい

うことがない限りは、こういうものは生きてこない

ような気がするのですけれども、そういう心配も私

持っているのです。 

ですから、必ずしもお金を使ってこういった、確

かに優秀な人材だとは思います。それは否定しませ

んけれども、それが実際、先の話ですからここで

云々かんぬんというのは大変失礼な話かというふう

に思いますが、ただ、やはりこれはもうちょっと内

発を利用する形の中でいろいろな協議を加えていっ

た方が、より町の観光振興にも役立つのではないか

というふうに感じているのですが、そこら辺はどう

でしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答
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弁。 

○企画商工観光課長（宮下正美君） ４番米澤委員

からありました、この事業の必要性に関する御質問

かなというふうに思ってございます。 

委員から今あったように内発的、いわゆる自然発

生的に起きれば、それが一番やはり理想なのかなと

いうふうに思います。ただ、最初に言わせていただ

きましたが、今、町のいろいろな課題を抱えて、こ

れまでもいろいろな取組をさせていただきました

が、なかなかそれが自然発生的には起きていなかっ

たというのが現状かなというふうに認識していると

ころでございます。 

こちらにつきましては、うちは予算を出させてい

ただきましたので、これをぜひやりたいということ

で思っておりますが、義務的施策ではないので、変

な話ですが、今取り組まなくてもすぐ困る人はいな

いというのが現状で、こういう地域振興事業という

のは御承知のとおりそういう性格な事業でございま

すので、思いを持ってやるというような事業でござ

いますが、繰り返しますが、これまで自然発生的な

ものがなかったというところで、本来そういう事業

を行政が中心となってやるというふうになれば町の

一般財源を使ってやるということになりますが、実

際にやろうとすると多額の費用もかかるということ

で、今回はこの財団の補助金、ちょうど目的にかな

う事業費、補助事業を見つけましたので、ぜひこれ

を活用してやらせていただきたいというところでご

ざいます。 

あと、今回の事業なのですけれども、先ほど最初

に佐藤委員の御質問のときに、いわゆる背景を、町

の観光振興計画に基づいてというところで話をさせ

ていただきました。出発は観光振興計画で今の課題

を整理するというところなのですけれども、ただ、

今回のこの事業につきましては、観光費ではなくて

地域振興費に計上させていただいております。観光

に特化ではなくて、最終的には、先ほど米澤委員か

らありましたように、具体的な地域の清流獅子舞で

すとか、そういうふうな地域活動、うまくすると外

に上富良野の魅力として売り出せるものというのも

いろいろなところで多面的にあると思います。それ

は観光という枠にとらわれない部分の地域の活動等

も入れてやっていくべきなのだろうというふうに

思っておりまして、今回の事業については観光だけ

ではなくて地域活性化のほうの事業というところに

なっております。 

理想としては、先ほど言ったように、今上富良野

に散在しているいろいろなもの、売り、あるいは

物、あるいは人を、面的に調整できるような組織を

最終的にはつくりたいという思いの中で地域振興費

に乗せたというところでございますので、これが１

年目はまずはそれができるのかどうか、あるいはそ

れに対する関係団体等の考え方はどうなのか、もっ

と言えば、本当に町民の人方がそういうものを求め

ているのかいないのかというのを、実際には調査を

きっちりして調整をする年なのかなというふうに思

いますので、その中で担い手となるべき者を探して

いくということと、あと、将来的には観光だけでは

なくて、今言いましたように、それ以外の地域にあ

るいろいろなものも結びつけていける、面的に調整

していただけるような団体の育成、創出というのが

目標であるということで御理解いただきたいと思い

ます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） この点で最後にお伺いした

いのですが、それでは町はこういったマネージャー

の方も一緒に、いつまでに具体的にどの段階まで

で、そういった協議会を、協議会がふさわしい言葉

か分かりませんが、つくって、そういう人たちと話

をして、そういった次のステップに結びつけていく

という、そういう計画的なものというのは持ってい

らっしゃるのでしょうか。 

ただこの方に丸投げでは全然話の１歩も２歩も３

歩も進まない話で、そういったものがこのマネー

ジャーの人と話し合いながらどうするのかというと

ころを、初年度の計画の中に位置づけられているの

かどうなのか、そこら辺が見えてこないというふう

に思うのですが、そこら辺はどのようのお考えで

しょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光費主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ４番米澤委員の

御質問にお答えいたします。 

例えばＤＭＣが担い手としてふさわしいな、現実

的にこれができましたというふうになるのであれ

ば、やはりそれは早ければ早いほうがいいです。こ

の１年間のリサーチでしっかりと組立てができて、

例えば令和９年度初頭にはその企業が立ち上がっ

て、課題解決に向けて実際に動き始めるというのが

もちろん理想的ではあります。ただ、この１年間で

しっかり答えを出して必ず仕上げなさいということ

になって、そのスケジュールでやってしまうと非常

に今度はひずみが出てくる可能性もあろうかと思い

ます。準備不足のまま例えば団体が立ち上がる。例

えば観光協会がＤＭＯになるというような答えが出

たとしたら、拙速にそれが進められてしまうという

ことはもちろん避けたいと考えておりますので、な

るべく早い時期、１年で答えが出るならそれはすば

らしいことですが、この事業期間、財団が３年間助
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成しますと言ってくれている３年間のうちには、少

なくともその答えが出るようなスケジュールで進め

てまいりたいと考えております。 

○委員長（岡本康裕君） 関連で、ございますで

しょうか。 

６番林委員。 

○６番（林敬永君） 私は所管が総務産建なので、

総務産建のときにもこの件については新規事業とい

うことで出されて質問させていただいたのですが、

まず１点、そのときに私は聞き漏らしたのかもしれ

ないですけれども、３年間やるとは言っていなかっ

たと思うのです。３年間が固定ではないという理解

でいいですか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

前回のときも今回もあれなのですけれども、単年

度で申請して決定されるというものでありますが、

最大３年間それは活用できるということになります

ので、３年間が確定しているわけではございませ

ん。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） 分かりました。先ほど実施計

画にも、同僚議員も言いましたけれども、３年間丸

ごと書いてあるので、私もびっくりしたのですけれ

ども、すみません、審議する中で頂いた補足説明資

料でしか見ることができないのですけれども、所管

委員会のときにもお聞きして、今も同僚議員が何か

お聞きしていましたけれども、マルシェ開催に５０

万円という予算を計上する。何となくつかみという

ふうに言われたような気がするのですけれども、私

の聞き間違いでしょうか。マルシェは開催するのか

しないのか、お伺いしたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

今お答えしましたとおり、マルシェ開催というふ

うな前提で予算組みはしております。委員会のとき

にもお話しさせていただきましたのは、それが確定

で必ずマルシェをやるというふうに固定してしまう

のは、これまた難しいこともあります。マルシェよ

りもさらにもっともっと効果的な手法がありますと

いうことになったときには、またそれに置き換わる

マルシェの上位互換の何かこういったイベントにな

ることも可能性としてはあるかと思います。そう

いった意味でのある程度の流動性があるという意味

でお答えしているかと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） 担当主幹の説明を聞いて、な

るほどなという思いもある反面、マルシェを開催す

るかしないのか、単純に教えていただいて、今だっ

たらするかしないかは、お願いする外部の専門講師

ですか、地域課題に対応可能な外部人材の判断の方

によって、やるかもしれないし、やらないかもしれ

ないし、あるいは別な代替のものに替わるかもしれ

ないしという説明をされているのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

そういう意味では見積りの段階では私も当然お話

の中に入って、マルシェを開催したらこういう効果

があって、これは非常に効果的ですというような話

にもなっております。それはいいな、マルシェをぜ

ひぜひやりましょうということにはなっております

ので、普通にこのまま進んでいけばマルシェは開催

いたします。しつこくあれですけれども、違うもの

になるかもしれませんというものは、もっとさらに

いい手法が見つかったのにここでマルシェと説明し

てしまったのでマルシェしかできないとなると、非

常にこれは進め方として難しくなるというので、も

しいいものがあればさらにマルシェよりいいものを

やっていく可能性もありますといったことでござい

ます。マルシェはぜひぜひやりたいです。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） 聞けば聞くほど分からなくな

るので申し訳ないのだけれども、先ほど担当課長も

言っていた地域商社の将来に向かって面的な調整が

できるような組織づくり、いわゆる地域商社をつく

りたいという理解で聞き及んでよろしいのでしょう

か。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（宮下正美君） ６番林委員か

らありました、この事業の最終的な目的という部分

の御質問ですが、これも繰り返しになりますが、こ

の事業の最終的な目標としては、今言いましたよう

に町内で面的なところをプロデュースあるいはブラ

ンディングできる地域商社、名称が地域商社となる

のかはあれですけれども、そういう民間の団体をぜ

ひつくりたいというのがこの事業を行う目的でござ

います。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） 確かにもう時代はそういうも

のに移り変わっているので、それを私は否定する気

は毛頭ないのですけれども、一例で課長も挙げてい

ました観光協会とか振興公社、その組織を見直すこ
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とを行政が主体となって取り進めるということでい

いでしょうか。それも違いますか。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（宮下正美君） ６番林委員か

らありました、担い手のもととなる団体ということ

の御質問かなというふうに思ってございます。 

すみません、これも繰り返しになりますけれど

も、町が今その団体に対してこうしなさいとかとい

うふうに進めようというふうには思っていません。

今ある既存団体がそういうふうになれるかどうかの

検討をこの１年目にやりたいというところですの

で、今名称が挙がりました例えば観光協会ですとか

あるいは振興公社をこの担い手にするための事業目

的では今はないということです。 

ただ、この１年間、関係団体と調整をしていく中

でそういうふうになるのかもしれませんが、それは

やった結果でそういう、例えば観光協会を核とし

て、ではそういうふうに地域商社化をするためのプ

ロセスに、これは今年ではないですけれども、次年

度以降そういうふうに進めていくのかどうか、ある

いは今ある振興公社をそういうふうにするのか、

もっと言えば二つを解散させて合体させて新しいも

のをつくるのかというふうに結果としてはなるかも

といいますか、そういう道もないわけではございま

せんが、今の時点でここをこうするというところは

まだ決まってなくて、それを決めるのがこの１年目

の事業の特に前半の中心的な部分というふうに考え

ております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） なかなか担当課長として言い

づらい部分もあるなと思いながら聞いてはいますけ

れども、そもそもその目的をしっかり言わないと、

聞くほうも、するのだかしないのだか分からないこ

とを相談されても、なかなか前にも進まない。 

元に戻しますけれども、私は地域商社とかという

のは、今の時代なので否定なんかしません。それが

職員の皆さんも考えられたということはすばらしい

なと思います。だから、すばらしいので、それに向

かって進めるために外部の専門講師を招いて、令和

８年度一生懸命考えていく。そして関係団体とお話

も持つ。町民が求めているのかどうかもアンケート

もされるという、そういう形ならば分かるのですけ

れども、そこに、ごめんなさい、書いてあるから言

うのですけれども、マルシェを開催するとか、

ファームツアーとか、ウェブ構築デザインとか、何

だろうなと、何をしたいのかなというのは私には分

からなかったので、所管委員会の時にも何回も聞い

たのですけれども明快な答えがなかったので、また

この予特で聞いていて、そのときにしっかりもう一

度聞けばよかったのですけれども、いずれにしても

その外部専門講師ですか、ふるさと財団で登録され

ている、その人が上富良野に来て、おおむね９０

日、どのようなことを、どこの場所に机を置いてさ

れるのかなというのも分からないので、想定してい

ることを教えていただければと思うのですけれど

も、その人はまずその事業については委託事業を実

施するというふうに補足説明資料で書いてありまし

た。委託事業なので、委託するということは、人に

対してするのか、どこかの会社に対してするのか、

お伺いしたいと思うのですけれども。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

お見込みのとおり、企業に対して委託契約を結ん

で、そこからいろいろな事業が展開されるというふ

うに御理解いただければと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） 企業に対して丸ごと１,０５

０万円を委託するということでよろしいですか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

これからの契約の内容次第にはなろうかと思いま

すが、今想定しているのは一括して委託した上で、

そこで全部コントロール取っていただくといったよ

うなことを想定しております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） そうなると、先ほど来からそ

の予算の１,０５０万円の中身をお聞きしています

けれども、内容が変わる可能性があるということで

しょう。何でかというと、丸ごと委託するときに、

先ほどのマルシェのような事業をやるかやらないか

分からないという委託の仕方なんて私はないと思っ

ているのですけれども、相手に丸ごと何とかの地域

商社を、できるかどうか分からないけれども、そう

いうことを面的に将来考えてほしいので頼む、とい

う委託の方式はないと思うのですけれども、どうで

しょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

あとは契約書の仕様書をどういうふうな書き方に

するかで変わってくるとは思うのですが、必ずマル

シェを何月に何回やってくださいといったような、

そういう固定的な委託にはならないかと思います。
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マルシェは手段の一つであって、目的となるこう

いったマルシェですとかそういったことを用いて

マーケティングですとかブランディングですとかと

いうのに取り組んでくださいという項目立てになろ

うかと思いますので、そのときにはマルシェよりも

さらにいいものがあれば、それにもちろん替わるこ

ともあろうかと思います。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） そうなると、町の思いなどは

ないように聞こえてくるのです。その企業に委託事

業とする、そこで考えていいものがあったらもっと

いいことやってと。町は何を考えていらっしゃるの

かというのは、その企業からしては分からないので

はないですか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

もちろん丸投げしてしまうとどうしてもそういう

ことになってしまうので、もちろんこの事業を進め

る中にあっては、このアドバイザーはあくまでもア

ドバイザーという立場ですので、もちろんこちらの

委託側と受託側とアドバイザーとのしっかりとした

連携を持って事業を展開することになろうかと思い

ます。ですから、向こうがこれよりこちらがいいで

すと仮に言ってきたとしても、我々がしっかりとそ

れを吟味して納得した上でないと、それはもちろん

何でも自由にやっていくださいということではあり

ませんので、そこはしっかりと連携を取ってやって

いこうと思います。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） であれば、先ほど企業に委託

事業として出されるということで、その企業という

のは、ふるさと財団の登録されている企業、そうい

うのは関係あるのですか、ないのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

財団では委託先の企業まで指定しているものでは

ありませんので、これはこちらの任意のやり方にな

ろうかと思います。ただ、現実的には恐らく地域再

生マネージャーがしっかりと動きやすいような形で

の委託をしたいということがベースになりますの

で、もちろんそこでの紹介であったり、そこのつな

がりであったりといったところで事業者の選定はし

ていくことになろうかと思います。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） 地域再生マネージャーは何か

資格が要るのでしょうか。それとも専門の大学なり

そういう課程を取ってこられた方というイメージな

のでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

財団で具体的に地域再生マネージャー人材、候補

者をどういう審査を持ってどういう基準で選定して

いるかというのは、すみません、こちらではさすが

にそこまでは計り知れないところではございます

が、並んでいる人材であったり、今回想定している

方の御経歴から見ますと、やはり地域にとってしっ

かりとその実行力がまず担保されているといったよ

うな選定なのだろうなというイメージをしておりま

す。 

具体的には、例えば中央省庁との経歴、パイプが

あったり、地方自治体でのそういった行政の経験が

あったりであったり、また、学術的なしっかりとし

た地域振興であったり地方行政であったりの専門的

な知見を持っているといったものがありますので、

それをもって恐らく選考しているのではないかと推

察されるところでございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） くどくて申し訳ないのだけれ

ども、どうもイメージできないのです。企業に委託

事業を契約する、随意契約でされると思うのですけ

れども、その企業って道内の企業ですか。何か選考

するとかという形を考えていらっしゃいますか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

この時点でまだどこと契約するというのはもちろ

ん決まっていないのですけれども、それは道内であ

るか道外であるかということは、まずそこから実施

するのが地域再生マネージャーの知見であったりパ

イプであったりといったところを優先して検討する

ことになろうかと思いますので、恐らくは財団では

なくて地域プロジェクトマネージャーと関連のあ

る、しっかりと地域プロジェクトマネージャーその

人としっかりと事業を展開できる事業者を選定して

いくといったような、これからの作業になってくる

と思います。今時点で決まっているわけではござい

ません。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） ということは、登録されてい

る地域再生マネージャーの方の所属する会社との契

約を想定されているということでいいですか。 
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○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

もちろんそれが決まっているわけではございませ

んけれども、通常、一番効率のよいことを考える

と、そういった所属企業があればその所属企業と、

関連企業があれば関連の企業とすることがもちろん

最もスムーズにいくのではないかなとは思います

が、それはこれからの詰め次第になろうかと思いま

す。まだ決定はしてございません。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） くどくて申し訳ないのですけ

れども、町の姿勢をもう一度確認しますけれども、

町は今まで商品化できなかった自然発生的に起きて

こなかったものを再発掘したい。それを中心的に

担っていただく担い手を育てていくための仕組み

を、その外部専門講師に来ていただいて研究、検討

する。それが１年目、２年目、３年目で、３年目と

は先ほど主幹は言っていませんけれども、それが縛

りではないけれども、そしてそれが地域に受け入れ

られればその形態に進んでいく予定だということで

いいでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

その御理解で結構かと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） そういうことの理解は私もで

きましたので、そうであるならば、逆にその１,０

５０万円もかける、その中で単費が３５０万円、す

ごいお金だと私は思っています。そのお金の使い道

が曖昧というものはいけないと思うのです。この曖

昧というのは、先ほど来から聞いて、やるかやらな

いか分からない部分もあるしな、何とかかんとかだ

というのが、お聞きしてすごくそういうものに不信

感。調査費、旅費も１２５万円もつかみだと言って

いたり。 

やはり委託事業をするのですから、その積算が出

来上がると思うのです。改めて１,０５０万円の委

託事業契約を結ぶための仕様書ができたら、それを

議会に報告していただくことは可能でしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午前１１時３１分 休憩 

午前１１時３５分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 休憩を解きます。 

副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ６番林委員の御質問にお

答えします。 

詳細といいますか、基本的には委託業務の中で、

委員のおっしゃるとおり、目的達成のための手法を

強制するのではなくて、やはり目的をしっかりと入

れた仕様書を作って、それでお互いのやり取りをし

て委託業務の契約をするということになりますの

で、そういった意味で言うと、何が何円で何本の積

算というような設計書があって出来上がるような予

算も当然ございます。ございますけれども、こう

いったものは現地に入っていただいてから現場の方

といろいろ話し合いながら、そういった形で取り進

めていく事業でございますので、本当にその積算が

あるのが望ましいとは思いますけれども、一定程度

大くくりな仕様書になるということは致し方ないと

いうことで御理解を賜りたいと思いますし、その他

資料については、完結して公開が可能なものについ

て御協力できると思いますので、そういったところ

で御理解いただきたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） 今、副町長も言われたよう

に、ぜひ資料については私たちも提供していただき

たいし、今日この予算特別委員会の中でこうやって

質問する中でいけば、例え話で先ほど言っていまし

た観光協会、振興公社、その組織が見直されるよう

なことというふうに私は理解しているのです。結果

は違うかもしれないけれども、その外部講師が来

て、当然ながら最初のスタートのときに話に観光協

会なり振興公社なり何なりの皆さんが出てきたとき

には、何をしたいのですかという話になっていくの

で、ぜひそのときには明快に答えられると思います

ので、そうした中で町費３５０万円を本当に十分活

用したものにしていただきたいと思います。 

資料を求めたいと思いますので、そのできる時期

は私は分かりませんので、そちら側から声をかけて

いただきたいと思いますので、それはよろしいで

しょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 分かりました。今のは質

問ですか。仕様書は提供していただきたいと。 

○６番（林敬永君） はい。その提供する時期とい

いますか、いつ作られるのか分からないので…… 

○委員長（岡本康裕君） それはでき次第というこ

とで、その件についてはそれでよろしいでしょう

か。 

○６番（林敬永君） はい。 

○委員長（岡本康裕君） ほかにございませんか。 

関連で、４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 分からないところが分かっ

たり、分かったところが分からなくなったり、いろ

いろあるのですけれども、お伺いいたします。契約
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はあくまでも財団が指定したそのマネージャーとい

うことで、このマネージャーというのは財団の職員

なのですか、それとも、そこに組織している、人材

登用して、派遣か何か分かりませんけれども、そう

いう形の人材の人なのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ４番米澤委員の

御質問にお答えいたします。 

登録されているのは、財団の職員ですとかそう

いった雇用契約ですとかにはございません。基本的

には一般的には通常社会で活躍されている方がほと

んどかと思います。その中で、この地域活性化担い

手創成事業といったものに資するだけのキャリア、

スキル、知見を持っている方という意味で選考の

上、登録された人材が並んでいるといったようなイ

メージかと思います。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） そうしますと、その人はど

こかの会社あるいは組織に身を置いている方という

ふうに理解していいですか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ４番米澤委員の

御質問にお答えいたします。 

必ずしもどこかに属しているという方ばかりでも

なく、フリーランスで活躍されている方もいらっ

しゃいますし、それは様々だと思います。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） そうしますと、そこら辺は

財団の出方次第で人材をどういうふうに、町がこう

いう人を探していますということで、それに相当な

人を財団が探してきて町にこういう人がいますから

どうですかということで、その中でもしもお互いが

合意すれば、そこの方と契約を結ぶという形になる

のでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ４番米澤委員の

御質問にお答えいたします。 

フラットにこの事業を始めるときには、財団に相

談してこういった人材を紹介してくださいというふ

うな御紹介を受けるのかと思います。今回に関しま

しては、その人材に関しましては正直もうかなり適

任の方で既に目星つけている方がいらっしゃいまし

て、その方に関しても経歴もキャリアも持っている

知見も全て申し分のない方ですので、そういったこ

とで今のところその選考という意味では心配はない

のかなと考えております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） それでお伺いしたいのです

けれども、こういう契約の在り方というのは、一般

的に個人と、分かりませんけれども、契約できるか

どうかという問題があるのですけれども、そういう

問題もちょっと感じているのです。 

それと、町がくれたこのいろいろな、ホームペー

ジ等でも載っていますけれども、財団の仕組みを見

ますと、いろいろと資金供与から始まって、進んだ

場合の先の話なのですけれども、載っていまして、

必ずしもこれは町の企画に合ったような、そういっ

た方向に進むかどうかというところが問題になって

くるのではないかと思います。仮にそういったマ

ネージャーの方がこういう組織が必要ですというこ

とになった場合に、町外からそういう組織を引っ

張ってきて、単純な話ですが、そこと地元の観光協

会と話をしたりすることになって、そこと組織する

という可能性も出てくるのだろうというふうに思う

のです。ですから、この仕組みを見たら、この内容

自体が本当に町の活性化や地域創生できるような仕

組みに移行するのかどうかという疑問を感じている

のです。 

それよりも、やはり町がしっかりとこういった事

業計画を持って、やはり内発を利用しながら、やは

り町民を巻き込んだ中で、この事業展開をささやか

であっても、不十分であっても、内発を利用しなが

ら、町の観光事業とか創生をやったほうがいいので

はないかなというふうに私は思うのですけれども、

町長、これはどうですか、この１,０００万円補助

事業とかいろいろありますけれども、こういったお

金があれば、もっと別な事業にお金を使うこともで

きますし、そういう意味では町長、この経緯につい

てもう一度、町長の見解らしい見解というのは一切

聞いていないので、どうしてこういう形になったと

かというのも含めて町長の見解を求めたいと思いま

す。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ４番米澤委員の御質問にお答

えしたいと思います。 

この事業の目的は、先ほど担当課長から答弁が

あったとおり、町の計画に基づいて地元の強み、ブ

ランド化等を生かしながら、今も事業を内発的に、

おっしゃるとおり内部の力で商工観光を推進してお

ります。ただ、面的な広がりを見せるには現状やは

りなかなか難しい面があろうかと思っております。

例えばラベンダーならラベンダー、温泉、そして

ビール、それぞれ面とは言い難い。これを有機的に

面に広げていくためには、内発的、やはり町民の協

力というのも大部分必要な部分、それは委員のおっ
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しゃるとおりですが、プラス、専門家を通して適切

なアドバイスをいただいて、スピーディーに、もう

今はコロナが明けて、いろいろ諸問題を抱える中

で、しっかりと目的を持って、面で支えていけるよ

うな組織をつくっていかなければ、商工観光が今後

は飛躍的に、埋没しないためにも、ここが推進する

ためにはかなり必要だというふうに、計画にも記し

ているとおり、私も思いますので、ぜひそれは専門

家を通してしっかりと、担い手としてどういう組織

になるのか、既存の組織を生かすのか、新しい組織

になるのか、それは全く今後の話になりますが、い

ずれにしても町民の皆様の御理解、御協力は必要だ

と思っております。 

そこに１,０５０万円、実質７００万円は交付金

で頂きますので、それでも一般財源から３５０万円

出ます。ほかの事業に使えるといえば使えますが、

商工観光もしっかりと推進していくというのも町の

重要な事業の一つですので、どこにつけるかという

のは、優先順位をいろいろ考慮した上で私が予算を

編成させていただきました。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連で、ございません

か。 

関連がなければ、ほかの質疑に入りたいと思いま

す。ほかにありますでしょうか。 

７番茶谷委員。 

○７番（茶谷朋弘君） １０６ページの移住体験事

業等協力金の中身をお聞かせください。 

○委員長（岡本康裕君） 企画政策班主幹、答弁。 

○企画政策班主幹（長谷川京史君） ７番茶谷委員

の御質問にお答えさせていただきます。 

こちらの移住体験の協力金につきましては、本年

度も１回実施させていただいているのですが、冬の

体験移住モニターとして道外から移住を希望される

方に来ていただきまして、今年の冬道ですとか冬の

生活というのを体験していただいたのですが、来年

度につきましてはそれを夏と冬２回実施を行いまし

て、より上富良野町の魅力を現地で体験していただ

こうというふうに考えております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ７番茶谷委員。 

○７番（茶谷朋弘君） 続きまして、１０８ページ

の上から３行目、ＵＩＪターン補助に関することな

のですが、私の認識不足だったら申し訳ないですけ

れども、多分昨年度はＵＩＪターンは結局実績がな

かったのではないかなというふうに認識しているの

ですけれども、今年度はＵＩＪターンは予算で上

がっているということで、各町で行われています

が、人材確保のためにうまく活用できることが重要

だと思うのですが、このＵＩＪターン補助をうまく

活用するための考えなど、今年度に関してありまし

たらお聞かせください。 

○委員長（岡本康裕君） 企画政策班主幹、答弁。 

○企画政策班主幹（長谷川京史君） ７番茶谷委員

の御質問にお答えさせていただきます。 

ＵＩＪターンの補助事業につきましては、こちら

については北海道も含めて様々な媒体の関係で広報

を行っておりまして、また、今回令和７年度につき

ましては１件使用の実績がありますので、今後も私

たちもこれを広く広報して、極力、上富良野町でこ

れを活用して来ていただくような方を確保するため

に、広報等は行ってはいきたいと思いますが、今年

度は１件ありましたことから、来年度についても１

名程度の１００万円というのを予算に計上させてい

ただきました。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、１２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） 私もこのＵＩＪターンに

関して、令和７年度の成果があったかどうかは分か

らなかったですし聞けないなと思っていたのです

が、令和８年度に臨むに当たって、現時点で法人の

登録状況とか、令和７年度の利用者の反応とか、そ

ういうのを基に計画が組み立てられていると思うの

ですが、その点どうなっているのかお伺いいたしま

す。 

○委員長（岡本康裕君） 企画政策班主幹、答弁。 

○企画政策班主幹（長谷川京史君） １２番小林委

員の御質問にお答えします。 

こちらについては、１００万円というのは御家族

が１件来られたら上限１００万円という形になりま

すので、今回の予算の上程については１名分、御家

族を含めて来ていただくということで、１名を想定

させていただいております。 

実際、登録企業についてはまだ増えてはいないの

ですが、今後その制度の中では、本州の企業に勤め

ながらのリモートワークという形も該当になってお

りますので、そういったものも含めて今後広く活用

できるように今後いろいろ広く広報していきたいと

思っております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） この事業に関しては令和

７年度の予算特別委員会でも結構いろいろ質疑が

あって、そのときの答弁でも、町内の事業者に積極

的に登録を呼びかけたいと答弁があったかと記憶し

ております。 

昨日、私も同様のサイトを拝見させていただいた

ら、町内の事業者が１件のみ登録されておりまし



- 26 - 

 

た。もしかしたらこの間に途中でやめてしまった方

もいるのかもしれませんが、この状況で運用してい

るというのは、町の政策、令和７年の執行方針でも

述べられていた事業でもあるのに、結果１件あった

とはいえ、令和８年度に継続していく事業として本

気で取り組んでいるのかなというのは少し心配にな

る部分であったのですけれども、令和８年度に対し

てはこの点どのようなアクションを取っていく予定

なのかをお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（宮下正美君） １２番小林委

員からありました、ＵＩＪターン補助の登録事業者

の拡大という御質問に私からお答えさせていただき

たいと思います。 

御承知のとおりこの事業につきましては登録事業

者がいないと回答にならないということで、町内の

事業所に呼びかけはしているところでございます

が、その結果、事業者は１社は登録していただいて

いるというところでございます。こちらにつきまし

ては引き続き今登録されている以外の事業者につき

ましても、いろいろ人材不足等々のようなお話を聞

いていますので、こちらについては商工会等を通じ

ながら呼びかけを継続的に進めていきたいというふ

うに思ってございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） 前提として私も、この事

業はうまく活用されれば、就職希望される方を雇用

する上で企業にもメリットがあるし、あとは移住し

てくる方にも財政的な支援があるということで、非

常に有益であると理解はしておるのですが、誤解を

恐れずに言うと、今年度１件反応があり、成果が

あったから令和８年度も続けるという事業なのかな

と思いますが、実質ここに対する人的なリソース

だったり、北海道から４分の３補助があるとはい

え、一般財源でも２５万円を支出するという内容に

なっておりまして、正直私の気持ちとしてはここに

令和８年度、登録法人をどんどん増やしていこうと

して人的リソースを割くのか、それとも、その２５

万円とかであっても実はもっとほかにいい移住政策

に使えることとかあるのではないかというふうに、

もしかしたらこの事業をやめるという検討も並行し

て進めるべきなのではないかなと考えたりします

が、令和８年度も登録法人を何件まで増やしてやっ

ていくという定量的な目標を持ってこの事業に取り

組むのか、それとも、終わったときに果たして続け

ていくかどうかを再度改めて検討しなければいけな

いということも同時で検討されることはないのか、

お伺いしたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（宮下正美君） １２番小林委

員からありました、このＵＩＪターン補助事業の継

続性の部分の御質問にお答えしたいと思います。 

この事業自体につきましては過去からあった中で

上富良野が取り組んでいなかったという中で、令和

６年から移住施策の一つとして北海道で行っている

事業があるということで、町内での人材確保にも寄

与するだろうということで６年度の中でまず当初予

算として事業を開始させていただいたところでござ

います。 

その結果、令和６年は申請者がいないということ

と、あと実際問題が、もともとが道補助を使った事

業ということなので、なおかつ道の補助金の予算内

での部分でしか補助金をもらえないという部分であ

りますので、なかなかそこに道補助以外の部分でど

んどんいこうという部分はまだ想定していなかった

ところでございます。 

その結果、令和６年度は初年度ということで実績

はなかったのですけれども、昨年度は引き続き移住

政策の一つの手法ということで、令和７年度につい

ては予算計上させていただきました。 

先ほど主幹からありましたが、リモートワークと

いう手段ですけれども、町に外から来られる方がそ

れを使ったというのが１件あります。その中で、こ

の令和８年度に向けてなかなか事業としてどうなの

だという部分もある中で継続をさせていただいてお

りますが、やはりこれだけが移住施策ではございま

せんし、これまでも言っていますが、まちづくり全

体が上富良野にぜひ住み続けていただきたい、外か

ら来た人もぜひ上富良野に根づいていただきたいと

いう事情が全てこの事業ということでやっておりま

すので、その中の一つの事業としてやはり学校を卒

業された方の成功の一つとしてなかなか広がりはい

かない、あるいは予算的な部分も潤沢に、これで１

０件来たら対応できるのかというと、道補助がつか

ないのでなかなか難しいというところで、やり方と

しては難しい部分もあるのでございますが、今の時

点でこれを２年やったからやめるという結論にはな

かなか達しない、あるいはそれに代わる新しいそう

いう奨学金といいますか、学校を卒業されて奨学金

という、例えば負債と言ったら変ですけれども、社

会人を始める上で支援できる別の施策というのがあ

れば、そちらに切り替えるというようなことも考え

られたのですが、令和８年の中ではそういう新たな

ものというものがないことから、これについては引

き続き令和８年度につきましても実施させていただ
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きたいというところでなってございます。 

今後につきましては、道の補助事業の関係もあり

ますので、また、見直し等々も今年度についてはあ

るのかなということも前提になりますけれども、８

年度につきましては引き続き行わせていただきたい

というふうに思ってございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） 今年度も続けていくとい

う意思は今確認させていただきました。 

その上で、その成果が本当にあったかどうかをや

はり後に課でも検証されなければならないですし、

私たちもその報告を受けて判断したい部分もありま

すので、そういった意味では新年度に登録法人がど

れくらいを目指して、結局どれくらいに着地したか

という定量目標であったり、問合せ件数に関して

も、何件ぐらいの問合せがあって、そのうち成約件

数が何件あったかという定量的な目標があると、会

話がすごくコミュニケーション取りやすくなると思

いますが、そういった数値的な目標を設定する予定

はあるのかどうかをお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（宮下正美君） １２番小林委

員からありました、評価の今後の手法というところ

でございます。 

現時点でははっきり申し上げましてこの事業をや

るやらない、継続の可否に関しましてのＫＰＩとい

うものは直接は持っていないというところでござい

ますので、そこら辺の部分についてはこれから、こ

れだけではないのですけれども、ほかの部分も含め

て実際に私たちもやはりお金は潤沢にありませんの

で、やはり事業のやめるやめないというのもありま

すので、その中でそういうような判断のできるもの

を双方で共有できるようなことについて検討してい

きたいというふうに思ってございますので、御理解

いただきたいと思います。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 昼食休憩といたします。 

再開は午後１時といたします。 

────────────────── 

午前１１時５９分 休憩 

午後 １時００分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 昼食休憩前に引き続き、

委員会を再開いたします。 

２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） １０８ページの全国高校生

朗読甲子園事業に関してお伺いさせていただきま

す。昨年、第１回目ということで「泥流地帯」を題

材に、アクションも遅かったので、残念ながらすご

く数多くの学校がということではなかったですが、

参加者に伺いましたら非常によい取組だということ

で、まず令和８年度はその規模的なものというの

は、当然昨年よりも多くは見てはいると思いますけ

れども、早期に募集などをかけて、また、前年出場

いただいた参加校の皆様に周知したりということ

で、まず参加者数というのはどの程度見込んでいま

すか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ２番荒生委員の

御質問にお答えいたします。 

令和７年度に初めて開催しました朗読甲子園です

けれども、７年度に関しましては十数名という参加

にとどまってしまった一方で、遠くは愛媛・松山か

ら御参加いただいたり、関東地方からも来ていただ

いたりとそれなりに全国的な広がりを見せたところ

で手応えを感じたところでございます。 

それを踏まえて令和８年今年に関しましては、た

だ、運営に関しましては、もともと５０名を参加上

限とするというふうにつくっておりましたが、実際

に運営してみるとやはり３０名ぐらいが限界だなと

いう、そのキャパ的な問題と、運営上の規模的なバ

ランスとを考えますと、３０名を参加定員とした形

での募集を考えてございます。 

去年参加いただいた学校にはもちろん直接的なお

知らせをかなり早い時期にさせていただければと思

いつつ、なおかつ各都道府県に関しては去年と同

様、各高校文化連盟を通じて各学校に周知しなが

ら、また、北海道内の高校に関しましては直接郵送

でまたお知らせさせていただいて、参加校数の広が

りというものを期待していきたいと考えてございま

す。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） ３０名ぐらいの希望という

ことで、大体内容は理解できましたが、今年のテー

マといいますか、昨年は「泥流地帯」ということに

ちなんで、主にその作品の朗読をということでいた

だいていましたが、本年度令和８年度はどのような

テーマでというのはもうお決まりでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ２番荒生委員の

御質問にお答えいたします。 

課題図書ということで去年は上富良野で開催しま

したので、「泥流地帯」「続 泥流地帯」の中か

ら、予選に関しては参加者が好きな箇所を選んで２

分半ぐらいで読むという形を取らせていただきまし

た。テーマは、今年の課題図書に関しましても、上
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富良野でやる以上はやはり「泥流地帯」「続 泥流

地帯」で、これはずっと通していけると思います

し、また、高校生の大会ということで、毎年参加者

のそういう新陳代謝があるといったところで、皆さ

んそれぞれ新鮮な気持ちで読み込みをして選択をし

て上富良野に来て朗読するというサイクルができる

と思いますので、上富良野でやるうちには「泥流地

帯」「続 泥流地帯」というふうに今のところ計画

してございます。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 予算規模としてはさほど昨

年と変わらないのかなということで、昨年も私は言

及しましたが、例えば参加者の○○賞とかというこ

とにおいての配慮は若干安いのではないかというこ

とで指摘いたしましたが、今年度も同様な、幾らな

のか忘れましたけれども、やはりせっかく地方か

ら、また、遠くから参加いただいている方にとって

は、やはり地のものであるとか、そういった賞に対

しての配慮は一定程度は必要かなということで、ぜ

ひ町長にも予算を出してほしいなと思うのですが、

どうでしょう。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ２番荒生委員

の、参加者、入賞者に対する副賞に関する質問につ

いてでありますが、去年まさにそういった御指摘を

いただきまして、高校生の大会ですのであまり華美

にならない範囲でということにはなってしまいます

が、今年に関しましてはそういった入賞、参加賞、

副賞に関しましては金額はかなり上げさせていただ

きまして、上富良野の高校生の皆さんが特に楽しん

でいただけるような、そういった副賞、上富良野特

産物をお送りしたいと考えてございます。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 最後にお伺いしますが、昨

年会場に見に行かれた方からお聞きしたのですが、

例えばプログラムのようなものがなく、どこの高校

のどのような生徒がということを見て取れなかった

ということを報告を受けましたので、今年はそのよ

うなことがないように、例えば参加校の３０名の方

がいらっしゃるのであれば、しっかりと何県の○○

高校とかといった形で、見に来られた方にもそう

いった配慮が必要だと思いますが、今年は大丈夫で

すか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ２番荒生委員の

御質問にお答えいたします。 

そういった声もいただいておりましたので、今年

やるとすれば、ペーパーで参加者のお名前をお渡し

するというのも一つなのですけれども、昨今の個人

情報の取扱いのあれもありますので、できれば今回

に関しましてはスクリーンに映し出す、個人個人で

は朗読箇所と学校名、お名前と表示していますの

で、それらの野球のオーダー表みたいな形で、例え

ば左隅にこれから読む方、今まで読んだ方の校名、

お名前などを載せるといったような取扱いをさせて

いただければと考えております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ありませんか。 

１２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） 私もこの朗読甲子園に関

しては非常にいい取組だと思っていますし、昨年度

開催されたのも一部見学させていただきましたが、

ゲスト講師の方のデモンストレーションなど、非常

に見ていて面白いなと思った部分もあるのですが、

一般の方がどの程度観覧に行っていいのかというの

が事前によく分からないという声を耳にして、私自

身もちょっと悩んでしまった部分もあるのですが、

令和８年度において一般の観覧者の取扱い等はどの

ようにお考えかをお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） １２番小林委員

の御質問にお答えいたします。 

昨年は第１回の大会ということで、実はどれくら

いの町民の方なり近隣の方が興味を持って来られる

のかなというのが全く実ははかることができなかっ

たので、一方で高校生の朗読大会ということで、あ

まり大会に一般観覧というものは実はそれほど派手

に入り込みするということは想定していなかった面

もあったのですけれども、実施した中での皆さんの

お声ですとかも踏まえて、ぜひこれはもっともっと

さらに多くの町民、近隣の住民の皆様であったり三

浦文学ファンであったり、そういった方にもっと

もっと大きく広げて、会場をあふれてしまうとこれ

また困りますけれども、少なくとも朗読する高校生

のしっかりと応援に励みになるような入場者数を募

集して、ぜひ多くの方に楽しんでもらいながら、

「泥流地帯」の魅力を感じていただきながら高校生

の応援をしていただくといったような、そういった

ような大会にしていければと考えてございます。一

般観覧については広く募集をかけたいと思っていま

す。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） あともう１点、この朗読

甲子園の運営に当たって、ここで予算化されている

運営謝礼５２万７,０００円とは別に「泥流地帯」

映画化を進める会より２２万円の支出というのが計

画されていますが、これを二つに分けた理由が何か
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あればお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） １２番小林委員

の御質問にお答えいたします。 

大会運営上やはり団体から支出するのが非常にフ

レキシブルに対応できてやりやすいといったことは

あるのですけれども、今回財源の一つとして求めて

いるのが宝くじ交付金のセミナー助成といったこ

と、もしいろいろな有利な財源があればどんどんそ

れは求めていくのですが、まず一つ頼りにしている

のがそのセミナー助成ということで、それに関して

は実は団体からの支出に関しては補助対象として認

められないもので、自治体からの一般会計支出とい

うのが必要になるものですから、対象に一番なりや

すいその報酬的な部分に関してのみ分けて一般会計

での計上とさせていただいているところです。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連で、ございません

か。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 甲子園です。非常にいろい

ろな生徒の表情が見えたり、息遣いを感じたりでき

て、よかったと思います。やはりこういう中から上

富良野あるいは全国から三浦文学に親しみたいと

か、そういったファンの方が上富良野に訪れるよう

なきっかけという点では、本当に静かな流れなので

すけれども、これを大きな流れに変えていけるよう

な、そういうものだというふうに私は感じているの

です。確かに映画も大事だとは思いますが、しか

し、それ以上にやはりこういうものを長く太く、そ

ういう形で広げていくというのが非常に大事なの

で、やはりそういう上富良野からもひょっとしたら

そういった文学にやはりいろいろ求めて新たな一歩

踏み出す方もいるかもしれませんし、そういうこと

を願いながら、これを継続的にやはりすることが必

要だというふうに思います。 

同僚の議員もおっしゃったように、そういった内

容の部分も充実させながらぜひ広げて進めていただ

ければというふうに思いますが、答弁をお願いいた

します。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ４番米澤委員の

御質問にお答えいたします。 

まさにおっしゃっていただいたとおり、三浦文学

はかなりもちろん広く深い文学ジャンルではありま

すが、その中の「泥流地帯」「続 泥流地帯」は上

富良野を舞台として、また、発表して５０年間も

しっかりと売られ、また、読み継がれている大事な

作品として、その文学発信の拠点として上富良野が

そういった中心になっていけることを祈っておりま

すし、また、地元の上富良野高校生、去年は参加者

一人といったような関わりでの取組となりますが、

某甲子園事業に例えば地元甲子園がそれをホストと

してしっかりと担っていくですとか、そういった流

れもできればどんどん大きくしていければというこ

とを前提にして、事業に取り組んでまいりたいと考

えております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） これは予算書を見ると、

５２万７,０００円は分かるのだけれども、その中

で映画を進める会からまた２２万円出ています。と

いうことは、令和８年、令和９年もこの名前でやる

と思うのですけれども、進める会はこの実施計画の

中では令和１０年度は載っていないので、それは来

年度で一応この形はやめるということなのでしょう

か。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） １１番北條委員

の御質問にお答えいたします。 

恐らく映画ができて将来的に映画化を進める会と

いうのが役割を終えてなくなった後という趣旨の御

質問だと思います。当面、映画化を進める会、三浦

綾子記念文学館、上富良野町の三者による実行委員

会形式で行うこととしております。今そのうちの主

軸を映画化を進める会ということで進めさせていた

だいておりますが、当然、先ほど来お話があります

とおり、これから上富良野の長く太い、そういう文

化を軸としていきたいというのがありますので、こ

れは映画化を進める会が主軸とならなくなったとき

も、例えば上富良野町が直接、商工観光部門なのか

どこなのかはさておきですけれども、そういうふう

に実行委員会としっかりとやっていくことは可能か

と思いますので、継続した取組にしていけたらと考

えております。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） ということは、先も長く

継続してやりたいということで、これはここでやめ

るということではないと、形は変わっても続けると

いうことですか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） １１番北條委員

の御質問にお答えいたします。 

ぜひこれは上富良野の文化として根づかせていけ

ればという趣旨で、この一、二年取り組ませていた

だきます。 

また、蛇足かもしれませんけれども、三浦文学と

いうことで、旭川は「氷点」、和寒町は「塩狩峠」
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と、それぞれベースになる町の物語がありますの

で、そういったもっと広域的な広がりも可能性とし

ては考えながら、あくまでも上富良野は「泥流地

帯」「続 泥流地帯」を主軸とした取組として長く

続けていけられるように取り組んでまいりたいと考

えております。 

○委員長（岡本康裕君） 甲子園関連で、ほかにご

ざいませんか。 

なければ、ほかの質問に移りたいと思います。 

３番湯川委員。 

○３番（湯川千悦子君） １１４ページの旅費のと

ころなのですけれども、昨年同じ款のところで道の

駅の旅費ということで上がっていたのですけれど

も、令和８年度も２万１,０００円で道の駅の旅費

ということでよろしいでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午後 １時１５分 休憩 

午後 １時１５分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 休憩を解きます。 

企画商工観光課長、答弁。 

○企画商工観光課長（宮下正美君） ３番湯川委員

からありました、旅費に関する御質問に私からお答

えいたします。 

令和７年度につきましては、今年度実施しており

ます町民の方の道の駅ツアーということで、それの

職員分旅費ということで令和７年度については計上

させていただきました。 

２回目はこれからありますけれども、令和７年度

でそういう町民の方が外に行ってやるようなものに

ついては一定程度御意見をいただきましたので、令

和８年度につきましてはそれに関する費用というの

は載せてございません。 

令和８年度につきましては、これまでの一般質問

の中の答弁でもありましたが、構想に向けての内部

検討をまず進めていこうということで、具体的なそ

れに関する費用というところは計上していないとこ

ろなのですけれども、ただ、いろいろな情報等を収

集するということは内部的に行わなければならない

ので、それに関わります旅費の係るような市町村で

すとか、あるいは札幌等に行くときの事務的な旅費

の分ということで、今回２万１,０００円を計上さ

せていただいております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連で、４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） この道の駅の件なのですけ

れども、昨年予算化して見学ツアーという形になり

ました。それでおかしいなと私が思うところが何点

かあるのです。本来でしたら見学ツアーあるいは調

査・研究ということであれば、その前提として道の

駅を今後どういう形でつくるのかという計画がある

程度構想みたいなのがあって、それに基づいてどこ

どこへ行って見学しますということが今まで私は長

年この議会議員をしていてそういったことが普通

だったのです。それが常識だったのです。どういう

わけか斉藤町長になってからこういうところを全く

私たちのところに示さないで、ただ見学しますとい

う、道の駅を将来つくりたいという、その思いだけ

でやっているのです。私は本来こういうものは町長

がしっかりとした道の駅建設の在り方を構想とかを

含めて議会に示して、その上でそういった予算がつ

くのだったら納得いきますけれども、これが全くな

いのです。こういう予算のつけ方、あるいは、今回

は明確な予算はありませんけれども、こういったと

ころを自ら町長はおかしいと思いませんか。町長に

答弁を求めます。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ４番米澤委員の御質問にお答

えしたいと思います。 

計画があってしかるべきという御意見だと思いま

す。それはそれとして、今回の予算に乗っていませ

んので、特に答弁はこの場ではできませんが、一般

質問、それから執行方針等で述べたとおりです。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） それでなかなかこれをおか

しいというふうに認めないのですけれども、これは

非常に問題だというふうに思っております。 

道の駅に関してなのですが、この間の執行方針の

中にも道の駅の将来については必ずしも位置づけら

れた形でいつまでにということが明記されておりま

せん。財政的な問題も含めてあるので、この部分に

対してしっかりとした方針が示されないというの

は、そういうもろもろの問題があって示すことがで

きないのだというふうに思っております。 

それで私は、こういう問題も含めてきっちりと財

政計画に基づいて、総務課長が一生懸命苦労されて

いるわけですから、やはり方向性がしっかり出てい

る下での、再度確認いたしますが、こういう予算づ

け、昨年の話でありますけれども、今年関連があり

ましたのでお伺いいたしますが、やめるべきだと思

いますが、再度町長に確認します。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ４番米澤委員の御質問にお答

えしたいと思います。 

計画については、一般質問等で申したとおり、財

政的なこともありますが、高規格道路の進捗状況と
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シンクロして、その進み具合を見ていかないと、一

方的にこちらだけが進むわけにはいきませんので、

それは今後もちゃんと進捗状況を見ながら進めてい

きたいと思っております。賛成、反対はあると思い

ますけれども、私としては、先ほども述べさせてい

ただいたとおり、しっかりと進めていきたいと思っ

ております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連で、６番林委員。 

○６番（林敬永君） １１４ページの旅費の２万

１,０００円で、先ほど道の駅の視察だか検討だか

ということを、分からなかったので再度確認しま

す。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（宮下正美君） ６番林委員か

らありました、地方振興費の一般管理費の８節の旅

費の２万１,０００円の部分でございます。 

こちらにつきましては、道の駅のための旅費とい

うことではなくて、道の駅のためと言ったらあれで

すけれども、それも含めた職員が打合せ等で出張す

る場合の旅費を２万１,０００円計上してあるとい

うことなので、それぞれについている普通旅費とい

う、今後いろいろな部分で事務打合せが発生したと

きの旅費ということで、道の駅だけの旅費というこ

とではないということで御理解いただきたいと思い

ます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） 先ほどの湯川委員の質問に対

して、道の駅関連の予算、旅費が入っているのかと

聞いたときに、２万１,０００円の中に含まれてい

ると聞こえたような気がしたのだけれども、聞き違

いでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（宮下正美君） それは私の言

い方がもしかするとあれだったかもしれません。令

和７年度につきましては、道の駅の町民の皆様が行

くものの随行の職員の旅費ということで令和７年度

は予算立てをして、今年度は、３月に２回目行きま

すけれども、その分は今回執行します。令和８年度

はそういう事業がまずありませんので、その道の駅

に限定した旅費というのは計上していません。た

だ、地方振興費の職員が通常で打合せで使う旅費の

かかるところに行った際の旅費ということで普通旅

費を計上させていただいておりますので、もしかす

るとこの中にはそういう道の駅の何か調査とか打合

せをするようなものが入ってきたらここの中に入る

かもしれませんが、道の駅のために使う旅費という

ことで計上したものではないということで答弁させ

ていただきます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） ２万１,０００円の内訳の中

は通常の一般行政事務の打合せのための予算措置で

いいのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（宮下正美君） そのとおり

で、企画振興のための一般旅費の旅費ということで

す。 

○６番（林敬永君） それなら分かります。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございませんか。 

では、ほかの質問に移ります。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） １００ページの渉外経費の

中で特別予算と普通旅費の予算が計上されておりま

す。町長は日頃から人口減少対策という形の中で企

業訪問とかをされているという形の話をしていま

す。今年度に至ってもこういった旅費等の中に企業

訪問等の旅費等というのは入っているのかどうなの

か、読み取れない部分がありますので、別なところ

に載っているのかも知りませんが、お伺いいたしま

す。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） ４番米澤委員の御質問

にお答えさせていただきます。 

まず渉外経費のところの旅費の中の普通旅費、特

別旅費と分かれておりますが、今、企業訪問の部分

に限ってのお話だったかと思いますので、それに

限ってお話をさせていただきます。その部分だけで

言いますと、ここの中には入っていません。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） そうすると、そういうもの

も含めた予算ということで受け止めていいのか、別

途の予算が商工観光の中に入っているかどうかとい

うことの話なのですが、お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） ４番米澤委員の御質問

にお答えさせていただきます。 

その分につきましては別途予算計上されていると

ころです。 

これは補足になりますが、一緒にほかの公務も抱

き合わせで行く可能性もあったりするときがありま

す。その場合はこちらの渉外経費の部分の旅費を使

いながら、うまく経理をさせていただいているとこ
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ろでございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 町長は日頃から人口減少対

策あるいは雇用対策という形の中で、従来から企業

訪問等をいろいろな形で、総務課長の言葉を借りれ

ば、いろいろな要望、陳情の過程の中でそういった

訪問をされているということなのですが、今年はど

ういうような内容で、どういう企業に対して訪問さ

れようとしているかというのは、計画的なそういっ

たものは今年度持ち合わせていますかどうか、お伺

いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ４番米澤委員の

御質問にお答えいたします。ちょっと７款ともかぶ

るのですけれども、含まれているということで私か

らお答えさせていただきます。 

例年、上富良野町に関連のある企業を中心に定期

的に行っている面もありまして、それに関しまして

は、例えば上富良野に大きな工場であったり事業所

であったりを立地して、どこどこというあれはあり

ますけれども、皆さんが想像するような大きなとこ

ろを中心に、そこの本社に訪問いたしまして、それ

が大体六、七か所は常に回れるようなスケジュール

を組ませていただいておりますが、そういったスケ

ジュールで、ほぼ都内、一部茨城県を回らせていた

だいております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） そうしますと、従来の企業

群と併せて、新たな企業との接触もあるかもしれな

いという形で理解していいでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ４番米澤委員の

御質問にお答えいたします。 

もちろんその定期で組み立てているものとタイミ

ングが合えば新しいところを、機会がありましたら

そこは積極的に回りますし、なかなかそういったと

ころにぴったりと合うことも少ないので、上京、機

会に合わせて訪問していただいている、コンタクト

を取らせていただいているといったことが多かろう

と思います。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 非常にこの企業誘致、町民

の皆さん方がやはり働く場所を望んでいるのです。

やはり生活がもう大変になってきているという状況

もありますし、少しでもいろいろな形で仕事した

い、働きたいということですから、やはり従来の企

業とは別に道ともいろいろな接触を深めて、北海道

に進出したい企業等というのは情報があるはずなの

です。 

そういったものも含めて町長はしっかりとこの町

の産業を新たに育て、また、そういう企業がここに

来て、やはりいいということであれば、そういった

開発をしない限りは、従来の企業だけでは駄目だと

思うのですが、町長、今後こういうものも含めてど

ういうふうに対処されるのか、ここで答弁を求めた

いと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ４番米澤委員の御質問にお答

えしたいと思います。 

企業誘致といいますか、上富良野に工場、本社、

支社が関連するという企業には、必ず１年に１回、

新しい設備投資なども当然既存の会社でもそういう

計画を持っているところもありますので、それも含

めて既存の会社にはお邪魔させていただいておりま

す。 

プラス、おっしゃるとおり、日本全国には企業と

いっても数多ありますので、それを毎年リストアッ

プしたりするのはなかなか難しいのですけれども、

縁があれば、そういう情報を自ら獲得しながら、数

に限りはありますけれども、そういう努力もしてい

かなければならないと考えております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございませんか。 

関連はないようですので、違う質問に移りたいと

思います。 

２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） １２２ページの戸籍住民基

本台帳費の個人番号カード交付事務に関してお伺い

させていただきます。 

昨年は、２月２８日現在で普及率９６％、全道１

１位という、多分そのような輝かしき成績を残した

ということでメモ書きがあるのですが、今年令和８

年度、当然１００％を目指して交付、普及に努めら

れると思いますが、昨今、保険証がまた違う形でと

いうところで、大分まだカードを持っていらっしゃ

らない方、いずさがあるということで聞いています

が、令和８年度１００％に向けて御努力するお考え

をお聞かせ願います。 

○委員長（岡本康裕君） 総合窓口班主幹、答弁。 

○総合窓口班主幹（高橋静香君） ２番荒生委員

の、マイナンバーカード関係の御質問にお答えしま

す。 

国保でいいますと、マイナ保険証の保有率は現在

７２％弱となっております。ですから、マイナン

バーカードの交付率については、国の算定率でいう

と交付枚数が人口を超えてしまったので１００％で
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すというふうに公表されているのですが、国保のマ

イナンバー保険証の保有率が７２％程度ですので、

多分９０％強の人はマイナンバーを交付されている

と思うのです。２月末現在の全道での交付率は４位

となっております。マイナンバーの普及に関しまし

ては、マイナンバーの支援用のパソコンを町で導入

しておりますので、写真が撮れないとか分からない

という方は役場に来ていただければ、お写真を役場

で撮りまして、電子申請をこちらでする支援をして

おりますし、マイナンバー保険証に切り替えたいと

いう方の支援もそちらのパソコンで行っております

ので、困っている方がいれば役場に来るように言っ

ていただければ支援します。 

○委員長（岡本康裕君） ぜひＰＲしていただい

て。 

２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 窓口班の努力は今感じ取れ

ましたので、昨今、この事業は２０１９年から始

まって今年で７年目になるのは承知していますが、

持っている方が多いということも含めて、一方で、

その設定した４桁の暗証番号であるとか、その上の

数字とローマ字を含めた長いもの、あの辺も、あ

れ、紙はどこに行ったかしらとか忘れたという方は

非常に多いということで聞きますが、大体そういっ

た窓口での御相談というのは昨年どのくらいあった

のか、また、今年も同様にあるのかなと思うのです

けれども、その相談内容とか件数というのは覚えて

いらっしゃいますか。 

○委員長（岡本康裕君） 総合窓口班主幹、答弁。 

○総合窓口班主幹（高橋静香君） ２番荒生委員の

御質問にお答えします。 

相談件数は数えてはいないのですけれども、現在

１０年マイナンバーカードの有効期限があるのです

けれども、５年の電子証明の有効期限、長い方の暗

証番号が切れる方がここ何年かで到達する人が増え

ている形になります。その際に、電子証明の暗証番

号を忘れてしまったとか、４桁の暗証番号が分から

なくてマイナ保険証が使えませんという方は、日々

何人か来庁されている形になっております。 

役場では、設定されたマイナンバーカードの暗証

番号は個人情報になるので、こちらでは把握してい

ないのですけれども、新たに設定することは可能で

すので、来庁していただければ対応している形に

なっております。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 更新時期になると多分事前

に通知が御自宅に届いて、それを基に来庁し、ま

た、御自身の手で例えば番号等を入力いただいて、

その手続をサポートするという理解でいいのでしょ

うか。 

○委員長（岡本康裕君） 総合窓口班主幹、答弁。 

○総合窓口班主幹（高橋静香君） ２番荒生委員の

御質問にお答えします。 

そのようなことになっております。もし電子証明

書の暗証番号や４桁の暗証番号が分からなければ、

覚えている暗証番号を設定していただくか、新たに

再度設定していただいて、使い方からそちらの支援

までサポートしている形になっております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございませんか。 

関連はございませんので、８番中瀬委員。 

○８番（中瀬実君） １１０ページの集中管理車に

ついてお伺いします。この集中管理車については１

８８万７,０００円ということで予算されておりま

すが、この車の役割といいますか、どういうことを

目的にしてこの車を購入する予定なのかを教えてく

ださい。 

○委員長（岡本康裕君） 財政管理班主幹、答弁。 

○財政管理班主幹（石川雅憲君） ８番中瀬委員の

御質問にお答えさせていただきます。 

委員の御質問のところにつきましては、償還金利

及び割引料の中の集中管理車１８８万７,０００円

かと思いますが、こちらにつきましては、備荒資金

で購入いたしました車の償還金となってございます

ので、今年度令和８年度に買う分ではございません

ので、今までの分の償還金となっているところでご

ざいます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬実君） 備荒資金で買うということは

分かりましたけれども、集中管理という名目の車と

いうのはあるのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 財政管理班主幹、答弁。 

○財政管理班主幹（石川雅憲君） ８番中瀬委員の

御質問にお答えさせていただきます。 

役場の総務課で管理している車を集中管理という

形で呼ばせていただいてございまして、あと、それ

ぞれ所管課、社会教育センターですとか保健福祉セ

ンターですとか、そういったところの個別の管理し

ている車と分けて表現させていただいておりますの

で、総務課で管理している車ということで集中管理

車ということで表現させていただいているところで

ございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほかにございませんか。 

１２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） １１２ページ、地方振興

費、一般管理費の中に、カントリーサイン入賞作品
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謝礼とあるのですが、これはカントリーサインを新

しくしたり、公募等をしたりするのか、お伺いいた

します。 

○委員長（岡本康裕君） 企画政策班主幹、答弁。 

○企画政策班主幹（長谷川京史君） １２番小林委

員の御質問にお答えさせていただきます。 

カントリーサインにつきましては、２年前になり

ますか、上富良野高校からカントリーサインの更新

をしたらどうだという御提案をいただきまして、そ

の後町でもカントリーサインの更新というのをいろ

いろ検討を進めてきたところでございます。 

このたび開基１３０年に向かいまして、今まで近

隣市町村とカントリーサインが似ていてなかなか観

光客の皆さんとかも区別がつかないというお話も聞

いておりますので、１３０年に向けてカントリーサ

インのデザインを変更する計画を持っておりまし

て、その中でデザイン案というのを募集するための

経費として今回計上させていただいているところで

ございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） では、また別のページの

１１６ページのふるさと納税管理費の１２、委託料

のふるさと納税事業に関してですが、令和８年度に

予定されている制度変更等があると承知しておりま

すが、それに係る部分の影響等はどのようにお考え

かお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 企画政策班主幹、答弁。 

○企画政策班主幹（長谷川京史君） １２番小林委

員の御質問にお答えします。 

ふるさと納税の制度変更につきましては、委員の

御指摘のとおり今年の１０月から返礼品の経費率の

変更ですとか、あと寄附金額の上限が改正される運

びになっております。実際にふるさと納税につきま

しては、その影響というのがどれくらい出るかとい

うのは今うちの当企画政策班ではおさえてはいませ

んが、実際にそれに伴いましていつも何か制度が切

り替わるときには、９月までに駆け込み需要とかそ

ういったことでまた寄附額が伸びる傾向もあります

ので、そういったものを含めて今回予算に計上させ

ていただいた金額の寄附額の獲得に向けて進めてい

きたいというふうに考えております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） 私はその内容に関しては

詳細を完璧に把握しているわけではないのですが、

かかる経費を何％以内に抑えなければいけないと

か、何かそういった内容のものであったような気が

していまして、そういう意味では今その中間事業者

等を利用して様々なものを委託していますが、委託

する分の経費を結局は下げなければいけないなど、

何かそういった事案が発生するのではないかなとい

う懸念もしているのですが、その辺りに関しては何

か備えていたり計画していたりすることがあるかを

お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 企画政策班主幹、答弁。 

○企画政策班主幹（長谷川京史君） １２番、小林

委員の御質問にお答えいたします。 

委員の御指摘のとおり、国では令和９年度に向け

て経費率を４０％まで抑えていくということで、今

年の１０月から経費率というのを段階的に６割に向

けて少しでも町の取り分が多くなるようにという形

で改正するという話を聞いております。 

その中で、今ふるさと納税の寄附金額の設定につ

きましては、これは今のところ変わらないのです

が、頂いた寄附の返礼品率というのは３０％未満と

いうのはうちの町でも厳正にきちんと対応しており

ますので、実際に３０％に近いものや、３０％に近

くないものと様々ありますので、それについては１

０月に向けて国に経費率が４８％を超えないよう

に、寄附金額の変更とかというのは個別に今年度検

討していかなければいけないかなというふうに考え

ております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） 現状行っているスキーム

といいますか、中間事業者にもお願いして掲載のお

手伝いをしていただいていると存じております。こ

の経費率を圧縮しなければいけないというような内

容かなと思うのですけれども、では、今頼んでいる

事業の一部を町でやはりやります、請け負いますと

かをしなければ、結局はその経費を圧縮することに

はつながらず、寄附額を多めに頂戴して、今までと

同じ金額を中間事業者にお支払いするというよう

な、結果的にこの寄附をしてくれる人が、損をする

という表現は正しくないとは思いますが、支払いが

増えたりするのか、それともその事業者に委託して

いることを徐々に町でできることはやっていこうと

いうふうに変更していくのか、その辺りの考え方を

お伺いしたいなと思いますが、いかがでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（宮下正美君） １２番小林委

員からありました、ふるさと納税制度の制度変更に

伴う対応というところの御質問にお答えしたいとい

うふうに思います。 

今年の１０月から制度が変わるという部分で、う

ちの主幹から大きなものとしては今ありましたよう
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に経費率で、今までは５、５だったのを、６、４に

しなさいというのが１０月から始まるというところ

でございます。それに向けまして、５割経費を払っ

ているけれども、それを４割に抑えなければならな

いということで、手法としては経費率、いわゆる委

託事業者に払っているものを下げるか、もう一つは

いわゆるたっぱを増やす。今寄附金で１万円頂いて

いるものを、ごめんなさい、計算上正確ではないで

すけれども例えば１万２,０００円とかにして同じ

返礼品にするか、もっと言えば第３の道としては、

返礼品商品自体を値下げしてもらうかというような

三つがあるのかなというふうに思っております。 

その中で、まず中間事業者の経費の圧縮という部

分でいきますと、こちらにつきましては今回の制度

改正で大きく中間事業者のやることが軽減されるの

であれば、そういうことも可能かなというふうに思

いますが、現状ではそういうのは多分難しいだろう

ということです。 

あと、今、中間事業者とそれぞれ個別サイト等に

お願いしていますけれども、今の規模になります

と、中間事業者あるいは中間サイトにお願いしてい

る部分を一部でも町で直接やれるかというと、かな

り難しいかなと。手作業、自分たちの手間替えでや

れるぐらいの規模でしたら全然いいのですけれど

も、御承知のとおり今年既に６億円を超えるという

ような形でなっている中では、なかなかそういう部

分も難しいのかなというふうになりますと、あと返

礼品事業者に値下げ交渉などをこの時代にするのは

もっと難しいところでございますので、最終的には

やはり給付金額の設定自体を上げることがまず第１

番目にやれることだろうというふうに思ってござい

ます。ただ、そこら辺については、もうこの時代で

御承知のとおりネットショッピング状態で、各町で

似たような商品が出されて、それでどこを推しても

らうか、上富良野を推してもらうのか、上富良野で

はないところを推してもらうかというところでいき

ますと、そこで出てくる商品価格の設定金額ですと

か、広告の打ち方でいつのタイミングで見える見え

ないとかというのもなかなかありますので、そうい

うのを研究して、今の時点でこうしますというのは

決まっていないのですけれども、これは既に内部で

検討は進めていますが、国の制度に合わないと打ち

切られてしまいますので、これからそこら辺につき

ましては検討させていただくということで、今の時

点でこうしますというのはまだ決まっていないとい

うことで御理解いただきたいと思います。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連で、ございません

か。 

では、ほかにございませんか。 

５番金子委員。 

○５番（金子益三君） １１６ページのジオパーク

推進事業費についてお伺いいたします。まずは再認

定おめでとうございます。それで、昨年からずっと

言っていることなのですけれども、資料でも中身の

御説明がいろいろありました。主に運営費と需用費

に分かれているのですけれども、上富良野、美瑛と

してのジオパークのアイデンティティーが非常に薄

いといいましょうか、よその町とかに行ったら、町

の出入口にジオパークの町ですというのが三笠だっ

たり鹿追だったりではあります。アポイもそうだ

し、洞爺とかあちらの国際的なほうになればなおの

ことなのですけれども、上富良野がジオの町だとい

うのは、まちなかに来ても何もないですし、それら

に関わる経費というのはうたわれていないのです。

ポスターとかパンフレットとかの配布物ぐらいとい

うところだけれども、せっかく全国大会をやって再

認定もされて、そういう広がりを見せてないのです

けれども、これらの予算配置というのはなされない

のですか。あくまでも今までやってきた延長の予算

しかないようにしか見えないのですけれども。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（宮下正美君） ５番金子委員

からありました、ジオパーク推進の取組に関する内

容というよりは全体的な部分かなということで、私

からジオ所管の担当課長なのでお答えさせていただ

きたいと思います。 

今、金子委員からありました、まちなかの掲示物

がほかの例えば近くでいくと三笠等と比べるとかな

り弱いのではないかという部分については、上富良

野としてはこれはもう昔から金子委員からも言われ

ておりますし、そうだなというふうには実際思って

おります。 

ただ、この十勝岳ジオパーク、上富良野町と美瑛

町の中で協議しながらこの推進協議会を構成してい

るという中で、両町で協議して、協議の結果で調整

がついたものについて予算化をさせていただいてい

るというところでございまして、今年度につきまし

ても、この中に今御提案のありました部分の費用と

いうものについては、実際まだ含まれていないとい

うところでございまして、今後の地域へのジオパー

ク、これは当町だけではなくて、美瑛町も含めて町

民の方への普及したジオパークの活動の推進という

のは、これからも進めていかなければならないとこ

ろで、今後の課題かなというふうに思っておりま

す。 

先ほどありましたが、今年１月３０日に再認定と
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いうことで、また４年後には再認定の時期がやって

くるという中で、今やっていることを継続すること

も必要ですが、さらにジオパーク活動自体のものと

いうのを取組を前進させていかないと、次の再認定

申請というのがどうなのかなというふうもあります

ので、そこら辺につきましては令和８年度の予算の

中には入ってはいないのですけれども、引き続き美

瑛町と協議しながら、町民の中への普及というもの

については取り組んでいく必要があるかなというふ

うに考えていることで、今の時点では御理解いただ

きたいと思います。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） なかなか理解できないの

で、もう１回、町長に聞きたいのですけれども、執

行方針でも令和８年度は十勝岳ジオパーク推進協議

会の新たな体制の構築を目指しますとあるのです。

そして、ジオパークによるまちづくり体制を強化し

ますと執行方針でうたっている割には、その予算が

見えてこないのが残念なのですけれども、一部町民

の中には本当に熱狂的で、山を一緒に歩いたり、ジ

オの関係の人たちと交流を図ったり、もっと言うと

ツアーガイドにもなって裾野を広げようとしてい

らっしゃる方もいることは存じ上げておりますけれ

ども、その裾野の広がりというのか、町全体の盛り

上がりのための予算というのが見えてきていないの

です。これまでとあまり変わっていないといいます

か、全国大会を開くまでの第１次の認定されてから

の期間と、昨年全国大会を開催して、今年再認定さ

れて、では新しい次の十勝岳ジオパークのステップ

にという、その何か目玉的な事業もないですので、

そういうのはこの執行方針でうたっている部分とど

こでリンクさせたらいいのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ５番金子委員の御質問に

お答えします。執行方針の中に書かせていただきま

した、生まれ変わらないと駄目だということで、そ

れは今回の再認定の現地調査の中で御指摘を受けた

事項でございます。というのも、やはり最初のと

き、ジオパークというものをオール美瑛、オール上

富良野で構成しますというようなことで、大変多く

の団体の方々とか多くの人が協議会のメンバーとし

て登録していただきました。４年間いろいろ活動し

ていく中で、一定程度活動が委員のおっしゃるとお

り熟成されるといいますか、できていく中では、こ

のように大所帯でいるよりも本当に実行部隊的なも

ののほうが身動きが取れるのではないですかと、よ

り充実した行動を取るために本当に観光に携わって

いる人とかガイドとか、例えばあとは教育、それか

ら防災、保全や何かというテーマがありますから、

そういったものに直結する人たちで、もう少しコン

パクトでフットワークのいい組織をつくりなさいと

いいますか、そういうこともちゃんと検討していき

なさいというのが今回の指摘事項でございます。そ

れをしっかりと勉強していきますということで、そ

れはどちらかというとお金が変わるというよりも、

その組織の人たちみんなと話し合って、実際の実効

的な組織というのはどういうものなのかというのを

しっかりみんなで話し合うような部分でございま

す。それが執行方針の中に何か若干生まれ変わるよ

うなといいますか、そういう指導を受けた内容を、

組織の改編というと何か硬いのでそういうような表

現になっていますけれども、そういうようなことを

指摘されたことでございます。 

あと、金子委員のおっしゃるように、やはり可視

化されるものです。ジオパークのエリアなのだとい

うこともとても大事なことですので、今年度、微々

たるものですけれども、劣化していくような看板な

どもリニューアルするような予算等も、減額になっ

ていてちょっと分かりづらいかもしれませんけれど

も、そういったものも入れながら取り組んでいきた

いと思っております。まずは第一に指摘された事項

に取り組んでリニューアルしていくというのは、ま

ずそこのところを指摘されたところでございます。 

あとは、委員のおっしゃるとおり、それではリ

ニューアルされた組織組成になったときに、どうい

うふうにしてまたここがジオパークだと、そして裾

野を広げる活動ということをどういうふうにしてい

くかということも非常に大事なことでありますか

ら、それもちゃんと検討していきたいと思います。

予算額も非常に全国大会や再認定があったときに比

べてちょっと見劣りする予算になっていますけれど

も、本当にレギュラーに戻ったというのは委員の御

指摘のとおりだと思います。 

あと、教育委員会でもやっと全学校がジオパーク

の授業をやるようになったりということで、一歩一

歩ではありますけれども、ちゃんと進めていくとい

うことで、あまり派手ではなのですけれども、一歩

一歩進めていきたいということで御理解を賜りたい

と思います。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） ジオパークをやはり推進し

てほしいと思うので、かなり予算化されたような形

になっているかと思うのですけれども、であれば例

えば、予算を削れということではないですけれど

も、もうちょっとコンパクトになったらコンパクト

になって、例えばその組織にはもう少し予算を削減

してでも、運営ではなくて事業のほうでそちらにウ
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エートを置いていきながら、実働部隊の人たちがよ

り実行しやすいような、そういうバランス的なもの

というのは、見るとなかなか読み取れないので難し

いのかなとは、美瑛町もいるからなかなか簡単に上

富良野町だけでやれということはできない分野なの

かもしれないですけれども、組織がコンパクトにな

るのであれば、もうちょっと財政の予算配分も変

わってでもいいのかなと思うのです。これはもう

ちょっとまだ自由債権があるのかなと思うのですけ

れども、そういうのは今後両町で話し合いながら、

何か裾野を広げる事業だったり、区外の人たちに

もっとこの十勝岳エリアに呼び込めるような、そう

いう事業というのは今年はこの予算の中ではどこを

中心に考えて組み立てられたのですか。 

○委員長（岡本康裕君） ジオパーク推進室長、答

弁。 

○ジオパーク推進室室長（中村有吾君） 資料の４

にジオパーク推進協議会の負担の内容ということで

詳細を示してございまして、資料の５で今年度の活

動予定としておりまして、こちらは再認定での指摘

が実はまだ正式な指摘というのは来ておりません

で、この後、数日中に来るのかなということなので

すが、まだそれを見ない段階でつくっておりますの

で、先ほど副町長からありましたとおり、まず体制

を大きく変えるということと、あと、今後再認定結

果を踏まえた上で新たに４年分の計画を立ててまい

ります。その中に、サイン計画をまた新たに立てて

いくというところで、今後どういった可視化を進め

ていくかというところもまた新たに計画を立ててま

いりますので、そういったところで新しく運営に関

わっていただける方々と議論してやっていくといっ

たところで御理解いただけたらと思います。よろし

くお願いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） よく分かりました。という

ことは、副町長、これは次の４年のスパンの中の骨

予算といいますか、本当の骨の部分の予算をこの４

年間のこの令和８年の１年次で組んでいるというこ

とで理解してよろしいですか。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ５番金子委員の御質問に

お答えします。 

副町長の立場の発言なのかどうかは微妙な感じに

はなると思うのですけれども、やはりその指摘事項

はきちんと守っていかなければならないですし、そ

れから、組織をスリム化するというのも本当に１年

では難しいと思います。あの３０もある団体の方々

みんなと調整しなければならないということは非常

に時間もかかると思いますので、委員のおっしゃる

とおり、この１年で見るのではなくて、また少しず

つ少しずつということで、美瑛町においても上富良

野町においても各種拠点施設も少しずつですけれど

も直していったり展示物を替えたりということもき

ちんとやって、また次の認定に向けてということの

サイクルで、４年、４年の長いので見なければなら

ないと思いますし、事務局の場所とかメンバーとか

もしっかりと、いろいろと注文がつきますから、そ

ういったことも含めてそういうのを改善していくと

いう、そして常に試験を受け続けなければならない

ということだと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ジオに関連して、４番米

澤委員。 

○４番（米澤義英君） 今後これをさらに、どの段

階かは分かりませんが、次年度、その次の年度とい

う形でより充実するという話なのかなというふうに

思います。 

反省点も指摘されたということが言われていま

す。同僚議員も言うように、そうであれば速やかに

そういった反省点を生かした予算措置というのは当

然あってしかるべきかというふうに思うのです。確

かにこの予算書を見たら平均的に３００万円ぐらい

ずつ、７８０万円の相対で案分して大体平均的な予

算の計上になっております。 

そこで室長にお伺いいたします。この間、町で取

り組んだ事業の中で、子どもたちにこのジオパーク

で町の自然を啓蒙、啓発したりだということで、学

生とかだと思うのですけれども、いろいろな道具を

使って噴火体験をしてみたり、そういうような授業

が催し事としてありました。そういう催し物も織り

交ぜながら、この学校の授業も含めて、やはりそう

いったジオパークに対する理解を深めてもらうとい

うのは非常に大事な要素なのではないかというふう

に思いますが、今年度においてはそういう事業とい

うのはこの予算書を見る限りでは一切出てきており

ませんが、ここら辺はどのようにお考えでしょう

か。 

○委員長（岡本康裕君） ジオパーク推進室長、答

弁。 

○ジオパーク推進室室長（中村有吾君） ４番米澤

委員の御質問にお答えします。 

今、ジオパークで町内の子どもたち向けの教育授

業としまして、主に小学校での出前授業という形

で、学校によって防災学習だったり、ジオ学習だっ

たり、理科の中の地学分野の学習という違いはある

のですけれども、町内の三つの小学校全てに出前授

業という形でジオパークが関わらせていただいてお

ります。 

来年度につきましては、上富良野中学校からぜひ
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ジオパーク学習を進めてほしいということで、今ど

ういった授業をやるかというのを具体的に議論して

いるところです。こういった形で学校教育には、こ

れまでもそうですし、今後も積極的に関わってまい

ります。 

学校教育以外に社会教育の分野では、先ほど委員

のおっしゃったとおり、火山の噴火実験ですとか、

あるいは自然の学習といったところで、毎年主に夏

休みに町内の子どもたちを中心に教育イベントとい

う形で行っております。 

また、そのほかにも、教育委員会と連携しまし

て、実際に十勝岳の自然の中を歩いてジオパークの

学習、郷土の学習を進めるという事業も行っており

ます。これも来年度はより充実させた形で行ってま

いりたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） いろいろな授業を推進する

上で、このジオパークの担当する職員は現在何名で

推進していらっしゃるのですか。観光課全般でいえ

ば全体という形になるのですが、室長の担当する課

というのは大体こういう事業を推進する上では人手

の問題とかというのが当然つきまとうのですが、そ

こら辺はどうでしょうか、現状では人員的に足りて

いるのか、当然予算もそれに合わせていろいろな問

題がありますので、そこが一番やはり大事な要素に

なってくる部分もあると思いますが、いかがでしょ

うか。言えない部分はよろしいです。 

○委員長（岡本康裕君） ジオパーク推進室長、答

弁。 

○ジオパーク推進室室長（中村有吾君） ４番米澤

委員の御質問にお答えいたします。 

現時点でジオパーク推進室は私含めて３名スタッ

フがおります。美瑛町に事務局長と正職員が２人

と、地域おこし協力隊が１人います。今年度につい

ては御存じのとおり再認定ですとか全国大会があり

ましたので割と手厚い事務局体制なのですが、４月

からまたレギュラーに戻りまして、上富良野のジオ

パーク推進室は正職員が私ともう１名スタッフで、

さすがにこれでは足りないということで、今地域お

こし協力隊員を、１回うまくいかなかったのでまた

数日中に募集を始めるというところで、皮算用でご

ざいますが、来年度もまた３人体制で職務に当たる

ものと考えております。 

そして、教育事業を進める専門員という立場で、

私も専門員ですけれども、美瑛町に１名専門性を

持ったスタッフがおりますので、２名で中心になっ

てこういった教育事業を進めておりますので、来年

度以降も十分できるものと考えております。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） いろいろと美瑛とも協力し

ながら広域で体制づくりをしているということがよ

く分かります。いずれにしてもこういった事業とい

うのは町を構成する一つの大事な、やはり町民を喚

起したり、多くの町外から人を呼び寄せるという点

でも上富良野町では非常に大事なテーマになってい

ますので、やはりこういうことをいろいろと模索し

ながらも今後しっかりと前に進めるということがよ

り一層大事だというふうに思いますので、ぜひ予算

が足りないであれば予算が足りないとか言っていた

だければ、議会の皆さんとも協力しながら改善でき

るかもしれませんけれども、分かりません、それは

言っていただければやはりまた新たな取組を目指し

て頑張っていけるのではないかなというふうに思っ

ております。 

○委員長（岡本康裕君） ジオに関連して、２番荒

生委員。 

○２番（荒生博一君） 同僚議員も冒頭申し上げま

した、なぜ今このタイミングで、当然昨年、全国大

会が行われて、また再認定が決まりました。この今

年のＲ８にまたさらに新たなる事業を展開してこそ

普及という部分に関しては広がりを見せるのかなと

いうことで、この間も質問してきましたが、例えば

両町間交流、これも具体的に何も進んでいないで

しょう。こういったところが、これは教育なのか社

会教育なのかは別ですけれども、例えばお互いのイ

ベントに行き来する、これは当然試みとしてやられ

ているかもしれませんが、あと、それぞれの町にジ

オサイトというのがありますので、上富良野町民が

例えば美瑛町のサイトを見るとか、そういった地味

な町内の普及活動というのが、ひいてはこの４年後

に再認定を受けるというところには大きく力添えに

なるのかなと思うのですけれども、具体的に８年度

このような両町間交流はなされる予定でしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） ジオパーク推進室長、答

弁。 

○ジオパーク推進室室長（中村有吾君） ２番荒生

委員の御質問にお答えいたします。 

まず、普段からジオパークに関するイベントは、

上富良野だから上富良野の職員だけでということは

ありませんで、両町の職員が力を合わせてやってお

ります。参加者も広く両町から集まってくださって

いますので、地味な両町交流というのは既に始まっ

ていると考えております。 

私どもが力を入れているのは、町民を対象にした

ジオツアーというのを毎年５件ぐらいやっておりま

して、ジオパークのスタッフ１名がそういった業務

に当たっているのですけれども、残念ながら今まで

町民向けツアーをやってくださった美瑛町の協力隊
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がもう任期満了してしまって、先ほどこちらで新し

い協力隊員を募集していますと申し上げましたけれ

ども、その方に来年度以降もそういったツアーを担

当してもらいたいというのが、私含めてジオパーク

のスタッフの今後の計画なのですけれども、しっか

りとそういった町民を対象としたツアーをやって、

お互いの町、自分の町をより深く理解して、より多

くの町の人が十勝岳ジオパークを理解できるよう

な、そういったふうに進めていきたいと考えており

ます。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 昨年の全国大会でも、美瑛

町も上富良野もそれぞれ収穫祭的な催し物をやった

のですが、残念ながらやはり町民の方の理解度とか

裾野の広がりというのがまだまだ全然足りないとい

うお声が非常に多いです。同僚議員も、展示物であ

るとか、そのジオパークを推進しているというよう

な表立った表示とかというのがやはり乏しいという

のもそこの要因の一つなのかなということを理解し

ていますので、お金がなかなかない、また一方で、

副町長、若干なりともそういったかける費用は予算

としてあるということですので、応援する立場で申

し上げますが、ぜひもう少し頑張って、ボトムアッ

プで裾野を広げて、皆さんに活動を理解いただける

ような活動を望みます。頑張ってください。 

○委員長（岡本康裕君） 答弁はよろしいですか。

応援ということで。 

ジオに関連して、ございませんか。 

ではジオ以外の質疑を。１１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） １１０ページの１３番の

公共施設ＬＥＤ化のことで聞きたいのですけれど

も、１３５万６,８００円とありますけれども、こ

れはリース料なのでしょうか、リースにするための

経費なのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 財政管理班主幹、答弁。 

○財政管理班主幹（石川雅憲君） １１番北條委員

の御質問に対しまして、ＬＥＤの令和７年度の事業

に関連いたしますので、私からお答えさせていただ

きます。 

現在、令和７年度、令和８年度で公共施設のＬＥ

Ｄ化を行っております。令和７年度で事業が完了し

たものにつきましては、令和８年度から各所管課の

事業予算の中にリース料という形で載せさせていた

だきまして支払いをしていくようなこととなってご

ざいます。ここに載っておりますのは、役場庁舎の

部分のリース料の部分がこちらに載っておりますの

で、そのほかにも残り１３施設につきましては、そ

れぞれの所管の予算の中にリース料として計上させ

ていただいているところでございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） 前回令和７年度は施設の

分は全部まとめて出したでしょう。今回分けた理由

というのは何かあるのですか。見方が分かりにくい

ので、その辺の説明をお願いします。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） １１番北條委員の御質

問にお答えさせていただきます。 

今答弁させていただいたとおりでございますが、

まず令和７年度、令和８年度にわたってこのＬＥＤ

化を進めるのですが、これはあくまでもＬＥＤ化を

進める事業としますので、まとめた経費を１か所に

計上させていただくことにさせていただいておりま

す。 

今の説明は繰り返しになりますが、令和７年度で

実施した１４施設の部分につきましては、以降１０

年間バルクリース方式で借りるような形になります

ので、その使用料の部分については事業別予算を組

ませていただいておりますので、それぞれの事業の

ところでその経費を計上させていただくといった考

え方で予算編成させていただいております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） 公共施設については令和

８年度で全部終わるのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） １１番北條委員の御質

問にお答えさせていただきます。 

そのとおりでございます。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） しつこいですけれども、

そしたら残るのは道路だけで、ほかの施設は１００

％終わるという解釈でいいのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） １１番北條委員の御質

問にお答えさせていただきます。 

まずこの２年間で行うのは公共施設の部分になり

ます。あと道路の部分については、随時行っていく

ような形で、結果残るということになります。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ありますか。 

６番林委員。 

○６番（林敬永君） 今のＬＥＤ化です。令和７年

の資料で、公共施設３１施設で、令和７年にそのう

ち１４施設が整備されたということです。残りの１

７施設は令和８年度の予算のどこかに計上されてい

るということで理解すればいいでしょうか。去年で

いったらリース方式で１４施設は使用料及び手数料
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で１,５００万円計上していたものが、令和８年は

この中には入っていないです。それも分散されてい

るということなのかな。 

○委員長（岡本康裕君） 財政管理班主幹、答弁。 

○財政管理班主幹（石川雅憲君） ６番林委員の御

質問にお答えさせていただきます。 

８年度の事業につきましては、事業が完了いたし

ました翌年度からリースを支払う契約となってござ

いますので、９年度からの支払いとなってございま

す。工事費も含めたリース料を……。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） そしたら令和７年度の予算は

何だったのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） ６番林委員の御質問に

お答えさせていただきます。今一部答弁した内容を

訂正させていただきながら私から答弁させていただ

きたいと思います。 

このＬＥＤ化の部分の事業については２か年で債

務負担行為を設定させていただいております。その

単年度単年度で予算化をさせていただいているとこ

ろでございます。終了した後の部分の１０年間の部

分については、リース方式で各事業に予算化させて

いただくといった形になります。 

以上です。 

○６番（林敬永君） 分かりました。 

○委員長（岡本康裕君） ほかＬＥＤ関連で、ござ

いませんか。なし。 

では、別の質疑をお受けします。５番金子委員。 

○５番（金子益三君） １１８ページの予約型乗合

タクシー運行についてお伺いしたいのですけれど

も、大変残念なことに、この予算書を作った後だと

思うのですけれども、町内業者１社が今月をもって

廃業されるというニュースが町内で流れております

ことは事実ですし、その廃業されることも事実で

す。 

予算ですから執行残が出るかもしれないのですけ

れども、これは予約型乗合タクシー１社で継続する

ことは現実的なのでしょうか。それとも、途中どこ

かで補正をかけるのか、もしくは違う方法を取るの

か、それは現段階ではどうなのですか。全く白紙な

のでしょうか。非常に不安を感じる予算なものです

からここでお伺いしますけれども。 

○委員長（岡本康裕君） 非常に心配なところでは

あります。 

総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） ５番金子委員の御質問

にお答えさせていただきます。まず今お話しいただ

いた内容について、廃業の話は特にこちらから語る

ことはございませんので、それは割愛させていただ

きながら。 

今、当初予算を組ませていただいている内容とい

うのは、令和７年度のやり方を踏襲した形で予算化

をさせていただいているのは御承知のとおりだと思

います。ですから、タクシー業者２社が各エリアを

担当していただいてやっていただくということを想

定したものになってございます。 

今も直面している課題といたしましては、その２

社ではなかなか難しい状況に今陥っているというこ

とで、もう４月１日は目の前といった形で、今、

日々これに対してどういった対応をできるかという

ことで、まずは今存続する１社といろいろと交渉さ

せていただいている状況でございます。その交渉さ

せていただいているだけでは、先でいろいろ変わる

事情も発生した場合には対応しかねますので、腹案

を持ちながら今交渉させていただいているところで

ございます。 

つきましては、今考えられるのは我々が予算化し

た想定した事業体制ではなかなか難しい状況になり

ます。それを受け止めて、後にまた議会にお諮りさ

せていただきながら、予算の費用の組み換えと、ま

た、運営の仕方等を共有させていただきながら、事

業をできる限り現状の体制で利用者の方に変わらな

いサービスを提供できるようにしていきたいと今検

討しているところでございますので、どうぞ御理解

いただければというふうに思います。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） 言わんとしていることは伝

わりました。これは一緒にやはり議会も行政も両輪

で考えていかなければならないのですけれども、た

だ、現状も日曜日は今運行していない状況にありま

す。業者が一つなくなるのだけれどもサービスは向

上させろというのは非常に言いにくいことなのだけ

れども、あえて聞きますけれども、その財源組替え

だったりシステムの再構築をしたときには、日、祝

日の運行ということも視野に入れながらできるのか

どうか、予算なのでお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） ５番金子委員の御質問

にお答えさせていただきます。 

正直言います。現在では現状維持をどうするかと

いうことに完全に集中してやらせていただいており

ます。それをなんとかクリアできた際には、もちろ

んそういった要望も届いておりますので、日曜日の

運行についてもまた落ち着いて検討させていただけ

ればというふうに思いますので、その際はまた御協

力よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 乗合タクシーに関連し
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て、４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 率直にお伺いいたします

が、３１日で廃業という形になりまして、決まって

いるということであります。現行の体制では当然利

用ニーズを賄うことができないということは明らか

だと思います。そうしますと、その１事業者に何ら

かの形で支援を求める形になるかと思います。た

だ、その事業者も配車数が増やせないとか人手がい

ないとか、いろいろな要因があると思います。そう

しますと、そこに対する支援策もしくは独自ででき

ないとすれば、行政が何らかで関わりながら支援体

制を行いながらニーズを賄うのか、現行の１社だけ

では当然賄えないとすれば、そういう方向に行くの

かなというふうに思いますが、そういった委託料も

含めた中での全面的な見直しをしないと、これは単

純に相手だって人手がいない、配車数もなかなか抱

えることができないということであれば、そういう

全般的な見直しが必要だというふうに思いますが、

そういうものも含めて見直しを検討している、ある

いは相談しているという形なのか、今これからなの

か分かりませんけれども、いかがでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） ４番米澤委員の御質問

にお答えさせていただきます。 

我々としてはそういった思いで業者の方と打合せ

をさせていただいているつもりです。ただ、そのよ

うな格好よく支援をとかということではなく、サー

ビスを継続するにはどういった形がいいのか、また

はそういったサービスを継続するに当たってその業

者の方が協力していただけることは、どういうふう

にすれば協力していただけるのかというところを模

索しながらの打合せになっているといったところで

ございます。 

ですから、もしかすると、この交渉をさせていた

だいてもなかなか折り合いがつくことがないことも

十分考えられるかと思いますので、１社なくなると

いうことは、それだけタクシー業としてのなりわい

の部分についても１社で賄わなければいけないとい

う事情も出てくるかと思います。 

あと、今のお話にもありましたドライバー不足と

いうのも、ずっと常態化しているような状況もあり

ますので、そういったところもにらみながら、我々

も別の手法もしっかりと考えながら今協議させてい

ただいております。申し訳ありません、繰り返しに

なります。 

どちらにしても、それでどういった方法ができる

のか、それがつなぎなのか、抜本的な見直しになる

のかというのも分かりませんが、その方向性が見え

たときには、すぐに議会の皆様とまた協議をさせて

いただきながら運営していければというふうに思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩といたします。 

再開は２時４５分といたします。 

────────────────── 

午後 ２時３０分 休憩 

午後 ２時４５分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 休憩前に引き続き、委員

会を再開いたします。 

質問のある方。 

６番林委員。 

○６番（林敬永君） 先ほどの休憩前の１１８ペー

ジの予約型乗合タクシー運行についてお伺いいたし

ます。委託料ということで８３６万１,０００円

で、私は町内のタクシー会社が３月３１日で廃業さ

れることを知らなかったので、先ほどのお話でいっ

たときに、委託料８３６万１,０００円は、債務負

担行為を取られていないのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） ６番林委員の御質問に

お答えさせていただきます。 

こちらの事業については債務負担行為は設定して

いないところになります。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） ということは、委託契約、令

和８年度の乗合タクシー運行というのは、４月１日

から運行というのはできない。委託業者は随契とか

でしたっけ。その点を、２社あるうちの１社が廃業

される影響は物すごく大きいなと思って、その契約

の中身は何だったかなというのを確認をまずお願い

します。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） ６番林委員の御質問に

お答えします。 

令和８年度に限って今答えてしまって大変申し訳

ございませんでした。４月１日につなげるために、

この間の第１０号補正の中で債務負担行為の設定を

させていただいて、契約行為に及んでいるところで

ございます。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） 債務負担行為を設定されるか

ら、４月１日前に契約行為を行うということは分

かったのですけれども、今すごく大変な話になった

のだなと私は今休憩中に思ったのですけれども、２

社で今やっている予約型乗合タクシーは、２社の台

数が必要だからでよろしいですか。１社で十分足り

るのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 
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○総務課長（上村正人君） ６番林委員の御質問に

お答えさせていただきます。 

車の台数の話になろうかと思いますが、今のとこ

ろ二つのエリアで２社で受けていただいておりま

す。それぞれの車を利用していただいております

が、今交渉させていただいているのが、その一つの

エリアを１社でやれるかどうか、台数が足りるか足

りないかの部分についても含めて交渉させていただ

いているところでございます。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） ということは、２社でやって

いたものを１社は、私たちだけでは無理ですという

こともあり得るということを言われているのでしょ

うか。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ６番林委員の御質問にお

答えします。 

基本的に車も人も潤沢にいるわけではございませ

ん。車があってもドライバーが確保できないと運行

できませんので、そういったことも含めて難しい面

が多々あるということで事業者からは伺っていると

ころです。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） ということは、８３６万１,

０００円の予算要求を今提案されているけれども、

それは変わることが想定されているのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ６番林委員の御質問にお

答えします。 

先ほども総務課長から申し上げましたけれども、

何らかのやり方とか、あとはその事業者とか、決定

した時点で予算の組替えを行う場合は十分考えられ

ると思いますので、その場合にはまた議員の皆様に

いろいろな面でお願いしなければならない事態にな

るのかなというふうには思っております。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） 既にそういう事案になるよう

なものを議決していいのかが私は分からないのです

けれども、既に予算が８３６万１,０００円という

形の提案自体が無理な状況ではないのかなと思いま

す。今、副町長が言われたのは、定例会を閉じた後

に４月１日までの間に臨時議会を開催するという提

案なのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ６番林委員の御質問にお

答えします。 

その時点で何らかの形が定まるかどうかすら今分

からない状況でございますから、当然今の段階では

上程させていただきました委託料という形で、基本

的にはどちらかの事業者に担ってもらう努力を一生

懸命しなければならないというふうに考えてござい

ます。 

ただ、先ほども申し上げましたけれども、その

後、方向性とかが変わるようになれば、予算の組替

えとか、そういった部分も含めて一度精査しなけれ

ばならないようなことも全くゼロではないというふ

うに考えております。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） すみません、タクシー会社の

２社のうち１社が廃業しますと、残り１社ができる

ということも言われているわけではないというのが

今の副町長の答弁だったのですけれども、それが分

かっていてこの予算を分かりましたと審議すること

自体が変ではないでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ６番林委員の御質問にお

答えいたします。 

可能性の話もありますけれども、基本的にはまだ

その部分が全くということではございませんので、

今の段階では我々としても一生懸命努力していく中

で、現在の委託料という形で御提案する以外に手段

を持ち合わせておりませんので、それで上程も終

わっておりますので、そこでお話を進めさせていた

だきたいと思いますし、それから、次の動きという

のは本当に不透明ではございますけれども、そう

いったものについてはまた方向性が定まったりした

場合に、有償運送ですから当然国への申請行為とか

も生じる場合もございます。それから、タクシー会

社にそのまま受けていただけたり、よその事業者で

も運送業を持っている方が受けていただけたりすれ

ば、委託料のままで行くこともございますので、そ

ういったことも含めて、総務課長が申し上げました

とおり、少しでも迷惑がかからないといいますか、

そういったものを今一生懸命模索せざるを得ない、

当然廃業されるにはそれなりの会社の御事情はあり

ますので、そこの部分を無理やり続けてくれとも私

どもは申し上げることはできませんので、そういっ

たものを最大限みんなで努力を続けていきたいと

思っていますので、御理解を賜りたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午後 ２時５３分 休憩 

午後 ２時５９分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩を解きます。 

委員会を再開いたします。 

乗合タクシーの関連はよろしいでしょうか。 

それでは、別の質問を受けたいと思います。 
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４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） １００ページのデジタルの

問題でお伺いいたします。例えば１３、使用料及び

賃貸料という形で、この新総合行政システム利用料

という形で昨年度は確か６００万円ぐらいかなと

思ったのですけれども、今回２,２００万円という

形になっております。これはよく分からないのです

けれども、新たなシステムの中に項目が加わった場

合とか、そういった場合がこの利用料の増減に関

わってくるのか、これに似たようなところがほかに

もありますけれども、取りあえずこの部分だけお伺

いしたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ＤＸ推進班主幹、答弁。 

○ＤＸ推進班主幹（向山正則君） ４番米澤委員の

御質問にお答えいたします。 

１００ページの新総合行政システム利用料２,２

００万９,０００円の御質問だと思うのですけれど

も、こちらは米澤委員のおっしゃるとおり令和７年

度標準化をさせていただいたシステムに係る利用料

ということで認識は間違いございません。 

昨年度より大きく変わっている要因といたしまし

ては、システムを標準化したことに伴いまして、委

託業者の保守等の委託料金の形態の変更に伴いまし

て大幅な増額というような現状となってございま

す。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 委託項目そのものが変わら

ないのか増えたのか、増えたことによって当然委託

契約も料金も変わるということの説明なのか、確認

いたします。 

○委員長（岡本康裕君） ＤＸ推進班主幹、答弁。 

○ＤＸ推進班主幹（向山正則君） ４番米澤委員の

御質問にお答えいたします。 

システムの形態は変わったのですけれども、その

システムを運用する内容自体は大きく変更はないの

ですけれども、システムが変更に伴ってその保守に

係る人件費だったり、人工数というのですか、は大

きく変更になっていますので、その分の見合いで増

額になっていると聞き及んでございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） そうしますと、単年度単年

度によって当然これは委託契約されているかという

ふうに思いますが、当然そのいろいろな要因の中で

増減があるという形で理解してよろしいでしょう

か。 

○委員長（岡本康裕君） ＤＸ推進班主幹、答弁。 

○ＤＸ推進班主幹（向山正則君） ４番米澤委員の

御質問にお答えいたします。 

こちらは毎年度保守契約となってございますの

で、毎年見積りを徴収して決定していく内容となっ

てございますので、お答えさせていただきます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連で、ございません

か。 

それでは、別の質問を受けたいと思います。 

６番林委員。 

○６番（林敬永君） １０２ページの備品購入費の

サーバー室エアコン更新４８１万８,０００円、こ

れは役場庁舎の２階に設置しているサーバー室のエ

アコン２台を更新ということで説明を受けたのです

けれども、説明を見ていると、このうち３００万円

がその他工事費で記載されていたのですが、その他

工事費はどのようなものだったかを教えていただい

ていいですか。 

○委員長（岡本康裕君） ＤＸ推進班主幹、答弁。 

○ＤＸ推進班主幹（向山正則君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

全員協議会の追加資料ということでお示しした内

容の御質問かなと思いますのでお答えさせていただ

きます。その中でエアコンの室外機と本体及び部材

費ということで１７６万５,０００円ということで

資料ではお示しさせていただきました。その他工事

費といたしましては、工事に係る損料だったり、あ

とはエアコンの電源を引き込む配線の経費だったり

というのを見込んだ内容となってございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） もともとついていたエアコン

は、普通の家庭用電源、それがパワーアップされる

ということなのかな。それで電気工事費がほとんど

占めるということでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） ＤＸ推進班主幹、答弁。 

○ＤＸ推進班主幹（向山正則君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

今も２台で稼働しているような状況ではございま

す。１台については大きい業務用のエアコン、１台

については家庭用のエアコンというような形で、現

在３６５日２４時間稼働して温度を保っているよう

な状況となってございます。 

今年度のこの予算につきましては、業務用のエア

コン２台に更新させていただきたいというような予

算の内容となってございます。 

先ほど言った３００万円の中には電気工事も入っ

ていますが、大半ということではございません。足

場代だったり、室外機が消防の渡り廊下の上に現在

設置しているところではございますが、そちらの室
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外機の取替えだったりというところで、工事に係る

足場代だったりというのも今回３００万円の中には

大きい割合を占めているのかなという認識でござい

ます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） 足場代にそれだけウエート大

きいのですか。三相工事をするからではないので

しょう。足場代に３００万円のうち幾ら使うのです

か。 

○委員長（岡本康裕君） ＤＸ推進班主幹、答弁。 

○ＤＸ推進班主幹（向山正則君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

すみません、私の回答の仕方が悪かったのかもし

れないのですが、足場代及び電気工事も係るのです

けれども、電気工事が３００万円のうち２割ぐらい

を見込んでいるような感じとなってございますの

で、大きく占めているかと言われると、占めていな

いのかなというようなところで私から回答させてい

ただいたところでございます。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） 足場というのは今の庁舎と消

防との渡り廊下の上にエアコン、室外機も設置する

のでしょう。ああ、してあるのでしたか。してあっ

て、それが更新されるから、足場はどこにかけてい

るのかを聞こうかなと思ったのですけれども。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（宮下正美君） ６番林委員か

らありました、サーバー室のエアコン更新に関わり

ます工事費相当の部分のところについて私からお答

えさせていただきたいと思います。 

現状のついているエアコン等につきましては事前

にお配りしております資料の中に書いてありまし

て、室外機につきましては現状消防と庁舎の間の渡

り廊下の、資料のちょうど写真を載せているところ

に現状は一つと、それと皆さん御承知のとおり、裏

玄関から上がってきた階段の踊り場の２階から３階

の途中の中側に、これは昔からついているものもあ

りますが、それがついているということで、今回の

更新に伴いまして、その室内のほうの室外機につい

ては、それを屋外に出すという工事が一つあるとい

うことです。 

この足場の関係なのですけれども、かなり昔にな

るのですけれども、屋外に室外機をつけたときには

まだ消防団詰がなかったときだったので、高所作業

車でそのときは入れてやれたのですけれども、今は

御承知のとおり団詰ができて、高所作業車が入れな

くなったということで、高所作業車ですと工事の手

間といいますかそういうのがすごく楽になるのです

けれども、高所作業車が入るところがないというこ

とで、今回につきましては高所での作業になると足

場が必要だということで、足場の工事費もあるとい

うことでございます。 

あと補足でございますが、工事費の中には、先ほ

ど主幹からもありましたが、電気工事の分、今片方

は２００ボルト、片方は１００ボルトということ

で、今回全部２００ボルトにします。現状、業者に

見ていただきまして、２００ボルトなのですけれど

も１本は今サーバー室に立ち上がってございます。

２体目が、そこから取れるのか、取れない場合は、

林委員は御承知かと思いますが、役場の場合は地下

に高圧の電気室というのがありますので、そこから

２階のサーバー室まで直接立ち上げるというのを、

工事上はそれをやるという前提で工事をしておりま

すので、その分があります。 

あと、今回は入替えということなので、今既存の

機械の撤去費と処分費も、こういう時代でございま

すのでそれなりの費用がかかっているというところ

でございます。 

もう１件、あと工事費がやはり高いかなというふ

うに、２台使ってこの四百何十万、通常おうちでつ

けるエアコンからするとかなりあるのですけれど

も、つけるもの自体が、木造のおうちに普通のエア

コンをつけるという工事ですとこんなにかからない

かなと、普段生活の中で電器屋で売っているものな

のですけれども、先ほど主幹から言ったように、今

回つける２台とも店舗・事務所用で、常時稼働させ

ておくようなものになっていますので、室外機、室

内機の単価がかなり違うというのが一つです。 

あと工事費につきましても、木造のおうちでやれ

ば室外機を外に置いてドレンパイプを壁にはわせ

て、あと壁に穴を空けてといった大工工事で終わる

のですけれども、役場庁舎は鉄筋コンクリート造り

で、既存の穴だけでは終わらないので、そういう工

事費も別途かかりますので、通常のおうちにつける

エアコンとして見ると高上がりかなというふうに思

いますが、公有施設につける事業所用のもので参考

見積りをいただきまして、その中で予算計上させて

いただいておりますので、この費用になっていると

いうことで御理解賜りたいと思います。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、１１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） 今の見積りをして予算を

組んだのであれば、電気室から引っ張るか各分電盤

から引っ張るかぐらいちゃんと見てから設計したほ

うがいいのではないかと思うのだけれども、どちら

になるか分からないという言い方はちょっとおかし
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いのではないかなと思うのですけれども。それは先

に専門家に見せれば、容量は間に合います、間に合

いませんと分かると思うのです。そこをやってから

この値段をやはり出さないとちょっとおかしいので

はないかなと。１回発注したらお金が余りましたか

ら返しますということにはならないのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（宮下正美君） 北條委員から

ありました部分でございます。 

見積りをいただいた中では電気工事をするという

ことでの費用でこの計上額がされております。これ

につきましては予算を立てる中での業者に見ていた

だいて出された部分というふうになります。ただ、

予算を認めていただきましたら実際に年が明けまし

て早期に発注という形になりますので、その時点で

改めて仕様書をきっちり確認して、その中で発注を

かけますので、入札効果という部分でこの金額以内

では収まるというふうには一応思ってございますの

で、不用額につきましてはその時点で、要らないも

のまで発注する必要はありませんので、入札の結果

で、町内事業者にお願いすることになりますが、あ

まり無理を言ってもあれですけれども、適正な価格

で契約できるように事務は進めたいと思っておりま

す。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） いや、今後なのですけれ

ども、そうであればきちんと前に調べて、設備工事

と電気工事が絡むのであれば両方きちんと調べてか

ら設計して予算化した方が、そのあやふやな答弁、

あやふやと言ったら失礼だけれども、どちらになる

か分かりませんという言い方はちょっと変でないか

なと思うのですけれども。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（宮下正美君） １１番北條委

員からありました御指摘の部分につきましては重々

今後そのように取り扱っていきたいと思いますの

で、今回につきましては御理解のほどお願いいたし

たいと思います。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございませんか。 

なければほかの質疑、質問をお受けします。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 質問させていただきます。

１０６ページのところですが、今回この富良野自衛

隊の１８節負担金補助及び交付金のところですが、

予算として富良野地方自衛隊協力会上富良野支部補

助という形で予算減額となっております。ここでお

伺いしたいのですが、昨年は創立記念日との何らか

の関係で予算が増えたかというふうに思います。今

回も７１周年の創立記念日でブルーインパルス等が

飛来する、あるいは車列行進等というのは今年度は

あるのかどうなのかをお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 基地調整室長、答弁。 

○基地調整室室長（辻秀人君） ４番米澤委員の御

質問にお答えしたいと思います。 

記念行事の御質問かと思いますけれども、今のと

ころ聞いている情報ですと、昨年のような市中パ

レードはなく、駐屯地内の中での記念行事というこ

とと、あとブルーインパルスの情報をいただいてい

まして、そちらに係る経費につきましては、駐屯地

の人員の中で対応いただけるということで、あと昨

年利用していた資機材、そういったところを利用し

ての開催というふうに今のところ聞いておりますの

で、今時点では予算については御確認のとおり減額

となっているところです。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 昨年は車列行進等があって

予算が増えた要素があったかというふうに思います

が、今回はそれがないということの減額予算という

形になっています。併せてお伺いしたいのですが、

ブルーインパルス等は昨年来とか過去に墜落などと

いった事件等が起きまして、上富良野町においても

反対の申入れなどの動きがありました。町長は今回

この問題については引き続きこれは反対要請しない

のか、この点を明確にしていただきたいと思いま

す。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ４番米澤委員の御質問にお答

えしたいと思います。 

当然事故等には十分配慮しながら飛行してほしい

と思っております。特に反対要請はする予定はござ

いません。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） いつ墜落するか分からない

という状況の、機械ですから、その機械の不具合に

よっていつどうなるか分からないという未確定な部

分がありまして、そこが一番恐ろしいので、結局町

の多くの民家の頭上あるいは学校なのか病院等の頭

上をひょっとしたら飛来する可能性がありますの

で、そういうことを考えれば、即時中止、そういう

状況を想定した申入れをすべきだと思いますが、再

度確認いたします。 

○委員長（岡本康裕君） 予算とは特に関係ござい
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ませんが、町長が答弁したいと言っていますので。 

○町長（斉藤繁君） ４番米澤委員の御質問にお答

えしたいと思います。 

一般的に全世界で航空機の事故は民間も入れてゼ

ロではございません。航空機の墜落事故等の確率と

いうのは一般的に出ておりますが、上富良野上空を

航行しているほかの民間機も含めて、ゼロではあり

ませんけれども、通常起こる確率が極めて低いの

で、万が一ということももちろんございますが、十

分安全には留意することはもちろんそうなのです

が、ブルーインパルスが駐屯地の記念式典に飛来し

てくれるということで、特に反対する理由は今のと

ころ持ち合わせておりません。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 一般機は飛行高度を安全圏

を維持しながら飛来しているという状況があります

ので、航空自衛隊機はいろいろありますけれども、

そういう問題点もあるということを言っておきたい

と思います。 

ここの１８節負担金及び交付金の中でお伺いした

いのですが、従来から問いただしておりますけれど

も、自衛隊の募集に関する名簿等提供の問題であり

ます。従来、閲覧から名簿を提供するように一部自

治体でもなっております。しかし、最近では神戸市

や奈良市では、市民や当事者の自衛隊への個人情報

の提供は違法であると裁判で戦われ、また、埼玉県

内でこういう問題を取り上げながら一部名簿提供を

除外するという状況に、提出したとしても、その本

人の同意を求めて……。 

○委員長（岡本康裕君） 米澤委員、ページ数と項

目を。 

○４番（米澤義英君） １８節、自衛隊協力関係の

基地協力関係です。 

○委員長（岡本康裕君） 予算の部分でお願いいた

します。 

○４番（米澤義英君） 人件費を使ってしておりま

すので、予算関連があります。それでお伺いしたい

と思いますが、一般的にはこういう良識のある自治

体も増えてきておりまして、個人の閲覧、情報提供

は可か否かということを含めて町民の対象者の方に

その情報を案内すべきだと思いますが、ここはどう

でしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ４番米澤委員の御質問にお答

えしたいと思います。 

名簿の提供につきましては、法令を遵守しながら

提供してまいりたいと思っております。 

以上です。 

○４番（米澤義英君） 委員長。 

○委員長（岡本康裕君） 令和８年度予算に関する

ところでぜひお願いいたします。 

○４番（米澤義英君） 貴重な人員を使いながらこ

ういった名簿を提供していますので、これをきちん

と住民本位の立場からこういった問題をやはり対策

すべきだと思います。 

例えば北広島市では、対象者全員に名簿提供と除

外申請のお知らせをするという形になったと聞いて

おります。こういう自治体が北海道内でもあるわけ

で、やはりこういう立場からでもきちんと除外申請

を対象者にできますという案内を出すべきだと思い

ますが、出せない理由は何かありますか。 

○委員長（岡本康裕君） 予算外ですが、よろしい

ですか。町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ４番米澤委員の御質問にお答

えしたいと思います。 

出せない個人情報を出しているわけではないとい

うのは誤解のないように町民の皆さんも含めて理解

してほしいと思っております。住民票の閲覧から除

外することはございません。閲覧はできます。うち

で法令に従って協力しているという認識です。他の

自治体でも委員のおっしゃるような事例は散見され

ますが、法令に従ってうちはこれまでどおり協力し

てまいりたいと思っております。 

以上です。 

○４番（米澤義英君） 委員長。 

○委員長（岡本康裕君） ぜひ、令和８年度予算に

ついてお願いいたします。 

○４番（米澤義英君） そうしますと、個人の情報

そのものが本人の意思とは別に思惑と外れてしまっ

て利用されているということですから、個人の情報

保護法からも明らかに違反だというふうに言ってお

きたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ４番米澤委員の御質問にお答

えしたいと思います。 

法令はそういうふうな解釈はしておりません。本

人の意思によらずとも、世論調査等では閲覧され

て、当然そういう合理的な理由があって法律で許さ

れておりますので、本人の意思とそれが直接関係す

るという法律の立てつけにはなっておりません。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございませんか。 

それでは、質疑を続けます。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） １１６ページの「泥流地

帯」の映画化事業に関してであります。今回も１８

節の負担金・補助及び交付金という形で１９０万円



- 47 - 

 

計上されておりますが、この内容等というのは、大

枠は出ておりますが詳細について、よく分かりませ

んのでお伺いしたいなというふうに思います。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ４番米澤委員の

御質問にお答えいたします。 

映画化を進める会の負担内容ということで資料を

提出させていただいておりますので、そちらの説明

をさせていただくことになろうかと思います。 

進める会の予算見込みのうち、町の負担金に頼る

部分というところで少し数字の切り分けはしており

ますが、負担金部分について御説明させていただき

ますと、まず旅費については、これから制作が決定

であったり撮影開始であったりいろいろなプロセス

がありますので、そういったところのセレモニー的

な部分で、会長なり役員なりというところが赴いて

そういったセレモニーに参加するための旅費という

ことで２１万円計上してございます。事務費といた

しましては、これは一般的な消耗品ですとか総会に

係るような費用もろもろということで３万円を計上

してございます。 

一番大きいのが気運醸成活動費ということで、プ

ロモーションも含めての活動費ということで、イベ

ント開催、これはいつ何をやるというところまで決

定しているわけではありませんが、少なくとも２０

万円程度の予算を２回やれるだけの費用ということ

で４０万円を計上してございます。 

また、こちらは朗読甲子園のところでも説明させ

ていただきましたが、そのうちの報酬等に関わる部

分以外のものについて２２万円、こちらでイベント

費として計上してございます。あとは広告宣伝費、

これは例年計上させていただいているものになりま

すが、広告宣伝費、ＰＲ活動費あとは記念品、もろ

もろグッズの制作費ということでそれぞれ９万円、

３０万円、４０万円という計上をして、機運醸成活

動プロモーション費ということで、合計で１４１万

円とさせていただいております。 

そして制作支援費ということで、こちらはいずれ

制作委員会が立ち上がってそこが正式に稼働するこ

とになりますが、それまでの間、一部ロケハンで

あったり景色の撮影であったりということが先行し

て始まることも想定されます。これもいつどれくら

いかかるかというところは未確定な部分が多いので

すが、こちらも例年始まったときには当面それを支

えられる費用として、これも概算で計上させていた

だきますが、これに関しましてもロケ支援直接経費

ということでケータリングであったり資料の作成で

あったり、衣装の制作の協力であったり、こういっ

た予備活動も含めての費用として、総額で３０万円

のうち負担金で２５万円の計上ということで、合計

１９０万円の計上とさせていただいております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） いろいろなことを言われま

したけれども、来年度でしょうか、公開予定という

形だったのが再来年になるか分かりませんけれども

予定という形で、今の進捗状況そのものがいまだに

不透明な状況になっているというふうな形に思いま

す。これは当然制作する側の要因かというふうに思

います。ある程度流れは決まっているのかと思いま

すが、町としてはこういう問題に対して、私は前か

ら指摘しておりますが、三浦綾子の「泥流地帯」を

本当に心をもって伝えるのであれば、先ほど言いま

した朗読甲子園、ああいうものを長く太くやはり続

けながら喚起をして、その三浦文学をきっちりとや

はり多くの人に、また、この上富良野町の「泥流地

帯」そのものをどうなのかということを知ってもら

う好機にすべきだと思うのです。 

この制作というのは一時の問題で、恐らく長く続

くわけでもないというふうに思います。根本問題

は、行政がこういったものに、前から言っておりま

すが、手を出すことはなく、幾ら前任者の思いが

あったとしても、やはりそういう問題を含めて今一

度この「泥流地帯」の映画化については見直すべき

だというふうに思います。町の人たちも、この「泥

流地帯」の映画化とは何ぞやと、分からない人が多

くいらっしゃるのです。それよりも本当にこういう

お金を使うのであれば、住民のいろいろなところに

使ったほうが、よりその効果は大きいというふうに

思いますが、担当課長ではこの問題は取り分の範囲

を超えておりますので、町長に答弁を求めます。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ４番米澤委員の御質問にお答

えしたいと思います。 

「泥流地帯」の映画化のスケジュールは担当課長

を通してもあれですけれども、おっしゃるとおりな

かなか情報としては表に出す大きな動きは現状のと

ころ、昨今も御報告いたしましたが、そこからはま

だ報告するようなものはないという状況です。 

あと、この「泥流地帯」を映画化するという思い

は、前町長の思いもありますが、そのほかに多くの

町民もそれに賛同して、映画を進める会が中心と

なっておりますが、多くの町民も関わってこれを進

めてきているところです。 

米澤委員のお耳には批判的な御意見も届いている

のかもしれませんが、私には頑張ってくれという肯

定的な意見も多く寄せられております。多種多様な

御意見があるというのは承知しております。その中
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で最善のもの、上富良野町にとって最善なものを選

択し続けているという結果だと考えておりますの

で、ぜひ御理解を賜りたいと思っております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございますか。 

２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 先ほどの朗読甲子園でも触

れましたが、映画化を進める会、令和１０年度に予

算がないということで、それを受けて実施計画の中

では、映画ができたら映画を保存する会にでも名称

を変えればいいだけなので、そこは別として、令和

９年までの進める会の負担というものを決めたとい

うことは、具体的に令和９年中に例えばロケも終え

てオンスクリーンになるとかという見込みがあるか

ら、実施計画に令和１０年度は載せなかったので

しょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午後 ３時３２分 休憩 

午後 ３時３３分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 休憩を解き、委員会を再

開いたします。 

商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ２番荒生委員の

御質問にお答えいたします。 

今のところ制作に着手していただいている監督の

希望であったり信念であったりというところが、今

年の制作開始でぜひ来年に完成させたいといったこ

とを言っていただいております。ただ一方で、予定

どおりに全て事が運ぶことのほうが逆に少ない業界

であるとも聞いておりますので、そこは必ずここで

来年中に公開できますといったことももちろんお約

束もできませんし、あくまでもこれは我々側の一日

も早くやはり皆さんに見てもらいたいという希望は

変わりませんので、そういった希望でしかないので

すが、そこがうまくいったときには、令和８年制作

開始、令和９年完成といったようなスケジュールを

期待値をもって想定しております。そのままうまく

いけば映画化を進める会であったり映画制作費で

あったりという支出もおのずとなくなっていくであ

ろうということで、あまりそこでずばっと切ること

にはそれほど大きな他意もない意味での１０年度の

数値計上はないといったようなスケジューリングを

しておりました。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 当然、噴火１００年の記念

イヤーであるということと、後に１３０年も控えて

いるということで、このタイミングでできれば制作

が進み、また、オンスクリーンもかなえられればと

いうふうな思いで多分この計上なのかなということ

で理解いたしますが、一方で、企業版ふるさと納税

や個人のふるさと納税でもかなり予算が積み立てら

れて、今８,０００万円を超えたということで、目

標である２億円に近づいているということで、そう

いった数字的な要素を見ても近いのかなというふう

に期待はしているのですが、その辺をどう受け止め

ますか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ２番荒生委員の

御質問にお答えいたします。 

おっしゃっていただいたとおり、その機運の高ま

りであったり政策の進捗、出せる情報はかなり少な

いのは少ないのですけれども、それなりにやはり映

画業界であったり一般的な周知というところも三浦

綾子文学のファンを中心に実は広がっている現状に

あります。そういったことも後押しになって、おっ

しゃっていただいたとおりふるさと納税についても

かなりよいペースでお寄せいただいている部分もあ

りますし、企業におかれましては今もかなり大きめ

の寄附の企業の打診をいただいていたりといったと

ころで、かなり順調に資金は集まっている状況であ

ろうかと認識しております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 映画関連で、ございませ

んか。 

それでは、ほかの質疑をお受けします。１１番北

條委員。 

○１１番（北條隆男君） 今の説明でいくと、来年

度公開の予定だという。それでなかったら令和１０

年度に何も見ていないというのはおかしいのです。

予定としては来年度公開できるから、令和１０年に

はもうかからないと。そして制作委員会ももうじき

にできますと。令和８年度早々できると思うのです

けれども。そしてロケをやって、作って再来年度公

開という予定ということで理解していいのでしょう

か。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） １１番北條委員

の御質問にお答えいたします。 

言葉のあれですけれども、予定となるとかなり強

い予定になろうかと思いますけれども、先ほど申し

上げたとおり、令和８年度の１００年のイヤーに制

作が始まって翌年度の令和９年度に皆さんの目に見

てもらえるというのが大きな目標であり希望である

といったところでございます。予定という強い言葉

で区切るまでの確信はないということもありますの

で、歯切れが悪いですけれども、御理解いただけれ
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ばと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございませんか。 

なければ、ほかの質疑に入りたいと思います。 

８番中瀬委員。 

○８番（中瀬実君） １１８ページに今回は十勝岳

線のバスの更新ということが出ております。１,４

００万円ということで出ておりますが、分かる範囲

で結構ですが、このバスの仕様が分かれば教えてく

ださい。 

○委員長（岡本康裕君） 財政管理班主幹、答弁。 

○財政管理班主幹（石川雅憲君） ８番中瀬委員

の、バスの購入に関する御質問にお答えさせていた

だきたいと思います。 

現在運行しているバスと同系を予定しておりまし

て、仕様を細かく御説明するのはあれなのですけれ

ども、定員につきましては現在と同じ２９人になっ

てございます。また、駆動方式につきましては４Ｗ

Ｄ、排気量につきましては２,９９８ｃｃ以上と

いった形になってございます。大変申し訳ございま

せん。資料につきましてはほかにも細々とあるので

すけれども、こういった形で答弁させていただきた

いと思います。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬実君） 現在走っているバスがそろそ

ろ故障が多くなってきたとか入替えとかがなけれ

ば、いざというときに間に合わなくなったら困ると

いうことも含めて更新したいということだと思いま

すが、先日、教育委員会のスクールバスの関係で私

はお聞きしました。そしたら、納車までにかなりの

時間を要するということを言われておりましたけれ

ども、今回のバス購入に当たって、例えば今言われ

た仕様のバスを入れるとしたら、納車するまでの時

間というのはかなりかかるということも想定した中

で購入するということでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 財政管理班主幹、答弁。 

○財政管理班主幹（石川雅憲君） ８番中瀬委員の

御質問にお答えさせていただきます。 

現在見積りを取っている中におきましては、納期

といたしまして７か月程度かかるというふうに聞い

ているところでございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬実君） 万が一例えば７か月待たなけ

れば納車できないのだけれども、途中で５か月で故

障しましたという場合の対処はどういう方法が考え

られるのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） ８番中瀬委員の御質問

にお答えさせていただきます。 

現在の運行体制といたしましては、レギュラーで

走っているバスと同規格で、その前に使っていたも

のも代替用として備えているような状況で運行して

おります。この令和８年度のやり方についても同じ

ような考え方で今運行しようと考えておりますの

で、万が一そういった状況の場合は、そういう代替

車で動けるのかなと思っております。 

○委員長（岡本康裕君） バス関連で、ございます

か。 

１１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） 今の説明によると、代替

バスがあるというのであれば、この路線の中で冬で

もバックカントリーですか、スキーでも、乗れない

人もいたという情報をタクシー会社から聞きまし

た。それで、タクシー会社に運転できませんかと来

ましたとか、町に聞いたら運転手がいないから出ら

れませんと言ったとか、そういう話も聞いたので、

そこら辺は人がオーバーしたときには町は追加でバ

スを出しているのか出していないのか、そこら辺は

把握していますか。 

○委員長（岡本康裕君） 質問の内容がちょっとず

れますけれども、答弁できますか。 

総務課長、お願いします。 

○総務課長（上村正人君） １１番北條委員の御質

問にお答えさせていただきます。 

現在の運行体制のお話になろうかと思いますが、

定期運行しているバスというのは、この今仕様とし

て申し上げた同規格のバスで運行しております。実

際、今お話あったとおり、なかなか乗り切れない状

況が発生しているのも確かなところでございます。

現在は、その乗り切れない部分について、それを

ピックアップしたような形で、代替でとか追っか

け、別の車両で出すといったような体制は取ってい

ない状況です。 

○委員長（岡本康裕君） バックアップのバスがあ

るからという話になってしまったので、今の質問か

らずれてしまったので、この程度で。すみません。 

ほかの質疑をお受けします。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） お伺いいたします。１１８

ページの防災対策費の中で、委託料の防災計画改定

という形になっております。これは自治体でそれぞ

れ毎年その防災計画見直しが前提になっているかと

いうふうに思います。この予算資料を見ますと、令

和８年度は地域防災計画・避難所運営マニュアルの

見直しほかという形になっていますが、大まかにで

もいいのですが、防災計画そのものが、今の自然災

害の時流からいろいろ見直しが当然迫られてきてこ
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ういうふうになっているかと思いますが、要因等、

重点的にこういったところが特に合わなくなって見

直しとかというのがあれば教えていただきたいとい

うふうに思っておりますが、非常に難しいかと思い

ますので、大雑把でよろしいですが。申し訳ありま

せん。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） ４番米澤委員の御質問

にお答えさせていただきます。 

現在見直し作業を進めさせていただいているとこ

ろです。今年度につきましても完全に今の法体制か

ら比べた形でどういった部分がずれがあるのかとい

うことで洗い出しをしている状況なのですけれど

も、そもそもの計画としての体系が大分うちの町で

うたわれているつくりと一般的にいわれている形と

に乖離がある状況にあります。ですから、多分令和

７年度予算の補足説明資料では抜本的にといったよ

うな言葉を使わせていただいたと思うのですけれど

も、そういったところもありますので、体系が違い

ますので、抜本的に見直すといった形で行っていき

ます。それで北海道等の計画と見合わせがしやすい

ような形にしていこうと思っています。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） あわせて、避難所運営マ

ニュアルの見直しもその中に入っているということ

で理解してよろしいでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） ４番米澤委員の御質問

にお答えさせていただきます。 

この委託の中には、防災計画、受援計画、業務継

続計画、国民保護計画等が含まれているところで

す。避難所運営マニュアルの部分については、具体

的にこの業務の中に入っていないのですが、我々は

その業者と一緒にディスカッションさせていただき

ながら並行して手を加えさせていただこうというふ

うに思っているところです。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） この避難所の運営マニュア

ルというのも、避難したときの初動体制も含めてど

うするのかということで非常に大事だというふうに

思いますので、より充実してほしいというふうに

思っております。 

そこでこの間併せて町では毎年十勝岳の噴火を想

定した避難訓練等が予算化されております。今年度

も引き続き予算の中には加えられているかというふ

うに思います。従来の避難訓練の大切さはよく分

かっております。他の地域では防災の日、そこに合

致してやるかどうかは別としても、それに合わせな

がら住民とやはり体験的な災害の恐ろしさとかを学

ぶ、そういうことが実施されているという状況に

なっております。 

上富良野町は比較的そういった部分の予算づけと

いうのがちょっと薄いのかなというふうに思ってお

りまして、そういうものも含めながら、いろいろと

防災について多くの町民にさらに自らの危険な災害

というのは非常時にこうすべきだとか地震の体験を

してもらうとかいろいろありますので、そういうの

も今後こういった訓練の中には、訓練になるかどう

か分かりませんけれども、そういう要素も必要では

ないかなというふうに思いますが、お伺いいたしま

す。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） ４番米澤委員の御質問

にお答えさせていただきます。 

まず、この十勝岳総合防災訓練の部分につきまし

ては、この防災の日といわれる前から行われている

ということで、我々としては厳冬期にこういった噴

火災害があった場合ということで、非常にハードル

を上げて実施している訓練と捉えておりますので、

これは防災の日とは分けてこういった形でやってい

くことが望ましいのかなと思っているところです。 

防災の日とは、その日をトリガーにしたと言いま

すか、それでやっているわけではありませんが、各

自主防災組織の防災士の皆様と一緒に学ぶ機会、そ

して意見交換する機会というのをいつも設定させて

いただいているところでございます。そういった部

分で皆さんと現状の課題とかをお話をさせていただ

くというのを今やらせていただいているような状況

でございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） いろいろとその中に入って

いるのですけれども、いろいろと皆さんの意見もあ

りまして、今私が言った意見もありまして、非常に

大事な要素だと思いますので、これからまた議論を

積み上げていただいてというふうに思っております

ので、ぜひいろいろな角度からこの防災の在り方に

ついて見直すというのが非常に重要だというふうに

思いますので、いろいろな角度からこの防災に関す

る関心度を高めるような工夫をぜひしていただきた

いと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 関連で、ございますか。 

６番林委員。 

○６番（林敬永君） 今の防災計画改定で私は先般

一般質問した中に食のアレルギーのお話をさせてい

ただいて、ぜひ避難所運営マニュアルに、名簿だけ
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では管理できないと思います、命の問題ですので、

ビブスの配置とかリストバンドの配置について明文

化していただきたいなと思いますが、その点はいか

がでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） ６番林委員の御質問に

お答えさせていただきます。 

先日の一般質問で町長からも答弁させていただい

たとおりかと思います。避難所運営マニュアルの部

分については、アレルギーを持っている方の対応に

ついては標準化をしていくということは述べさせて

いただいたのかなと思っておりますので、これから

作業は進めさせていただければなというふうに思っ

ております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） それは、特に乗せる気もない

というふうに理解すればいいのかな。消耗品の部分

だから、毎年度消耗品の予算の中に入る程度という

位置づけなのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ６番林委員の御質問にお答え

したいと思います。 

先日も一般質問で答弁させていただきました。取

扱いは、総務課長が今述べたとおり、そういうアレ

ルギーの対応もしっかりしていかなければならない

と思っております。計画もマニュアル等にもしっか

りそれを前提として標準化していかなければならな

いのかなとは思っております。ただ、具体的に単

語、そのビブスとかリストというのは、ほかの何か

一般的な言葉に置き換えられるかもしれませんが、

具体的にビブスとかリストという単語を使うかどう

かというのは、今後作成していく上で十分検討して

いくことだと思っております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 防災関連で、ございます

か。 

１１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） １２０ページの防災無線

の新設の分は８７万８,０００円見ているのですけ

れども、修繕の分というのはこの前のページの３０

万円というのがそうなのかなと思うのだけれども、

そういうことで修繕はしていく、令和７年度に

ちょっとトラブルがあったもので、令和８年度も

あったときに修繕がかかってくると思うのだけれど

も、そういう費用はこれがそうなのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 基地調整室長、答弁。 

○基地調整室室長（辻秀人君） １１番北條委員の

御質問にお答えしたいと思います。 

御質問の内容は戸別受信機ということでよろしい

ですか。委員会の中でも御質問があったかと思うの

ですけれども、近年、修繕に係るような問合せ等は

なく、今回のこの予算に計上しております修繕に関

しては、そのほかの防災に関連する機器の修繕とい

うことで計上させていただいているところです。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） そしたら防災無線の戸別

機も本体も壊れないということでやっているという

ことでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 基地調整室長、答弁。 

○基地調整室室長（辻秀人君） １１番北條委員の

御質問にお答えしたいと思います。 

もちろん戸別受信機が万が一壊れた場合には、こ

ちらの修繕費を利用することもあろうかと思います

けれども、近年の問合せ等に関しては修繕の伴う故

障というのはないということで御報告したいと思い

ます。 

以上です。 

○１１番（北條隆男君） 今ないとかあるとか聞い

ているのではなくて、あったらどこで直すのかとい

うことを聞いているのです。 

○委員長（岡本康裕君） あったら修繕費で直すそ

うです。その３０万円でしょう。答弁はよろしいで

すか。 

防災関連、４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） この間の防災訓練で、防災

無線が私たちの住んでいる区域の中で聞こえなかっ

たということが、前回もありまして、どういう経過

なのか分かりませんけれども、非常時の場合に聞こ

えないというのはあってはならないと思いますの

で、そのときだけだったのか、前回もそうだったの

ですけれども、ぜひそこら辺は点検、強化していた

だければというふうに思います。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） ４番米澤委員の御質問

にお答えさせていただきます。 

皆様にもお伝えしたいのですけれども、ぜひそう

いった事象を耳にした際にはまず総務課に一報いた

だけるようにお伝えいただけると非常に助かりま

す。それで我々でその事象を確認させていただきな

がら一つひとつ対応していきたいなというふうに

思っているところです。 

あと、先ほどの関連の回答になってしまうのです

けれども、基本的にはもし戸別受信機が壊れてし

まったりした場合は、ストックしている部分があり

ますので、すぐに新しいものと替えさせていただき

ます。故障した戸別受信機がある程度たまった場合
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には、まとめて修繕していくとかといったような対

応をさせていただきますので、よろしくお願いいた

します。すみませんでした。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございませんか。 

それでは、ほかに何かございますでしょうか。 

６番林委員。 

○６番（林敬永君） ８ページの地域活性化推進費

の中の報酬と職員手当等で地域プロジェクトマネー

ジャーの予算が令和８年度に計上されているのです

けれども、令和８年度は何を使命としてやられるの

かを教えていただきたいです。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ８番林委員の御

質問にお答えいたします。 

令和７年度から引き続き地域プロジェクトマネー

ジャー２名の予算として計上させていただきます。

これは昨年に引き続き、１人は映画化プロジェクト

の進行といった面、もう１人は地域特産品の特定農

産物３品目、ラベンダー、ホップ、シソ、この三つ

の品目の生産拡大であったり維持であったりといっ

たところに資する活動をしていただくこととなって

おります。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） ということは、令和７年度の

成果から令和８年度はさらに目標をアップされてい

るということでよろしいのでしょうか。映画のほう

は分かりました。地域特産品保全プロジェクトです

か、そちらのプロジェクトマネージャーの方の任務

はそういうことでいいのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

拡充といいますか、さらにその生産個数を広げる

であったり面積を広げる、収量を増やすということ

が目標になっておりますので、引き続きそのプロ

ジェクトに取り組んでいただくと。令和７年につき

ましてはかなり新規就農予定者・見込み者といった

ものと現生産者との接続といったものにもかなり成

功している面もありますので、引き続き大きな成果

を期待できるものと考えておりますので、令和８年

も取り組んでまいりたいと考えております。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） 分からないのでお聞きします

けれども、その地域プロジェクトマネージャーとい

うのは企画商工観光課の中に椅子かテーブルか何か

を置いて常勤されているのか、それとも現場に出て

やっているのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

基本的には商工観光班の中に自席もありますし、

そこで事務をすることもありますし、多く現場に出

て生産者であったり新規者とつないだり、もちろん

それを活用した特産品の開発といったところにもか

なり活躍しておりますので、イメージ的には半々で

しょうか、現場に出ていただく分と机に座っている

部分と、そういったようなイメージで取り組んでい

ただいております。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） 令和８年度でラベンダー、

ホップ、シソというのはそのプロジェクトマネー

ジャーによってどの程度規模拡大、作付面積の拡大

というのでしょうか、収量の拡大というのかな、ど

のくらいを目途としているかを教えていただけます

か。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

ホップもラベンダーもなのですけれども、もとも

との現在生産している戸数というものがかなり少な

くなっておりますので、倍増、３倍増というわけで

はありませんけれども、少なくとも現状維持プラス

新規就農者それぞれ１事業者ずつぐらい増えること

を目標としておりますので、今のところ実は両方と

もそういった見込み者、候補者といった者も育って

きておりますので、かなり順調な進捗であるものと

考えております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） ラベンダーとかホップとかは

時間がかかるものでしょう。当然ながら畑はそれな

りにも要るし、シソも手間がかかる部分ですけれど

も、新規就農者の方は今７件でしたか、件数、戸数

というのかな、新規就農の方でどのくらいの方が手

がけて始めているのかをお伺いします。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

現状、話が進んでいるのはラベンダーとホップの

部分になります。ラベンダーでいきますと苗まで生

産している事業者は今のところ１事業者で、ホップ

に関しましては４農家が取り組んでおられるといっ

たところでございます。 

そこに１つずつ新規就農、これもあまり今この場

で確定的なことを申し上げることはできませんけれ

ども、今順調にそういった話が進んでいるのがそれ

ぞれ１組ずつ候補者がいるというふうに聞いており
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ます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ありませんか。 

なければ、ほかにございませんか。 

６番林委員。 

○６番（林敬永君） １２０ページの十勝岳大正泥

流被災１００年追悼事業補助なのですけれども、説

明を受けたときにただ冠をつけたらいいような感じ

でお話を聞いていたのですけれども、要綱の整備と

かは進んだのでしょうか。どのような事業が想定さ

れているのか教えていただければと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） ６番林委員の御質問に

お答えさせていただきます。 

今のところ、所管委員会でも御説明させていただ

きましたが、補助要綱を設けて進めさせていただこ

うというふうに思っているところでございます。 

今のところなのですけれども、その案としては補

助対象の事業といたしましては、この十勝岳噴火１

００年に関連して実施する事業ということで、事業

の内容としては、犠牲者の追悼に関する事業、災害

の記憶の継承に関する事業、防災意識の向上に関す

る事業といったような形で号立てして、要綱の中に

設けていこうかなと思っております。また、その中

には本事業の目的に合致すると町長が認める事業と

いった形で補足する号についても備えようと思って

いるところでございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） ということはスポーツや何か

に冠をつけると趣旨からは外れるということなので

しょうか。今はまだ要綱ができていないと言ったの

でしたっけ。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） ６番林委員の御質問に

お答えさせていただきます。 

要綱案なのですけれども、基本的には補足説明資

料の趣旨にも書かせていただいておりますので、そ

ちらの趣旨に沿ったものといった形で、今お話しさ

せていただいた四つの号立てさせていただいた事業

について実施していただくものには補助をしていき

たいというふうに思っているところでございます。

したがいまして、単にスポーツ事業だから駄目と

か、そういったような規制を設ける予定はございま

せん。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ただいまの質疑に関連し

て、ございませんか。 

なければ、ほかの質疑をお受けします。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） １２４ページで選挙費とい

う形になっております。全般についてお伺いいたし

ます。この啓蒙、啓発という形で、近年若い人た

ち、１８歳以上が選挙権を持つようになってきてい

ます。比較的若い人たちも選挙に関心を持つという

形だと思います。そこでお伺いしたいのですが、こ

ういった多くの世代にこういう選挙の啓発、投票に

行ってもらうということの、今年度の予算の中では

どういうような啓発事業といいますか啓蒙事業とい

いますかが盛り込まれているのか、分かればお伺い

したいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 総務班主幹、答弁。 

○総務班主幹（谷昌春君） ４番米澤委員の選挙の

啓発の関係の御質問にお答えしたいと思います。 

まず、明るい選挙啓発標語ということで、町内の

小学校五、六年生に夏休みの間に選挙に関わる標語

を作っていただきまして、それを応募していただ

き、選挙管理委員会で賞をつけて、今度選挙のとき

に選挙公報とかに印刷して周知しているという事業

を一つしております。また、正月の年賀状の発送の

ときに、新１８歳の方に年賀状を送付しているよう

なことで、選挙の啓発活動を行っている状況となっ

ています。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） これ過去のことになるので

ここで質問していいのか分からないですけれども、

去年からいろいろ参議院選挙とかで出てきておりま

すけれども、１８歳ぐらいの若年層の投票率という

のは上富良野町というのは、そういう運動をしなが

ら上がってきているのかどうなのか分からないので

すが、分からなければいいです。 

それとは別の問題で、ポスターの掲示板なのです

が、以前から見れば非常に少なく、効率的な掲示板

の設置になっているのです。非常に効率的な掲示板

の設置ですから、数少なく有効に皆さん方にやはり

知ってもらおうということの掲示板の配置だと私は

思っているのです。ただ、以前から見てあまりにも

設置箇所が少ないのではないかと思います。そこら

辺は当然内部で議論しながら、今は３０か所あるの

かないのか、そのくらいだと思いますが、ここら辺

は増やす動きというのはあるのかないのか、お伺い

いたします。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） ４番米澤委員の御質問

にお答えさせていただきます。 

確認なのですけれども、この間終わった衆議のと

きのポスター掲示場の数ではないですよね。 
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○４番（米澤義英君） そうです。 

○総務課長（上村正人君） 今、通常のポスター掲

示場の数は、設定させていただいているのが２９か

所です。もうこの数になってから大分月日が流れて

いるのかなといったところでございます。これは選

挙管理委員会の中で議案とさせていただきまして、

掲示場の減少を認めていただいて、この数で運営を

しているといった状況になります。 

ということで、現在この数をまた何か所か増やす

とか、またはこれ以上減らすとかという議論は今の

ところされていない状況でございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 当面はこの箇所で維持する

ということで理解していいですか。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） ４番米澤委員の御質問

にお答えさせていただきます。 

お見込みのとおり、現状維持で行きたいと思って

おります。 

○委員長（岡本康裕君） 関連ではなく、５番金子

委員。 

○５番（金子益三君） １０８ページの先ほど聞き

忘れていた奨学金返還支援補助が５１万８,０００

円計上されています。この仕組みは私もまだちょっ

と不勉強なのですけれども、なかなか町内の業者に

周知がしっかりされていないようなところがあるの

ですけれども、これは全ての新卒対応なのでしょう

か。中途採用の方も、また、町外の人も全てが対象

者になるということでしたしょうか。まずこの１点

を確認いたします。 

○委員長（岡本康裕君） 企画政策班主幹、答弁。 

○企画政策班主幹（長谷川京史君） ５番金子委員

の御質問にお答えします。 

この奨学金返還の制度につきましては、新卒かつ

上富良野町の事業者で働いていただいて、かつ上富

良野町に住民票がある方が対象となります。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） 確かそうだったのではない

かなと思っていたのですけれども、中途採用で例え

ば１回札幌とか東京とかの企業に勤めて、それで辞

めて上富良野の事業所で働く、かつ上富良野に住所

があるという方は対象にはならないということです

か。 

○委員長（岡本康裕君） 企画政策班主幹、答弁。 

○企画政策班主幹（長谷川京史君） 現在の補助要

綱では新卒の対応となっております。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） ＵＩＪターンにしても、必

ずしもよういドンで上富良野の事業所に新卒で入る

子ばかりではないと思うのです。しかしながら、奨

学金を返還していらっしゃる方もいると思うのです

けれども、そこの拡充というのは、この間協議はな

かったのでしょうか。何人か対象者は私も知ってい

るのですけれども。 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午後 ４時１３分 休憩 

午後 ４時１３分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 休憩を解きます。 

企画商工観光課長、答弁。 

○企画商工観光課長（宮下正美君） ５番金子委員

からありました、奨学金返還支援事業補助の部分の

見直しの検討がなかったのかというところでござい

ます。 

この事業につきましては国の特別交付税措置を

使った事業ということで実施させていただいており

まして、現状ではその特交の基準に基づいた事業と

いうことで、新卒の奨学金を持っている方の返還事

業というところで整理させていただいておりまし

て、令和８年度につきましても同様の事業というこ

とで必要額を計上させていただいているところでご

ざいますので、拡充となりますと特交を超える部分

については単費で支援という形になりますので、そ

れについては、これだけではございませんが、ほか

の移住・定住施策の中で議論すべき課題なのかなと

いうふうには認識しておりますが、令和８年度につ

きましては令和７年度と同様の予算立ての必要額と

いうことで計上させていただいております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） なるほど。特交の部分の中

で上富良野町の足し増しはないということですか。

近年すごく増えています。企業だったり公務員あた

りも。一例で言うと令和８年から警視庁は最大１５

０万円の補助があるのです。奨学金返還に今年度か

らなったのです。それは警視庁の話だからいいのだ

けれども。これは全ての事業所で当てはまるという

ことで理解してよろしいでしょうか。例えば農業者

であったり、商工業者であったり、法人で雇う。そ

れとか、ここもそうです、役場とかに入る子も、新

卒であれば全て対象者になるということでしょう

か。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（宮下正美君） ５番金子委員

からありました、制度の部分でございます。 
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私の記憶の中というところであやふやなのですけ

れども、基本は法人、個人事業主に雇用される方で

あればオーケーです。ただ、先ほど警視庁とおっ

しゃっていましたが、今の仕組み上は役場で公務員

は駄目というふうな形になっています。近年、町外

からそういう奨学金を返す職員も採用しております

が、ごめんなさいということで、特交の対象から除

外されておりますので、うちの町の事業としても入

れていないということで今はやっているということ

です。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほかにございませんか。 

６番林委員。 

○６番（林敬永君） １００ページの下のほうの使

用料及び賃借料で、コンビニ交付システム使用料、

これはコンビニ納付だったか忘れてしまったのです

けれども、これは何に対するお金ですか。 

○委員長（岡本康裕君） ＤＸ推進班主幹、答弁。 

○ＤＸ推進班主幹（向山正則君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

１００ページに掲載してございますコンビニ交付

システム使用料４１７万２,０００円については、

コンビニで住民票の写しとかの証明書を発行するた

めのシステムの利用料というような形の形状となっ

てございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） 分かりました。私は税の納付

にコンビニの料金をここかなと思ったのですけれど

も、税はここではなかったですか。公営住宅とか使

用料を納めるときにコンビニ納付を今はやれるで

しょう。それはどこに予算化されているのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 税務班主幹、答弁。 

○税務班主幹（宮下次美君） ６番林委員の、コン

ビニ納付の関係の御質問にお答えします。 

予算につきましては賦課徴収費の１１節の役務費

の手数料の中に入っております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、歳出１款議会

費から２款総務費までの質疑を終了いたします。 

暫時休憩といたします。 

再開は４時３０分といたします。 

────────────────── 

午後 ４時１９分 休憩 

午後 ４時３０分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 休憩前に引き続き、委員

会を再開いたします。 

次に、１２７ページから１４４ページまでの３款

民生費の質疑に入ります。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） お伺いいたします。１３８

ページの１９節扶助費であります。今年度より教

育、保育に関わる給食費の助成という形で予算化さ

れました。それで大変これは喜ばれることで、子育

て支援にもつながるというふうに思っております。

この事業の対象という形になりますが、３歳以上と

いう形になっていますが、既に未満児等については

この対象になっているかというふうに思いますが、

その点をまず確認しておきたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 子育て支援班主幹、答

弁。 

○子育て支援班主幹（末永由枝君） ４番米澤委員

の御質問にお答えいたします。 

３歳以上が対象となっておりまして、３歳未満の

お子様につきましては、保育料の中に含まれており

ますので、給食費という形でお金を頂いているもの

ではありません。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） そしたら、従前からされて

おりますので、全て対象という形になるかというふ

うに思います。財源はこれを見ますと福祉の積立金

とかを利用しながら、一般財源等も利用しながらと

いう形になりますが、これは安定的な財源というこ

とではこういう形で継続的に続けられるという形で

確認してよろしいかどうか、お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ４番米澤委員の御質問に

お答えします。 

委員の御質問のとおり、皆様から他のふるさと納

税等で基金に積み立てさせていただいております。

それは歳出に見合う分だけきちんと積み立てまし

て、安定的にお子様たちの給食について充当してい

きたいというふうに現在のところ考えておりますの

で、御理解を賜りたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 関連で、１２番小林委

員。 

○１２番（小林啓太君） 同じところです。給食費

の助成が行われるのはとても喜ばしいことだと思い

ますが、年度の途中で賄い材料費や人件費等、原価

が高騰した際など、質や量を守っていくためには、

そこをまたさらに追加で予算措置等をしなければな

らないケースも起こり得るかなとは個人的に考えま

すが、どういう状況になったらそういう協議をこど

も園側と行うのかなど、その辺りの懸念に関してお
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伺いしたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（三好正浩君） １２番小林委員の

御質問にお答えさせていただきます。 

当初予算で見ている部分につきましては、最初に

予定している分の金額ですけれども、よほどの物価

高騰とか燃料高騰とか、それは多分この事業に関わ

らずいろいろな事業に関係してくるとは思います

が、この費用でどうしても足りないというふうなこ

とになれば、また皆さんと御相談させていただいた

中で、補正等の対応になるかというふうに思ってお

ります。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） その対応する際のきっか

けといいますか、もしかしたら、えてしてこういう

ことは委託先からは声を上げづらかったりするよう

なことなのではないかなと懸念するのですが、そう

いうシチュエーションになった場合、町からも積極

的にその辺にヒアリングに行ってもらえるのかどう

かを改めて確認させてもらえればと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（三好正浩君） １２番小林委員の

御質問にお答えさせていただきます。 

その辺は当然園とも食材費等の調整をさせていた

だいて、情勢を確認した上で金額については双方相

談させていただきたいと思いますけれども、全額こ

ういった助成という形になりますので、限りなく豪

華な給食にされても困りますけれども、その辺はあ

る一定程度の基準を設けながら、その辺の給食費に

ついては設定していきたいというふうに考えており

ます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございませんか。 

では、ほかの質疑に入りたいと思います。 

７番茶谷委員。 

○７番（茶谷朋弘君） １３０ページになります。

昨年、質問でかみんのプレイルームの消耗品のこと

で電池やおもちゃの更新の話をさせていただいたと

ころ、先日伺ったところ非常に新しくなり物も電池

も入り、場所も整理されて、とても喜んでおりま

す。ありがとうございます。 

このページになるのですけれども、１２、委託料

のところの施設管理費と保健福祉センター運動指導

のところで、昨年度予算から両方とも６００万円ほ

ど上がっているのですが、これは人件費高騰の分な

のか、それとも新たに人材を雇うということでなの

かをお伺いします。 

○委員長（岡本康裕君） 福祉対策班主幹、答弁。 

○福祉対策班主幹（小野正人君） ７番茶谷委員の

質問にお答えいたします。 

保健センターの運動指導と施設管理の部分の高騰

の部分でございますが、令和８年の３月３１日でま

ず５年間の長期継続契約というのが終了になる予定

です。それでまた令和８年の４月１日から新たに５

年間の長期継続契約ということで、この後入札等を

させていただくのですけれども、予算積み上げの中

で、今、茶谷委員が言われたように、やはり人件費

の高騰の部分でこれだけ上がってしまうというとこ

ろになっております。 

以上でございます。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございませんか。 

ほか、どうぞ。６番林委員。 

○６番（林敬永君） １２８ページの民生委員費の

中の補助金についてお伺いいたします。民生児童委

員協議会の４９１万３,０００円の補助なのですけ

れども、こちらについては報酬だけを入れていらっ

しゃるのかどうか、確認させてください。 

○委員長（岡本康裕君） 福祉対策班主幹、答弁。 

○福祉対策班主幹（小野正人君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

民生児童委員協議会の補助の４９１万３,０００

円でございますが、民生委員については報酬という

ものはございませんので、活動費という形でこのう

ちの４１４万円を計上しております。そのほかに、

委員が活動で出張する場合の旅費であったり、それ

に伴う負担金、それも含めての４９１万３,０００

円ということの計上になっております 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（三好正浩君） ６番林委員の御質

問にお答えします。 

今回の事前提出分の資料の中の資料１５番に詳細

がありますので、そちらを御覧ください。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございませんか。 

ほかの質疑に入ります。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） １３８ページの１９節扶助

費で、今年度から乳幼児等のための支援給付という

形で誰でも通園制度という形になっております。予

算化されました。それでゼロ歳から６か月、３歳未

満の子どもという形の対象になっております。聞き

ますとこの２か所という形になっておりますが、改

めてお伺いいたしますが、この２か所というのはど

の園なのか確認いたします。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（三好正浩君） ４番米澤委員の御

質問にお答えします。 

高田幼稚園と西こども園です。 
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以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 高田幼稚園と西こども園と

いう形になります。この利用時間等も設定されてお

りまして、１時間当たりの利用料も３００円、ま

た、報酬等も設定されているということを聞いてお

ります。それで、この園を利用するお子さん、家庭

の皆さん方は、非常にここを通じていろいろと触れ

合いを求めたり、子育て支援の大切さとかというこ

とをやはり学んで、園側のいろいろ意思疎通をしな

がら、大変なこととか子育て支援に対するいろいろ

な願い事を聞いてもらったり、それに応えてまた返

してもらったりという、そういう体制があると思い

ますが、そういう意味では今回通常の園の職員で、

新たに増やさなくてもこれは十分通常の職員で対応

できるという形で理解してよろしいでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（三好正浩君） ４番米澤委員の御

質問にお答えさせていただきます。 

今実際に働いていただいている職員で十分対応で

きるものとして考えております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連で、ございません

か。 

なければ、ほかの質疑に入りたいと思います。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） １３４ページの発達支援事

業についてお伺いいたします。これは未就学児のゼ

ロ歳から６歳までのお子さんを、重度障がい、言語

障がいとかいろいろ障がいを持った方を支援する事

業かというふうに思います。これを見ましたら必要

な職員の配置もされているかというふうに思います

が、今年度はいろいろと課題も踏まえた支援がさら

にされるかというふうに思っておりますが、今年度

はこういう子どもたちや家族にどういう目標で支援

されようとしているのかお伺いしたいというふうに

思います。従前のような形になるのか分かりません

が、特に困難な要因があって今年はここを重点的に

子どもや家庭に支援したいということがあれば。な

ければいいです。 

○委員長（岡本康裕君） こども未来班主幹、答

弁。 

○こども未来班主幹（飯村明史君） ４番米澤委員

の御質問にお答えさせていただきたいと思います。 

発達支援センターで行われるその指導の部分につ

きましては、利用されている皆さんはお子さんの特

性が様々でありますが、例えば言葉の発達の遅れや

落ち着きにくさとか、あと集団生活の適応の難しさ

など、異なる特性がたくさんありまして、こうした

子どもたちに安心して成長できるように、そういう

個別の指導とか集団指導を用いて支援を行っていき

たいなというふうに思っていまして、そういう予算

をつけさせていただいております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 非常に分かりやすく答弁し

ていただきましてありがとうございます。それで伺

いしたいのですが、当然療育職員の配置等が充実さ

れているかなというふうに思いますけれども、いろ

いろと個別の計画をプログラムを立てて支援すると

いうことになれば、それなりの大変さも伴ってきて

いるかというふうに思っております。 

大ざっぱな質問をいたしますが、現状の職員で対

応できるような、その現状に今年度はあるのかどう

なのかをお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） こども未来班主幹、答

弁。 

○こども未来班主幹（飯村明史君） ４番米澤委員

の御質問にお答えしたいと思います。 

まず、正職員も含めてですが療育指導員等の配置

につきましては、発達支援センターで受入れをする

定員等を定めておりまして、その部分の受入れをで

きるその基準は現体制で十分見込めていますので、

定員に結構ぎりぎりに来るぐらい利用はされている

のですけれども、なんとかその辺は現体制でやって

いくことは可能という配置になっております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございませんか。 

７番茶谷委員。 

○７番（茶谷朋弘君） １３８ページの１８節のと

ころで、保育士確保対策に関することで家賃補助や

就労支援金に関して昨年度より予算額が下がってい

るのですが、これも昨年度実績によるものなのかを

お聞きします。 

○委員長（岡本康裕君） 子育て支援班主幹、答

弁。 

○子育て支援班主幹（末永由枝君） ７番茶谷委員

の御質問にお答えさせていただきます。 

保育士確保対策の家賃補助と就労支援金につきま

しては、１月に行われました各認定こども園との会

議の中で新規に採用される人数を確認させていただ

いております。それに基づきまして、その前に予算

を組むときにも一度お電話とかで確認させていただ

いておりまして、その人数で計上させていただいて

いるところです。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ７番茶谷委員。 

○７番（茶谷朋弘君） 分かりました。これは例え
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ば中途で１年間の途中でもし採用される方がいた

ら、その分をまた補正で上げられるということは可

能なのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 子育て支援班主幹、答

弁。 

○子育て支援班主幹（末永由枝君） ７番茶谷委員

の御質問にお答えします。 

年度の途中で採用になった方につきまして、予算

の例えば今計上されている人数を超えた場合につき

ましては、補正で対応させていただく形になるかと

思います。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございますか。 

関連で、４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 今年度は新たにこの事業を

使って就労された方というのはいるのかどうなの

か、昨年の継続という形になっているのかどうなの

か、この点で何人いらっしゃるのか具体的にお伺い

いたします。 

○委員長（岡本康裕君） 子育て支援班主幹、答

弁。 

○子育て支援班主幹（末永由枝君） ４番米澤委員

の御質問にお答えします。 

今年度というのは令和８年度ということでよろし

いですか。令和８年度は新規で採用される方が２名

いらっしゃるということですので、２名プラス年度

の途中で１名採用になることもありますので、プラ

ス１名の予算を取らせていただいております。 

就労支援金は１人につき２０万円当たりますの

で、３名分予算を計上させていただいておりまし

て、家賃補助につきましては３年間家賃補助を行う

というふうになっておりまして、令和７年度で１名

既に補助を行っておりますので、新規３名プラス現

在も実施している１名ということで４名分取らせて

いただいております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） こういった制度があること

によって保育士の確保というのがある一定程度でき

るような体制になっているかというふうに思います

が、こういう制度の効能というのはどのようにお考

えなのかお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（三好正浩君） ４番米澤委員の御

質問にお答えします。 

この制度を設けることで、これがあるからここに

就業したというところまでは、そこの正直な気持ち

というのは聞けてはいない状況ではあるのですけれ

ども、他の自治体もこういった制度をかなり並べて

いる中で、やはりそれに後れを取ると私どももやは

り採用になかなか来てもらえなくなるということも

ありますので、一定程度の効果はあるのかなという

ふうに思っていますけれども、そういったことにつ

いても今後そういった気持ちが聞けるのであれば、

またこの制度をこれからも続けていくとは思うので

すけれども、こういった制度変更とかの参考にもさ

せていただきたいと思っていますので、今のところ

そのようなところで進めさせていただいているとこ

ろです。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございませんか。 

ほかの質疑をお受けします。 

６番林委員。 

○６番（林敬永君） １３２ページの在宅福祉推進

費の中の委託料でお伺いしたいのですけれども、こ

の件については料金の改定云々の提案もされたと思

うのですけれども、今回この中で除雪サービスが４

４６万２,０００円ございます。除雪サービスは確

か玄関から取付け道路まで３０センチメートルの幅

程度で除雪するサービスだったような気がしたので

すけれども、そのサービス内容というのを再度確認

させてもらっていいですか。 

○委員長（岡本康裕君） 高齢者支援班主幹、答

弁。 

○高齢者支援班主幹（飯村友香君） ６番林委員の

御質問にお答えさせていただきます。 

除雪サービスの内容でございますけれども、こち

らは生活除雪ではなくて、あくまでも高齢者の救急

車などの緊急車両が入ったときに除雪が入ってなく

て搬送に困るというようなことがないように、大体

車両が入れるぐらいの玄関から取付け道までの１本

道を空けるような形の除雪になっております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） そしたら、例えば除雪車が雪

を置いていくときがあるではないですか。ああいう

のは対象外と考えればいいのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（三好正浩君） ６番林委員の御質

問にお答えさせていただきます。 

基本的に申込みいただいた段階で申込みされた方

の除雪範囲というのは最初に図面を落として、ここ

の範囲が除雪サービスの範囲ですということで示さ

せていただくので、そこにかかっていれば、当然除

雪の対象にはなるのですけれども、今言ったように

あくまでも緊急車両が入れるというのがまず一つの

条件になっていますので、そういったところを考慮

しながら除雪は行っていますので、あまりにもそこ
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が除雪車で盛られるような状況になればそれは除雪

のもちろん対象にはなりますけれども、もともと決

められた範囲ということですので、最初に御質問の

あった何センチメートル以内とかそういった面積要

件というのはございませんので、あくまでも緊急車

両が入れる範囲というのは除雪サービスの対象と

なっているところでございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） そういうルールに基づいて利

用者が申込みをして、作業される方というのは高齢

者事業団がほとんど１００％なのですか、それとも

民間の除雪機を持っている方もオーケーなのです

か。 

○委員長（岡本康裕君） 高齢者支援班主幹、答

弁。 

○高齢者支援班主幹（飯村友香君） ６番林委員の

御質問にお答えさせていただきます。 

ほぼほぼ高齢者事業団なのですけれども、高齢者

事業団の会員も年々少なくなってきておりまして、

どうしても高齢者事業団だけでは賄い切れない御家

庭もございます。そういったところにつきまして

は、町内の業者で２社ほど除雪機を持っている事業

者がありますので、そちらが除雪サービスを担って

いただいている部分と、あと社会福祉協議会で冬期

間だけ除雪サポーターとして高齢者事業団に一時的

に在籍するような形で除雪を担っていただける方の

通年を通してサポーターの募集はしているところで

ございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） 令和８年度は希望される世帯

というのは多くなっていますか。 

○委員長（岡本康裕君） 高齢者支援班主幹、答

弁。 

○高齢者支援班主幹（飯村友香君） ６番林委員の

御質問にお答えさせていただきます。 

令和８年度のことはこれからのことになりますの

で分からないのですけれども、今年度で言います

と、除雪サービスに申込みされている世帯は１０３

世帯となっております。ここ数年で見ますと９８世

帯から１００世帯ぐらいの感じで推移していますの

で、世帯自体はほぼ横ばいのような状態となってお

ります。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林敬永君） 分かりました。増えていって

いるのではないかなというのを思ったのですけれど

も。 

併せて配食サービスが１,３８６万５,０００円と

いうことで令和８年度予算で今回計上されているの

ですけれども、これは材料費の高騰か何かの影響で

しょうか。申込み世帯を事前に取られて積算された

のでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 高齢者支援班主幹、答

弁。 

○高齢者支援班主幹（飯村友香君） ６番林委員の

御質問にお答えさせていただきます。 

配食サービスの経費が増えた部分というところ

で、委員の御指摘のとおり物価高騰等によりまして

食材費も上がっております。また、人件費につきま

しても上がっておりますので、今年度と比較しまし

て、食材費で言いますと、全食、副食どちらも１食

当たり８０円の増となっております。お弁当を作る

調理費につきましても前年と比べまして７０円の増

で、その他調理に関わる調理員の人件費分が最低賃

金が上がっているというところで上がってございま

す。 

そのほかに大きな要因としましては、こちらの事

業は社会福祉協議会に委託しているのですけれど

も、配食サービスに使う車の維持費とかそういった

部分も車検とかもございまして、そちらの部分が増

えているような状況となっております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございませんか。 

ほかの質疑に移ります。 

８番中瀬委員。 

○８番（中瀬実君） １３２ページです。負担金補

助及び交付金というところなのですが、ある高齢者

から私は相談を受けたのですが、この在宅福祉用具

の一時レンタル費の助成と、寝たきり者等おむつの

購入助成、これについてはどこへどのような形で相

談すればいいのかを教えていただければと思いま

す。 

○委員長（岡本康裕君） 高齢者支援班主幹、答

弁。 

○高齢者支援班主幹（飯村友香君） ８番中瀬委員

の御質問にお答えさせていただきます。 

こちらは在宅福祉の用具の一時レンタルも、寝た

きり者等おむつの購入費助成につきましても、まず

高齢者支援班もしくは包括支援センターに相談して

いただければと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬実君） そのときに手続上何か必要な

書類とかはあるのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 高齢者支援班主幹、答

弁。 

○高齢者支援班主幹（飯村友香君） ８番中瀬委員
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の御質問にお答えさせていただきます。 

こちらは一時レンタルの福祉用具につきましては

対象者が決められております。対象者につきまして

は、介護サービスによることが難しい例えば在宅で

生活する末期がんの方とか、認定までにどうしても

時間はかかりますけれども、末期がんの方ですと認

定調査自体が体調面が安定しないというところで御

負担になったり、また、短期間で容体も急激に変わ

るというところで正しい要介護度が出ないというと

ころで、一時的に在宅で生活するための福祉用具の

レンタルという形になりますので、皆様が希望すれ

ば使えるというものではございません。その対象に

なるかどうかということを含めまして、一度包括支

援センターですとか高齢者支援班に御相談いただき

まして、対象になる場合は所定の申請用紙ですとか

必要な書類をこちらで紹介させていただきます。 

寝たきり者等おむつの助成につきましても同じよ

うに、おむつを使っているから皆さん対象というこ

とではございませんので、施設とかは対象になりま

せんので、在宅で生活している方で排尿障がいとか

でおむつが必要だという医師の証明とかも必要にな

りますので、その辺についても御自身が対象になる

かどうかというのは一度御相談の上、対象になれば

申請していただくというような形になります。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございませんか。 

ほかの質疑に入ります。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） １３４ページで障がい児相

談支援事業という形になっております。これは恐ら

く１８歳未満の何らかの障がいを持つ方の自立を促

すための支援事業かというふうに思っております。

それで現状として、この全般についてお伺いしたい

のですが、大体この相談とか訪問して対処している

というふうに思うのですが、放課後デイとかいろい

ろなところに行って、あるいは来ていろいろな困り

事相談というふうなのがあるかというふうに思いま

すが、昨年度含めて今年度、そういった特に支援が

困難な状況、複雑ないろいろなケースが出てきてい

るかというふうに思いますが、そういうものを含め

た今年度の支援体制というのはどのようになってい

るのか、お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午後 ４時５９分 休憩 

午後 ５時００分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 休憩を解きます。 

４番米澤委員、先ほどの質問ですが、より詳しい

内容を質問されれば答えられるはずでございます。 

○４番（米澤義英君） 障がい児支援という形に

なっているかというふうに思います。障がい児支援

でも複雑な支援体制が求められているかというふう

に思いますが、今年度こういう相談事業というのは

何人ぐらい相談、利用されているという形で想定し

ているのでしょうか。分からなければいいです。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（三好正浩君） ４番米澤委員の、

障がい者相談支援事業についての御質問にお答えし

ます。 

こちらの予算は、まず専門職の派遣事業がこの予

算になっていまして、こちらについては理学療法士

や作業療法士や言語聴覚士、そちらの職員派遣をい

ただくための予算となっておりますので、その都度

に応じた予算となっているので、その辺で御理解い

ただきたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 次に１４０ページの委託料

でお伺いいたします。子ども生活等学習支援という

形になっております。昨年ぐらいからできたかとい

うふうに思いますが、今年度はどのような利用状況

になろうとしているのか、非常に利用されている方

もいるかと思いますので、その状況等についてお伺

いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 子育て支援班主幹、答

弁。 

○子育て支援班主幹（末永由枝君） ４番米澤委員

の御質問にお答えいたします。 

子どもの生活学習支援事業につきましては、昨年

度予算を取るときにも御説明させていただいたかと

思うのですけれども、ひとり親家庭や低所得世帯の

お子様につきまして、生活や学習支援が必要なお子

様のお手伝いをさせていただいている事業となりま

す。こちらにつきましては対象が低所得世帯やひと

り親世帯となりますので、その御家庭が対象となり

ます。 

今年度は、年度の途中で所得の課税状況が変わり

ますので、年度の当初で４世帯ぐらいいたのですけ

れども、年度の途中で所得の確認をしたところ、現

在２世帯で、お子様につきましては６名の利用があ

ります。そのほかにこの町の子どもの生活学習支援

事業ではないのですけれども、事業を行っている場

所にそれ以外のお子様も利用されているところで

す。そちらにつきましては、軽食の提供の分がこの

委託料の中に入ってくるのですけれども、軽食の提

供をした場合に自己負担になるということになって

いますので、利用の状況につきましてはそのような

形になっております。 
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以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 最後の質問です。１４０

ページの子ども家庭支援センター事業についてお伺

いいたします。子どもも家族も子育てに本当に大変

な家庭を支援するという形になっているかというふ

うに思います。ほかでもそうなのですが、上富良野

では特殊な転入、転出があったりして、いろいろな

困難を抱えるような家庭の家族がいるかというふう

に思います。それで、今年度は大体こういった御家

庭に対する必要量というのは、この人員あるいは目

標というのはどのくらいになっていますか。利用想

定目標といいますか、向こうから来るか分からない

部分はあるかもしれませんが、想定している目標量

とかがあればお伺いしたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 子育て支援班主幹、答

弁。 

○子育て支援班主幹（末永由枝君） ４番米澤委員

の御質問にお答えいたします。 

想定している目標量というのは、目標がありませ

んので目標量はないのですけれども、こちらのこど

も家庭センター事業に掲載しておりますのは、会計

年度任用職員で働いていただいている子ども家庭支

援員１名の分の費用になってきます。それ以外に正

職員で事務が２人と、あと社会福祉士２人と保健師

２人と保育士１人の全員で支援を行っております。 

目標と先ほどおっしゃったのですけれども、少な

くしていくのが正直目標かなと思っておりますの

で、だんだん支援の必要がなくなる御家庭が増えて

いくといいなと思って活動しておりますので、よろ

しくお願いします。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございませんか。 

なければ、ほかの質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、歳出３款民生

費の質疑を終了いたします。 

本来であれば４款に入るところではございます

が、時間の都合上、明日朝一から４款始まりという

ことで皆さんよろしいでしょうか。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） 以上で、本日の日程は終

了いたしました。 

本日は、これにて散会いたします。 

明日の予定を事務局長から説明いたさせます。 

事務局長。 

○事務局長（谷口裕二君） 明日３月１１日は、本

委員会の２日目で、開会は午前９時でございます。 

明日も引き続き上富良野町一般会計歳入歳出事項

別明細書の歳出４款からの審議となります。 

定刻までに御参集願います。 

以上であります。 

○委員長（岡本康裕君） お疲れさまでした。 

午後 ５時０７分 延会  
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令和８年上富良野町議会予算特別委員会会議録（第２号） 

 

令和８年３月１１日（水曜日） 午前９時００分開議  

─────────────────────────────────────────────── 

○委員会付託案件  
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   （議長 中澤良隆君 （オブザーバー）） 
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○欠席委員（０名） 
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 建設水道課長  菊 池   敏 君     教育振興課長   高 松   徹 君 
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午前 ９時００分 開議  

（出席委員 １２名） 

─────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 御出席、誠に御苦労に存

じます。 

ただいまの出席委員は１２名であり、定足数に達

しております。 

これより、令和８年上富良野町議会予算特別委員

会第２日目を開会いたします。 

直ちに本日の会議を開きます。 

本日の審査日程について、事務局長から説明いた

させます。 

事務局長。 

○事務局長（谷口裕二君） 本日の審査日程につき

ましては、日程を変更し、昨日に引き続き、議案第

１号令和８年度上富良野町一般会計予算の歳入歳出

事項別明細書の歳出４款衛生費の御審議より進めて

いただき、以下、お配りいたしました日程で取り進

めていただきますようお願い申し上げます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １日目に引き続き、議案

第１号令和８年度上富良野町一般会計予算の歳入歳

出予算事項別明細書の１４５ページから１５８ペー

ジの４款衛生費の質疑に入ります。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） １４６ページなのですが、

１８節の負担金・補助及び交付金という形で、今年

度から地域センター、病院、小児科の医療体制確保

という形で、今後予算が継続的に支出されるという

状況になっています。 

それでお伺いしたいのですが、現状の富良野の小

児科の緊急医療体制というのは、医師は大体何人ぐ

らいで回っているのかどうなのか、分かる範囲でい

いのですが、お伺いしたいというふうに思っていま

す。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（三好正浩君） ４番米澤委員の御

質問にお答えします。 

小児科の先生は協会病院の先生になりますが、４

人の医師の体制となっております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） そういった緊急の小児科の

医療体制を充実するということですから、高度・専

門の医療を提供するという形の内容かというふうに

よく分かりませんので、単純な話をします。今後、

こういった医療補助を継続ということになります

と、まだまだ医師不足あるいは何らかの要因で医師

の派遣が困難ということになった場合の財政的な負

担が新たに地域の自治体に求められてきたとして

も、なかなか大変な現状があるというふうに思いま

すが、これは大体何年までこういう体制で移行する

のか、支出しなければならないのかというのは、現

状では分かりますか。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（三好正浩君） ４番米澤委員の御

質問にお答えさせていただきます。 

今回、予算で上げさせていただきます小児医療体

制確保対策事業の中身につきましては、これは医師

の金額ではなくて、小児の２５床ある入院のベッド

数を確保するための負担金ということになってござ

います。 

当面の予定でございますが、補足説明資料の中で

も記載させていただいたのですけれども、現在の小

児医療体制の維持につきましては、少子化による受

診者減少に加えまして、医師の働き方改革に伴う医

師確保コストの増大ということで、そういったとこ

ろが大きな要因となっております。 

今後の見通しといたしましては、毎年これは入院

患者によって収支が変わってくるものですから、恐

らく毎年協議の中で負担額というのは求められてく

るものと思っておりますので、これはもちろん単年

で病院の中の収支が合うということはまずないと思

いますので、各市町村の負担をもってこの小児科の

維持っていうのは当面続くと思われますので、いつ

までというのは今決まっているものではないという

ことで御理解いただきたいと願います。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 上富良野もこういった病床

を利用している子どももいますし、また、当然地方

のベッドを利用する子どももいらっしゃるというふ

うに思います。そうしますと、この予算というのは

単年度ごとで協議しながら、今後この負担割合が変

わってくる要素があるということで理解してよろし

いですか。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（三好正浩君） ４番米澤委員の御

質問にお答えさせていただきます。 

これは５市町村で今回の負担は出し合うというこ

とになりますけれども、そのうち上富良野町の利用

につきましては２１.５１％ということで、令和６

年度で８５０人の入院があったというような実績と

なってございます。 

これについても毎年数字が変わってきますし、小

児ですので、お子さんの数もどんどん減っていく中

で、今後どんどん厳しい状況はあるというふうに思

いますが、医師も４名ということで、この医師の数

も恐らく患者に見合った医師の体制ということで変
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わってきますので、毎年ここの体制といいますか、

ものというのは変わってくると思いますので、これ

は毎年協議しながら、この負担については求められ

てくると思いますので、その都度協議ということに

なるというふうに思っております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） そうしますと、この富良野

協会病院の内部で、私たちには分かりませんが、経

営に対するいろいろな改善計画というのは、自治体

等には知らされているのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（三好正浩君） ４番米澤委員の御

質問にお答えさせていただきます。 

本当に小児だけではなく救急、普通の一般の医療

についても、病院自体がかなり厳しい状況というふ

うに我々は昨年聞いておりまして、これについての

改善計画は逆にこちらから求めて見せていただいて

おります。その改善計画の中でも、市町村の負担が

なければなかなか病院の存続、維持が厳しいという

ことも確認させていただいた上で、本来であれば

もっと大きな金額が求められてきておりますが、上

富良野町におきましては、町立病院を保有していま

すし、そちらの経営を第一に考え、上富良野町が負

担できる範囲での支援ということで、今回まとめさ

せていただいたというような内容でございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） そこで町長にお伺いいたし

ますが、担当の課長が今いろいろと述べられまし

た。より根本的な問題、私は何回も言っているので

すが、この地域の二次医療圏の医療体制をやはり

しっかり守るという点では、協会病院というのは核

になっていますし、また、町立病院も非常に大事な

拠点病院というふうに押さえています。 

今後、今の人口減少と物価高騰などに合わせなが

ら医療協会やいろいろなところが診療報酬等の抜本

的な見直しがされなければ、この地域の医療は維持

することは困難になってきているというような状況

がうたわれておりますが、やはり地域としても当然

こういった部分に対する要望もされているかという

ふうに思いますが、こういったものも含めて町長は

どのような認識で今後この二次医療圏を守るのかと

いう点でも、上富良野はどういうふうにお考えなの

かお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ４番米澤委員の御質問にお

答えしたいと思います。 

上富良野における地域医療をどう守っていくかと

いうことで…… 

○４番（米澤義英君） 富良野です。 

○町長（斉藤 繁君） 富良野の協会病院をどう

守っていくかということなのですが、先ほど課長も

申し上げたとおり、上富良野におきましては、自前

の町立病院がもうございますので、町立病院をまず

我々は第一に考えなければならないと思っておりま

す。 

その上で、富良野協会病院も昨今の厳しい状況の

中で非常に大変な厳しい経営を強いられております

が、富良野協会病院は二次医療ということです。こ

れも圏域として町立病院とペアで考えていかなけれ

ばならない問題ではありますが、上富良野町立病院

を持っておりますので、ただ単に協会病院の苦しい

状況を白紙でなかなか応援して赤字補填をしていく

というのは非常に厳しいと思っております。 

そういうことを考慮した上で今回は、以前から基

本的な方針は変わっておりませんが、上富良野町立

病院にないもの、周産期と小児に限っては上富良野

町立病院を補完する意味もございますので、今回こ

の小児医療体制確保対策事業に関しましては支援す

るということを決定いたしました。 

それ以外の一般的に赤字の部分もありますが、そ

れについては、まずは上富良野町としては上富良野

町立病院が一番大切ですので、それについては応じ

ることがなかなか難しい状況でありますが、その二

つ、以前からの周産期と小児科については支援する

ということを決定したところであります。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連はございませんか。 

なければ、ほかの質疑に入ります。 

２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 同じページになりますが、

町立病院の補助等ということで本年度もかなりな額

を、名称こそ違えど交付金であったり負担金、補助

金という形で支出しております。本年度は、１５年

間の償還をもって新しい借入れということで、病院

経営改善推進事業債というのを借りる予定となって

おります。この２億２,０００万円というのは、こ

の科目の中に入っていますか。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） ２番荒生委員の御質問

にお答えさせていただきます。 

この科目の中では、今お話しいただきました企業

会計における企業債の部分については入っておりま

せん。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） ないということで、明日、

詳細を伺いたいと思います。 
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○委員長（岡本康裕君） ほかに質疑はありません

か。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） １４８ページのがん検診の

予防費の予算が前年度並みという形で予算化されて

いるかというふうに思います。それで、この間の受

診結果等も含めた中での予算化あるいは受診、検診

の向上に努めたような予算化というふうに思います

が、今年度は大体比較的がん検診等の目標は、町が

示している目標よりも比較的少なくて、道が示す目

標よりも少ないというような話も正確ではありませ

んが聞いておりますが、今回そこら辺は向上するた

めの施策といいますか、前回と変わった点だけでも

いいのですが、分かればお知らせ願いたいというふ

うに思います。 

○委員長（岡本康裕君） 健康推進班主幹、答弁。 

○健康推進班主幹（菊池寿子君） ４番米澤委員

の、がん検診受診率向上施策についてお答えさせて

いただきます。令和７年度、国からのがん検診に関

する指針が一部改正されまして、職域検診の実施状

況を把握して受診勧奨を行いましょうということで

通知を受けました。 

それに基づいて令和７年度、町内事業所訪問をさ

せていただきまして、事業所でのがん検診、事業所

検診として福利厚生の中で実施しているがん検診の

種類、内容について聞き取りをさせていただいてお

ります。全てではありませんが、その中でお話しさ

せていただきますと、一般的な肺がん検診はもちろ

ん事業所検診では対象年齢の方にはしていただいて

いるのですけれども、大腸がん検診は８割程度の実

施なのですが、女性の子宮がん・乳がん検診の事業

所検診での実施は３割程度ということになっており

まして、やはり事業所検診の中でできていない子宮

がん・乳がん検診に対しては町のがん検診を受けて

いただきたいなというふうに考えて、訪問の際に受

診の勧奨リーフレットなどをお配りさせていただい

ております。 

令和８年度においても引き続き乳がん・子宮がん

検診の受診率向上という意味で、今回の予算では子

宮がん・乳がん検診の人数を少し増やして計上させ

ていただいております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、がんについて関連

はないですか。 

７番茶谷委員。関連ではなくてもよろしいです。 

○７番（茶谷朋弘君） １４８ページの委託料、１

歳６か月児・３歳児健康診査というところで、昨年

度から５０万円ほど予算が減っているのですけれど

も、子どもの人数が減っているというのもあると思

うのですけれども、結構大幅に減っているので、何

か理由があればお伺いします。 

○委員長（岡本康裕君） 健康推進班主幹、答弁。 

○健康推進班主幹（菊池寿子君） ７番茶谷委員

の、１歳６か月健診の委託料についてお答えさせて

いただきます。 

実は令和７年度から１歳６か月・３歳児健診では

小児科医の診察が法律上必要になっております。富

良野協会病院の小児科からの医師派遣でそれまで実

施しておりましたが、令和７年度からは旭川医大の

小児科から医師派遣を依頼することになりました。

突如のことだったので、委託料という形で令和７年

度計上させていただいたのですけれども、令和８年

度は報酬というふうに変更ということになりまし

て、そちらは旭川上川中央８町と上富良野町が仲間

入りをさせていただいてということになっていて、

その上川中央に合わせた報酬ということで、今回委

託料から報酬に変わっているという回答でよろしい

でしょうか。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連はございませんか。 

なければ、ほかの質疑です。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） １５０ページに今回新たに

妊婦定期予防接種というのが始まるということで予

算化されております。この中で１２節の委託料と１

８節の補助金、負担金という形になっています。こ

の中では、妊娠２８週から３６週の間に１回接種す

ることによって、母体内のウイルスの抗体をつくる

ことができるのだということで、そうしなければ、

こういった感染した場合に、生まれてくる子どもに

感染するのだということで、その初期感染を抑えよ

うという形の話かというふうに思っております。 

これは改めてお伺いいたしますけれども、非常に

これはまだ知識がありませんので、もしも子どもに

感染した場合、さらに乳幼児に感染した場合、死に

至るような状況にまで至るのかなというふうに思い

ますが、その辺はどうなのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 健康推進班主幹、答弁。 

○健康推進班主幹（菊池寿子君） ４番米澤委員

の、ＲＳウイルス感染症についての御質問にお答え

させていただきます。 

この４月１日から妊婦を対象にＲＳウイルスワク

チンを実施しますが、以前はという話で恐縮なので

すけれども、早く生まれたお子さんだったり低出生

体重児のお子さんに関しては、これまでも保険適用

の中でシナジスというワクチンを生まれた後に複数

回予防接種することによって重症の肺炎を予防して

きております。 
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そのため、本当にＲＳウイルス重症化のリスクが

高いお子さんに関しては現在も保険適用の中で予防

接種を実施されているのですけれども、今回これは

妊娠中に接種することによって母親の胎盤から赤

ちゃんにということで、生まれてすぐ、特に６か月

の小さい時期のＲＳ感染を、かかっても重症化しな

いという予防接種になっております。 

死に至るというケースとしては、報告上では、や

はり年間数件報告事例としてはありますが、この管

内ではありません。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） そこでお伺いいたします

が、大体２０名を想定しているということで、増え

ればまた補正か何かになるというふうに思います

が、そこで、実施方法という形で、この費用の申請

は償還払いだということの話になっておりますが、

これは恐らく病院が例えば協会病院は上富良野とい

うことであらかじめここしかないということであれ

ば、そこは委任払いになるのかもしれませんが、な

かなかこれはつかむことができない、あるいは地方

にも行く可能性があるということで償還払いという

形になったのか、そこら辺をお伺いいたします。委

任払いは私たち利用する側としたら非常にいいので

すが。お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 健康推進班主幹、答弁。 

○健康推進班主幹（菊池寿子君） ４番の米澤委員

の、実施方法についての御質問にお答えします。 

今回、ＲＳウイルスの予算は、委託料で２０名と

補助金で３０名、計５０名。出生予定数５０名に対

して２０名と３０名で計上させていただいておりま

す。ＲＳウイルスワクチンは現在どのような実施体

制でできるかの検討を進めている最中でありまし

て、富良野協会病院とは委託契約の中で予防接種の

実施ができる確約をいただいております。ですか

ら、協会病院の出産予定数として２０名というふう

に考えております。ただ、現在は進行中でありまし

て、旭川市内の産科医院の中では委託契約で実施し

ていただける箇所も増えてきております。ただし、

道内いろいろな地域に里帰りをされる妊産婦もい

らっしゃいますし、もちろん道外にも行かれる方も

いらっしゃいますので、そういう方は３万円程度の

全額自己負担を先に負担していただいて、手続と大

変申し訳ないのですけれども償還払いというふうに

考えています。なので、今、この予算計上時点で確

定しているところで委託料２０人、補助金３０人と

いうふうにさせていただいております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほかにございませんか。 

１２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） １５２ページ、母子保健

費に係る負担金・補助及び交付金の中で、特定不妊

治療費助成に関してお伺いいたします。こちらに関

しては、令和６年は８４万７,０００円、令和７年

は４１万９,０００円、令和８年度は２１万８,００

０円と減少してきていますが、その要因をお伺いい

たします。 

○委員長（岡本康裕君） 健康推進班主幹、答弁。 

○健康推進班主幹（菊池寿子君） １２番小林委員

の、不妊治療に関する御質問にお答えします。 

この不妊治療に対する予算計上に関しては、令和

７年度実績見込みとしては５件ということで、実績

に合わせた計上というふうにさせていただいており

ます。この額については、実際数字としては見込み

が難しいところなので、申請があった場合には、そ

ちらは補正でまたお願いします。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） 私はこの事業に関しては

本当に人口減少対策の抑制の特効薬だと思ってずっ

と注目してきております。予算が減ってきている経

緯を確認しても、もしその対象となる妊婦も減少し

てきているということであれば、逆に対象の治療で

あったり対象の人を拡充するなど、そういったこと

も検討できたのではないかなと思いますが、令和８

年度に向けてそういう検討はされたのかをお伺いい

たします。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（三好正浩君） １２番小林委員

の、不妊治療に関することについてお答えさせてい

ただきます。 

なかなかこの不妊治療というのはかなりナイーブ

なものですので、ぜひ不妊治療をやってくださいと

ＰＲすることはなかなか難しいのですけれども、こ

ういった助成についてはありますといったことは広

報して問題ないのかなというふうに思いますし、こ

れが本当に産みたい方が産めるようになるというこ

とで、少子化を少しでもというところもあると思い

ますので、また今後そういったＰＲ方法については

検討してまいりたいというふうに考えています。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） この特定不妊治療に関し

てナイーブな話題であるということは十分承知して

おりますが、こういう助成があるのでどんどん治療

を受けてくださいというよりかは、どちらかという

と既にこういう治療を受けられている方がいて、た

だ、今は先進医療しか対象になっていないので申請

として上がってこないというのが私は現状ではない
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かなと思っております。 

当然この特定不妊治療に取り組む方の障害に関し

ては、財政的な負担以外にも、仕事との折り合いの

つけやすさであったり、第２子以降であれば子ども

の預かりであったり、いろいろなことが障害になっ

ていると考えております。そういう意味でも本当に

人口減少対策の抑制に特効薬になると思っておるの

で、令和８年度はこの辺りのニーズの把握のような

ことに努められてはどうかなと思いますが、そう

いった計画はないかお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（三好正浩君） １２番小林委員の

御質問にお答えさせていただきます。 

今言われたように、不妊治療に関してはその先進

医療というある程度特定のものに対する治療に対し

ての補助となっておりますけれども、いろいろな病

院によっても、先進医療があるところだったり、旭

川だとなかなかないだったり、いろいろなそういう

ところがありますので、ある程度ニーズをつかむと

いうのが非常に難しいなというふうに思いましたの

で、その辺の情報を集めて、そういったどういった

ことができるのかというのはまた今後の検討材料で

はありますけれども、そういった意味でこの不妊治

療費の助成が何か使いやすい方法がほかにもあるの

であれば、そういったことも検討し、今後そういっ

た補助の規則改正なり、そういったところに協議さ

せていただければというふうに思っております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほかに関連はございませ

んか。 

なければ、別の質疑で、６番林委員。 

○６番（林 敬永君） １４６ページの広域救急医

療対策負担３１９万７,０００円で、毎年決まった

ように上がってくるのですが、これの内容を教えて

いただきたいのですけれども。 

○委員長（岡本康裕君） 健康推進班主幹、答弁。 

○健康推進班主幹（菊池寿子君） ６番林委員の御

質問にお答えさせていただきます。 

こちらの広域救急医療体制負担というところは、

二次救急になります御負担になりまして、沿線５市

町村で協会病院に委託して実施している事業になり

ます。こちらは二次救急にかかっている患者の人数

の割合で５市町村で案分して負担しているところで

す。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 患者数の割合というのは、

患者数は変動しないものなのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（三好正浩君） ６番林委員の御質

問にお答えさせていただきます。 

これは毎年変動しますので、今回令和８年度分に

つきましては、令和３年から令和５年の３か年の患

者数で割り出した金額で、令和７年から令和９年ま

で３年間固定で負担金というのがありまして、これ

をまた過ぎると、その前３年の平均で金額は出させ

ていただいているというような数字でございます。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 分かりました。 

質問が変わるのですが、その下の初期救急医療対

策の４２７万４,０００円についても教えていただ

きたいのですけれども。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（三好正浩君） ６番林委員の御質

問にお答えさせていただきます。 

こちらの初期救急につきましては、これも３年間

ですけれども、今回令和８年度につきましては令和

２年度から令和４年度の３年間の患者数から割り出

した数字となっていまして、こちらにつきましては

令和８年で今回の金額が変わりますので、来年度ま

た見直しの年度になるということになります。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 初期救急というのは何です

か。 

○委員長（岡本康裕君） 健康推進班主幹、答弁。 

○健康推進班主幹（菊池寿子君） ６番林委員の御

質問にお答えします。 

初期救急は、患者が自ら自分の足でかかるとい

う、熱が出たり、そういう初期の、入院を要しない

外来受診ということになります。土日だったり夜間

とかという受診になります。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 病院に対するこういう助成

とか負担とかというのは分かりづらくて、先ほど同

僚議員も言われた小児科の関係もそうなのですけれ

ども、今はどちらかというとドクターヘリが結構町

立病院にも来られて、そのドクターヘリの負担はど

うだったかなと思い起こしながら、もう忘れてし

まってあれなのですけれども、いずれにしても、町

長が先ほど言ったとおりうちには町立病院等があっ

て、ゲートキーパーだというお題目を唱えてやって

いる中で、その医療に対する負担が富良野協会病院

に限らず医大とか厚生病院とかそういうところにも

またがっていくのかなと思うのですけれども、そう

いうものについては町としては要求が来れば検討す

るけれども、そうでなければ現状のままということ

でよろしいですか。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 
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○保健福祉課長（三好正浩君） ６番林委員の御質

問にお答えさせていただきます。 

まず富良野圏域で救急やっているのは上富良野町

立病院と協会病院ということで、その協会病院に対

して、これは患者割で負担させていただいていると

ころでありますが、ほかの救急で当然旭川だった

り、ほかの病院も使っているのですけれども、そう

いったところからは特にそういった要望がございま

せんので、もしあればもちろん検討することになる

かとは思いますが、現状そういったものはありませ

んので、今まず維持しなければならないのはもちろ

ん上富良野町立病院の救急と協会病院の救急という

のは今後も維持していく必要がありますので、こう

いった負担金については今後も続いていくものとい

うふうに思われます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、５番金子委員。 

○５番（金子益三君） 今、同僚議員もお話しされ

ました。課長も答弁されて、上富良野町立病院と富

良野協会病院だけがこの富良野沿線の中で救急を

持っているということで、まさしく５市町村みんな

が一遍に富良野協会病院に救急で行くと多分協会病

院の救急もパンクするような状態ということは、も

うこれはもう前からあったのですけれども。そうな

ると、上富良野の例えば町立病院の救急に占冠村の

人が来るというのはなかなか考えづらいとはして

も、同僚議員も今言ったように、富良野協会病院の

救急のゲートキーパーとしての役割というのは非常

に大きいと考えると、ここの部分に拠出をするのは

やぶさかではないのですけれども、逆に上富良野は

もらえないのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（三好正浩君） ５番金子委員の御

質問にお答えさせていただきます。 

当然私もそれを考えました。まず救急として入っ

てくるのは、調べましたところ、ほぼ上富良野町民

です。協会病院の受入れがなかなか難しい場合に、

何件か、本当に数件です、上富良野町立病院に入っ

てくるというケースはあるのですけれども、なかな

かそれを負担いただくほどの人数も正直入ってきて

いないというのが現状でございまして、今後その５

市町村でそういった会議を行う場合に、当然上富良

野町もそういったことを考えたいのだけれどもとい

う話もさせていただいたのですけれども、その件数

を数えると、さほどでもないといいますか、上富良

野町民以外の人数が、実は富良野圏域外の方、事故

であったり、外国人であったりという数字が結構多

くて、少数中富良野町から入ってくる方もいるので

すけれども、救急の考え方としては、まずは上富良

野町でもし呼ばれた場合は上富良野町立病院にまず

行くということが原則なのですけれども、かかりつ

け医が別のところであれば、そのままそちらの病院

ということもありますけれども、基本的に救急でか

かってくる方というのはほとんどが上富良野町民と

いうことで、なかなか負担が求めづらいという状況

で、考慮した中でそういった協議になってございま

す。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） 課長が言うのも分かりま

す。あとはだから、そもそも論になってくると思う

のです。では上富良野町立病院の救急はもうパンク

してしまって、協会だけでみんな本当にやっていけ

るのですかとかという話になったときには、もちろ

んその他市町村からの患者というのをうちの町で受

け入れることはないにしたとしても、では今の上富

良野町の救急が、今数字は分からないですけれど

も、それが全部平日の５時以降とか、土日祝日に皆

さん一遍に協会病院にかかった場合どうなりますか

という、もう本当にそもそも論で四百何がしの初期

救急で残念ながら一般的な救急を持たない病院の時

間外であったり、搬送される二次のところを含めた

としても、やはりもしも上富良野町立病院にもっと

医師がしっかり配置されていれば行かなくてもいい

場合もあるかもしれないし、今の内科医しかり外科

医しかり、しっかりと旭川医科大学からも派遣の先

生も来ていただいているということで、２４時間３

６５日の住民の生命と健康を守っていただいていま

すので、やはりもうちょっとそこは強くこれを言っ

ていかないと、そもそも論になっていくと思うので

す。課長もそうだけれども、ぜひ町長もそこは、

言ったように小児と周産期については、これはない

ものは仕方ないけれども、私たちはきちんと救急を

持っているというところは、もう少しそのイニシア

チブを出していかないと、患者を受け入れてもらっ

ているからお金を出すのがもう、もちろんその患者

割に応分の負担で、もしかしたら他市町村よりも低

いのかもしれないにしても、そもそも論というのを

考えてもらえないでしょうか。やはり皆さん異口同

音に上富良野の町立病院を守るのが最優先です。こ

れは町長も同じ考えだと思うのですけれども。もう

少し強めに出ていただいて、上富良野の救急もみん

なで守ってくださいというのは、やはり言うべきこ

とは言うべきだと思うのです。これは予算のときだ

から言えるのですけれども。いかがでしょう。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ５番金子委員の御質問に

お答えします。 

もっともな御意見だと思います。我々もやはりき
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ちんと町立病院があるから、何百人という数字は私

は分からないですけれども、協会病院への上富良野

町民の搬送がここまで抑えられているのだろうとい

うことは、当然うちの担当課長もその会議の中でき

ちんと主張していますし、それから町長においても

首長の会議のときにもそういったものはしっかりと

言っているところでございます。 

ただ、やはり実態として、委員御指摘のとおり上

富良野町立病院だけでは受け切れないぐらいの上富

良野町民の救急がございます。それから、一回受け

てもまた協会病院に送るということもありますか

ら、やはり一定程度の負担というものは受け入れざ

るを得ない状況であるというのも確かでございま

す。 

ほかの自治体の話をしてもあれなのですけれど

も、例えば救急を持っていない自治体においてはそ

の人数分を丸々全部協会にお願いしている部分でご

ざいますから、年度によっては小さい自治体であっ

ても相当うちと同じような負担額を求められるとい

うこともありますし、そういった意味ではしっかり

とそのバランスとかも含めて、しっかりと自己主張

といいますか、町立病院を持っていて大変つらいの

だという部分は、さらに強く訴えていきたいという

ふうに思います。 

今回はこういうような数字ですけれども、まだま

だどこの病院も苦しい経営をしていますから、いろ

いろなものを求めてくるというのは可能性が十分ご

ざいますので、そこでやはり町立病院を持っている

ということの上富良野町としての事情をしっかりと

訴えることは肝に銘じてまいりたいと思いますの

で、御理解賜りたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） 誤解のないように、この初

期救急と広域救急のお金を出すのが駄目と言ってい

るのではないです。そこだけは御理解していただき

ながら、私たちももらえるべきものは強く主張した

ほうがいいのではないのですかということですの

で、出すのが駄目ということではないです。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（三好正浩君） 金子委員で、一つ

の情報としてですけれども、初期救急医療は正直、

上富良野町に今予算にさせていただいている金額以

上に申入れが実はあります。その中で、やはり上富

良野町は救急をやっていますので、上富良野町以外

の４市町村については、うちより負担が大きいで

す。その分上富良野町は自分たちでやっている分と

いうのはほかの町村とは違うので、やはり負担割合

は考えてほしいということで、今回令和８年度予算

につきましても、上富良野町立についてはほかの４

市町村は金額をこれから上げますので、その分上富

良野だけが同額で維持させていただいているという

ことで、負担がかなり上富良野町だけ抑えていただ

いているというような状況もちょっとは考慮してい

ただければと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 関連はございませんか。 

関連のない質疑を始めます。 

７番茶谷委員。 

○７番（茶谷朋弘君） １５０ページの母子保健の

ところになりますが、ちょっと細かいところなので

すけれども、助産師の報酬手当等が少し減っている

ということで、人件費が高騰している中、これは活

動日数が減っているためなのか、御確認をお願いし

ます。 

○委員長（岡本康裕君） 健康推進班主幹、答弁。 

○健康推進班主幹（菊池寿子君） ７番茶谷委員

の、助産師に関する御質問にお答えさせていただき

ます。助産師の予算についてなのですけれども、出

生数が減少しておりますということで、令和７年度

は６０名で活動見込みをさせていただいておりまし

た。令和８年度においては５０名の出生ということ

で、赤ちゃん訪問だったり、１件に係る時間も年々

相談内容も複雑化していっているので、そこも考慮

しながら、多少増えても対応できる範囲で今回計上

させていただいております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ７番茶谷委員。 

○７番（茶谷朋弘君） 子どもの数が減っているた

めその活動量が減っていく部分というのもあると思

うのですが、多分上富良野町は助産師は今１名体制

で行っていると思いまして、今すぐ辞めるという話

は多分ないと思うのですけれども、今後その助産師

が辞めるという際にまた新たに募集をかけるなどす

るときに、やはり一定程度の報酬。ほかの職員が上

がっている中、活動量が減っていっている一方で、

先ほどの答弁でもあったように、相談内容も複雑化

しているという部分で、今すぐにではなくても少し

ずつ、処遇の見直しではないですけれども、今後新

しくいつか採用することを見越して、少し考えてい

ただければと思うのですが、その点をお伺いしま

す。 

○委員長（岡本康裕君） 健康推進班主幹、答弁。 

○健康推進班主幹（菊池寿子君） ７番茶谷委員の

御質問にお答えさせていただきます。 

町に来ていただいている助産師１名なのですけれ

ども、ほかの病院でのお仕事も兼業されているとい

う事情もありまして、そちらの病院も職員が少な

く、急に呼ばれて行くといいますか、そういう勤務

体制ということも助産師から聞いております。です
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から、助産師の負担がないようにという、長く勤め

ていただけることを優先して、それでいて協会病院

のスタッフとして助産師も必要なときもありますの

で、そちらは助産師との相談をさせていただいてお

ります。 

○委員長（岡本康裕君） ７番茶谷委員。 

○７番（茶谷朋弘君） ということは、助産師と相

談しながら、ある程度お互いに納得がいった形で進

めているということで、今後助産師がまた違う方に

もしなった場合は、またその都度いろいろ御相談し

ながら決めていくという形でよろしいですか。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（三好正浩君） ７番茶谷委員の御

質問にお答えさせていただきます。 

予算自体は下がったということになりますけれど

も、特に単価というのは変わっておりませんので、

処遇が悪くなったというわけではございませんの

で、あくまで稼働が減るというところになりますの

で、その辺はもちろん大事な助産師という資格の方

ですので、我々も大事にしていきたいと思います

し、その方がもし辞められるということにつきまし

ては、次の方もまた探さなければならないという事

情もありますが、処遇については落とすことなく、

また採用を進めてさせていただきたいというふうに

考えております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほかに質疑はありません

か。 

８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） １５６ページですが、この

合併浄化槽の関係についてお伺いしたいと思いま

す。この設置補助については昨年度とほぼ変わって

おりませんが、今回の予算の中で助成は何基ぐらい

を予定されているのかということと、普及率の関係

がもし分かれば教えてください。 

○委員長（岡本康裕君） 生活環境班主幹、答弁。 

○生活環境班主幹（濱村篤司君） ８番中瀬委員

の、合併浄化槽に関する御質問についてお答えいた

します。 

まず、令和８年度の予算の件数なのですが、合併

浄化槽の設置につきましては、５人槽の１０基を見

込んでおります。また、家の改築などを行った場合

には、その排水設備の改造であったりトイレの設置

についてといったものを５件見込んでおります。ま

た、単独浄化槽を今つけているもの、これを撤去し

て新たに浄化槽を設置するといったケースを２件見

込んでおりまして、合計して１,０２８万円の予算

を計上しているところでございます。 

また、浄化槽の普及率なのですが、申し訳ござい

ません、普及率についてはこちらで統計を取ってお

りませんが、整備の計画数に対しての整備率につき

ましては、整備の計画数４５０基に対しまして、令

和７年度末の決算見込みとしまして３２０基の普及

となっております。率として７１.１％となってお

ります。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） 基本的には、今数字を聞き

ましたら、普及率が若干まだあるということで、今

後においてもできる限り１００％に近いまで普及す

るまでは補助を続ける予定はあるのかどうかを教え

てください。 

○委員長（岡本康裕君） 生活環境班主幹、答弁。 

○生活環境班主幹（濱村篤司君） ８番中瀬委員

の、合併浄化槽補助の今後の見込みでございます

が、こちらにつきましては、上富良野町の循環型社

会形成地域推進計画というものを作成しておりまし

て、現在第５期の計画を進行中でございます。こち

らの計画期間につきましては、令和７年度から令和

１１年度までとなっておりまして、計画終了期にお

きましては３６５基、普及率で８１.１％を見込ん

でいるところでございます。 

これ以降の計画につきましては、町内のこの農村

地区、市街地や下水道のエリアから外れた中での住

宅の状況などを見ながら、新たな計画策定に向かっ

て準備を進めていくこととなると思います。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございませんか。 

なければほかの質疑に移りたいと思います。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） １５４ページのクリーンセ

ンターの管理という形で今回修繕料等が計上されて

おります。この中身は、トラックスケールの更新と

かという形の予算が計上されておりますが、これは

更新する時期というのは大体何年ぐらいという形に

なって今回更新したのか、恐らく一般的にいえば、

更新する耐用年数があったとしても、当然使えば老

朽化して古くなってという形になっているのです

が、現状等についてもお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 生活環境班主幹、答弁。 

○生活環境班主幹（濱村篤司君） ４番米澤委員

の、クリーンセンターの修繕費に関する御質問につ

いてお答えいたします。 

令和８年度におきましては、委員のおっしゃるよ

うにトラックスケールの更新を今回することとなり

ます。令和１１年の設置以降、このトラックスケー

ルにつきましては、今回予定するもので２回目の更

新となります。およそ１０年で更新していくものと
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なりますが、前回の整備につきましては、正確な年

数が申し上げられなくて大変失礼なのですが、１２

年以上経過しておりまして、既にメーカーの保守部

品の対応がなくなっております。また、計量器の部

品の供給がなくなっておりますので、万が一故障し

た際にそこでもう受入れができなくなってしまうと

いったことを回避するために、計画的な修繕をこの

たびするものとなっております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 次に、この１２節の委託料

なのですが、施設維持管理費で前年度は９,３００

万円ぐらいだったかと思いますが、約１億２,００

０万円になっておりますが、これは人件費相当分か

何か分かりませんが、要因についてお伺いいたしま

す。 

○委員長（岡本康裕君） 生活環境班主幹、答弁。 

○生活環境班主幹（濱村篤司君） ４番米澤委員

の、クリーンセンターの委託料に関する御質問につ

いてお答えいたします。昨年までの委託量につきま

しては、令和３年度から令和７年度まで５年間の長

期継続契約を行っていたものとなります。令和８年

度から新たな長期継続契約というふうになりまし

て、今回は令和８年、令和９年、令和１０年の３年

間の契約となります。こういった中で令和７年度ま

での労務単価の基礎となっているものは、令和２年

度の公共単価となっておりますので、そういった中

で５年たってからの人件費の上昇分、また、物件費

等の上昇分もございまして、今回約１３０％の上昇

となったところでございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） そうしますと、この減量化

資源化事業という形で１２節の委託料も今回９,５

００万円に上がっておりますが、これもそういう趣

旨の内容という形で理解してよろしいでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 生活環境班主幹、答弁。 

○生活環境班主幹（濱村篤司君） ４番米澤委員

の、減量化事業の委託料の御質問についてお答えし

ます。 

こちらは収集・運搬業務に関するものでございま

すが、３本契約がございまして、こちらも先ほどの

クリーンセンターと同様に令和３年から７年までの

長期継続契約、令和８年度から新たな契約というこ

とで、こちらも３年間の長期継続契約となりまし

て、労務単価の上昇分が主な増の要因となってござ

います。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 前段の委託料も今回５年か

ら３年でしょうか、短くなっておりますが、これは

白樺広域との関係の中で委託料そのもの、契約期限

が短くなったのか、そこら辺はどういう要因なのか

お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 生活環境班主幹、答弁。 

○生活環境班主幹（濱村篤司君） ４番米澤委員

の、委託の長期継続契約の見直しに関する御質問に

ついてお答えいたします。 

クリーンセンター、また、ごみの収集、運搬、こ

ちらにつきましては、多くが労務費が委託料の積算

に占めているものとなっております。現行の契約５

年間の中において、この労務単価の年々の上がり方

というのが、毎年約１０％ずつ上がってきていた実

績がございます。そういった中で、契約としまして

は大きな変動があった場合には見直すというものに

なっておりますが、これまで業者では改定はそのま

ま頑張ってくれていました。そういった実情も踏ま

えながら、現在受託している会社と協議を行いまし

て、５年から３年間に短縮して対応するということ

で業者の申入れに沿った形の対応をしたところでご

ざいます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連はありませんか。 

１０番井村委員。 

○１０番（井村悦丈君） 関連ですけれども、１５

６ページの不燃ごみ処理負担が昨年より上がってい

るのですけれども、これも同じようなことなので

しょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 生活環境班主幹、答弁。 

○生活環境班主幹（濱村篤司君） １０番井村委員

の、不燃ごみ処理負担に関する御質問についてお答

えいたします。 

こちらは令和６年から上富良野町の収集した不燃

ごみの処理につきましては、中富良野町で処理を

行っております。こちらに関する負担金の計上でご

ざいますが、令和７年度は１３０トン掛ける単価が

５万７,９００円で７５０万円程度の負担を見込ん

でいたものなのですが、令和８年度におきまして

は、まず量が１５０トンということで若干の増と

なっております。また、単価につきましては中富良

野町で積算してもらっておりますが、７万３,００

０円ということで、単価が１万３,０００円程度上

がっておりますので、増の要因となってございま

す。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連はございませんか。 

５番金子委員。 

○５番（金子益三君） 委託料のところの契約期間
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で、今、主幹から様々な要因で値段が上がっていく

ものに対して５年先まで見られないから３年がいい

ということであったのですけれども、ちょっと違う

のですけれども、指定管理などのほかの委託契約に

ついては、３年で契約するとなかなかその職員の配

置等も困るから５年にしてくれという経緯がこれま

でありました。例えば建築でいうと、町立病院もそ

うだったのですけれども、資材の高騰によって当初

の契約よりも途中で契約単価が上がっていくという

ことは柔軟にできるはずなのですけれども、業者か

ら５年を３年にしてくれというのは恐らくなかなか

言えないところだったと思うのです。労務賃が上

がったからこの金額ではできないからというのを我

慢してやっていただいたという答弁がありましたけ

れども、であればそこをしっかりと担保してあげな

がら、例えば何％上がったときには、５年の契約の

範囲の中においても委託契約料を上げますというと

ころを明確にしておけば、当然その契約期間という

のは長い方が受ける側としてはメリットが大きいわ

けなのだけれども、そこはいろいろなところの整合

性というのは、では今後において全ての委託契約に

ついては３年ということで統一していくということ

でよろしいですか。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ５番金子委員の御質問に

お答えします。 

長期の契約をするのにも、例えばいろいろと収益

事業を設けている場合に指定管理をしたり、単純な

業務委託であれば長期継続契約というような形で

取っております。基本的には今まで５年というもの

が比較的安定した中で人員の確保などがしやすいと

いう業者にとってメリットがありましたけれども、

主幹がただ今言ったように、やはり業者側からはな

かなか上げてくれというのは言いづらいからそうい

う基準をつくりなさいということで、大きく状況の

変化があった場合には、契約を双方協議の上で見直

しますという条文が必ず入っておりますので、それ

は可能と思います。 

ただ、やはり業者としては本来であれば毎年見直

したいのかもしれませんけれども、そういった中

で、大変今の情勢は均等にベースアップが落ち着い

て数％程度のことで上がっていった時代と違って、

この間の激変を見てやはり業者も大変御苦労された

のだと思います。そういったことがまず背景にある

のだなということです。激変がすごいということで

す。そういったところを読み切れないのもあるし、

やはり一定程度短い間隔でもということです。 

それから、人員の確保の面に関しては、大変５年

というのが有利だというのが定説でございますけれ

ども、例えば今回のような場合においてはほぼほ

ぼ、このようなことを言ったらあれですけれども、

町内で登録をしている事業者というのはもう限られ

ていますから、当然にしてわざわざ余分な交通費の

かかる遠方からの業者を高い燃料代をかけて受託し

てもらうということは相当しづらいわけですから、

そういったことも含めると、しっかりした会社運営

がある意味担保されているというような業者の判断

もあったのかもしれません。 

そういったことも含めて、その事業、それから業

務の中身、それから受託していただける業者のそれ

ぞれの会社の考え方も含めて柔軟に、必ず５年だ、

必ず３年だとやりますと、ものによっては勘弁して

くれという場合も当然事業によっては出てくると思

います。そういったものは一定の指針は当然設けま

すけれども、そこはがちがちにしてしまったら、５

年で私は面倒を見ないから参加できないわというよ

うなことにならないように、しっかりとその辺は状

況を見ながら、担当と想定される事業者との間でう

まくいくようなスタイルというのはきちんとつくっ

ていくか、場当たり的にやるのではなくて、そう

いった背景をしっかりと考慮して、３年がいいのか

５年がいいのかということで、受託しやすい環境と

いうものもしっかり整えないとならないと思ってお

ります。 

基本的には町外のような大きな事業者であれば、

当然５年とかというようなもののほうが有利な場合

もあるでしょうけれども、小さいとか地域限定の事

業者にとっては、逆にその５年の縛りのほうが厳し

い場合もあるということも想定され、人件費だけで

はなくいろいろなものが想定されますけれども、そ

ういった部分を踏まえながら、私は入札の委員長で

すので、そういうところはしっかりとその都度事情

を担当から聞いて判断をして、そしたら５年間がい

いです、３年間がいいですというのはちゃんと入札

に参加する業者が不利にならないように、しっかり

と検討してまいりたいと思っております。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） そういった意味であれば、

理解いたしました。今何を言わんとしているかとい

うと、今言った長期的な部分であっても短期的な部

分であっても、この激変の多い今の時代において

は、宿泊費と一緒で上がったからくれというのはな

かなか言いづらいのです。それと同じで、業者から

例えば来年もう本当に今の政権において積極財政で

どんと給料が上がったときに、この金額ではマイナ

スになってしまうのですといったときには、きちん

と請負業者側からそういった条件の変更というのが

柔軟にできるような体制が取れるのかを、改めてお
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伺いします。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ５番金子委員の御質問に

お答えします。 

今までもしっかりとそういった本当の激変が、給

与だけでというのはあまりないかもしれませんけれ

ども、契約の内容が変わったり、ちょっとしたこと

で収集の場合には路線が変わったりという、明らか

な事情がある場合には必ずしっかりと業者と相談し

ながら契約変更を行っていますので、そういったも

のはしっかりと担保されているというふうに思って

おりますので、御理解を賜りたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 関連して、ありません

か。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） クリーンセンター、分別関

係についてお伺いいたします。この町から提出して

いただいた資料に基づいていろいろと質問したいと

思います。まず、今、資源のリサイクルあるいは分

別収集という形の中で、上富良野町においてもさら

に分別する必要があるのではないかというふうに考

えております。 

これは将来のごみ処理施設の在り方についての素

案という形になっております。この３ページの中に

は、上富良野町の一般ごみ、可燃ごみは約６０％紙

と布類だということを指摘されております。そのほ

か２５％はプラスチック類だということで、この２

種類を合わせて約９０％がこういった排出されるも

のだということになっております。 

それで、今もう一度この施設にやさしい内容も含

めて、この予算の維持管理をやはり抑えるために

も、こういった立場からもさらに町の分別収集を

しっかりやるということが必要だというふうに思い

ます。 

この点で、紙類、布類。ここら辺は布類は、一回

聞いたこともあるのですが、分別をしていないとい

うことで、分からない方が町民の中にいらっしゃい

ます。広報ではいろいろお知らせしているという形

になりますが、仮にこの数値を見たときに布類とか

紙類などをさらに分別できるようであれば、もっと

燃やすごみの量も減るのだというふうに思います

が、こういうふうにしながら、施設の延命化を行っ

て、町の持ち出しを減らす、そしてこういった修繕

料も抑えることが可能ではないかというふうに思い

ますが、こういったところをもう一度分析する必要

があると思いますが、お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 生活環境班主幹、答弁。 

○生活環境班主幹（濱村篤司君） ４番米澤委員

の、今後のさらなるごみの分別の徹底などについて

の御質問についてお答えしたいと思います。 

委員のおっしゃるように、町でも燃えるごみの中

に紙や布といったものが組成として多く含まれてい

るといったことは、毎年、年４回やっている調査の

中からも明らかになっております。そういった中か

ら広報などでも分別の呼びかけは紙面だけではなく

別の折り込みをして特に目につくような形ではして

おりますが、まだ町でＰＲが足りないといったこと

でこのような分別の結果になっているのかなという

のは、深く反省しているところでございます。 

ごみの量が抑制されれば、クリーンセンターの負

荷が下がる。そういった中で修繕なども減るのは実

際見込まれるところでもございますので、今後にお

いても町でこういった分別の徹底について住民に向

けて積極的にＰＲを続けていきたいと思いますの

で、御理解をよろしくお願いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 併せてお伺いいたします

が、上富良野町では観光シーズンという形で入込客

数も増えてきている部分もあるかというふうに思い

ますが、あるいは自衛隊の方が演習などに来られ

て、そういった部分での不確的な要素の中でごみ等

がさらに増える要素があるかというふうに思います

が、この部分についてはどのような状況になってい

るのか、分かる範囲でよろしいですが、お伺いして

おきたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 生活環境班主幹、答弁。 

○生活環境班主幹（濱村篤司君） ４番米澤委員

の、ごみ量の変化についての御質問についてお答え

します。 

上富良野町のごみの排出の動向については、コロ

ナ禍といわれる時期ではやはり人流が減ったという

ことで一定の量が減っております。ただ、家ごもり

をしたということで逆に粗大ごみとか不燃ごみとか

家を片づける機会が増えたので増えたところでもご

ざいます。 

令和４年ぐらいからごみはまた右肩上がりになっ

ておりまして、令和７年度の見込みとしましては既

にコロナ禍前まで戻っております。そういった中で

観光シーズンなどのごみの量につきましては平成３

１年度並みの量になってきておりますので、それに

合わせたごみの施設の運転はしております。 

また、自衛隊の演習場の使用につきましても、防

衛計画などが見直しされたことから、上富良野町の

演習場の使い方も大分変わってきております。そう

いった中で、大きな演習が入る前には演習場管理班

に呼びかけをしましてクリーンセンターに事前に連

絡をいただきまして、ごみピットのごみの量を調整

しながら、安定的な運転をしているところでござい
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ます。なお、米軍などの合同演習につきましては、

米軍が出すごみについては米軍で持って帰るという

ふうになっておりますので、クリーンセンターに

入ってくることはございません。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） そうしますと、町長にお伺

いいたしますが、やはり分別できるものは積極的に

分別できる要素が、上富良野町でもリサイクルでき

るものも含めて現在しておりますが、そういうもの

も含めて再度こういった環境にやさしい町あるいは

この施設にも維持管理にも負荷がかからないよう

な、そういった取組というのも、分別をしながら抑

えていくこともできるのだと思いますが、こういっ

たことが大事だと思いますが、町長の見解を求めま

す。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ４番米澤委員の御質問に

お答えいたします。 

委員のおっしゃるとおり、施設云々も含めまして

ですけれども、基本的にはやはりごみを減量化し

て、焼却するような物を減らして、できるだけリサ

イクル、リユースをしましょうということは、やは

り我々は大事なことですし常に考えて取り組まなけ

ればならないことだと思っています。 

主幹からも反省の弁もありましたけれども、やは

りそういった部分がどうしても、分別を始めたり、

クリーンセンターが始まった頃に比べると、そう

いったところはどうしても慣れもありますし、そう

いった部分で委員御指摘のとおり、せっかく布の収

集をやっているのに、面倒くさくてピンクの可燃袋

に入れてしまうとかという事例があってリサイクル

に回っていないとか、雑紙の回収も始まりましたけ

れども、そういった部分がまだまだ可燃ごみのほう

に入っているとかという実態がございますので、そ

れらについてはしっかりと、主幹が申し上げました

とおり、ＰＲ、周知の方法を、既に年度初めに配る

カレンダーには当然そういうことは書いてあるので

すけれども、そこをまたもう一度読んでもらえるよ

うな何か取組というのはしっかりしなければならな

いのだなと思っています。 

そういったごみの減量をすることで、焼却炉に限

らず最終処分場も埋立てをする量が減ればそれはそ

れにこしたことはないわけですから、そういった意

味ではどのような方法がいいのか、いろいろな方法

があると思いますけれども、そういった部分、しっ

かりとごみの減量化、リサイクル、リユースを進め

るという、資源を大切にするということは、しっか

りと取り組んでまいりたいと思っております。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 町長に聞いているのに副町

長が答弁したので、町長はどういう考えですか。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ４番米澤委員の御質問にお

答えしたいと思います。 

副町長の申したとおり、しっかりとリサイクルし

ていかなければならないと考えております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございませんか。 

６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 今のごみの減量化というの

はまさに取り組まなければならない、お題目にも執

行方針にも書かれていて、今現実的に不燃ごみに靴

や何かを入れていただくような形をそのまま残して

いるけれども、現場ではそれをよっこして可燃ごみ

に入れている。本当に減量化に努めているのかと

いったらちょっと疑問かなと思いますけれども、い

ずれにしても町もいろいろな取組をしているのだか

ら、ぜひお金を伴わなくてもそういうリサイクルに

ついて令和８年度取り組んでいただきたいと思うの

ですけれども、その点はどうですか。確認の意味

で。 

○委員長（岡本康裕君） 生活環境班主幹、答弁。 

○生活環境班主幹（濱村篤司君） ６番林委員の、

ごみの減量化の推進についての御質問についてお答

えいたします。 

今後、今燃えるごみの中に多く入っている紙のう

ち、雑紙といったものの分別を進めていけるように

準備を進めているところでございます。例えばなの

ですが、こういったコピー用紙であったり、容器包

装のところに特に紙というリサイクルマークがつい

ているものがございますが、こういったものであっ

たり、トイレットペーパーの芯であったり、そう

いったような今分別されている新聞紙、雑誌、紙

パック、これ以外のもう一つ新たな紙として分別を

追加したいと考えております。 

なお、既に取り組んでくれている御家庭といいま

すか、これまでも雑紙の分別にぜひ協力してくださ

いということは広報でも周知しておりまして、紙の

中の雑誌に混ぜて一緒に出してもらって大丈夫です

ということをしておりますので、これを積極的にＰ

Ｒして、ごみの減量を取り進めてまいりたいと思っ

ております。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 紙はもうとっくにできてい

いなと自分自身は思っていましたけれども、ぜひ８

年度に取り組んでいただくとともに、不燃ごみがど

うしても減量化できていないので、富良野市のよう
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にリサイクルしたものを一般市民に公開して、欲し

い人に分けるとかというのもありますので、そうい

う取り方もいろいろ取り組んでいただきたいと思う

のですけれども、紙だけに限らず、本当に皆さんの

力でやればごみ袋の単価も下がるでしょうから、そ

ういう取組はお金がかからなくてもやっていただき

たいと思うのですけれども、令和８年度は今、一つ

の方針が出されましたので、それはそれでいいと思

いますけれども、ぜひ引き続きそういう住民周知だ

けは行っていただきたいと思いますので、質問では

なく意見になりますけれども、よろしくお願いしま

す。 

先ほどの雑紙では、シュレッダーをかけたものも

多分リサイクルになると思うのです。紙はシュレッ

ダーにかけたから燃やさなければいけない、そのよ

うな簡単なものではないと思うので。それはリサイ

クルとして主幹が今お話しされたものには含まれて

いますか。 

○委員長（岡本康裕君） 生活環境班主幹、答弁。 

○生活環境班主幹（濱村篤司君） ６番林委員の、

シュレッダーダスト、ごみの分別についての御質問

についてお答えします。 

今上富良野町がお取引しているこの紙のリサイク

ル中間業者につきましては、シュレッダーダストに

ついては引取りをしてもらえません。理由としまし

ては、紙類として、シュレッダーダスト、何でもか

んでも入れてしまった後、細かくなった紙から異物

を取り除くことが難しいといったことがございま

す。紙類の禁忌品として出てくるもの、よく混ざる

ものでは、特に雑紙で多いものでは付箋紙です。こ

れが貼ってあるものが駄目です。のり類がリサイク

ルに大変邪魔になって、その後溶かした後とかも取

り除くことができないといったことになります。で

すから、シュレッダーダストは燃えるごみとして処

理をしているところでございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 紙のほうは分かったのです

けれども、今、町民生活課で集めているという表現

はまずいのかな、リングプルがあります。缶の蓋。

それを集めていたと思うのです。それで車椅子を寄

贈する事業とか、子どもたちが一生懸命やったので

すけれども、それはもうやめたのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 生活環境班主幹、答弁。 

○生活環境班主幹（濱村篤司君） ６番林委員の、

リングプルの取扱いについてお答えします。 

特に町民生活課ではリングプルを集めるといった

ことはやっておりません。多分児童会、生徒会など

で取り組んでいたものがまだそのままの名残として

残っておりまして、持ち込まれるものとかがござい

ます。ペットボトルのキャップを今学校では集めて

おりますので、そういったものを生活環境班で仲介

しましてリサイクルの業者、ワクチンの費用に充て

てもらえるような流れを取っております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございませんか。 

なければ、ほかの質疑に移りたいと思います。ほ

かにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、歳出４款衛生

費の質疑を終了いたします。 

暫時休憩といたします。 

再開は１０時３５分といたします。 

────────────────── 

午前１０時２２分 休憩 

午前１０時３５分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 休憩前に引き続き、委員

会を再開いたします。 

次に、歳出１５９ページから１６０ページの５款

労働費、１７３ページから１８０ページの７款商工

費の質疑に入ります。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） お伺いいたします。１７８

ページに千望峠の維持管理費という形で予算化され

ております。これは道の補助も入っているかという

ふうに思いますが、現行では町の持ち出しも含めて

プラスアルファで予算化になっているかというふう

に思いますが、この点、現状では恐らく清掃等をす

る場合等、予算が持ち出しのほうが多いような気が

するのですが、この点をお伺いしたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 土木建設班主査、答弁。 

○土木建設班主査（赤間昭仁君） ４番米澤委員の

質問にお答えします。 

現在ですが、千望峠は駐車帯のトイレだったので

すけれども、北海道に返還いたしまして、今は駐車

場より一段降りた緑地の草刈り等の管理のみの委託

になっておりまして、道からの補助金はいただいて

いないのです。それで一応町の出資のみになりま

す。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） この千望峠の観光で非常に

声があるのは、夏場は除雪もされておりますが、当

然冬場になると全く除雪もされていないという状況

になっております。やはりこういった冬場に地方の

観光を求めて来て、そこで写真を撮りながらやはり

何らかの展覧会に出すとかそういう方たちが、マニ
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アの方が多くいらっしゃいます。例えば観光計画の

中にもそういったスポットを生かしながら町の観光

客の入込数を増やすなど、冬期のいろいろな取り組

み方というのが載っております。 

こういうふうに今後、町もいろいろないいところ

がありますので、その生かし方をもっと考える必要

があるのではないかというふうに思いますが、こう

いう計画というのはこの観光計画の中あるいはこの

商工観光の中にも生かされているのかどうなのか、

読み取れないのでお伺いしたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ４番米澤委員の

御質問にお答えいたします。 

御指摘のとおり現在冬場になると千望峠駐車場の

トイレだけではなくて全体が塞がれて入れないよう

になっているということで、もちろん正式な形とい

うことではないのですけれども、それは開けていた

だいたほうが、あそこはサンピラーの名観測地でも

ありますし、冬場の需要はあるということは承知し

ております。 

一方で、正式な要望という形ではありませんが、

やはり開けてほしいのだという話は幾らかしている

ところではありますけれども、立地的にかなり吹き

だまりができやすいところということで、管理上非

常に開けるのが難しいというお答えはいただいてお

ります。そのため、観光の振興計画上、あるいは通

常の観光案内、そういうＰＲの中でも千望峠につき

ましては冬場の活用ということは今のところ除外し

ているところでございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） ぜひそういった地の利とい

いますか、生かせていただいて、ほかにも町全体を

見回したらそういうところがありますので、やはり

そういう人たちは求めているのです。やはりそうい

う人たちを少しでも冬場の観光にも来てもらうとい

う形の、それがつながれば町自体もまた違う形でそ

ういう人たちが発信してくれますので、ぜひ検討す

る課題かというふうに思いますが、町長、こういっ

た問題についてどのようにお考えでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ４番米澤委員の御質問にお

答えしたいと思います。 

観光全般について、今回は千望峠の話ですが、そ

ういう素材も生かしながら観光振興を進めてまいり

たいと思います。米澤委員の御意見をしっかりと

賜ってまいりたいと思います。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連でよろしいですか。

１０番井村委員。 

○１０番（井村悦丈君） 千望峠のトイレは今は管

理が違うというような話でしたけれども、去年は水

が出なくて閉鎖されていたということなのですけれ

ども、今年はどうなのでしょうか。水道のほうの管

理にもなるかもしれませんけれども、お聞きしま

す。 

○委員長（岡本康裕君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（菊地 敏君） １０番井村委員

の、千望峠のトイレの水の関係でございますけれど

も、一定程度あそこは江花の浄水場の水を使ってお

ります。昨年度は水が少なくなったことからトイレ

の使用は中止していただいたのですけれども、今年

度におきましては例年どおりの使用を予定している

ところでございます。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、なければほかの。

２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） １７４ページ中段になりま

す。かみふらの産業賑わい協議会の負担に関してお

伺いいたします。昨年私も一般質問したのですが、

この協議会の負担の中に特産品開発費ということで

上富良野産純米吟醸生産及び販売促進ということで

予算が計上されていますが、生産者の関係で昨年は

お米が作られなかったということですが、今年はそ

のような心配がないのか確認させていただきます。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ２番荒生委員の

御質問にお答えいたします。 

御指摘のとおり、昨年はもろもろございまして令

和７年分の酒米の生産がかなわなかったということ

で、令和８年度新醸造ということは見送ることに

なったのですが、令和８年度の作付に関しましては

今のところ順調に調整が進んでおりまして、恐らく

おととしに造った量と同等の醸造量が確保できるも

のと今のところ予定しております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） おととし造ったもの、今ま

でもいろいろな酒屋及びふるさと納税等でも販売し

ていましたが、今はもう在庫はないのですか、それ

とも……現状はどのような感じですか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ２番荒生委員の

御質問にお答えいたします。 

幸いなことに令和７年度醸造分につきましてはか

なり好評いただきまして、音更の道の駅などでも

扱っていただいた結果、かなりの量をはけることに

なりまして、実は８月ぐらいにはほぼ酒蔵からの在

庫が枯渇したという状況になりました。その後、仲
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卸の事業者が一部持っている部分と町内酒屋に当初

仕入れられたもので乗り切ってきたのですが、最近

までは何本かあるというようなぐらいの量はあった

のですけれども、恐らく今ぐらいになるとほぼ枯渇

してしまったのではないかなというような見込みを

しております。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） そういたしますと、この令

和８年度中の生産が終わり吟醸されたというところ

までは、やはり間が数か月空くというようなことに

はなりますか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ２番荒生委員の

御質問にお答えいたします。 

そうです。今、令和８年の作付をしてもらって一

番早くできるものというのは、やはり年内からどん

どん醸造するものはあるらしいのですが、一番乗り

というわけにはさすがに醸造スケジュールから難し

いと思いますが、例年の４月、５月よりは早く醸造

してもらうような調整を今しているところですの

で、うまくいけば来年年明けか、あまり時間のたた

ないうちにお目見えするのかなと思っております。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） ぜひ次年度以降も、このよ

うな１年間作付ができないということで、やはりか

なりの影響が懸念されますので、引き続きしっかり

と生産者とのコミュニケーションも含めて管理いた

だいて、Ｒ９も、未来になりますけれども、この令

和８年度もしっかりとそのような形で進めていただ

きたいと思いますが、もう一度お願いします。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ２番荒生委員の

御質問にお答えいたします。 

新しい取組でありましてなかなか生産者とのコ

ミュニケーションもうまくいかなかった部分もあり

ましてこういった形になりましたけれども、今後は

その反省を生かして、しっかりとコミュニケーショ

ンを取って、早い段階でのそういった調整をどんど

ん進めていって、特に町民の皆様のお口にしっかり

と入って飲んで楽しんでいただけるようなスケ

ジュールをしっかりとこれから組み立てていきたい

と思います。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございませんか。 

５番金子委員。 

○５番（金子益三君） 今の産業賑わい協議会の部

分で、たしか、昨年の冬に上富良野のいろいろなお

酒とちょっとしたおつまみのイベントをやられまし

た。あれは大変よかったと思うので、まずそういっ

たものというのは今年度もやるのか、そういった予

算もこの中に入っているのですか、それとも賑わい

協議会に全部委ねられているのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ５番金子委員の

御質問にお答えいたします。 

昨年１０月ですかね、セントラルプラザで開催さ

せていただきました、泥流地帯ほろ酔いまつりと銘

しまして、もちろん日本酒の振興ということをメイ

ンに目的としているのですが、せっかくの機会です

ので上富良野町のお酒、どぶろく、ワイン、日本

酒、ビール２種・３種といったところを全て集め

て、そして上富良野の飲食店が作ったおいしいおつ

まみと一緒に楽しんでいただくというイベントをさ

せていただきまして、かなり好評をいただきまし

た。 

それに関しましてはなるべく省力化、担い手がど

うしてもいないものですから省力化して手間のかか

らないようにというふうにやりましたので、２回

目、３回目とこれは定期的に継続的にできるものと

今のところ予定しておりますので、今のところのこ

の産業賑わい協議会の負担金の特産品の地域発信事

業の中には、十分それを開催できるような予算立て

としておりますので、今年は日本酒ができるのか何

せ年明けてしまうものですから、その前に日本酒抜

きでそのほかの上富良野町のお酒でやれるのかとい

うのは、これから賑わい協議会で調整していくこと

になろうとは思いますけれども、少なくとも日本酒

の醸造が出来上がったときには、同様かそれ以上の

イベントができるものとして今のところ準備をして

おります。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） 当然、泥流地帯ほろ酔いま

つりだから、泥流地帯が出来上がった後のほうがい

いと思うのです。やはり泥流地帯、日本酒抜きにや

るのではその意味が半減してしまうのと、あと、主

幹は御存じだと思いますけれども、東中地区で造ら

れているワインが出されて早々に売り切れて隣町の

ワインを買ってきて出していたという非常にお粗末

なことがありましたから、ぜひ今年はそういうこと

のないように万難を排して、上富良野特産品をしっ

かりと提供していただけるか、確認させていただき

ます。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ５番金子委員の

御質問にお答えいたします。 

御指摘のとおりです。メインとなるのは上富良野

町のお酒、まるごとかみふらのプレミアムビールで

あったり、どぶろく「大地を醸せ」であったり、今

回は多田ワイナリーのワインだったのですが、実は
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仕組み上チケット方式でお好きなお酒と交換できる

ということになりまして、なかなか多田ワインを潤

沢に御用意するということがなかなか経費の関係で

難しかったものですから、これは予定どおりの切替

えということで実は広域の地域での富良野ワインと

いうことで代替品として御用意させていただいた経

緯がございます。 

やはり地域が誇る高級ハイブランド酒ということ

になりますので、なるべく多くの人に飲んでいただ

けるように御用意はしたいとは思います。ただその

一方で、お酒は多田産ではなくてもいいからワイン

を飲みたいというような需要もあるものですから、

そういったものにもある程度、例えば、まるごとか

みふらのがなくなったからクラシックを飲ませてく

ださいとか、そういったことも実は需要もありまし

て、お酒好きの皆さんが集まっていただくイベント

と、上富良野特産品をしっかりと推すというイベン

トも、少しバランスを取りながらそこは見てまいり

たいと思っております。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） 上富良野の財源でやってい

るから、よその町のお酒は販売しないほうがいいと

私は思います。いろいろ言い訳を言っていますけれ

ども、ないならないでそれだけにすればいいし、わ

ざわざ富良野ワインを買ってきてそこで販売すると

いうのは、それは普通のほかの飲み会でやっていた

だければいい話であって、この産業賑わい協議会の

予算を使ってそういった事業をやるのであれば、趣

旨の目的は履き違えないようにしてほしいと私は強

く思います。いかがですか。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（宮下正美君） ５番金子委員

からありました、ほろ酔いまつりの運営の仕方とい

う部分の御指摘かなというふうに思っております。 

昨年、１回目ということで地元のアルコールを振

興しようということで今回初めてやらせていただき

ました。その中で料金設定を含め、どのくらいお客

さんが来るのか含め、昨年は値段設定した中で、今

言いましたように途中でお酒がなくなって、それで

もワインを飲みたいというお声とかも結構いただい

た中で、そういうふうに当日は対応させていただき

ました。 

そういったケースがありますので、今後、来年、

日本酒が多分お披露目を兼ねてということで今計画

しておりますが、そこら辺につきましては今ありま

した御指摘と、あと値段設定もやはりありますの

で、高くするとやはりそれはそれで皆さんにあれで

すので、そこら辺のバランスを取りながら、金子委

員から今ありました、町のお酒を振興しようという

ことを趣旨に計画して、極力そういう皆さんに楽し

んでいただけるようなイベントにしたいというお約

束をして御理解いただければと思います。よろしく

お願いします。 

○５番（金子益三君） よろしくお願いします。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございませんか。 

８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） 私がお尋ねしたいのは、お

酒の名前が十勝岳と泥流地帯という名前。お酒は同

じですけれども。それで、どういう割合でその名前

を分けているのか、その理由と、今後もその状態で

売っていくのか、教えてください。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ８番中瀬委員の

御質問にお答えいたします。 

醸造している日本酒につきましては正式名称が純

米吟醸十勝岳で、ラベルのシリーズで泥流地帯ラベ

ルと十勝岳ラベルというふうに造っております。中

身は全く同じものですので、あとはラベル違い、デ

ザイン違いということになりますが、去年の醸造で

いきますと、おおむね半々、泥流地帯ラベルと十勝

岳ラベルと造っておりまして、これも特段どこに出

すものがどうこうということではなく、バリエー

ション、見た目で２本セットにしたときも十勝岳ラ

ベルと泥流地帯ラベルで訴求力が非常に高いものに

なりますので、どういった配分でということは何回

も造ってみて探っていくしかないのですが、今年は

おおむね同じ時期に売り切れとなっておりますの

で、大体いいところなのかなと思っておりますの

で、令和９年に醸造するときにも今のところはおお

むね同量でラベル展開することになるのかなという

ことを予定しております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員長。 

○８番（中瀬 実君） そういうことで名前のこと

は二通りでやっていただいて結構なのですが、先ほ

ど同僚議員の答弁にもありましたように、せっかく

欲しいと思って買おうと思ったらありません、これ

は非常に残念なことで、私も自衛官の方がここから

出てきたときに、何か月か後に泥流地帯の酒を送り

ましたら、大変喜んでいました。ですから、やはり

泥流地帯と十勝岳とその名前を分けてもいいのです

が、とにかく売り切れでありませんという姿はない

ようにしていただきたいと思っています。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ８番中瀬委員の

御質問にお答えいたします。 

おっしゃるとおり、初年度は割と販売に苦戦した
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経過もありましたが、次の年にはもうかなり早い時

期になくなってしまったという状況は御承知のとお

りかと思いますので、次に造るときにはそれも踏ま

えながら、さらにそれを上回る好評な売行きという

のも、これまたうれしい悲鳴にはなるところではあ

りますけれども、なるべく品切れを起こさず、本来

日本酒をたしなんでいただく旬としましてはやはり

冬場ということになりますので、少なくとも冬場の

需要にはしっかりと対応できるような醸造量を目指

して、なおかつ毎年造るものですから、だぶつきの

ないようなちょうどいいところを探りながら進めて

まいりたいと考えております。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございませんか。 

なければ、別の質疑に入りたいと思います。 

２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） １７８ページの中段になり

ます。観光諸行事負担費ということで、毎年令和６

年度以降少しずつ積み上がって、いよいよ１,００

０万円になったなということで、非常に観光に従事

する者としてはありがたく、感謝いたしておりま

す。 

その中で、私も今定例会で一般質問させていただ

きました本年度の花火大会の実施であるとか、ラベ

ンダーフェスタかみふらのの日中のイベントについ

ての質疑をさせていただいた中で、まだ不確定であ

るということで、では今般の予算特別委員会で議論

させていただきたいなと思い、まず１点お伺いいた

します。これまで日中のステージイベントを行って

きておりましたが、いろいろな事由で今年は運営側

ですとか来場いただいたお客様に暑さ対策というこ

とで、猛暑が昨今続いておりますので、そのような

配慮でやらないというふうにかじを切りたいのか、

もう決定したのか、その辺を確認させてください。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ２番荒生委員の

御質問にお答えいたします。 

ここ３年、２０２３年、２４年、２５年とラベン

ダーフェスタ、ライトアップの最終日前後でデイイ

ベントとしてステージイベント、かつての花と炎の

四季彩まつりのような形にするような形でのイベン

トというものを開催してまいったところでございま

す。 

一方で、今お話にもありましたとおり、開催時期

に関してはかなりの猛暑で、四季彩まつりをやって

いた頃と日の平均気温を比べてみましても実は極端

な上昇がございます。世で言われている温暖化とい

うようなものとはまたちょっと別の要因なのではな

いかなと思うのですが、平均で３度、４度というふ

うに上がってしまいまして、最近で言いますと雨が

降るか３５度を超えるかという点はかなり厳しい、

これはたまたまという部分も多少あるのでしょうけ

れども、その前後でもやはりそういう酷暑日が続い

ているという現状でございました。 

結果的に、やはり町民の入り込みというものも、

もちろんたくさんの方に来ていただいております

し、ステージイベントも楽しんでいただいているの

ですが、やはり本来期待する数の町民の皆様にはな

かなか来てもらえていないのかなという現場での空

気感ではあるのですけれども、そういったこともご

ざいました。 

またもう一方で、観光客がそこに足を運んでもら

うということも大いに期待するところではあるので

すが、実はラベンダー観光からそこのイベント会場

に入ってくるという動線がなかなか確保できない、

そこをしっかりと強めて観光客にステージを見てい

ただく、おいしいもの食べていただくといったもの

が、なかなか動線が確保できないといった悩みも併

せてございました。 

であれば、一つの選択肢として、昼間の今御好評

いただいておりますライトアップイベントは、しっ

かりとライトアップイベントに注力をして、運営側

もそこにしっかりと力を割けるようにしつつ、町民

の皆様が楽しんでもらうデイイベントとしては、ラ

ベンダーフェスタと必ずしも接続しなくても、また

別の機会で、天候的なものも含めてよいコンディ

ションの中でより楽しんでいただけるイベントを考

えたほうがいいのではないかなという、あとは去年

来運営委員会の中でも、こういった観光現場の中で

も、そういった声はやはり多く出ておりまして、そ

れも一つの方向性として今検討を進めているところ

でございます。まだ決定ということではありません

が。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 一方で、２０１９年まで４

１回という歴史あるイベントということで、本当に

上富良野の根強いリピーターという方々は、この期

間の連休に２泊、３泊と長く滞在して、昼からゆっ

くりとビールやステージイベントを楽しんで、暗く

なるのを待って花火であるとか、また、ライトアッ

プに、日没以降も引き続き長く楽しむというコアな

道外客というのは、私の知る限りかなり多くいらっ

しゃると思います。 

昨年に限っては雨天ということで、午前中の人出

の悪さとかそういった部分に関しては天候的なもの

なのかなということで理解はしていますけれども、

今回は、これまでの歴史を振り返っても、町内に向

けてイベントというような捉え方は私自身しており

ません。名前が変わって、様々なイベントになり、



 

- 81 - 

 

コロナ禍を挟んで、上富良野をしっかりと観光の町

として、その未曾有のウイルスが終わった頃にはま

たぜひ訪れていくださいというような思いで多分無

人でライトアップを始めたというような経緯も考え

ると、やはりずっとこれまでの間歴史的には、町内

の方はもちろんですけれども、どちらかというと外

向けにこういったイベントというのはしてきたと

思っているのです。ですから、お考えの中で町内の

方を対象にした別日というのは大いに結構です。 

でも一方で、もしかなうのであれば、これまでと

同様に、ラベンダーライトアップ期間の例えば最後

の日曜日であるとか、そういった区切りで引き続き

このようなデイイベントというのは私はやっていた

だきたいと思うのですが、その辺はどうでしょう。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（宮下正美君） ２番荒生委員

からありました観光諸行事負担費の７月のイベント

の部分の御質問について、町としての考え方という

ことで私からお答えさせていただきたいと思いま

す。 

今回の予算立てしております部分については、既

に資料でもお示ししておりますが、主幹からも今説

明がありましたけれども、昨年まで行っていたラベ

ンダーフェスタを令和８年度に向けて少し形を変え

た形でやりたいということでまず予算立てはさせて

いただいたというところでございます。 

実際の中身に関しましては、町としてはそういう

考えを持って予算立てをしておりますが、これから

四季彩イベント実行委員会の中で関係事業者の中と

実際に調整をして、この町民用の花火大会を中心と

したイベントとラベンダーフェスタの部分の、今は

町としての考え方でございますので、そこら辺を結

局調整した中で今年の行うイベントを組み立てる形

になるのかなというふうに思っておりまして、現状

うちで今言えるのはそこの部分しかなくて、荒生委

員からすると、これまでの四十数年間の思いを持っ

てという部分の御意見も承りましたし、また、そう

ではないという意見も一方ではあるということもあ

りますので、そこら辺については引き続き、イベン

トをなかなか増やすということは、今までどおり

やってプラスアルファというのはやはり財源的にも

そこまで見ておりませんし、人的な用意という部分

もありますし、そういう部分を考えてこれから検討

していくというところでしか今の時点ではお答えが

できない、やりますとも継続しますというのも言え

ないのですけれども、そこら辺は四季彩イベント実

行委員会の中で今いただいたような意見もいただき

ながら、最終的にどういうイベントにするかを決め

ていきたいというふうに思っておりますので、御理

解いただきたいと思います。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） その町側の思いというのは

十分理解させていただきました。 

一方で、その予算ということには限りがありますの

で、これまで町長との再質問の中では８月にという

ことで、夏の間ということで、これがお盆になるの

か８月の初旬になるのかということは分かりません

が、当初から申し上げているとおり、やはりラベン

ダーのまち上富良野というアイデンティティーを引

き続き町内外の皆様に発信していくイベントとして

は、ライトアップイベントはもう確立したイベント

として、それはもう十分効力がなされてはいると思

うのですけれども、やはりその中で、さきに申し上

げた上富良野に根強い思いがある方々というのは、

その昼からのイベントを通して一日をラベンダーま

つりという名称で、もういつの時代なのかと分から

ないぐらいの名称を引き続き５年も１０年も同じよ

うな形で、我々の観光事業者に問合せが本当に多ご

ざいます。月並みですけれども、中富良野はいつ、

上富良野はいつ、美瑛はというような感じで、その

夏のひとときのイベントを楽しみにされているお客

様のためにもぜひ、今後の検討になると思いますけ

れども、その日中イベントの継続ということを強く

申し上げたいですけれども、一方で、もしその８月

に日中のデイイベントがシフトされた場合、これま

で同様に、例えば○○戦隊ショーとか、何々歌謡

ショーというのは引き続き継続的に行うというよう

な意向で予算立てているのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ２番荒生委員の

御質問にお答えいたします。 

仮にお盆前後にそういった何かしら既存のイベン

トとセットした形でデイイベントとそのイベントと

花火大会とというような組み合わせで、もしやると

したらですけれども、今のところある程度そういっ

たアトラクションを招聘できるような規模の予算感

では今見積もってはおります。 

ただ、これまでのように例えばメインで芸能人を

しっかりとバンドつきで呼んでとなると、またほか

のところを削りながらということにはなろうかとは

思いますが、今のところおおむね今までやってきた

ラベンダーフェスタのデイイベントをスライドした

形での予算立てとはしております。まだちょっと内

容が分からないので今のところそういった形にはし

てございます。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 
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○２番（荒生博一君） 最後に伺います。一般質問

の中でもラベンダーフェスタのそのライトアップイ

ベントの初日のオープニングセレモニーのような

しょぼい花火はないということで、町長も大きな声

で御答弁いただきましたので、しょぼいことはない

のはもちろん当たり前なのですけれども、花火大会

といわれる人々がイメージするような、起承転結で

はないですけれどもいろいろな物語があって、少な

くても１０分１５分ないし２０分ぐらいの規模で、

皆様に御満足いただけるような内容で御提供いただ

く考えであるということで確認してよろしいでしょ

うか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ２番荒生委員の

御質問にお答えいたします。 

ラベンダーライトアップ初日に行ってきたコンパ

クトなミニ花火につきまして、あれはあれでいろい

ろ花火の規制の大小の中で非常にやりやすくて、セ

レモニーとしてはあれはあれでまた継続する予定で

はございますけれども、一方で町民花火大会として

銘打つものに関しましては、かつての花火大会のよ

うな、もしくはそれ以上のものというふうにもちろ

ん目指して、寄附とかそういったことの取組も必要

になってきますので、予算立てしてそれで確定でき

るというものではありませんけれども、イメージと

してはしっかりとした腰を据えて見ていただける花

火イベントにしたいと考えて今進めております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございませんか。 

１１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） これを町民も含めた中で

やろうとすればやはりこれは飲食も絡みます。そう

であれば、町の中をやはりシャトルバスとかを走ら

せて、町民はやはりアルコールもあるだろうから車

では来ないから、町の中をバスを走らせてお迎えと

帰りぐらいは回ったら、やはりアルコール飲む人は

行きやすくなるだろうし、そして日の出山でやるの

であれば場所によってはやはりちょっと距離もある

から、そこら辺も考えたらどうかなと思うのですけ

れども、そこら辺はどうですか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） １１番北條委員

の御質問にお答えいたします。 

おっしゃるとおり、まだイベントの内容が固まら

ないといいますか、どこでやるかというのもこれか

らになろうかと思いますが、やはり大きなイベント

会場としては日の出公園がかなり強い候補になって

くるとは思いますので、そういった懸念は出てくる

と思います。またイベント予算の範囲と車と運転手

の確保というところにも絡んでくるとは思います

が、そういったところを鑑みながらそれは十分検討

してまいりたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、７番茶谷委員。 

○７番（茶谷朋弘君） まだ決まっていないことが

多いということで、先ほどの同僚議員の答弁の中で

も、例年のようなステージイベントを行うというこ

とで、これから実行委員会を立ち上げ、どのような

ゲストを呼ぶのかはさておきなのですけれども、８

月、９月ということで、それほどタイムスケジュー

ル的に余裕はないと思うのですけれども、早く動い

て早く動き出さないと、町民が喜ぶようなゲストの

方だったりそういうものも呼べないし、町民への周

知もなかなか不十分なままスタートしてしまう可能

性もあると思うのですけれども、そのスピード感み

たいなことに関してお伺いします。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ７番茶谷委員の

御質問にお答えいたします。 

メインゲストに関しましては町民の皆様もかなり

期待するところではございますが、一方でどれだけ

喜ぶかというのはかなり比例してこれも費用も関連

してくることでございまして、それのちょうどいい

ところ、ちょうどいいところと言ったら失礼ですけ

れども、ちょうどいいゲストをこれまでもお呼びし

ているところでございまして、そのスケジュールに

関しましてはおおむね決定が６月ぐらいで十分間に

合うというようなところになりますので、検討とし

ましては４月、５月ぐらいからじっくりと進めてき

て、それに間に合うような十分予算ときっと喜んで

いただける水準というものを加味しながら検討して

まいりたいと思っております。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、５番金子委員。 

○５番（金子益三君） 同僚議員、いろいろ話して

いまして、まず夏のイベント、恐らく町長がイメー

ジしているような花火を交えたイベントということ

は、この間の同僚議員の質問であったり一般質問で

も聞いていますので、それは大変いいことだなと思

うのです。 

何点か聞きたいのは、これは近隣の市町村も割と

花火をやります。重なるともったいないので、その

辺の調整とかというのは考えていらっしゃるのです

か。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ５番金子委員の

御質問にお答えいたします。 

おっしゃるとおり花火大会は中富良野町でも富良

野市でもそれなりの規模のものもやっておりますの

で、それぞれ日程は調整してまいります。ただ、ど
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うしてもかぶってしまうときはあるのですけれど

も、７月に割と中富良野とかぶることが多かったの

で、今回は８月に持っていくと、あとは富良野で

あったり旭川とかそういった大きいところとの調整

はした上で開催日を決定していくことになろうかと

思います。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） ぜひぜひもったいなくなら

ないようにしてほしいのと、あと一番懸念している

のが、運営主体が上富良野町ですけれども、一方で

内容は四季彩まつり運営委員会・実行委員会で内容

をもむとなっているのですけれども、これはどちら

が主体で考えているのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ５番金子委員の

御質問にお答えいたします。 

イベントの概要というものがまだ決まっておりま

せんでしたので、四季彩イベントとして、それを昇

華させるかどうかというのをこれから四季彩イベン

ト実行委員会でもんでいただくことになろうかと思

いますので、これからそれを四季彩イベントとして

四季彩運営委員会でやることになるのかというもの

を審議することになろうかと思いますので、今予算

の段階ではイベントの実施主体が四季彩運営委員会

ですとは書けなかったものですから、一旦、上富良

野町、やるときには商工観光課がそれを主体的にや

ることにいずれにしてもなろうかと思いますので、

まずはそういった組立てで予算計上はしてございま

す。 

これからの四季彩イベント実行委員会の議論の中

でそれを雪まつり、大文字花火大会、ラベンダー

フェスタに並ぶイベントとして、まだ名称も決まっ

ていませんので、その四つ目の四季彩イベントとし

てそれを認め、それを運営していくかというのは、

これからの議論になってくるかと思います。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） 先ほど６月ぐらいにそうい

うステージイベントのキャラクターなりメインゲス

トを決めれば間に合うとおっしゃっていましたけれ

ども、ちょっとスピード感が我々民間とは違うのか

なと思って、例えばやはり町民周知もありましょう

し、それから、夏の恐らく８月の日本の伝統的文化

であるお祭りと重ねようとされているような話も水

面下では聞こえているのですけれども、そうなった

ときに例えば場所の選定とか今まで仮装盆踊りとか

のイベントを行っていた団体のいう場所と、これと

一緒にならないよといった場合とかはもう全然別に

考えているのか、それともどちらかが譲歩した中で

ステージなりメイン会場を選定していくのか。花火

を上げる場所は恐らく相当限定的になると思うので

す。役場の裏から上げるわけにもいかないでしょう

し、十勝岳から上げるわけにもいかないとすれば、

そちらのウエートをどういうふうに置いているの

か。恐らく日中のイベント。花火は夜に打ち上げら

れます。仮装盆踊りだったらどの時間帯でやるかと

か、結構そういう組立ては綿密にしないとうまくい

かないと思うのです。単純にデイイベントと花火を

町がやりますというのであれば、それはもう主体的

に町が会場と花火を上げる場所を決められると思う

のですけれども、その辺はずっと四季彩まつりの実

行委員会なり運営委員会で決めますということを終

始おっしゃっているのですけれども、そこで間に合

うのですか。 

そこには例えばその団体の民意とかというのはど

こまで……そこでまた行ったり来たりしていると非

常に時間だけが過ぎていってしまって、第１回目だ

から非常に難しいと思うので、ゼロベースでスター

トしているものだから難しいのは分かるのだけれど

も、であればあるほどやはり早め早めに準備してい

かないといけないのではないかなと、老婆心ながら

思うのですけれども、その準備というのは、この予

算の中でもちろん組むと思うのだけれども、タイム

スケジュール的な部分というのはどのようにお考え

なのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ５番金子委員の

御質問にお答えいたします。 

そのイベントの分離の可能性につきましては、今

回に限らず昨年のうちから四季彩実行委員会には投

げかけて議題としてきたところでございます。一

方、現実的にそれをどうするのだというところはま

た別に事務的な動きとして調整は進めてきたところ

ではあるのですけれども、今ワードが出ましたので

あれなのですが、例えば商工会が実施している仮装

盆踊り大会と絡めて、それも昼間のイベントと仮装

盆踊りと最後に花火大会というような形で、もしそ

ういう形になるとすれば、開催場所に関してもやは

り日の出公園辺りが現実的になってくるのだろうな

というところは事務レベルでの協議はしているとこ

ろでございます。 

そこに実際これまでの運営上の例えば仮装盆踊り

がそこで支障がないか、デイイベントをそこです

る、また、花火をするには支障がないかというとこ

ろも併せて詰めてきております。 

お話がありましたとおり花火の打ち上げ場所とい

うのは今大きな事故も受けてかなり厳しく厳格に

なってきております、実際に昔は島津球場で富良野
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川のほとりで打ち上げて島津球場で見るというよう

なこともできたのですが、今までの基準でいうとあ

あいった距離感では全くできないということになり

ます。 

また、何らかのイベント、今で言ったら例えば駅

裏の緑地で仮装盆踊りをしているというところか

ら、十分気持ちのいい距離で見られる花火の打ち上

げ場所というのは実はあまり期待できません。花火

の適切な距離というのが一般的には３００メートル

から６００メートルといったようなところが角度的

に適切であるとも言われていますので、その中でや

るにはやはり住宅地であったりあまり畑が近いとか

そういったこともいろいろあり、十分な面積が取れ

る、人払いができるというところも踏まえますと、

どうしても日の出公園が現実的になってくるのかな

と思いますので、まだそれは最終的な決定には至ら

ないまでも、その事務的な調整を進めてきておりま

す。 

四季彩イベントの実行委員会に関しましては、４

月中にそこでしっかりともんで決定するといったと

ころで準備すれば、今までどおりのスケジュール感

で十分間に合うのかなというところでの見込みで今

のところ動いておりますので、４月に決定さえでき

ましたら、もちろん支障なく開催できるものという

前提で準備してございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） ということは、町が主体で

やるということですか。他団体はそこでまた投げか

けると時間が相当かかることも懸念されるので、他

団体は他団体の意向がありましょうから。今の主幹

のスケジュール的なもので４月に実行委員会を開い

て場所と規模と予算とを設定してやるということは

町がやるということで確認してよろしいですか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ５番金子委員の

御質問にお答えいたします。 

その点に関しては既に四季彩イベント実行委員会

の構成団体ともしっかりと調整してございます。そ

こでこれまでのラベンダーフェスタのデイイベント

と異なる大きな負担であったり準備であったりとい

うものが発生するかというと、それほどでもなく、

ただこれまでよりも時期が遅くなって準備期間が

しっかりと取れるということと、我々運営主体側も

しっかりと過密なスケジュールの中でやらずに十分

な準備期間をもってできるという意味では、今まで

のイベントよりも十分な準備をして臨めるのではな

いかなと考えております。 

また、現実的にその共同実施団体としては、商工

会と観光協会であったりＪＡであったりといろいろ

団体はありますが、主に商工会、観光協会としっか

りと手を組んでやるのだということを鑑みますと、

ここまで既に情報提供した上で実施時期に関しても

相談して進めておりますので、４月に決定すればそ

れで四季彩イベントの一つとしましょうといったよ

うな形でももちろんいいですし、１回目なのだから

上富良野町主催ということでやろうということにな

れば、それはそれで進めるしかありませんし、そう

なったときにも、商工会と観光協会はもちろん役場

がやるのだからうちは知らないというようなことは

もちろんおっしゃいませんから、しっかりとそこは

協力関係を結びながら支障なく運営できるものと考

えております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） 私はその商工会の役員なの

ですけれども、まだテーブルに上がっていないので

す。事務レベルでお話しされているかどうかは承知

しませんけれども、それが理事会に係っていると

か、商工会全体の中で花火のイベントに対して盆踊

りと一緒にやりましょうとか、その花火の運営に対

して共にジョイントを組んでやりましょうとかとい

う打合せはまだしていないのですけれども、それで

私が心配しているのは、４月の実行委員会を開いた

ときに、そこで持って帰ってその団体に蹴られたら

どうするのですかということです。だから町が主体

でやるのですかということを聞いているのです。そ

このコンセンサスはどのタイミングで取られている

か。恐らくその団体の役員たちは皆さん全然共通認

識になっていないと思うのですけれども。事務レベ

ルは分からないです。だから心配しているのです。 

第１回目だから、せっかく町民が望んでいるすば

らしい花火大会の予算がついたのであれば、やはり

すばらしい花火大会にするべきだろうし、今言った

ように同僚議員もいっぱい心配して、では花火大会

だけではなくて、デイイベントはどうするの、ほか

のイベントとくっつけることによって相乗効果が生

まれるのだったらぜひそうしたほうがいいでしょう

というのであれば、そこはもっと綿密に調整が必要

なのではないかなと私は思うのですけれども。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ５番金子委員の御質問に

お答えいたします。 

いろいろと詳細な打合せがどこでどういうふうに

やっているかということは、当然私は詳細までは存

じ上げませんけれども、一つのイベントの考え方と

しては、あくまでもこれは予算上はもう見ていただ

いて分かるとおり町の四季彩イベントとしての位置
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づけですから、どこが事務局をやるかという役割分

担は当然ございます。ございますけれども、今まで

の形態のように、それぞれ四季彩まつり実行委員会

の中に、大文字ですとか雪まつりとかラベンダー

フェスタですとか、それは運営委員会を持ってしっ

かりと取り組んでいくべきことと思いますので、そ

の中で言ってしまえば雪まつりというのはやはり役

場の商工観光班が事務局をやって主体的にやってい

ただける大文字は大文字で商工会、もともとは商工

会青年部から始まっていると、そういう役割分担は

当然ございますけれども、これらのイベントについ

てはその関連団体がみんな一緒になってやるのだと

いうスタンスは崩すことにはならないと思います。

ただ、それが主としての事務局といいますか、そこ

がどこがやるのかというのはまたその中で話し合う

ことだと思いますので、あくまでもこれだけ切り離

して上富良野町だけが主体だというようなことでは

なく、四季彩イベントの一つとしての位置づけをし

ないと、予算上もそうですけれども、ならないのか

なと思っています。 

それらの中で、ここからここまでを商工会がや

る、観光協会がやる、役場がやる、建設業協会も農

協も入っていただいていますので、そういった役割

分担をそれぞれ考えるということでございますの

で、今すぐそこの部分でどこからどこまでがどこの

団体が担うというのは、今は大まかに打合せはあっ

ても詳細はまだ決まっていないとは思うのですけれ

ども、そういったものを春先早めに運営委員会、ま

ずは運営委員会の前に四季彩まつり実行委員会、全

てのイベントを開いて、その中の運営委員会をどう

するかという話をきちんと決めて、その中でしっか

りと詳細を定めていただくということが必要になっ

てくると思いますので、それらのことについては、

スピード感を持ってやれという御指摘もありますの

で、そういった部分をしっかりと早め早めの対応を

図っていきたいなと思いますので、御理解賜りたい

と思います。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） 副町長、分かりました。や

ること自体はすばらしくいいことだから、全然否定

もしないし反対もしないです。商工会も意地悪では

ないから、意地悪なことは言わないです。商工会

は。だから、早め早めにしっかりと団体とのコンセ

ンサスを取っていただいて、その団体の言い分も

しっかり聞く、それから町としてのお願いもする、

そして一番合体していいもので進めてもらうために

も、一日でも早くやってくださいということですの

で、この予算は四季彩まつりは観光諸事業負担金の

総額で出されていて、運営主体が上富良野町と銘を

打っているのだったら、そこはイニシアチブをちゃ

んと取りながら、関係団体と調整を早くしてくださ

いということの質問です。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（宮下正美君） ５番金子委員

からありました新しいイベントに対するスケジュー

ル感というところで、今、副町長からもお答えさせ

ていただきましたが、新しいイベントということ

で、まだこれからということでございます。 

うちとしても４月の末に四季彩イベント実行委員

会というのを予定しておりますが、そのときからス

タートするということではなくて、そのときにはあ

る程度もうそこで協議していただけるような原案を

特に先ほども名前が出ていました商工会と観光協会

と調整をしながら組み立てた中で、それをもって４

月の総会にかけて確認いただくということにしない

と間に合わないのかなというふうに思ってございま

す。ただ、どうしてもお金が伴うものでございます

ので、今の時点では先ほどありましたが事務局段階

で情報の交換等はしておりますので、それが確定は

していませんが、情報交換をさせていただいており

ます。 

予算が来週には、何もなければ、何もないことを

願っていますけれども、なければ、それをもって具

体的なものをさらに進めていけるかなというふうに

思っておりますので、その４月の下旬のそれまでに

は調整をかけた中で進めていきたいというふうに

思っておりますので、御理解いただきたいと思いま

す。 

以上です。 

○５番（金子益三君） ３月２３日に理事会があり

ますから来てください。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございませんか。 

６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 今の町民イベントの何か新

しいイベントとか決まっていないとかいろいろなこ

とを聞いて、本当に予算の審議をしていて決まって

いないことが、どういうふうに理解すればいいのか

私は分からないので教えていただきたいのですけれ

ども、先ほど同僚議員も、もし町民イベントをやる

のであればお酒を飲むからバスを準備したほうがい

いのではないかという質問なのか意見なのかもあっ

たけれども、場所が決まっていないとか、今の運営

主体も上富良野町だと補足説明資料をわざわざ出し

ているけれども、四季彩イベントの実行委員会を

云々かんぬんという、その予算が決まっていないこ

とに審議することができないのではないかと思うの

です。 
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観光諸行事については昨年は９００万円で今回

１,０００万円なので、１００万円上乗せして計上

されているのだから、その積算内容について再度確

認させていただきたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

四季彩イベントの費用に関しましての積算の内容

ということになりますけれども、細々とした積み上

げももちろんしておるところですけれども、大きく

経費として増嵩しているところがやはり入り込みの

増加による警備費の警備ポイントの増加と、なおか

つ警備人材の人件費の高騰というところが一番大き

な経費増加の要因となっております。これはもう

年々数十万円単位で増えておりますし、人員配置に

しましても最初のイベントですともう駐車場の入り

口に２人、３人とやはりプロの警備員の方に張りつ

いていただかなければならない危ない場所もどんど

ん増えてきてまいりましたので、それも既に倍増し

ております。地域の駐車場、商店、商業施設の駐車

場での警備というのも、これまた新しくラベンダー

フェスタ、四季彩イベント時代にはなかった、そう

いった警備の必要性も増えてきておりまして、なお

かつそこに人件費の高騰ということが相まって全体

的に経費が増嵩して、物価高騰ももちろん多いので

すけれども、一番大きな要因としてそういった警備

費用の増加ということで１００万円の増加となって

ございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） では、今の主幹の説明でい

くと、警備員の増加で１００万円上がったという理

解でいいですか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

全額もちろん１００万円上がったものが全部警備

費ではありませんが、イメージとしては大体半分が

警備費の増加分かと考えております。そのほかの大

体５０万円が大体一般的な物価高騰によって全ての

ものが上がってきているということに鑑みた経費の

増加となっております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） そうすると、町民花火大会

の経費は幾らを予算で積算しているのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

その町民イベントを全部分離して花火もデイイベ

ントもやるということになりますと、おおむね３０

０万円ということで計上しております。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） ３００万円のうち花火の経

費は幾らですか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

今のところその負担金の中で賄う部分については

１５０万円をイメージしております。ただ、全体と

しましてはそこに寄附金ですとかそういったことも

もちろん期待しなければなりませんので、１５０万

円から２００万円ぐらいの規模でやれれば、十分楽

しめる規模になろうかというような積算でございま

す。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 収入で寄附を集めるという

ことなのですか。３００万円のうち１５０万円が花

火だったら、見積りは取られているかと思うのです

けれども、何発ぐらいの見積りを取られています

か。花火の約１５０万円で、どの程度の時間でと

か、初めて花火大会をやるわけではないから分かる

かと思うのですけれども、それはどうなのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

花火の密度にもよるのですけれども、これまで四

季彩イベントでやっていた花火大会では、大体時間

にして２０分から２５分間上げて、発数で言うとや

はり１,５００発から２,０００発ぐらいといったと

ころが基準になろうかと思います。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 昨年、ライトアップで夜渋

滞が起きて、そのとき同僚議員も警備について１週

間後のラベンダーフェスタのときに大変だから対応

したらいいのではないかという質問に対しては、副

町長が来年の参考にさせていただきますと言って終

わって、今回その分を５０万円というふうに思いま

したけれども、今の担当主幹の説明でいくと、当日

のデイイベントに警備員を増員するということでい

いのでしょうか。ごめんなさい。デイイベントをや

らないと言っているのだから、その１００万円増え

たうちの半分の５０万円というのは、ライトアップ

のときの警備員の増でしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 
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はい。やはりライトアップイベントのときの、

我々の思っているイベントの中では桁違いの短時間

での時間帯での入り込みということで、ほぼ警備員

の費用は夜間のライトアップに使うことになろうか

と思います。もちろんその増嵩する分の５０万円と

いうのも夜間ライトアップの警備の部分が全部にな

ろうかと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） そうすると、今わざわざ日

にちを変えて町民イベントは仮称ということで名称

は未定ということで補足説明資料にはありますけれ

ども、わざわざ日にちを変えて場所も決まっていな

い。先ほど同僚議員が言ったお酒を飲んで場所が日

の出公園だったら循環バスを出したほうがいいので

はないかと。そういう経費とかというのは全く積算

されていないと思っていいですか。いや、何を言い

たいかというと、デイイベントをやめて違う日をや

りたい。それは７月なのか８月なのかもまだ決まっ

てもいない。決まっていないことばかりで、それに

我々が今質問するので難しいのですけれども……す

みません、再度今確認で、１００万円増額分につい

ては夜のライトアップのための警備員のために５０

万円増で、残り５０万円については物価高騰ですか

ら、本当に昨年と同じ予算で、日にちを変えて、ま

た皆さんに御苦労いただいて、町民イベント（仮

称）をやるということでいいかな……質問が変か。

ごめんなさい。もう一度。理解できないので、デイ

イベントが猛暑によって準備している人も町民の人

も大変だから日にちを変えたいというのはまず変

わっていないということでいいのでしょうか。そう

だったら例えばステージイベントの開催時間を変え

たらいいのではないかなと私は思ったのです。その

ような朝からではなくても午後３時ぐらいからやる

とかという、そういう工夫もできて、そこのイベン

トに出店される飲食店の方たちも、そこでまた品物

が売れる。また、８月にやられている盆踊りのとき

も出店されて販売があって潤うと考えたものを、今

はそれをなくして一つにしようとしているのでしょ

う。そうでもないのでしょうか。そうでもないので

すか、主幹の顔を見ていたらきょとんとしているか

ら。ごめんなさい。ありきで思っては駄目なのです

か。必ずしも盆踊りと一緒にするわけではないとい

うことですか。そこを入り方を間違えたかな。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ６番林委員の御

質問に、しっかりとした回答になるかはあれなので

すけれども、決まっていない部分が多いということ

で、もちろんそういう最終決定はしていないという

意味なのですが、実際に実現可能性ということを考

えるとほぼこういうことなのだろうというところは

おおむね想定しているところでございまして、その

ときにはもちろん先ほど来お話ししておりますよう

に日の出公園が会場になって、仮装盆踊りとそれを

セットにするというところが現実的なのだろうなと

いうところで進めてございます。 

仮装盆踊りに関しましては、今御承知のとおり夕

方になって涼しくなってから子ども盆踊りが始まっ

て、大人盆踊り、仮装盆踊りといったところで、よ

いしょよいしょして終わりというような形になって

おります。その中には商工会の皆様が中心となっ

て、最近は町内事業者、飲食事業者の方が出店され

ていますけれども、夜の時間帯にかなり短い時間で

出店されているかと思います。ですから、これが一

緒になったときにはそれが消えるということではな

くて、それが例えば昼過ぎからその出店を始めて、

長い時間、あまり短い２時間、３時間ではどうして

も出店者は売上げと手間とのバランスが取れません

ので、少なくとも昼過ぎから夜までしっかりと営業

できるような形で併設できたらいいなとは思ってお

りますが、二つを一つにするという発想はあまりな

かったのですけれども、結果的にはそういう考え方

もできるのかなと思います。基本的にはじっくりと

長い時間商売していただくといったことをイメージ

しております。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） すみません、盆踊りと言っ

たからそれに引っ張られないようにしてください。

私は盆踊りとは別日でやるべきだと思っています。

盆踊りは盆踊りがやはりその季節の風物詩です。ラ

ベンダーフェスタも、先ほど同僚議員も歴史を言っ

て、やめてしまったらもうラベンダーの発祥の地と

いう言葉は出てこなくなってしまう。それは私は間

違いないと思います。 

しっかり町民の皆さんが楽しめるイベントも、執

行方針のときも言いましたけれども、それはあって

いいなと思いますけれども、あまりにも決まってい

ないということの中のほうが多くて、今は突然花火

については今度は寄附を集めるって言い出しまし

た。花火の寄附を役場が主体で集めるのは本当に大

変だなと私なんかは思ってしまうので、役場が寄附

を集めるというのはもうそれは仕方ないのかなとは

思いますけれども、一方でラベンダーフェスタを今

まで盛り上げてくれた商工会工業部会とか女性部と

かそういう方たちにも、今まで多分１００％ボラン

ティアで、お弁当は出ていたのかもしれませんけれ

ども、そういう方たちにもこれからはやはり時代の

変革でも何らかのお礼というのは必要ではないかな

と思いますけれども、今回はそういうものはもう一
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切加味はされていないと思うのですけれども、その

点は予算の中では変わっていませんか。ボランティ

アに対する謝金とかそういうものは予算では計上し

ていないということでよろしいでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

これまでラベンダーフェスタの前身といいます

か、平成１９年度をもって終了した花と炎の四季彩

まつり、これは商工会が主体でやっていただいてお

りました。コロナを挟んで新たに始まったラベン

ダーフェスタに関しては、ちょっとまた形を変えて

運営しているわけですが、そのどちらにおいても恐

らくボランティア参加に対する直接的な謝礼という

ものはなかったのかなと思っております。それは引

き続き同じような形で進めております。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 私は、今までそういうボラ

ンティアの方たちにはありがとうございますの一言

だったかなと思うのですけれども、これからはやは

り手伝う側も、見返りは求めているわけではないで

しょうけれども、そういうものもなければいけない

と思っているのです。だから今の予算構成の中で、

お祭りというのはその時代時代にやはり合わせて、

今は第何回なんていわないで２０２５とかって、本

当にそういうものに合わせることというのは否定な

んかしません。そのためにいろいろなＳＮＳを使っ

て周知するというのもあるけれども、でも今聞いて

いる中でも、４月の下旬に四季彩まつりイベント実

行委員会を開くとか、本当にタイムスケジュールも

遅いから、その中で寄附を集めていく。どうやって

やるのかなというのは、これは勝手な私の心配です

けれども、でもぜひ寄附を集めて、花火大会もやら

れるということですから、よりラベンダーの発祥の

地である上富良野町というところからは外れないで

いただきたいと思いますので、決まっていないとい

うことであれば、そういう点は注視していただきた

いと思いますが、その点はいかがでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ６番林委員の御質問にお

答えします。ラベンダー発祥の地という本質を外れ

ないで、しっかりイベントを捉えろという御質問と

いうことでお答えさせていただきます。 

もちろんいろいろこれまでもラベンダーまつりか

ら花と炎の四季彩まつりというように、いろいろと

形態が変わってきてございます。一時、毎週のよう

にイベントがあって、町中の特に青年層の方々は大

変お疲れになって、そういったことから花と炎とい

うように、ラベンダーまつりと、またもう一つのイ

ベントがくっついたり、それから仮装盆踊りが廃止

になったり復活したり、いろいろな変遷がございま

す。 

そのような中で、林委員が御指摘のように、その

イベントの核になるのは何なのだというところは外

れるなと。やはりラベンダー発祥の地ということで

ございますから、そういった意味で、ラベンダーを

見ながら、ある意味夜今はライトアップというもの

を中心にして大変多くの何万人という方がいらっ

しゃっていますので、そのときにしっかりとラベン

ダー発祥の地と、隣はラベンダー観光発祥の地とい

うことで、しっかりとそういったものを押さえると

いうイベントの考え方というのは踏襲していかなけ

ればならないと思っています。 

ただ、その中で今まで変遷があったように、関係

団体の皆様とかが本当に動いて、ボランティアの話

も出ました。御苦労されている皆様の、やはり限界

とかそういう様々な都合はありますので、それらの

方々としっかりと話し合って、過度に無理なことを

やって続けられなくなるようなことではなくて、い

ろいろな形を変えながら続けていけるように、そう

いったことも配慮して、町全体のイベントの話に

なってしまいますけれども、進めてまいりたいと思

いますので、御理解のほどお願いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） ほかにございますでしょ

うか。 

関連で、４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 本当に同僚議員が言うよう

に、企画とかそこら辺というのは非常に曖昧なのか

なというふうに思っていました。それでお伺いした

いのですが、ステージイベント等については、今話

をずっと聞いていたのですけれども、ちらちらは出

て来るのですけれども、従来のボリュームより下が

るというふうに判断しているのですけれども、そう

いう形でよろしいのですか。それはあくまでも下が

るか上がるかは従来どおりかは、また協議会等で話

し合って、そこで最終的に決めるということになる

のですか。 

今まで多くの方の話を聞いていたら、いろいろな

芸能人が来たりして、非常にやはりよかったという

話がありますので、やはりあのボリュームを下げて

はならないというふうに思いますが、そこら辺は見

解としてどのようにお思いなのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） 米澤委員の御質

問にお答えいたします。 

そのイベントに呼ぶタレントの質を持ってボ

リュームというのか、長さをもってボリュームとい

うのか、いろいろ観点はあろうかと思いますけれど
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も、基本的にはその時間に関しては今までは午前１

０時から夜の９時までというかなりロングランでの

ステージイベントというのをやってまいりました。

その間、やはり呼んでくるタレントの費用であった

り、それと実際にそれを見てくれる町民であったり

観客の数といったものも鑑みながら、その効率の一

番いいところというのを見定めていかなければなら

ないと思うのですが、もし昼間デイイベントを分割

してやることになれば、１０時スタートというより

はやはり午後からスタートというような、その時間

的なボリュームでしたらやはりそこはちょっと詰め

ていかなければならないのかなと考えております。 

一方で内容に関しましては、これは呼ぶ人の質に

よって幾らでもやはりボリュームは青天井にあるも

のですけれども、これも例えばもっともっと町民集

客を期待できる例えば町内のそういう音楽、学校の

吹奏楽部系であったり、町内の文化団体の発表で

あったり、そういったものを取り入れることも十分

可能性として考えられますし、必ずしも金額が少な

くなったからそのボリュームが小さくなる、いわゆ

るしょぼくれた感じになってしまうというようなこ

とではなく、それはしっかりと保った上で、ただ、

開催時間に関しては、先ほども言ったとおり運営側

も無理のない範囲でといったところをこれから模索

していかなければならないと思いますので、もし分

割するとすれば、時間に関しては短くせざるを得な

いのかなと今のところ考えております。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 今の話を聞いていたら、ス

テージイベントの内容そのものが下がるという話を

しているのだと思うのです。やはり従来のボリュー

ムを維持しながらやる。あと時間帯のことだとかい

ろいろあると思いますが、それは実行委員会等で決

められるかというふうに思いますが、町がこういう

方向で行きたいということで実行委員会等に基本的

に事務局とも事前に話し合いながら、最終的に協議

会か何か分かりませんけれども、従来からそこで話

し合ったらほぼそういう方向で行くのだと思いま

す。そこら辺は全く考慮していない話なのかなと。

全然ボリュームが下がる話ばかりで。そのようなの

は駄目だと思うのですけれども。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（宮下正美君） ４番米澤委員

からありました既存のイベント見直しに伴う中のグ

レードのお話かなというふうに思ってございます

が、今回、先ほど昨年対比で予算が１００万円増額

という形にしたところでございます。ただ、中身的

には夜の警備費の分、あと物価高騰でいろいろな経

費がかかって、イベントの開催自体の費用が増嵩す

るということで、まず予算の総額というのを増やさ

せていただきました。 

あと、来年度予算編成を行うに当たりまして、今

お話がありました花火です。花火を上げるイベント

をその予算の中で確保するという形に予算立てをし

ておりますので、どうしても今までかけていた分の

経費から予算を花火の分を確保するという形になっ

ておりますので、今までやっていたことプラスアル

ファ新しい花火となりますと、予算をもっとつけれ

ばよかったのではないかという議論もあるのかもし

れませんが、予算編成をする中では個別の予算の中

で花火大会を実現させたいということで提案させて

いただいたというところでございますので、その部

分の中で既存のイベントを見直すということも必要

だということで今提案をしているところで御理解い

ただきたいというふうに思います。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、５番金子委員。 

○５番（金子益三君） 新規イベントは分かりまし

た。ぜひ２３日に、議案に載っていないので、説明

に来てください。 

今、同僚議員もラベンダーのライトアップの部分

のデイイベントがなくなっていくとか、様々な出店

者が町民イベントのほうにシフトしていくというよ

うな御答弁だったと思って、私が今すごく心配した

のが、この間各種イベントにおいて、津の方たちが

来ていただいていろいろ出店したりなんだりしてい

たのですけれども、姉妹友好３０周年がもうそろそ

ろ来るのですけれども、その津の方が何か来てやる

というところはもうなくなってしまうのですか、そ

れとも町民イベントのほうに来ていただくのです

か。ライトアップのときに来ていただいて、ただ

座ってライトアップを見ていただいて御挨拶をいた

だくのか、いや、別にその津の特産品を販売せよと

言っているわけでもないのですけれども、結構今ま

で人気でした、松阪牛の食べ比べとか、あと何かそ

の特産品コーナーと上富良野の何か特産品とコラボ

して、町民の人に我々の母村である三重県津市と上

富良野町とのつながりもそこで情操教育もできまし

たし。そこは問題なくまた今回も来ていただいて、

何もないところでぽんとやってもらえることになる

のか、その辺は計画は変わらないのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ５番金子委員の御質問に

お答えいたします。 

今はまだこちらの開催日とかそういったものも定

まっていませんから、直接のお話はできていないと

思いますけれども、そういった部分については何ら
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かの形でどういうふうにやったらいいのか、きちん

と津の市役所の市民交流課が中心になって交流して

います。 

あと、農畜産物はまた津でも部署が違うのですけ

れども、やはり窓口が市民交流課ですから、市民交

流課とそういったものをしっかりと話合いをしなが

ら、どの場面で来ていただけるのがいいのか、また

物販や何かのそういうイベントがないとなかなか物

販交流というのがしづらいので、そういった部分で

交流はどうするのか、イベントが変わる方向性が見

えたら、すぐ津とは相談しなければならないと考え

ております。 

市長が来たり副市長が来たりしていただいていま

す。そういった人的交流の部分と、物産のほう、う

ちのほうも行って、ビールを売ったりいろいろ物産

を売ったりしていますので、そういった物販交流と

また２種類ございますので、それぞれイベントとか

いろいろな行事、それらはどういうところで交流を

続けていくかというのは、うちのイベントが変わっ

た中ではまたそのときに合わせて来ていただけるの

かどうかも、ちゃんと市民交流課の方々を通じて話

合いをしていきたいと思っております。 

○５番（金子益三君） よろしくお願いします。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、１番佐藤委員。 

○１番（佐藤大輔君） 簡単な質問で、去年です

か、観光協会と懇談させてもらったときに、雪まつ

りなのですけれども、１００万円の予算がついてい

ますが、自衛隊が一生懸命作ってくださった滑り台

を１日で壊してはもったいないということで、その

後、１か月というと難しいかもしれませんが、１週

間、１０日ぐらい、観光客相手のアクティビティー

として利活用できないかというような思いを持って

いらっしゃるということを共有したのですが、それ

は行政で共有されていますでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） １番佐藤委員の御質問に

お答えします。 

そういったお話もあって、いろいろ調整したとこ

ろです。調整したのですけれども、一部安全管理上

の問題というのがありまして、それであまり後々ま

で置いておくのが難しいなという部分、あと、次の

週にすぐ、消防団の方は御存じですけれども、あそ

こは訓練会場になっていまして、瓦礫を想定したよ

うな訓練をして、何年もその会場でやらせてもらっ

ていますけれども、そういったことで重機が入っ

て、そういった作業する絡みもあって、今回もその

部分については安全管理上の問題と次の使用の形か

ら、申し訳ないですけれどもできなかったというこ

とでございます。 

それらも含めてどういうような利活用を、本当に

もったいないのです、ただ、けがをされても困るの

で、その両方の部分でどういうふうに管理も含め、

運用も含め、まだまだ検討の余地あると思いますの

で、公園の管理者とかイベントの管理者、そういっ

たものを含めて話合いは続けていきたいと思ってい

ます。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございませんか。 

６番林委員。 

○６番（林 敬永君） １７６ページの広域観光事

業費で富良野・美瑛広域観光推進協議会負担金１４

０万円と、これも毎年お決まりのようにあるのです

けれども、今これは何を活動されているのか教えて

いただいていいですか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

富良野・美瑛広域観光連携推進協議会につきまし

ては、まさに富良野から美瑛の圏域の市町村なり観

光協会、観光団体も集まって、広域的なＰＲですと

かイベント開催を行っているところです。最近です

とサイクルツーリズムですとかそういったところに

も力を入れておりまして、特に夏冬通したアクティ

ビティーの魅力強化に努めていくといったような状

況でございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） その雑誌かカタログか、い

わゆる上富良野町の観光ＰＲも入っているそういう

パンフレットみたいのは、この経費の中には入って

いらっしゃるのですか。そういうのはないですか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

そういう上富良野で作っている上富良野ガイド

ブックというような、ああいう形ではありませんけ

れども、何かしらそういったアクティビティーを広

報するときには、しっかりとそれは広域全市町村に

ついて網羅されたものが作られております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） あまり私は目にすることが

なくて、先ほどのに戻ってしまうけれども、町民イ

ベントを改めてする、ラベンダーフェスタのデイス

テージをやめるとなると、こういうものの中からも

消えていくのではないかなと思うのですけれども、

そういう類いの協議会の負担金ではないのでしょう

か。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 
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○商工観光班主幹（浦島啓司君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

もちろん各市町村のイベントについては全て大体

網羅しているものになります。もちろんそこに

ちょっと、ごめんなさい、細かいところまでは把握

してないのですが、ラベンダーフェスタの昼間のデ

イイベントについて言及されたものがあったかどう

かはさておきなのですが、主にはラベンダーのライ

トアップがやはり今メインで記載されておりまし

て、それに着地型というよりは外からそれを見て引

き込んでくれるような、そういったような作りの情

報発信がほとんどかと思いますので、そこは影響は

ないかと考えております。 

○委員長（岡本康裕君） ほかにございませんか。 

１２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） 同じ１７６ページの観光

費一般管理費に関してで、もしかしたら一部１７８

ページの十勝岳温泉地区振興対策費にも係ってくる

かもしれないと思うのですが、昨日は同僚議員から

の発言にもあったように、今年度１２月２４日に町

とＫＮＴ－ＣＴホールディングス株式会社が観光振

興及び地域活性化に関する包括連携協定を結ばれた

ということが広報かみふらのに載っておりました。

この取組は、十勝岳温泉郷や北の聖地と呼ばれるサ

ウナなどを中心に、上富良野町の観光資源を最大限

に活用し、交流事業と書かれておりましたが、実際

にこの包括連携協定によってどのような事業が行わ

れていくのかというのをまずお伺いしたいと思いま

す。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） １２番小林委員

の御質問にお答えいたします。 

広域観光連携ということで協定を結びました。今

回に関しましては北の聖地と言われる白銀荘のサウ

ナへのＰＲであったりツアー開拓であったりといっ

たところがメインになっております。今のところ企

画してくれました企業であったり、その関連の旅行

会社たちがしっかりとそこら辺を組んでくださっ

て、向こうが能動的にそういったツアー開拓をして

くれるということになっておりまして、当面この令

和８年度予算におきましては上富良野町から予算計

上して支出しての取組といったものは今のところ予

定しておりません。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） ということは、企業が何

かを積極的にしてくれるのをこちら側としてはただ

見ているという感じで、町として何かを支援する、

サポートするというのは発生しないというような認

識でしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） １２番小林委員

の御質問にお答えいたします。 

もちろん黙って見ているということではありませ

んし、ただ、予算的なものがないというだけで、

しっかりとその取組については我々も後押しします

し、何かこちらで組立てが必要になれば、職員のリ

ソースをしっかりと割いて対応することにもなりま

すし、ＰＲの中にはもちろんその出来上がったツ

アーなりというものはしっかりと後押ししていくこ

とになると思いますので、そこはしっかりと連携し

て取り組んでいければと、必ずしもお金が必要なも

のばかりではないというふうに今のところは受け止

めてございます。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） 町として支出するような

ものはないということは今確認させていただきまし

たが、まだいまひとつ内容に関して不透明な点があ

るので、町の観光事業者であったり商工事業者もし

くは一般の町民にとって、これによって令和８年何

を期待できるのかというあたりをもう少し詳しく教

えていただければと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） １２番小林委員

の御質問にお答えいたします。 

まだこれも協定を結んだばかりで、これから初め

てのツアーが始まるということで、これまたまだま

だ期待値は大きいところですけれども、その効果に

ついては未知数なところもございます。ただ、メイ

ンにしているのが、そのツアーを組むことによって

それをしっかりと外からお客様を取り込んでくれる

というような取組になりますので、当然そこには上

富良野町内のアクティビティーをセットすればアク

ティビティー事業者、食事をセットするのであれば

食事、宿泊といったところでの、しっかりとした経

済効果は期待できるところと、また、それに伴って

しっかりとＰＲ、報道、メディアなどへの取り上げ

がなされることによって上富良野の知名度向上、イ

メージアップといったところも期待できるので、そ

こは大きく効果はあろうかと考えております。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） 今度は引き続きそのまま

十勝岳温泉地区振興対策等にも係る部分になると思

うのですが、ちょうどこの議会が開会される期間中

にも、上富良野町のバックカントリー等で遭難が

あったという報道が立て続けに起こったりして、や

はりそういうことがあると上富良野町という名前が

全国に取り上げられるということもあり、例えば
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バックカントリーを今楽しんでいる方の駐車場の問

題であったり、路上駐車の問題であったり、もしか

したらそういう案内掲示、案内看板のようなものを

設置する義務者は上富良野町ではなく道であったり

するのかもしれないですが、その辺りの対策を町と

して令和８年度に行っていく予算づけ等はされてい

ないのか、お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） １２番小林委員

の御質問にお答えいたします。 

冬の十勝岳での防災安全対策につきましては、町

の中でも商工観光部門と防災部門、ほかの機関でい

きますと土地を持っている北海道自然公園としての

環境省、そして警察等、それぞれ対応しておるとこ

ろでございます。また、御承知のとおりそういった

立て続けに事故が起きたということで、これは観光

部門からのお答えになりますけれども、観光部門と

しましては、主なバックカントリーの入り口になっ

ております白銀荘あるいは凌雲閣といったところに

しっかりと、これも啓発看板がどこまで効果がある

かということも、これは未知数です。ですが、何も

しないというわけにはいきませんので、そこの啓発

看板増設、もちろん今もたっぷりとあるのですけれ

ども、さらにそこを効果的なものを狙って、しっか

りとそこは取り組んで、看板の増設ですとかそう

いったところにも今取り組む予定でございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） これは一意見といいます

か、実際にバックカントリーをしている海外の方か

らも聞いたお話だったりもするのですが、今言われ

た凌雲閣の駐車場のところと白銀荘以外にも、あそ

この富良野岳に登っていくところの交差点に車が多

く、思惟林の向かいのところもやはり危険度が高い

し、逆に最近ではあそこに駐車する車がすごく多く

て、いろいろな点で困っているし、ただ、それは、

やはり何も看板もなく、何のルールや何かそういう

説明もないので、やはりそういう状況が起こってし

まっているのではないかという分析もあったりする

ので、ぜひあそこもその問題意識の中に一つ入れ

て、注意看板や案内標識等を観光振興として検討し

てほしいなと思いますが、その辺りの見解はいかが

でしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） １２番小林委員

の御質問にお答えいたします。 

旧思惟林から白銀荘に向かっていく丁字路に車が

かなり多く止まっていて、そこからバックカント

リー入り口になっているということは承知してござ

います。そこで直接事故が起きるということではな

いのですけれども、あくまでも入り口でしっかりそ

れを啓発するという意味で、最近になると道警がか

なり看板を、もちろん夏場はありませんので、冬に

なってからそれはしっかりと設置することになるの

ですが、今回の事故を受けて、またその辺の対応も

また強めていくといったことも聞き及んでおります

ので、そこはしっかり観光の面でも、またそこに何

をどう追加するかというのも絶えず考えながら取り

組んでまいりたいと考えております。 

○委員長（岡本康裕君） ほかにございますでしょ

うか。あるようでしたら、昼食休憩後にいたしたい

と思います。 

昼食休憩といたします。再開は１時半にします。 

────────────────── 

午前１２時１０分 休憩 

午後 １時３０分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 昼食休憩前に引き続き、

委員会を再開いたします。 

６番林委員。 

○６番（林 敬永君） １７８ページの十勝岳温泉

地区振興対策費でお伺いいたします。昨年度、こち

らの委託料に花の百名山富良野岳高山植物ガイド

ブック制作で３００万円を要求されて、制作された

かと思うのですけれども、その後制作されたものの

掲示等について、需用費の中の消耗品の中に入って

いらっしゃるのか、あるいはもう全く何もされない

のか、お伺いしたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

現在、富良野百名山花の図鑑につきましては、ま

もなく製本を管理をするところでして、これからの

あれになるのですけれども、それは頒布することに

なりますので、特段予算は使用せずそれを広めてい

くような形になろうかと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ないですか。 

ほかにございますでしょうか。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 吹上温泉の振興費で、１８

０ページの保養センターの今回はポンプ等の部品交

換という形で来年度と含めてなっておりますが、今

回は単年度ということになっております。これは具

体的には分からないのかもしれませんけれども、ど

の部分、ヒートポンプのパイプとかいろいろあるの

ですけれども、それとも根元の操作する辺りなの

か、お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 
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○商工観光班主幹（浦島啓司君） ４番米澤委員の

御質問にお答えいたします。 

今ここで計上しているのは、令和４年か令和５年

だったと思いますが、そこで交換したヒートポンプ

の部品について備荒資金で購入したものについての

償還費になりますので、今年と来年でたしか償還が

完了するものとなってございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） それで、昨年度あたりから

大規模改修に向けての予算がつきまして、実施設計

も進められておりますが、この部分で言えば来年度

から１億２,０００万円という形の予算でこの大規

模改修という形に計上されているというふうに思い

ます。それで、これが具体的な完成品となるのは大

体いつごろになるのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（宮下正美君） ４番米澤委員

からありました白銀荘の大規模改修の関係につきま

して、私から御説明させていただきます。 

こちらにつきましては、実施設計のときにお話を

させていただきました。今はそれで実施設計中でご

ざいまして、それにつきましては令和８年度に入っ

て、今は極力早くということでお願いしております

が、多分夏頃をめどに実施設計が上がってくるとい

うことで、当初予算の中では説明しましたが、それ

を実施するための費用はまず当初予算には載せてい

ないという形になってございます。 

その中で今年度の負担ということで、想定予算と

して実施計画には記載させていただいております

が、説明の繰り返しになりますけれども、最終的に

はやはり実施設計が上がってきた中で、財源含めて

どの程度の規模までその時点でやれるのかと、あ

と、早ければ８年度中に補正をお願いして、冬工事

に当たりますので、その中で可能であれば年度中補

正で早期に対応するというふうになりますし、休業

も絡んできますので、そういう体制が難しい場合、

そうなりますと令和８年度中は行わないで、来年の

令和９年度の中で実施ということで今予定している

ところでございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 吹上温泉は非常に人気があ

りまして、若い人がかなり利用されております。今

いろいろと部分的に修理しなければならない部分と

かというのは今年度はこの予算に計上されておりま

せんので、当初予算の中では今年度はよほど急に修

繕しなければならないもの以外は一切ないというこ

とでよろしいでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ４番米澤委員の

御質問にお答えいたします。 

軽微な修繕につきましては委託の施設管理の中で

やっていただくことになりますので、今回に関しま

しては大きな浴室改修のものだけということで今の

ところ予定しておりまして、まだまだ直さなければ

ならないところはたくさんありますので、これから

順次そういったものについてはしていくことになろ

うかと思います。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 以前から指摘されておりま

したが、外風呂に行くときの石段があるのですけれ

ども、凸凹して本当に危ないです。けがをしたら大

変な状況になるので、そういう細かなところでやり

直したり、本当に軽微な予算なのですけれども、早

急に直して、利用者のやはりいろいろなけがとかを

起こさないような対策というのが必要かというふう

に思っていますので、細々言えばたくさんあります

けれども、取りあえずこの部分にさせていただきま

す。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） 米澤委員の御質

問にお答えいたします。 

今御指摘のとおり危険箇所もありますし、老朽化

が進んでお客様を受け入れる施設としていかがなも

のかという部分も多々細かいところ大きなところも

含めて出てまいりましたので、今回の大きな設計

と、これからやっていく改修の中でそういったもの

も漏らさず、手戻りにならないような形で進めてま

いりたいというふうに考えております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） この予算の中で１２節の委

託料で特定建築物・建築設備定期報告という形で新

しく計上されている部分があるのですが、これは求

められているもの自体が何かよく分からないのです

けれども、どういう内容で計上されているのかをお

伺いしたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 建築施設班主幹、答弁。 

○建築施設班主幹（島田久君） ４番米澤委員の御

質問にお答えいたします。 

今ありました特定建築物・建築設備定期報告とい

たしましては、建築基準法で定められていますこう

いった特殊建築物、不特定多数の人員が利用する施

設で、法的に求められている点検項目がありまし

て、それを特定行政庁の北海道に、建築物であれば
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３年に１回、設備であれば毎年報告する決まりに

なっております。それに対する委託料ということに

なっております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連ですか。８番中瀬委

員。 

○８番（中瀬 実君） 吹上温泉保養センターの

ヒートポンプの関係で若干お尋ねしたいと思いま

す。こちらについては部品更新という形で出ており

ます。４８７万９,０００円。この実施計画の中で

はヒートポンプの修繕という形で出ています。言葉

は同じような意味なのかもしれませんが、このヒー

トポンプというのは、ある程度の年限が来たら交換

しなければならないという、例えば１０年とか十何

年で交換するということになっていると思うのです

が、前回のときにヒートポンプを交換するときはこ

の金額でなくてもうちょっと安かったような気がす

るのですが、物が上がっているということなのです

か。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ８番中瀬委員の

御質問にお答えいたします。 

ヒートポンプの部品更新ということになりますの

で、どこをどうどこまで交換するかによって金額の

多寡はあろうかと思いますが、３年前、４年前に更

新したものにつきましてはこの金額だったので、そ

れの償還費ということですので、一回元金償還のタ

イミングの都合でもしかすると半分とかそういう金

額であった可能性はあるのですけれども、基本的に

はおおむね同額で償還が進んで、来年度にこれが全

部終わる予定です。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） 今吹上温泉のヒートポンプ

の関係でこれだけかかるということは、当然町立病

院もこういうふうになっていますから、今後のこと

を考えたら大変な経費になるでしょう。それはそれ

でいいのですけれども。とにかくこういったことで

更新していけば町としては非常に費用が増えるとい

うことで、利用者をたくさん呼び込んで費用を浮か

せるような対策をしていただければと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ８番中瀬委員の

御質問にお答えいたします。 

おっしゃるとおり設備ですので一定のスパンで更

新が必要になってこようかと思います。また、規模

的にもかなり大きな金額が出てくることが予想され

ますので、まとめられるもの、こうやって随時出て

くるもの、いろいろあろうかと思いますが、こうし

た今回のような備荒資金組合の活用ですとか、そう

いった財源的なしっかりとした後ろ盾をしっかりと

つくった上で、計画的に取り組んでまいりたいと思

います。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますでしょ

うか。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 広域観光事業でお伺いした

いと思います。この間、富良野・美瑛の広域化推進

の宣伝等がなされております。あわせて、観光とい

う形で観光振興計画に基づいて事業が展開している

部分があります。今回の１,０００万円の予算がつ

いた部分も、諸行事の部分もそうでありますが。併

せてお伺いしたいのですが、観光計画の中にはいろ

いろと今細々と皆さんの言われたことがきちんと整

理されて載っている部分があるのですけれども、こ

ういう観光計画に基づいた体験ツアーとか、あるい

はジェットコースターの丘のビューポイントという

形の整備をしてくださいというような状況があるわ

けです。 

やはり今年度に至ってはそういった特筆すべき内

容というのは予算の中にはあまり計上されていない

のかなというふうに思います。観光諸行事の中でそ

れが別な形で入込数を外部から町に観光客を呼び込

もうということの内容になっているかというふうに

思いますが、今言ったその部分というのは、どのよ

うに今後展開されようとしているのかをお伺いした

いと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ４番米澤委員の

御質問にお答えいたします。 

計画にもあるとおり、ツアーを開発とか誘致とか

ということでの取組に関しましては、もちろんツ

アー会社に対する働きかけというものを観光協会も

しっかりと動いてくださいますし、行政側としても

町長をはじめその旅行事業者に対して訪問ですとか

呼びかけ、そういった売り込みに関しては引き続き

去年も行っておりますし、今年も行っていきたいと

考えております。 

また、予算化されるようなそういったツアー造成

費に関しましては、おととしの特別体験事業のよう

なものということは、この当初予算の中には入って

おりませんけれども、まさにその地域財団の補助を

受けた、２款でお話ししましたああいった事業の中

でも、そのファームツアーも含めて、ツアー展開と

いうものもしっかりと考えてまいりたいと思いま

す。 

何しろやはり担い手がしっかりといた上でそう

いったものを造成してつくっていくということが今
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肝要かと考えておりますので、それを踏まえた取組

として２款と７款と併せた取組の中でしっかりと形

をつくっていければと考えております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 引き続き今の点についてお

伺いしたいのですが、先ほど同僚議員も言いました

が、今後、連携協定の中でツアーという形のいろい

ろな計画もあるという話もありました。 

今私が心配しているのは、町自体がこういう観光

計画に基づいてしっかりと進行するというところが

なかなか見えてこない部分があるのです。確かにい

ろいろな諸行事も含めてやっているといえば実施し

ている部分ではあるのです。全くしていないとは言

わないのだけれども。この点にしても、やはり

ジェットコースターの丘にしても、ビューポイント

を作って整備するというふうになっているのだけれ

ども、人流調査もしておきながらいまだにそれがな

かなかできないということが実際あります。やはり

そういうところを詰めてもっと前へ進めるというよ

うなことが何かおろそかになっているのではないか

なというふうに思うのです。そこら辺は大丈夫です

か。 

○委員長（岡本康裕君） 令和８年度予算に載って

いる部分ではございませんが、答弁できますでしょ

うか。 

副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ４番米澤委員の御質問に

お答えさせていただきます。 

振興計画があって、いろいろな調査をして、なか

なか実現していない部分を委員から御指摘していた

だいていると思います。ジェットコースターの路な

どの観光公害の問題、路上駐車の問題とか、２１号

道路の富良野岳を見るような道路、そういったもの

がどうしても景色のいいところが先んじてしまっ

て、きちんと駐車場のないような部分に人が集まっ

たりしている部分もあります。そのほかにも、イベ

ントのときの交通混雑の問題とか、様々な問題があ

りますけれども、そういったものを一つひとつやは

りクリアしていくためには、いろいろと調整も必要

ですし、それらの調査結果も目に見えて次々と対策

を打てればいいのですけれども、地権者との相談と

かもあると思います。 

そういった問題のほかに、委員に御指摘いただき

ました入り込みの変化とか、あと主幹からも述べま

した担い手とか実行する方々、いろいろなイベント

や何かで人が入ってきてもなかなかそういうのを事

業者の方が自らの事業のプラスにできない部分もご

ざいますので、そういったものがきちんと人が来た

ときにお金を落としてもらえるような、そういうよ

うなことも事業者の皆様方といろいろな面でお話合

いをしていくような形で実現できる部分を探して積

み上げていくということが大事だと思います。そう

いったことも一つひとつクリアしていくことが振興

計画の推進につながると思いますので、その辺は、

ちょっと遅く見えるかもしれませんけれども、きち

んとその事業者の方々とのお話合いもして、こうい

うイベントを十分うまく利用していただいて、経済

的な支援になればなというふうに思っております。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。令和８年

度の予算で質疑をお願いいたします。 

○４番（米澤義英君） 先ほどの観光諸行事の全般

でお伺いしたいのですが、今、映画化もやりなが

ら、こちらのこういった取組も、職員もおりますか

ら、役割分担を担ってそれぞれ事業を実施されてい

るかというふうに思いますが、ただ、見ていました

ら、これだけの事業を行うということになると人の

問題、きちんと指揮できる人がどこにいるのかとい

うところを明確にしていかないと、先ほどの話では

ありませんが、何を自分はしようとしているのか、

明確にきっちりと事業計画もない中で予算を計上さ

れているようなところもたくさんあるということで

同僚議員も指摘されておりますので、やはりそうい

う意味できっちりとした司令塔がいてこういったも

のを点検して、さらになおかつ予算を計上する上で

こういった計画に不備がないかというところまで検

討されて、こういった予算というのは出されるべき

なのだと思うのですが、人員不足でそういう点検が

できていないのか、いろいろな要素があると思うの

ですけれども、そこはどうなのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ４番米澤委員の御質問に

お答えいたします。 

確かに少ない人材の中で一生懸命現場で頑張って

いただいております。それは役場の方々だけでなく

て、観光や商工業の方も含めて、現場に携わってい

る方、青年部の方々も一生懸命やっていただいてい

ます。確かにいろいろと事業所も減り人数も減って

いく中で、そういったものを運営していくというの

は非常に難しい部分もありますので、そういったこ

とも含めてどういうような担い手をどのようにして

増やしていくのかということも含めてやっていかな

ければいけない時期なのだなというふうに思ってい

ます。 

あと、いろいろと調整不足の部分、それが単純に

人員不足だけなのかというと、それもあるかもしれ

ませんけれども、それだけではなくて、やはりそれ

ぞれの各種団体との意見を調整していくという中で
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しっかりとしたものが、それぞれの団体の都合がご

ざいますので、そういった部分で調整がつかない部

分もあるのかもしれません。そういった部分が単純

に委員御指摘のように人がいなくてできていないと

いうだけでなくて、様々な事情も関連しているとい

うふうに考えております。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） そういう人員不足も、いろ

いろな要因も含めて関連しているのです。その中で

今年度から新たな課の再編成という形で昨年度に設

置条例が提出されました。私は言いたいのですが、

やはりこれだけ職員が頑張っておられて、いろいろ

な担当の仕事は、しっかりとこなしてはいるので

す。私は仕事を見ていますから。だけれども、職員

だって限界のところというのは非常にあると思うの

です。そのことを考えたときに、まちづくりをする

上でやはり一生懸命町民の皆さんと関係する団体と

も話し合いながらこれだけのものをつくっているわ

けですから、それに対するしっかりとした人員配置

も含めて課の編成とかこういった予算をきっちり点

検していかないと駄目だと思うのですけれども、町

長はこのあたりどうですか。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ４番米澤委員の御質問に

お答えします。 

新たな課の編成のことも含めていろいろと御質問

いただきました。やはりおっしゃるとおり、課をき

ちんと分けたということは、そこのところにきちん

と力を集約していくためのものだというふうに、委

員御指摘のとおりでございます。そういったことか

ら適正な人員配置がどのようにされるのがいいの

か、また、いろいろと外部のお力もお借りしていま

す、地域おこし協力隊ですとかプロジェクトマネー

ジャーとか、そういった形でのお手伝いもいただき

ながらいろいろな事業を進めておりますので、そう

いったことも含めて、限られた定数の中で何人がど

うこうというのはこの場で私もまだ数字を言えるよ

うな段階にはございませんけれども、そのような課

題に応じた人員の配置については心をもって対応し

ていきたいと思っております。それは人事やそうい

うような組織の話になれば、委員の今おっしゃって

いるような観光の面だけでなくて、そういった部分

も含めて注視してまいりたいと思いますので、御理

解賜りたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

なければ、歳出５款労働費、７款商工費の質疑を

終了いたします。 

ここで、説明員が交代しますので、少々お待ちく

ださい。 

（説明員交代） 

次に、１６１ページから１７２ページまでの６款

農林業費の質疑に入ります。 

２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） １７０ページの一番上段に

なります。森林経営管理制度に係る意向調査に関し

てお伺いいたします。多分これは調査開始から４年

か５年ぐらいはたっているとは思うのですが、年々

予算が目減りしていっています。対象件数が減って

いく中でのことと思いますが、その内容に関して確

認させていただきます。 

○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（山内智晴君） ２番荒生委員の、

森林管理制度の意向調査の関係の御質問にお答えし

ます。 

森林環境譲与税が始まりまして、森林を管理する

ということで、この森林管理制度に対する意向調査

というのを行わなければならないということで、始

まったのが恐らく３年か４年。私も３年ぐらい出向

していたので、その間抜けているのですが、翌年か

ら始めております。アンケートに関しましては、約

３５０名のアンケートを実施し、令和７年度におき

まして最後の不明者の分のアンケートも回収いたし

ております。それにおきまして来年度以降は現地調

査を行いながら意向調査の最終整理を行うというこ

とで、今回の予算の計上をさせていただいておりま

す。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 多分、森林環境譲与税が始

まって、人工林の所有者に対して、今後どのような

形を取りますかというような調査の内容でよろしい

でしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（山内智晴君） ２番荒生委員の御

質問にお答えします。 

確かに森林をきちんと管理して行っている方も当

然いらっしゃいました。もともとのスタートは、そ

れ以外で森林を持っているけれども全く管理をして

いないという方に対して、この森林をどうしますか

と、自分でやりますか、町に任せますか、森林組合

にお願いしますかというアンケート調査でございま

した。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） では最終的に当町で森林管

理計画とかというのが伐期ごとにつくられるという

話は聞いたことがありますけれども、今回の意向調



 

- 97 - 

 

査はその後に反映されるという理解でよろしいで

しょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（山内智晴君） ２番荒生委員の御

質問にお答えします。 

先ほど言いましたけれども、来年度はその総括と

いうことでまとめた上で、そのまとめたものを北海

道の今度は森林管理のための優先順位をつける資料

とするためのものです。ただ、航空写真等で地面等

を眺めている部分もございますので、現地調査もし

ながらどのような状況かというのを確認するのが来

年度の事業ということで御理解いただきたいと思い

ます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、５番金子委員、 

○５番（金子益三君） 同じく１７０ページの林業

担い手育成に関わるところで、この間も森林譲与税

を使って町内の担い手の方たちにいろいろな手厚い

補助があって、大変喜ばれていると思うのですけれ

ども、今年度は１,０００万円の事業費がついてい

ますが、どのような内容か、もし分かれば教えてく

ださい。 

○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（山内智晴君） ５番金子委員の、

林業担い手育成の関係の御質問にお答えしたいと思

います。 

町内の林業業者を順番に希望する機械を隔年ごと

に今は実施していて、去年はやっていないのです

が、隔年ごとに変わったそうです。すみません。そ

れで、来年度は一林業者が、よく木材を積んでいる

トラックにクランプをつけた複合型の機械が、その

機械の研修会があったので、これを買いたいと。そ

れが大体４,０００万円するということで、本体自

体は汎用性が多いので、それを補助対象外にしたと

しても４,０００万円なので、限度の１,０００万円

の補助金が出せるなということで、今回それを購入

することになります。ただ、シャーシは対象外にな

ると思いますけれども、クランプ自体は木材でしか

使えませんので、そういうふうに活用するものの機

械を購入する予定でございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） １６２ページに北海道農業

会議の負担という部分が出ております。今年は２０

万６,０００円です。昨年度から見たら、こちらに

ついては金額が上がり過ぎだなと思うぐらい上がっ

ているのです。去年から見て２３万円ぐらい上がっ

ているのかな。この北海道地方農業委員会連合会の

負担は１万円ぐらいしか上がっていない。だけれど

も、農業会議の負担は２３万円ぐらい上がってい

る。これというのはどういう理由なのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午後 ２時０１分 休憩 

午後 ２時０１分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 農業委員会事務局長、答

弁。 

○農業委員会事務局長（林下里志君） ８番中瀬委

員の御質問にお答えいたします。 

北海道農業会議の負担金でございますけれども、

北海道農業会議の運営が実は、あそこの職員の退職

金等や自主財源、補助金も含めて運営がかなり厳し

いということで、いろいろ議論がされたところでご

ざいます。北海道農業会議自体はなくてはならない

組織ということで、それぞれの北海道の市町村から

も負担金を頂いて運営しているところがあるのです

けれども、ここ３年間で少しずつ上げていって、負

担金も市町村からも少し上げさせていただきたいと

いうことで、今回令和９年まで段階的に上げさせて

いただきたいということで、昨年度から若干負担金

が上がっているというような経緯がございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） これは上富良野町ではなく

て町村ごとにこの金額の差というのが当然あるので

しょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 農業委員会事務局長、答

弁。 

○農業委員会事務局長（林下里志君） ８番中瀬委

員の御質問にお答えいたします。 

負担金自体は北海道全部の市町村が負担金をして

いるわけでございますけれども、金額につきまして

は人口割だったり農地の面積割だったり、それでそ

れぞれ市町村ごとに負担金の額は違います。今回も

上がる額につきましてはそれぞれの市町村によって

若干違うのですけれども、率的には市町村それぞれ

上がる率は変わってはございません。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １０番井村委員。 

○１０番（井村悦丈君） １６４ページの農業後継

者対策費のところでお聞きしたいのですけれども、

新たな農業担い手育成等支援補助と担い手サポート

奨励補助、これは後継者が増えたということなの

か、あと、地域おこしの分も入っているのかなとか

と思ってお聞きしたいのですけれども。 

○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（山内智晴君） １０番井村委員
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の、後継者対策費の関係についてお答えいたしたい

と思います。 

まず２項目、新たな農業担い手育成等支援補助と

担い手サポートというものがございますが、新たに

担い手につきましては、農業の学校、富良野高校農

業専攻科及び家賃補助その他研修補助を対象として

おります。担い手サポートにつきましては、後継者

の俗に言うおうちで働いている息子さん、娘さんの

数という、商工でも同じ制度がございますが、こち

らの対象者の分となっております。 

こちらの人数はあれなのですけれども、結論的に

言うと、地域おこし協力隊は町で賃金を払っており

ますので、この対象にはならないということになっ

ております。 

○委員長（岡本康裕君） １０番井村委員。 

○１０番（井村悦丈君） 多分担い手は２年とか何

年かでもらうので、その分で加算されていっている

のかなと思うのですけれども、後継者の人数が増え

たということでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（山内智晴君） １０番井村委員の

御質問にお答えします。 

基本的に大体２年ローリングか、もしくは３年

ローリングという形になります。高校だと２年間、

担い手サポートはマックス２４か月なので２年間と

いうことで、今年は今のところ担い手サポートにつ

いては２年目の方が３名だと思いますけれどもい

らっしゃるという形になっております。 

来年の新規については今のところ予算の中に入っ

ていますが、今のところ申出がないということでス

トックという形にさせていただいております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １０番井村委員。 

○１０番（井村悦丈君） そしたら新たな担い手育

成等というのはやはり学校とか家賃とか地域おこし

協力隊の分も入って増えているということですか。

それか去年あった経営継承とかの予算をこちらに一

緒にその分増やしたのかなとかいろいろ思ったので

すけれども、お聞きします。 

○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（山内智晴君） １０番井村委員の

御質問にお答えします。 

先ほど御説明しましたけれども、地域おこし協力

隊は町で賃金を払っているので、一切この対象には

していませんので、実際終わったら対象になるかも

しれませんけれども、二重で払うことはないので、

学校のお金も当然払っておりません。 

確かに金額的には増額になっております。昨年は

かなり多くの方の、担い手を出し忘れていたという

方も少しいらっしゃったので、その加算分というの

も増えています。確かに学校に関しては来年１名で

すけれども、担い手サポートについては人数が増え

ているというのが実情でございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 別件で、１０番井村委

員。 

○１０番（井村悦丈君） すみません、私がこの間

の所管委員会のときに聞き忘れたのですけれども、

収益向上作物生産振興事業は今年はなくて、次年度

またあるみたいですけれども、これはどこか予算

に、メロンとか何かの振興という話だったと思うの

ですけれども、もう一回確認です。 

○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（山内智晴君） １０番井村委員の

御質問にお答えします。 

収益向上作物につきましては、せんだっての臨時

議会の際に令和７年度の繰越明許事業として令和８

年度予算を含んだ部分で予算編成をしておりますの

で、実際には８年度の予算は入っていませんけれど

も、繰越しなので７年度のお金を使いながら令和８

年度の事業を行うという形になります。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほかにございませんか。 

１２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） 同じ１６４ページの農業

振興費一般管理費の特産農作物支援に関してお伺い

します。令和９年度に新規就農を予定している方が

５名いて、そのうちの１名はおおよそ就職先が決定

しているというふうに聞き及んでおりますが、残り

の４名については令和８年度中にどのようなことを

行い９年度の就農を目指そうと計画されているのか

お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（山内智晴君） １２番小林委員の

御質問にお答えします。 

新規就農なので、どのようにといいますか、農地

を取得して農作業ができるように協力して進めると

しか言いようがありません。特に農地に関しては人

の農地なので、我々が勝手に買うこともできません

し、その意向に合った方に対してのサポートをしな

がら進めていきたいと思っております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） 以前この点は一般質問等

でもいろいろ議論させていただいたところではあり

ますが、その農地の取得がやはり結構課題になり難

しい部分なのかなと思いますが、令和８年度にそこ

を行政としてさらに後押ししていく上で何か御検討
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されているようなことがあるのかをお伺いいたしま

す。 

○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（山内智晴君） １２番小林委員の

御質問にお答えします。 

農地の取得、先ほども説明いたしましたが、個人

の財産でございますので、我々がどうするというこ

とはなかなか言いづらいことでございます。その中

で、農地を手放したいとか、農地が今いっぱいある

から何人か分けていいというような方がいらっしゃ

いましたら、そちらの橋渡しをしたりサポートをし

たりすることになります。今営農している土地を

我々が手を出すことは当然できないことになってお

りますので、その辺は御理解いただいた上で、でき

る限りそういった農業者の意向を反映しながら、地

域おこし協力隊にできるだけつなげられるように努

力していきたいと思います。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 関連で、今の特産物の支援

のところでお伺いいたしますが、これは予算では

５,０００万円計上されておりますが、これは結局

従来からの積み重ねでこの５,０００万円という計

上になっているのか、何人の対象の委託費という形

になっているのか、そこがよく分からないのでお伺

いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（山内智晴君） ４番米澤委員の御

質問にお答えします。 

これに関しましては今年３年目、２年目の特産農

作物支援員及び今年採用予定の３名の農業支援員の

予算の計上となっております。来年は一年丸々いる

予定が新規を抜きますと４名でございます。年度途

中が３名ということになりますので、特校の上限で

あります５２０万円プラス卒業する方は１００万円

の加算の特校がありますので、その分の積み重ねの

分を計上させていただいております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） １６４ページで先ほど担い

手の問題がありました。これは非常に喜んでおりま

して、こういったところで学んだり生活したりとい

うことで支援していただけるということを非常に喜

んでいるという状況になっております。 

お伺いしたいのですが、後継者が就農する場合、

いろいろな支援制度があります。だけれども、聞き

ますと初期投資はいろいろ経費がかさむという状況

の中で、初期投資もいろいろ支援策だとかがあっ

て、軽減できる部分があるのですけれども、今後は

やはり地元の農業者も含めて、担い手も含めてなの

ですが、特に後継者の問題についてお伺いしたいの

ですが、後継する場合、そういった初期投資に対し

てどのくらいかかるのか分かりません。それはいい

です。 

言いたいのは、こういった部分に対する農協から

の支援もあるのは分かっているのですけれども、金

額的な問題として行政側の積み上げがもっと必要で

はないかと思います。そういったことを今後やって

いかないと、初期投資が増えて、それで投資したは

いいけれども、何らかの返済が当然伴うわけですか

ら、やはりそういう部分に対する支援策というのは

考えられないのかお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（山内智晴君） ４番米澤委員の、

後継者の関係の御質問にお答えします。 

確かに親元就農以外の後継者という形にはなると

思いますが、当然新たに何かを始めたいという形に

なると当然初期投資はかかる部分となっています。

汎用性のあるいろいろな機械に関しましても国の支

援制度等がございますので、基本的には国の支援制

度があるものに関しては国の支援制度を利用してい

くという考えでございます。 

ただし、国の支援制度のない、例えばちょっと予

算はないですけれども収益向上作物については、親

元就農を除く新規就農者に対しては補助率を上げる

というような方策を次年度以降できるように準備は

もうできております。予算が通っておりますので準

備を進めております。ただ、その中で町で支援する

部分に関しましては、トラクターのような汎用性の

あるものとか、そういうのはなかなか支援しづらい

という部分で、それは国の施策を使って極力そちら

で対応していくという形で進めていきたいと思いま

す。それに関しましては農業者の条件というのは、

やはり青色申告をやっているとかいう部分も逆にお

願いした部分でやっていただく形で、お互いに協力

しながら今後も進めていきたいと考えております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、１２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） 今のこの流れでまた特産

作物支援の地域おこし協力隊に係るところなのです

が、昨年一般質問で町長といろいろと議論した際

に、地域おこし協力隊の方と地元農業者との懇談の

場等が積極的に持たれるといいのではないかなとい

うのは共通認識を持っていたのかなと思っていまし

たが、令和８年度においてそれらが予算に組み込ま

れているのか、それとも予算には乗っていなくても

何かそういう計画をされたかどうかをお伺いいたし

ます。 
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○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（山内智晴君） １２番小林委員の

御質問にお答えします。 

お話合いの場に、基本的にはお金がかからないの

かなと思っているので、特に予算計上等はしない

で、予算がなくても何とか対応できるようにこちら

でできるように進めていきたいと考えております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほかにございませんか。 

８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） 私は熊について有害鳥獣対

策の関係でお伺いしたいと思います。熊が頻繁に出

てくるようになって、西山あたりは特に被害という

よりは出没が多くなってきて、猟友会の方というの

は当然熊スプレーとかそういったものを持ちながら

歩いているからいいのでしょうけれども、私ども農

家の立場で、畑に入るとき、作業しているときに、

トラクターとかそういうものに乗っているときは問

題ないのですが、手作業を畑でするときに一人で例

えば畑に入ったときに非常に不安で、熊が出るから

畑に行きたくないと、そういうふうな声が結構聞か

れるのです。 

ですから、例えばそういう危険を伴う熊が出るか

もしれない、そこにスプレーとはいわないまでも熊

対策で何らかの、昔はベルとか鈴とかそういうもの

で多少効果はあったと。だからそういった対策は何

か考えられないのかなと思っているのですが、そこ

ら辺はどうでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長。 

○農業振興課長（山内智晴君） ８番中瀬委員の御

質問にお答えしたいと思います。 

確かに農作業をしないと農業の所得は上がらない

ので、ぜひ行政としてはいろいろ考えなければなら

ないのかなと思う反面、私もそれだと怖くて行きた

くないなという気持ちもあるのですけれども、どこ

まで行政がタッチして御協力するべきなのかという

のは、今この場で私がお答えできる部分ではないの

で、例えば熊スプレーが欲しいけれども、なかなか

購入するのは難しいから、購入希望者がいればまと

めて買って皆さんにそれを販売する、販売したら駄

目なのかな、というような考えはいろいろあると思

いますけれども、何がいいのかというのは、正直１

００％身を守れるものというのはないと私は思って

いるので、予防策、あとは自衛策という部分で必要

なものがあるのであれば検討させていただきたいと

思います。 

すみません、この辺で。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） 今、課長が言われましたよ

うに、例えばそういう熊スプレーみたいなものを皆

さんで買いたいとしたら、例えば１万円をするもの

を何らかの形で助成するとかという考えは、可能性

はゼロではないということでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 令和８年度予算につい

て、そこには入っているかどうかという。 

農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（山内智晴君） ８番中瀬委員の御

質問にお答えさせていただきたいと思います。 

そちらの件に関しましては私だけの判断でもあれ

なので、集落協議会とかもありますので、そちらの

役員の方、基本的に農業を主としてやっている団体

の方はいろいろありますので、その辺の方とかと相

談しながら、あとうちの理事者と相談しながら考え

ていきたいと思います。私からやりますと言えない

ので。すみません。 

○委員長（岡本康裕君） 関連ではなく、７番茶谷

委員。 

○７番（茶谷朋弘君） 昨年も同じような質問が

あったと思うのですけれども、アグリパートナー協

議会の部分で、今年も予算に計上されていないので

すけれども、昨年度も繰越金の中で事業を行ってい

くという話で予算計上していないということでし

た。ただ、昨年度も恐らく焼き肉の交流会だった

り、あと自分の記憶の中では、道外なのか、外から

農業体験をしたい人を連れてきて新たに担い手にな

らないかというような企画もされていたと思うので

すけれども、今年度もその繰越金の中で事業を行っ

ていくのか、それとも事業自体もう行わないのか、

お聞かせください。 

○委員長（岡本康裕君） 農業委員会事務局長、答

弁。 

○農業委員会事務局長（林下里志君） ７番茶谷委

員の御質問にお答えいたします。 

アグリパートナー協議会の事業費の関係でござい

ますけれども、委員のおっしゃったとおり現在もま

だ事業費の繰越金が令和７年度のときには６４万円

何がしがございました。今年度も、２０万円までは

行かないですけれども、その中で事業を実施しまし

て、まだ残金がございますので、令和８年度につき

ましても同じように繰越金の中で事業を実施してい

く予定でございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ７番茶谷委員。 

○７番（茶谷朋弘君） そうしますと、残りのお金

の中で昨年と同じような内容のことを引き続き行う

ということでよろしいでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 農業委員会事務局長、答

弁。 
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○農業委員会事務局長（林下里志君） ７番茶谷委

員の御質問にお答えいたします。 

今のところ同じように企画して事業運営していく

予定でございます。さらに、もっと効率よく何か新

たな企画もできれば考えてやっていきたいなとは

思ってはおりますけれども、現在は同じように事業

計画を立ててございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ７番茶谷委員。 

○７番（茶谷朋弘君） 昨年なかなかうまくいかな

かった部分もあると思うのですけれども、外から人

を入れてきて農業体験を農家のところでさせて、上

富良野の半日体験ということで新たな担い手育成と

いうことで、多少企画商工と連動されたような動き

もあったと思うのですけれども、こちらも引き続

き、移住・定住も絡んでくるし、農業後継者にも絡

んでくると思うので、ぜひ協力してやっていただけ

たらなと思います。 

あと、１６４ページの農産物加工実習施設管理費

のところで、なかなか難しい部分だと思うのです

が、自分は昨年と一昨年に２度ほど利用させていた

だいて、一緒に利用させていただいた方たちからも

一定の需要があるということで、御存じのとおり施

設もかなり老朽化していて、どうにかならないかと

いう要望も上がってはいると思うのですけれども、

今年度そこに関して何か新たに考えていることがあ

れば教えてください。 

○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（山内智晴君） ７番茶谷委員の、

加工施設の関係の御質問にお答えします。 

老朽化といいますか建物自体は大分古い建物なの

で古いのは確かです。機械に関しましても、利用頻

度によりまして壊れたり磨耗したりしている部分も

あったりしているのは事実でございます。ただ、現

段階ではまだ物自体は使えるということで、継続し

て使って、機械の部品がなくなったら更新していか

なければならないのかなという部分もございます

が、町のこれからの対応方針によりましては、もし

かしたらその施設を、複合施設というのはもうなく

なったのですけれども、道の駅という名前の何か新

たな構想もあって、そういうところにも入るのかも

しれないという部分もありますので、なかなかそれ

に関して先行投資をするという部分は、ちょっと順

番的には難しいかなという部分は考えている次第で

す。それだけ単独でまた需要があればやはり建てる

ものが必要なのかなと思いますけれども、そちらは

総合計画なりの中に載せた中で次期の対応策になる

のかなというふうなのが私の考えでございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございませんか。 

ほかにございませんか。 

１１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） すみません、もう一回

戻って悪いのですが、熊なのですけれども、これは

猟友会の皆さん方と我々も話合いをしたときに言わ

れたのですけれども、土日とか祭日も役所の車が動

かないということです。箱わなを移動するのに使う

ユニックですか。それで、そのときの対策も考えて

ほしいのだという話が出たのです。そういうのは猟

友会との話合いの中で聞いているかと思って。何か

話合いはしたと言っていたでしょう。 

○委員長（岡本康裕君） 令和８年度予算の中にそ

ういう対策費はついているかということでよろしい

でしょうか。 

農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（山内智晴君） １１番北條委員の

御質問にお答えします。 

移動するのは町の車なので予算は一切乗せていま

せんけれども、土日動かないというよりも、うちの

課に車がございませんので、建設水道課の所有する

今委託に貸し出している車の空いているときに借り

て平日に移動しているという部分でございます。確

かに移動するのは人間の力や普通の車では移動でき

ないほどの重量がありますので、確かに土日、我々

が出ていったとしても車がないというのが事実なの

で、車が実際１台あれば可能だということも考えて

いますけれども、これから作る部分に関して、簡単

にトラクターで移動できるようなアタッチメントを

つけるような熊の箱の形状の部分を検討しながら今

度は新しいのを作ろうというふうに考えていますの

で、今あるものもうまくそれがいけば、お金をかけ

て改造しようかなという部分は考えていますけれど

も、車は実際持っていませんので、土日に限らず

我々ではないところが使っていればなかなか動かせ

ないというのが事実でございます。その中で、一応

農業者が持っている車で御協力いただければ御協力

いただいて移動させていただいているというのが現

状であります。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） 令和８年度にはそういう

移動のことはまだ考えていないけれども、これから

作るものと今までのものを加工してでも農家の人が

トラクターで移動できるように考えて、令和８年度

からやるという話でいいのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（山内智晴君） １１番北條委員の

御質問にお答えします。 
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車の関係は先ほど言いましたように土日動かない

というのはこれからもずっと変わらないと思いま

す。１台新しく買い与えていただけなければという

のと免許を取得しなければ動かせないのは事実なの

で、その辺に関しては対応は変わらないという部分

で、これから作るものに関しまして今どういう、あ

まり移動できる軽いものを作ったら、多分御存じだ

と思うのですけれども熊が箱を倒したみたいな

ニュースがあるので、あまり軽いものを作れないの

で、本当にどういうものがいいのかというのを、こ

れからやりながら検討させていただくしかないと私

は思っております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） そしたら令和８年度には

今までの分は先ほど言ったように改造するとか、動

かないというのはトラクターでないと動かないとい

うのは誰でも分かっていることだから、そういうの

を作っていきたいという、令和８年度から考えてい

くということでいいのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（山内智晴君） １１番北條委員の

御質問にお答えします。 

令和８年度に１個作る部分を、そういうアタッチ

メントがついたものが今あるという情報を仕入れて

いますので、そこで作れるかというところで今検討

は既に対応している部分です。それが実際今のある

ものと合致するかどうかというのも一回作ってみな

いと分からないというのが現実ですので、そちらで

御理解いただきたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 熊の関連で、ございませ

んか。 

ほかございませんでしょうか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、歳出６款農林

業費の質疑を終了いたします。 

ここで説明員が交代しますので、少々お待ちくだ

さい。 

（説明員交代） 

それでは次に、１８１ページから１９０ページま

での８款土木費の質疑に入ります。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 公園費で１８８ページの１

４節の日の出公園の工事請負費という形で今年度か

ら日の出公園の展望台からラベンダーの抜き取りと

かがあります。その中で特に展望台の手すり・天井

改修という形になっておりますが、当然これは観光

客が来客する前に事前に終わるという形になるの

か、その後にこれは修理するという形なのか、非常

に観光客との関係もありますので、そこら辺はどの

ようになっているのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 建築施設班主幹、答弁。 

○建築施設班主幹（島田久君） ただいまの４番米

澤委員の御質問にお答えいたします。 

今回予定しています展望台に係る工事に関しまし

ては、シーズンの最盛期の前に終了するように今の

ところ発注の予定を組んでいるところでございま

す。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほかにございますでしょ

うか。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 次にお伺いいたします。１

９０ページの公営住宅の関係です。近年、委託料と

いう形の中で除雪とか団地内排雪とかという形で予

算が計上されております。これはそれぞれの団地の

除排雪をするという形になっていると思いますが、

これは何回ぐらいという形なのか、１回ぐらいなの

か、２回ぐらいを想定しているのか、お伺いいたし

ます。 

○委員長（岡本康裕君） 生活環境班主幹、答弁。 

○生活環境班主幹（濱村篤司君） ４番米澤委員

の、公営住宅の除排雪に係る質問についてお答えい

たします。 

町では、除雪につきましては、まず空き家の除雪

と、住宅団地内の除雪と、二つございますが、まず

空き家の除雪などにつきましては、過去の実績を基

に時間数の積み上げをしておりまして、回数としま

しては月に１５回程度の手作業であったり、ショベ

ルでいけば４回ほど入るといった積算の内容となっ

ております。 

また、排雪につきましては、こちらも過去の実績

を基に時間数を出しておりまして、タイヤショベル

で４０時間のものとダンプでは３０台の想定で予算

を計上しております。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 同じ１９０ページの需要費

で修繕料という形になっております。この点につい

ては恐らく公営住宅の傷んだ部分の修繕なのかなと

いうふうに思います。前年度よりは若干予算も増え

ておりますが、これを超えた場合は当然補正等とい

う形になりますが、前年度並みの予算でこの修繕と

いうのは大体対応できるという形の押さえでよろし

いでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 生活環境班主幹、答弁。 

○生活環境班主幹（濱村篤司君） ４番米澤委員

の、公営住宅の修繕に関する質問についてお答えい

たします。 
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まず、修繕料の内訳につきましては、本委員会に

付している事前要求資料１３番のところに、ページ

数でいうと１５ページに内訳を載せておりますの

で、内容を御参照ください。 

増えているものの要因としましては、予防的修繕

で計画的に令和７年度から修繕を実施しております

給湯器の件数の増といったところが要因としてござ

います。また、この当初予算で組んでいる修繕料に

つきましては、幾らを積んだら適正な金額であるか

といったことは分かりませんので、例年当初予算に

は必要最低限の修繕費、経常的なものを載せており

まして、大きな修繕などが出た場合には補正などで

対応を行っているところでございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 今、公営住宅では老朽化が

非常に激しくなってきております。計画的に今後の

維持、修繕という形になってきているかというふう

に思います。伺いしたいのですが、非常に入居との

関わりがありまして、修繕するにしてもやはりどこ

まで何個まで維持するのかという基本的な構想が

あってこの修繕料というのも立てられているのだと

思いますが、今後この老朽化しているような公営住

宅等については、やはり入居を求めてきたとしても

入居を受け入れないような形になっていくのかどう

なのかをお伺いしたいと思います。 

例えば扇町の公営住宅を例に挙げまして、相当老

朽化していますので、この点は大体どのくらい入居

の維持戸数というのは維持すればいいというふうに

考えているのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 生活環境班主幹、答弁。 

○生活環境班主幹（濱村篤司君） ４番米澤委員

の、公営住宅の今後の住宅の戸数を含めた御質問に

ついてお答えいたします。 

現在、町の住宅の管理戸数は７８棟３９５戸と

なっております。こちらの今後の戸数につきまして

は、管理計画では最終的には５２棟３０３戸の計画

となってございます。廃止を予定している住宅、特

に西町の古いほうの住宅につきましては、今後用途

廃止の見込みの６０戸につきましては、退去の後は

政策空家としてその後募集は停止しております。 

また、扇町につきましては、将来の戸数は現在９

６戸から将来７２戸というふうにうたっております

が、どの棟を廃止するかといったところまではこの

計画の中には掲載しておりません。損耗度をしっか

りと調査して、どの棟を残すのかを見極めながら、

計画的な住宅の配置を行ってまいりたいと思いま

す。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、１１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） 今の公営住宅の修理なの

ですけれども、この資料１３番を見せてもらいます

と、電気温水器修理、富町、東町、泉町の北と南が

修理になって、４件で修理で１戸５０万円の計算な

のです。そして一番下の電気温水器は更新で７件で

５０万円で３５０万円になっているのだけれども、

これは修理で５０万円という解釈でいいのでしょう

か。 

○委員長（岡本康裕君） 資料に対する…… 

○１１番（北條隆男君） いや、でもこれで通った

ら予算が変わってきます。 

○委員長（岡本康裕君） 答えられますか。 

○生活環境班主幹（濱村篤司君） はい。 

○委員長（岡本康裕君） 生活環境班主幹。 

○生活環境班主幹（濱村篤司君） １１番北條委員

の、公営住宅の電気温水器の修繕についての質問に

お答えいたします。 

資料の２段目のところの入居住宅修繕、こちらに

つきましては、特に住宅を予定していないところで

ありまして、突発的に修繕が出てきたものに対する

ものとして年間４件程度見込んでいるものです。ま

た、下にある予防的修繕、給湯器更新のところにあ

る電気温水器につきましては、こちらは計画的な修

繕を行っているものです。まだ壊れていなくても既

に耐用年数を超えているものがございますので、具

体的には令和８年度に予定しているものは東町団地

の２号棟のまだ一度も修理を行っていない電気温水

器の更新を予定しております。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） 更新なのでしょう。修理

ではないのでしょう。そこを確認しているのです。

これは修理１件当たり５０万円ということだから、

えらく高いなと思って。更新なら問題ないのです。 

○委員長（岡本康裕君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（安川伸治君） １１番北條委員の

御質問にお答えします。 

今、入居住宅の修繕という欄の温水器と、下の予

防修繕については、同じ更新の作業で、取替えの内

容となります。 

○１１番（北條隆男君） それなら更新と書けばい

いのではないですか。 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午後 ２時４２分 休憩 

午後 ２時４２分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（安川伸治君） １１番北條委員の
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御質問にお答えします。 

上のほうの入居住宅の修繕は、一応修理を前提に

中がどのような状態かというのを確認して、その場

合に全部取替えが必要だという想定で予算を計上さ

せてもらっている関係で、実質取替えする内容と同

じ金額になるということです。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） 責めるわけではないのだ

けれども、下に更新と書いて５０万円と書いて、上

に修理で５０万円と書いたら、ああ、修理に５０万

円かかるのだと思ったら更新すればいいのになと

思ってしまうと思うのです。ただそれだけ確認した

だけなのです。 

○委員長（岡本康裕君） 別件、５番金子委員。 

○５番（金子益三君） １８２ページ、道路維持に

関するところです。町道の維持。この間、冬期の除

排雪は非常によくなっているという、きめ細かく除

雪されているというふうに町民の皆さんから評価を

いただいていると思うのですが、たまに独居老人宅

だったり高齢者、除雪する人は分からないと思うの

ですけれども、年に１回か２回あると思うのですけ

れども、どかっと降ったときに、忙しいからだと思

うのですけれども、置いていかれて、ちょっと追い

ついていないというのか、交差点をよける小さい重

機が追いついてなくて雪がそのまま放置されている

のが見受けられるらしいのです。 

それらに対して、今回の予算で例えばそういう、

全戸とは言いません、でもお年寄りとか女性だけし

か住んでいないとかで、道路の雪の塊を押されてし

まったときに、戻すような措置の予算というのは取

られていますか。これまでもやっているときもある

のですけれども。そういうのは対策費は取っていま

すか。 

○委員長（岡本康裕君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（菊地 敏君） ５番金子委員の、

置き雪に関する御質問ですけれども、特段町ではグ

レードを上げて独居老人はここですという対応の予

算化は今のところしていないところでございます。 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午後 ２時４６分 休憩 

午後 ２時４６分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 休憩を解きます。 

５番金子委員。 

○５番（金子益三君） １５年、誠に追悼の意を表

します。 

それで、旗か何かを立てて、ここは本当にお年寄

りだけですとか、お年寄りでも特に女性だけですと

か、高齢ではないけれども女の人だけですとかとい

う、ちょっとした印をつけて、いや、昨日の３款の

中の除排雪サービスというところでも、それなりの

ところを民間業者だったり高齢者事業団だったりで

よけるというところはあるのですけれども、そこま

で頼んでいない住宅もあるのです。やはり雪が嫌い

で気になるからやったのだけれども置いていかれて

しまったみたいなのがあるので、そういう対策費と

いうのは来年度この中でできないのでしょうか。本

当にきれいにやってもらっているのは私も見ている

のですけれども、たまに置いてかれるから余計に不

満が出ていて。どうですか、そういう予算はこの令

和８年度においてみられないのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（菊地 敏君） ５番金子委員の、

高齢者の住宅前の置き雪の対応、対策についてなの

ですけれども、現時点では連絡いただければ令和５

年度につけたそういう予算の中で交差点から大きい

置き雪に対しては対応してきてはおりますが、その

ちょっと体が弱い方、委託で頼んでない方というの

は、これから今でも高齢化社会ということで増えて

いく状況は理解しております。保健福祉課とも、そ

こで把握しているかしていないかもありますけれど

も、旗といいますか、何か目印をつけるとか、一番

簡単なのは連絡いただければ、特殊班がございます

ので、それが一番手っ取り早い方法かなということ

で、今時点でのお考えをお答えさせていただきまし

た。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） 分かりました。結構きれい

にやってもらっているのは分かっています。でもた

まにあるので。特に女性で、若い方でもやはり置き

雪をよけられないけれども朝出勤しなければならな

い、出られませんというのを何回か私も聞いたこと

があるので。声の大きい人がワーッと言って私の家

をよけてくれと言ったからよけるのではなくて、そ

ういうところは逆に後回しでもいいので、本当にで

きなくて困っている人のところが優先的にされるよ

うな方策の予算化はされませんか。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ５番金子委員の御質問に

お答えします。 

現時点でそこまで対応できるほどの人員と予算を

配備するということは非常に難しいのかなと思って

います。なかなかその基準が難しいのです。委員も

御存じと思うのですけれども、声が大きい人がとか

今おっしゃいましたけれども、例えば見通しの悪い

交差点の交通安全帯とかを今は中心にやったりして

います。そういったことだと基準みたいなものが設
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けやすいのですけれども、あそこのおじいさんはど

れくらい弱っているかとかそういった部分も含め

て、やはり社会福祉協議会がきちんと御相談しなが

らやっているところというのは、きちんとその方の

状態を把握されて対応しているのですけれども、そ

ういった意味でいくと、声が大きいところだけやっ

たりというのもちょっと……ということです。 

だから、いろいろ検討課題としてはあると思いま

す。どか雪が降ったときに５０センチメートルも６

０センチメートルも積もって本当に通れなくなって

という場合も確かにありますから、そういうことも

含めて検討はしていきますけれども、まだ今の時点

で個別対応できるほどルールの面、それから予算の

面、あと人員の面でも委託した業者が別チームをま

た構成するということになれば、そういったことも

考えなければならないですし、チームをつくるとい

うことは、ワンシーズン冬場の仕事をたくさんつ

くってあげないと、要るときだけ来てという都合の

いい雇い方はできませんので、そういったことも含

めてしっかり考えていくべきことかなと思っていま

す。 

先ほど建設課長も福祉のほうとも相談してと言い

ましたけれども、やはりそういう本当に困っている

方というのはそういうところで把握して、そこの部

分はしっかりと、前日の答弁でも間口からちゃんと

玄関までという答弁がありましたけれども、そう

いった部分での対応を来シーズンからせざるを得な

いのかなと思っていますので、どちらの分類で対応

すべきかも含めて、ちょっと研究するとか、あと人

員の把握、実数の把握というものをしていかなけれ

ばならないと思っておりますので、御理解をお願い

いたします。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） 関連でお願いします。町道

維持の関係でお伺いしたいと思いますが、上富良野

町道の中に、道路敷地の中に雑木が非常にはびこっ

て、車を擦るような部分のところがあって、多分建

設水道課ではある程度押さえてはいると思います

が、そういった雑木の処理を今年何か所かやる予定

はありますか。 

○委員長（岡本康裕君） 土木建設班主幹、答弁。 

○土木建設班主幹（斉藤 通君） ８番中瀬委員

の、町道維持管理の雑木の関係の処理の仕方の方法

なのですけれども、令和７年度についても道路に枝

が出てきて、そして観光バスとかトラックとかそう

いった大きな車両が走るときに邪魔になるという通

報が四、五件ありました。そういったときには逐次

脱木等の対応をしているところでありますので、令

和８年度についても同じく対応していきたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） 当然のことながら道路敷地

があって、道路敷地はのり面までありますので、当

然車が通って引っかかるけれども、勝手に切るわけ

にはいかないと。それで、役場にそういう連絡を入

れれば対応はしてくれるということですか。 

○委員長（岡本康裕君） 土木建設班主幹、答弁。 

○土木建設班主幹（斉藤 通君） ８番中瀬委員の

御質問なのですけれども、やはり委員の御存じのよ

うに、のり面といってもかなり高いところでありま

すので、個人で切るのにも限界があるかと思いま

す。そういった場合は受託者の維持管理業者が高所

作業車を持ってきて切るというような作業を行って

おりますので、そういった事案があれば、こちらに

お電話いただければ、随時対応していきたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございませんか。 

では別件で、４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 先ほど言い忘れました１９

０ページの修繕料のところなのですが、これは業者

に頼んだりとか屋根とかいろいろあると思います。

それで、最近職員の方が軽微な屋根の補修とかそう

いう場合とか屋根に上がって修理しているという大

変御苦労なことをされているのですが、この点につ

いてお伺いしたいのですけれども、緊急の場合とか

どうのこうのという場合はこういうケースもあると

思います。ただ、働き方改革の立場からいけば、や

はりもうちょっと本来の仕事に従事できるような形

の環境に変えてかないと、こういうことが続けば続

くほど嫌になって辞めていく可能性もなきにしもあ

らずだというふうに思いますので、この点、基準を

設けて、屋根の修繕とか何かあった場合はどういう

基準の下で職員がそこに対処しているのかというの

が分からないので教えていただきたいと思います

が、担当は課長になるのでしょうか、分かれば。 

○委員長（岡本康裕君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（安川伸治君） ４番米澤委員の、

修繕の職員が行っての対応という部分の質問にお答

えさせていただきます。 

実際に住まわれている方から連絡いただいた場合

には、緊急事態かどうかという部分を確認するため

に現地で点検の作業をさせていただいております。

その際に、修理をするかしないかというよりも、ど

のような状況かということを把握するために屋根の

上に登ったりという部分も場合によっては出てくる

かなというふうに考えております。ただ、そこで作

業するということになると、当然安全を確保してか

らの作業となりますので、そういった部分はもちろ
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んそういう技術も職員ですので当然あまり持ち合わ

せておりませんので、恐らく指示するのは点検して

どのような状況かというところで、それが生活に支

障があるかというような部分の確認を職員には伝え

ながら作業をやっている状況でございます。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 見ていましたら、職員の方

がどこに軽易な穴が空いているかとか、塞いでいる

とか、あとは退去した後で掃除を小まめにやってい

るとかというのが見受けられるのです。緊急の場合

というのは当然あり得るかというふうに思います

が、ただ、私は、今後、職員の方が本当に自分の担

当の場所に就いて、本人が拒まなければそれでいい

のかもしれませんけれども、やはりそういった担当

のところのきちんとした仕事ができるような環境づ

くりというのは非常に重要だというふうに思うので

す。なるべくこういったところには業者の方を充て

て対応するということが必要だと思います。緊急の

場合ということはありますから、そういう場合は当

然そういうこともあるかというふうに思います。基

本はやはり業者の方を充てながら対応する必要があ

ると思いますが、町長、これはどうですか。働き方

改革の点から言ってもこれは本当に大事な問題だと

いうふうに思いますが、町長の見解を求めます。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ４番米澤委員の御質問に

お答えいたします。 

今、担当の課長からもありましたけれども、当然

どのような修繕が必要なのかとか、委員のお口から

清掃とかという言葉もありました。入退去に伴って

清掃する場合に点検を行って、不備があれば簡単な

ものであれば点検に行った職員がこなすということ

は合理的であると思います。そういったことも含め

て、本当に専門的な技術をもって修繕しなければな

らないものは当然にしてちゃんと地域の町の業者に

お願いしておりますし、簡単な対応で大丈夫だとい

うものについては職員、それから会計年度職員です

けれども施設管理なども担っていただける方もい

らっしゃいますので、そういった人に十分活躍して

いただくということも当然やっていかなければなら

ないと思います。 

働き方改革の中で夜中までずっと働いてというこ

とではなくて、しっかり決まった時間の中でという

ことになりますけれども、基本的には公営住宅の修

繕は結構時間外になっています。ちょっと壊れた

り、大変古い住宅が多いですから、そういったとこ

ろで担当になった者は時間外でも現場に行って、ド

アを見たり水道を見たりということも確かにあると

思います。そういったことも含めますけれども、全

てを全て業者に受託できるほどボリュームが、かた

まってあればいいのですけれども、そういったもの

もありますので、それは臨機応変にその場その場の

現状などで判断しながら、こちらの部分は業者にお

願いするということの判断については職員でないと

できませんから、そういった形での対応を進めてい

こうと思っていますので、御理解を賜りたいと思い

ます。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございませんか。 

なければ、別件でどうぞ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、歳出８款土木

費の質疑を終了いたします。 

ここで説明員が交代します。 

（説明員交代） 

暫時休憩いたします。３時１５分までです。 

────────────────── 

午後 ３時０１分 休憩 

午後 ３時１５分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 休憩前に引き続き、委員

会を再開いたします。 

次に、１９１ページから２２８ページまでの９款

教育費の質疑に入ります。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 学校給食センターの件で、

２２８ページの学校給食は今年度から補助が出ると

いう形になりました。非常に喜ばしいことだという

ふうに思っております。そこでお伺いしたいのです

が、恒常的にこれを続けていくということになれ

ば、当然財源の確保、また、小学校は今年度から、

中学校は来年度から、国の制度がありますので分か

りませんが、どのような状況の中でも町独自の予算

も計上しながら、基金も活用しながら、こういう方

向で進むということで理解してよろしいでしょう

か。 

○委員長（岡本康裕君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（髙松 徹君） ４番米澤委員から

の給食費の今後の補助の継続についての御質問かと

思います。 

令和８年度につきましては、小学校は国の補助が

出るということで、これを活用いたしまして、中学

生については、小学生との格差が出るということで

町の一般財源を利用するということになります。 

それ以降のことかと思いますが、もちろん国の補

助というのはその後も引き続き負担軽減という部分

で継続されるものであろうとは想定はしております

し、当然想定されなければいけないのだと思ってお

りますので、町としても引き続き補助は続けていき
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たいですし、仮に補助がないとしても当然各家庭の

経済的な負担は援助していくべきだとは考えており

ます。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、３番湯川委員。 

○３番（湯川千悦子君） その２２８ページの学校

給食代替弁当補助というのは、アレルギーの子に対

しての補助でよろしいでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 学校教育班主幹、答弁。 

○学校教育班主幹（新井 晶君） ３番湯川委員の

御質問にお答えさせていただきます。 

アレルギーとか宗教上の理由とかほかの病気とか

の理由で学校給食が食べられなくてお弁当を持参し

ていただいているお子さんに対しまして、補助をす

る予定としております。 

○委員長（岡本康裕君） ３番湯川委員。 

○３番（湯川千悦子君） それは金額で補助すると

いうことなのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 学校教育班主幹、答弁。 

○学校教育班主幹（新井 晶君） 学校給食費とい

うことで、小学校であれば１食当たり３１６円の給

食費ということになっております。その給食費掛け

る弁当を持参した回数を補助する予定となっており

ます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 金額ということです。 

関連、１０番井村委員。 

○１０番（井村悦丈君） 今の給食費の話なのです

けれども、上富良野高校の学校給食費負担のところ

を見ていて気づいたのですけれども、小学校、中学

校の給食費の単価が違うのはなぜなのかなと思って

お聞きします。 

○委員長（岡本康裕君） 学校教育班主幹、答弁。 

○学校教育班主幹（新井 晶君） １０番井村委員

の御質問にお答えさせていただきます。 

給食費につきましては小中高とそれぞれ金額が

違っておりまして、小学校だと１食当たり３１６

円、中学校だと３７６円、高校ですと３４０円と

なっております。食べる量が違っておりまして、小

中学校が違っております。高校につきましては牛乳

を出しておりませんので、その分金額が下がってお

ります。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） この件で関連はございま

せんか。 

なければ、２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） ２２０ページになります。

開拓記念館の管理費の中に係るものかと思われます

が、今回、教育行政執行方針の中でも１００年の記

念事業に際しては、記念碑であるとかそういったも

のの一斉点検に関して、教育長にもお話をさせてい

ただきました。その中で、開拓記念館の前にある三

浦綾子さんの泥流地帯の文学碑に係る枕木の歩道が

十二、三本腐食して危険な状態であるということを

町内の有権者から伺いましたので、この辺りも今把

握されているのかどうかをまず確認させていただき

ます。 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午後 ３時２１分 休憩 

午後 ３時２３分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 質問を変えてもらってよ

ろしいでしょうか。 

２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 開拓記念館の管理に関して

は、先に言及したものに関しては不明確な点がある

ということで、上の郷土館の管理費に関して質問さ

せていただきます。 

今回、十勝岳大正泥流被災１００年事業講師謝金

とありますが、これは５月２４日に開催されるその

式典に係る経費なのか、別立てで講師をお招きし

て、その振り返りも含めた何か講演があるというこ

とで、どちらか確認させてください。 

○委員長（岡本康裕君） 社会教育班主幹、答弁。 

○社会教育班主幹（村上弘記君） ２番荒生委員の

御質問にお答えいたします。 

郷土館管理費の部分の講師謝金の内容ということ

でございますが、補足説明資料のナンバー２のとこ

ろで、（イ）の記念講演等の開催ということで、９

月に三浦綾子記念文学館の田中館長による講演、あ

と、伝承事業の謝金ということで、現在そういった

十勝岳の噴火の部分について活動されている団体が

二つございますので、そちらの団体に関連の事業を

やっていただけないかということで声かけしており

ますので、その部分の事業の講師謝金ということ

で、２本立てで考えております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほかにございませんか。 

関連で、６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 災害回顧誌を教育委員会で

１０年間の足跡とともに見直して改訂版を出すとい

うお話だったと思うのですけれども、いつまでに制

作して、何ページというのでしょうか、その予算が

見当たらないので、荒生議員が今言われた講師謝金

の中に入っていらっしゃるのかなと思ったのですけ

れども、いつまでに作って、何部作って、どこに配

付するのかを教えていただきたいなと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 社会教育班主幹、答弁。 
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○社会教育班主幹（村上弘記君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

予算的には郷土館管理費の中の１０節の印刷製本

費１５０万円になります。こちらも補足説明資料の

ナンバー２のところの（３）のところの災害回顧誌

の改訂ということで、九十年回顧誌、郷土をさぐる

会が作成していただいたものが３６０ページほどご

ざいまして、それに１０年分の約２０ページを加え

て、合計３８０ページほどのボリュームの冊子を考

えておりまして、部数については一応２５０部を発

行するように考えておりまして、九十年回顧誌のと

きの配付ということで、関係機関に配付用が１８０

部を予定していまして、保存用で７０部を予定して

いまして、合計２５０ということで予定しておりま

す。 

また、発行のスケジュールなのですけれども、今

回教育委員会で残りの１０年間分の編集作業等を行

うということで、目標としては、すみません、大

ざっぱですけれども、年度内の発行を目指すという

ところと、９０年分のデータも郷土をさぐる会から

お借りする関係上、トータルの部分で郷土をさぐる

会に少し監修もお手伝いいただきたいなということ

でお話をしているところです。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 保存分で７０部も作るとい

うのは、図書館に保存するということでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 社会教育班主幹、答弁。 

○社会教育班主幹（村上弘記君） 保存用の７０部

の根拠でございますけれども、九十年回顧誌の部分

で、前回、郷土をさぐる会のリストがございまし

て、そちらを参考にしておりまして、最終的に郷土

館の保存分で７７部頂いてございますので、想定と

しては……。 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午後 ３時２８分 休憩 

午後 ３時３０分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 休憩を解きます。 

それでは、ほかの質疑に入りたいと思います。 

１０番井村委員。 

○１０番（井村悦丈君） ちょっと分からないので

教えてほしいのですけれども、２０４ページの上富

良野小学校整備の中で、上小コベルコ圧縮機オー

バーホールとあるのですけれども、このコベルコ圧

縮機はコンプレッサーだと思うのですけれども、ど

ういう用途で使っているかを教えてもらえますか。 

○委員長（岡本康裕君） 学校教育班主幹、答弁。 

○学校教育班主幹（新井 晶君） １０番井村委員

の御質問にお答えさせていただきます。 

こちらにつきましては、上富良野小学校の地中熱

ボイラーの中心となる機械のオーバーホールの予定

となっております。 

○委員長（岡本康裕君） １０番井村委員。 

○１０番（井村悦丈君） 分かりました。 

同じ２０４ページで、西小学校の整備事業の工事

請負費の中で、電気設備改修というのは何の改修で

すか。 

○委員長（岡本康裕君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（髙松 徹君） １０番井村委員か

らの西小学校の電気工事の件についてお答えいたし

ます。 

内容は、西小学校校舎への引込み電柱にあります

避雷設備が、本年度の電気保安協会の点検の中で修

繕を要するということで指摘を受けましたので、こ

ちらの改修工事となります。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますでしょ

うか。 

１２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） １９６ページ、ＩＣＴ教

育推進費に関してお伺いいたします。これまでの

間、先生といろいろとこの件に関してお話しする

と、やはりＩＣＴ支援員などを望む声を多く耳にし

てきました。令和８年度予算を策定するに当たって

は、その支援員の活用などの検討はなされなかった

のかをお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 学校教育班主幹、答弁。 

○学校教育班主幹（新井 晶君） １２番小林委員

の御質問にお答えさせていただきます。 

令和８年度予算に当たりまして、支援員というこ

とではなくて業者委託でいろいろと検討も重ねてき

ましたが、今回の予算には結びつくことができな

かった現状でございます。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） その理由をお伺いしても

よろしいでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 学校教育班主幹、答弁。 

○学校教育班主幹（新井 晶君） こちらでいろい

ろとケースを想定して予算の要求をさせていただい

たところではありますが、まだ若干の検討の余地が

あるということで、査定の内容となってございま

す。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） ＩＣＴ教育推進委員の

方々もいらっしゃって、その会議も度々開かれてい
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るというお話で、令和７年度においてもそういった

要望をその会議の中では上げさせていただいていた

というお話も伺っており、そういうのが反映される

のかなと思ってこの令和８年度予算案を楽しみにし

ていた部分もあるのですが、一旦その支援員よりも

前にその機器等のサポートをするようなところを検

討したが、それも採用に至らなかったというのは、

財政的な理由がというような御答弁だったのかなと

思いますが、引き続き令和８年度もそういった推進

委員会の中でそういった協議を続けていくのか、ま

た、さらに先生が実際どういうものを求めているの

か、何かアンケートでの調査とかを行ったり、そう

いうことを検討されたりするのかをお伺いいたしま

す。 

○委員長（岡本康裕君） 学校教育班主幹、答弁。 

○学校教育班主幹（新井 晶君） １２番小林委員

の御質問にお答えさせていただきます。 

これからも委員会がございます。それで学校から

の御意見もその委員会とは別にいただいておりま

す。その辺も踏まえましてこれから検討を進め、よ

りよい学習環境を整えていきたいと考えておりま

す。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございませんか。 

ほか、ございますでしょうか。 

１２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） 続きまして、２１４ペー

ジの青少年海外派遣人材育成事業補助に関してお伺

いいたします。 

私は毎年この報告書を楽しみにしておりまして、

こちらは昨年度の予算と比べても若干予算が上がっ

ているのかなとお見受けしますが、まずその要因を

お伺いしたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 社会教育班主幹、答弁。 

○社会教育班主幹（村上弘記君） １２番小林委員

の御質問にお答えいたします。 

予算の増額の要因ですけれども、派遣人数につい

ては８名で変わっておりません。旅費が全体的に７

％から８％ぐらい上がるであろうというようなこと

でお聞きしていますので、旅費の総額分が増えてい

るような状況にあります。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） 物価高の上昇に合わせて

ということだったのかなと思いますが、逆にこの８

名で変更がないということですが、もしもっと応募

があるならたくさん行けたらいいなとも思います

し、無理して行っていることはないと思うのです

が、その参加人数の積算に関して適正であったかど

うか、再度お伺いしたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 社会教育班主幹、答弁。 

○社会教育班主幹（村上弘記君） １２番小林委員

の御質問にお答えいたします。 

例年抽選になるような人気の事業になってござい

まして、令和７年度の申込者数につきましては１１

名で、中学生が６名、高校生５名での抽選を実施し

ているのですけれども、今回は中学生が１０名、高

校生が９名それぞれ申込みをいただいたということ

でございます。ちなみに令和６年度については全体

で２０名の申込みがあって、それぞれ１０名ずつの

申込みがあったということでございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 海外派遣で関連はござい

ませんか。 

別件、ありませんか。 

１０番井村委員。 

○１０番（井村悦丈君） ２１０ページの青少年育

成費の中で、二十歳の集いの記念品なのですけれど

も、まずなぜ写真をやめたのかというのを質問いた

します。 

○委員長（岡本康裕君） 社会教育班主幹、答弁。 

○社会教育班主幹（村上弘記君） １０番井村委員

の御質問にお答えいたします。 

写真につきましては、町内の専門の業者にお願い

して撮影しておりましたが、廃業ということで、写

真については今回取りやめたところです。 

以前、社会教育の担当の職員が撮影したことも

あったようですけれども、３段、４段ぐらいになる

のですけれども、４段目の成人の方の顔が分からな

いようなぼけぼけだったというようなこともありま

したので、今回は写真を一旦取りやめて、特産品と

いいますか、そういったものに振り替えたというこ

とでございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １０番井村委員。 

○１０番（井村悦丈君） 例えば、できれば町内が

いいのですけれども、友達同士で撮る写真もいいの

ですけれども、みんなで集合した写真というのは

めったにないと思うので、何年かして見返したとき

に、これは誰だとか、思い出になると思うのですけ

れども、そういうふうなことを考えれば、町外の写

真屋を使うとかということにはならないのでしょう

か。 

○委員長（岡本康裕君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（髙松 徹君） １０番井村委員か

らの今後の写真を付加させるかというお話なのです

けれども、確かにそういう御意見もございますし、

あと会場では保護者の方も来て集合写真を撮ってい

る現状もありますので、今後、皆さんの意見を聞き
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ながら、どういう形がよろしいか検討は重ねていき

たいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 関連で、２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 今の写真の件ですけれど

も、私は上小は富良野市のＳトーカメラさんとかと

いうことで頼んでいるのはもう事実として分かって

いるので、ぜひ同僚議員の思いに応えていただけれ

ばなと思いますが、もう一度答弁をお願いいたしま

す。 

○委員長（岡本康裕君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（髙松 徹君） ２番荒生委員から

の御質問にお答えいたします。 

業者が町内にいないのであれば町外をということ

でありますので、もちろんそういう手立てはあると

いうことですので、重ねての回答になりますけれど

も、出席者の方は、例えばほかの式典等で写真を

撮って販売するようなときとか配付するようなとき

も、なかなか写真を希望される方も少ないのも現状

でありますので、その辺も考えながら、配付すると

なれば全員に等しく配付することを、予算等もあり

ますので、その辺も含めて検討したいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） １０番井村委員、２番荒

生委員からの二十歳の集いに係る記念品につきまし

ては、教育委員会においては長きにわたりこの全体

集合の写真を記念品としてお渡しした経過がござい

ますが、昨今、学校でもこの写真を撮られるという

ことに大変嫌悪感を持っている子どもたちが今若者

になってきています。ですから、それが果たして記

念品として望ましいのかというのも今回見直しをし

た関係もございますので、やはり皆さん全員が入っ

ているわけではないこともありますので、やはり一

人たりとも嫌な方がいらっしゃるのを無理強いする

ことにはなりませんので、そこは撮りたいという方

は撮りたい設定を、そしてそうではない人もいると

いうことだけ御理解いただけますようお願いいたし

ます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 関連で、これは二十歳の集

い、お祝いという形でいろいろな余興があります。

町長が出て、狂言というのでしょうか、やられてお

祝いするのですけれども、あれはもうちょっと趣向

を変えて、町長ではなくて例えば清流獅子舞とかい

ろいろあると思うのです。そういう地元の郷土のそ

ういった文化をやはり見てもらうというのが必要だ

というふうに思うのです。町長はもう誰が見ても町

長ですから、改めてということではありませんけれ

ども、町長も非常に狂言とかそういったものを大事

にしているということは分かるのです。分かるので

すけれども、その上でお話ししていますので、やは

りこういったところもちょっと見直していただけれ

ばいいかなというふうに思いますが、答弁をお願い

したいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ４番米澤委員の、二十歳

の集いのセレモニー的なお祝いの場についての御質

問にお答えします。 

主管している教育委員会としましては、やはり町

にある安政太鼓、清流獅子舞については本当に町の

伝統芸能ということで位置づけておりますので、こ

れを順番ローテーションということで現在、毎年隔

年でということでお願いしております。 

町長からはあくまでもその余興というよりも、町

長からそのときのパフォーマンスといいますか、皆

さんへ町長からのお祝いの舞ということで今年も余

興をさせていただいておりまして、当初予定してい

るものではないということで、ここに一切予算は反

映されておりませんことを教育委員会からは申し述

べまして、次年度以降また対応していきたいと考え

ております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ちょっと所管外かもしれま

せんけれども、私がもちろんお祝いの気持ちでやっ

ておりますけれども、メインは人間国宝の榎本さ

ん、せっかく上富良野におられますので、榎本さん

のお手伝いということで私は出させていただいてお

ります。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ありがとうございます。 

二十歳の集いの関連はございませんか。 

それでは、先ほどの回顧誌の件について答弁いた

してもらいたいと思います。 

社会教育班主幹、よろしくお願いします。 

○社会教育班主幹（村上弘記君） ６番林委員の御

質問に対してお答えいたします。お時間を取らせて

しまって申し訳ありません。 

７０部につきましては、前回その保管用というこ

とでお預かりしていたものですけれども、郷土館等

で大学の先生とかそういった郷土館に泥流の関係の

視察に見えた部分ですとか、そういった研究者の方

が来客したときにもうちょっと詳しく内容をという

ことで、その部分で配付していたものがありますの

で、そういった部分で７０部、１００年に一度しか

作りませんので、そういった部分で配付用というこ

とで配付してまいりたいということでございます。 

１８０部の根拠につきましては、九十年のときに
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寄稿していただいた団体がそれぞれございますの

で、そちらに改めてということで、冊子云々という

のはありますけれども、１０年分足したものでまた

冊子にして印刷をしてまいりたいと考えておりま

す。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 自分がちょっと勘違いをし

たのかもしれないですけれども、ページ数が３８０

ページになるものが一冊になるということでいいの

でしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 社会教育班主幹、答弁。 

○社会教育班主幹（村上弘記君） 委員のおっしゃ

るとおり、現在の九十年の回顧誌のページが３６０

ページで、あと１０年分が約２０ページということ

で、合計３８０ページの冊子が出来上がるというこ

とで予定しております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 答弁漏れで、紙媒体以外

に何か考えはあるかとの質疑に対しまして、社会教

育班主幹、答弁。 

○社会教育班主幹（村上弘記君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

九十年分のデータは郷土をさぐる会が持ってござ

いますので、そちらの郷土をさぐる会と調整の上と

いうことで今後検討してまいりたいというふうに考

えております。写真の出どころですとか、そういっ

た部分も少し確認しながら考えていきたいと思いま

す。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほかに、２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） ２０２ページになります。

スクールバスの運行費に関して、この予算委員会の

間、２款の予約型乗合タクシーの事業において、今

般３月３１日をもって事業を廃止する１社の影響で

今後どうなるかという議論がこの間２款でおきまし

て、当然路線バスとスクールバスを兼ねて運行して

いるということで、その１社に今４路線あるうちの

例えば半分をもう担っていただいているとか、そう

いう実態とかはあると思いますが、今後の懸念され

る影響に関してどのように捉えていますか。 

○委員長（岡本康裕君） 学校教育班主幹、答弁。 

○学校教育班主幹（新井 晶君） ２番荒生委員の

御質問にお答えさせていただきます。 

スクールバス路線としては４路線ございまして、

今年度につきましては２社で共同体をつくっていた

だきまして発注しておりまして、実質は１社２路線

ずつ走っておりました。１社がなくなるということ

で御相談させていただいたところなのですが、対応

は可能だというお言葉をいただいております。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございませんか。 

別件で、５番金子委員。 

○５番（金子益三君） １９６ページ、教育支援セ

ンター管理についてお伺いいたします。これはとて

もすばらしい事業で、先進的にやられていると思い

ます。次のページの備品購入費が、例年あまり大き

な予算を取っていないのです。多分その背景には場

所が狭いのかなということも懸念されるのですけれ

ども、こういうところを早めに拡張とかをする予算

というのはこの間ついてないのですけれども、８年

度もあの手狭な場所で頑張られるのか、それとも今

後何かそういう拡張する計画というのは今年度中に

策定するのか、お伺いします。 

○委員長（岡本康裕君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（髙松 徹君） ５番金子委員から

の教育支援センターの拡張、拡充についての御質問

にお答えいたします。確かにあの場所が手狭かと言

われますと、現在利用されているお子さんの状況を

鑑みますと、登録人数は２０名を超えている登録人

数あるのですが、実際に通われているお子さんは１

日３名から４名ぐらいということで、中で過ごされ

る方もいますし、公民館という場所で、あそこは大

ホールもあって体を動かせるということもできます

し、図書室へ行けば本も読めるという、近くには島

津公園があって外遊びもできるという、立地的には

とてもいい場所なので、あそこを移動して別な場所

へとなると、なかなかあれ以上の環境というのも現

在思い浮かばないなというところなので、あと学校

からも程よく遠い、程よく近いという環境にありま

すので、あの場所は大事にしていきたいなと思いま

すので、備品等で必要なものがあれば、それは当然

予算を確保して整備はしていかなければいけないか

なと考えております。 

○委員長（岡本康裕君） ７番茶谷委員。 

○７番（茶谷朋弘君） ２１４ページ、１１節の部

活動地域展開事業のところで講師謝金５万円とあり

ますが、どのような内容で、どのような方を対象に

やられる事業なのか、お伺いします。 

○委員長（岡本康裕君） 社会教育班主幹、答弁。 

○社会教育班主幹（村上弘記君） ７番茶谷委員

の、地域部活動の講師謝金の関係でございますけれ

ども、部活動の地域展開の部分につきましては、実

際まだアンケートを取っただけというような状況で

ございます。アンケートを取った年代も小学五、六

年生と中学一、二年生という部分で、小学生・中学

生全体にというところまではなかなかやっておりま

せんので、地域展開がどのように進むのかという部

分ですとか、そもそも地域展開とは何かというよう
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なところがございますので、方法として効果的な部

分の方策については今思案中でございますけれど

も、小学生の固まりがいいのか少年団の固まりがい

いのかというようなものもありますが、謝金的には

数回できればいいのかなというような部分で今考え

ているところでございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ７番茶谷委員。 

○７番（茶谷朋弘君） 今の説明ですと、部活動の

地域展開というのはどういうものかというのを、地

権者を呼んで子どもたち向けに説明してもらおうと

考えているということなのですか。まだ決まってい

なかったらあれなのですけれども。 

○委員長（岡本康裕君） 社会教育班主幹、答弁。 

○社会教育班主幹（村上弘記君） ７番茶谷委員の

御質問にお答えします。 

すみません、一応保護者向けにということで考え

ております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） この部活動の地域展開事業

ということで、令和８年度から本格的に実現に向け

て動き出す年度ということで位置づけられていると

いうことは、この間教育長とも確認させていただい

ております。その中で、記憶が確かかどうか分から

ないのですが、地域おこし協力隊を登用してその活

動展開に従事いただくような考えをお持ちだったと

思われますが、その考えというのは今も変わらない

のでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 社会教育班主幹、答弁。 

○社会教育班主幹（村上弘記君） ２番荒生委員

の、地域おこし協力隊の関係の御質問にお答えいた

します。 

委員のおっしゃるとおり、地域おこし協力隊の部

分については一応令和８年５月１日からそのような

部分で従事していただくように本年の３月６日から

ホームページで公募いたしているような状況でござ

います。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） この間、我々は所管委員会

でこの部活動の地域展開に関し、先進市町村へ行政

調査に参りましたら、やはり地域おこし協力者の方

が担えるような簡単な位置づけの事業ではないとい

うことを明確に我々は理解しているのですが、もち

ろん当然その地域おこし以外にも職員の方のサポー

トというのは必須だと思うのですが、さらに知見の

ある、また、取りまとめができるよう人材確保とい

うのが必要だと思うのですが、再度この部活動地域

展開の将来に向けた考え方についてお伺いします。 

○委員長（岡本康裕君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ２番荒生委員の、部活動

地域展開事業に対する地域おこし協力隊の活用並び

に今後の方向性についての御質問にお答えいたしま

す。 

私も執行方針で申し述べましたとおり、いよいよ

令和８年度から待ったなしで始まります。国、道か

らもかなりプレッシャーをかけられておりまして、

令和８年度から１３年度までの６年間を期間とし、

前期３年間、後期３年間ということで、平日並びに

休日における部活動の地域展開を自治体ごとでどの

ように進めていくのかということを課題をいただい

ておりますことから、私どもも今回は社会教育に担

当所管替えし、かといって学校教育と切り離すので

はなく、学校並びにそれは小学校の少年団、中学校

の部活動、あと地域の各関係団体、文化連盟、ス

ポーツ少年団、中学校の部活動の先生方と共に、こ

の部活動の地域展開については上富良野町としての

現状把握、アンケートも取ったという話も主幹から

報告させていただきましたが、この現状を踏まえ、

決して焦ることはなく、きちんと地に足をつけて、

皆様にとって必要な活動をどのような形で上富良野

町としてやっていくのが一番いいのかを、これは皆

さんといろいろコミュニケーションを取りながら、

しっかりとそれに向けて進めていきたいと思いま

す。 

地域おこし協力隊の方がお手伝いをしていただく

ものであり、その方に丸投げするものではございま

せん。きちんとうちの教育委員会の所管の中でこの

業務を位置づけ、スタッフにも勉強していただき、

先進地である上川管内にもありますので、そことも

情報共有しながら、あと北海道、上川教育局からも

きっちりと指導いただきながら、町としての方向性

について進めていきたいと考えています。 

さらに、先ほど荒生委員から、一人ではなかなか

大変ではないかということで、既に道外研修で行っ

たところの報告を私も受けておりますので、それに

ついてはきちんと内部で精査し、今後の方向性につ

いてまた御相談、報告等を併せてしていきたいと考

えています。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございませんか。 

１２番、小林委員。 

○１２番（小林啓太君） ２１６ページの分館管理

費、分館事業費に関してお伺いします。この辺りの

歳出が確か令和９年度においては２款総務費の自治

会活動推進費に統合されるというようなお話があっ

たと思います。それを令和８年度中に住民会の方々
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といろいろ整理していかなければならないことが多

分にあると理解しておりますが、令和８年度におい

てどのようなことを整理して令和９年度につなぐお

考えかをお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（髙松 徹君） １２番小林委員か

らの分館の今後の整備についてというお話です。令

和７年度までに各分館長、それから分館主事、住民

会長も交えまして会合を持たせていただきまして、

まず分館という位置づけをなくすということの御理

解をいただきました。それと、分館という建物の管

理についても、集会施設という扱いで今後管理して

いくということでこちらも御理解いただきました。 

令和８年度どうするかについては、建物の管理に

関する地域の方への管理費用等の助成等の仕組みに

ついて職員側でどういう仕組みでつくっていくかと

いう部分の協議が残っているのかなという部分を感

じているところです。地域の方については御理解い

ただいているというふうに思っております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） １２番小林委員の、分館

事業の今後の在り方についての御質問にお答えさせ

ていただきます。 

この事業につきましては、多分議員は御存じかと

思うのですが、市街地の住民会と郊外の住民会にお

いて活動によってお金の流れが二通りあります。町

は全部２３住民会に今で言いますと町民生活課自治

推進班から交付金という形で出ております。ただ、

１１の郊外型の公民館の分館事業につきましては教

育委員会が所管し、分館長並びに分館主事を任命

し、謝金を払い活動を行っていただいてきた経過が

ございます。 

しかし昨今、既に公民館事業をやっていたときは

分館を起点にそこの集落をきちんと文化継承してい

くということを基本に支えてきた事業でございます

が、今はもういろいろな事業を全て町のほうを中心

に公民館並びに社会教育総合センターで様々なス

ポーツ・文化活動をし、皆さんがそちらに集合して

いただいております。 

地域では何を活動しているかといいますと、住民

会を基本に各町も郊外も皆さん活動しているという

実態がありましたので、これはきちんとその活動の

実態とお金の補助金並びに交付金、あと各施設の維

持費については、きちんと町として考え方を持って

各皆様と実態については２年間共有し、そしてこれ

については皆さんと合意を得ましたのでそちらに、

やはり町長からも私たちはよく言われています、選

択と集中といいますか、やはりコンパクトな機能に

なっていくべきだというところと、あと郡部からの

第一の原因は役員の担い手がいない、住民会に役員

もいる、公民館の分館長、分館主事もいる、施設の

管理もやらなければいけない。役員はいっぱいいる

のだけれども、やはりみんなそれだけではないと。

ほかの外郭団体の役員も担っていますので、そこは

もう少しコンパクトにしていただけたほうが地域も

大変助かるという御意見もありましたので、ここ２

年間かけて皆様といろいろな話合いをして今進めて

いくところでございます。 

教育委員会としましては、公民館事業をなくすわ

けではございません。公民館の本館、社会教育総合

センターも含め、そこの事業はきっちりと町民全員

に対してきちんとその事業提供を進めていきますの

で、この分館事業につきましては住民会の活動に統

合していくという考え方で進めてまいります。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） 教育長のお考えは大変よ

く分かりました。また、地域によっても様々な実態

があることも存じ上げております。 

１点、私自身も心配だったり地域でもよく心配事

として上がることが、私が住んでいる地域では比較

的積極的に文化活動を行っている地域でありまし

て、その活動の内容は、社会教育上も手前みそです

が必要な活動を行っているのではないかなという自

覚もあったりしますが、これが所管が替わっていく

ことによってその価値が毀損されないかどうかはす

ごく心配している方が多いのですが、その辺りを活

動内容によっても継続の必要があるとかないとか、

そういうことも何かこの令和８年度に整備されてい

くのかなというイメージを持っておったのですが、

令和９年に町民生活課にバトンを渡す上で令和８年

度中に教育長として何か整理しておかなければなら

ないということを、繰り返しになってしまうかもし

れませんが、再度答弁を求めます。 

○委員長（岡本康裕君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） １２番小林議員の、地域

で現在やっている事業の継続性については、これは

私どもが、ああせい、こうせいと言うことは一切申

し合わせていません。やはり地域が根ざして活動し

てきたことは継続すべきだと考えております。それ

に係る経費につきましては、多少そこの補助金、交

付金、あと自己負担をどうするか、そういう課題は

多少あるかと思いますが、やはり皆さんはコロナで

何年間も活動ができない状態で大変地域が疲弊した

というのも聞いております。ただ、このように皆さ

ん地域で集まることに改めて皆様がその活動のよさ

に気がついていただいているのも実態でございます
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ので、そこはしっかりと下支えをしていくことが大

事だと思います。ただ、教育委員会から所管が離れ

るから活動に制約があることは町としてはしてはな

らないことだと思いますので、所管が替わってもき

ちんとその辺についてはしっかりと引き継ぎしてい

きたいと思います。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連で、４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 去年でしたか、地域の分館

との議会懇談会がありまして、そこでやはりクー

ラーの話が出たのです。そういった状況でクーラー

の設置も必要ではないかということで、必要性があ

るかどうかということも含めて、もう一度この文化

等における今後どうするのかということも含めて、

見解を求めたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 社会教育班主幹、答弁。 

○社会教育班主幹（村上弘記君） ４番米澤委員の

御質問にお答えいたします。 

例年、分館におきましては、施設要望といいます

か、あれこれ直してくださいとか、建物全体の塗装

ですとか、そういった要望を聞き取る場面がござい

ます。ただ、我々のところはエアコンの部分につい

ては届いておらなかったのですけれども、上富良野

町の集会施設経費負担基準というものがございまし

て、平成２１年につくられたものではありますが、

その中でいろいろストーブとか備品とかというとこ

ろの項目があって、当時の部分ですのでエアコンと

いうものはありませんが、ストーブと同様のものか

なというようなところで、設置については町、保全

については地域という基準のところに該当するのか

なというところがあります。 

また、前提としてそのエアコンをつけるだけの電

力量があるのかというような部分もありますけれど

も、この部分は同様の基準で次の担当のところに引

き継がれていくようなことになろうかと思います

し、電気代については現在分館と町が２分の１ずつ

負担するようなことで交付金を支出しておりますの

で、新しい基準の部分ではその部分が継続されるよ

うなことで説明会でも説明しておりますので、今後

の部分は、前年度に向けての部分を８年度で引き継

いでいくような形になろうかと思います。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連ではなく、１１番北

條委員。 

○１１番（北條隆男君） ２２２ページの島津球場

のナイター設備のＬＥＤ化なのですけれども、ここ

には載っていないのですけれども、あれもやはり公

共施設に入るのかなと思ってここで聞くのですけれ

ども、道路ではないでしょう。それで令和８年度中

に公共施設は全部終わらせると言っていたのがこれ

に載っていないので、その辺はどうなるのかなと

思って確認です。 

○委員長（岡本康裕君） 社会教育班主幹、答弁。 

○社会教育班主幹（村上弘記君） １１番北條委員

の御質問にお答えいたします。 

公共施設のＬＥＤ化の使用料については、令和７

年度中に終わったものが令和８年度からリース料が

かかってきますので、令和８年度の予算に計上され

ております。島津球場につきましては、令和８年度

に工事を予定しているということでございますの

で、リース料については令和９年度から発生するか

というふうに思います。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） 電気料はいいのだけれど

も、ただ、ＬＥＤ化にするのはこれに載っていない

ので、ここで予算は見ていないのですかという確認

しているだけで、やるのはやるのだとするとそれは

どこの予算で見ているのかなと思うのです。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） １１番北條委員の御質

問にお答えさせていただきます。 

２款のときにもお話しさせていただいております

が、ＬＥＤ化に係る２か年分の経費につきましては

２款で見させていただいております。終了した施設

のリース料につきまして随時それぞれの事業費に組

み入れさせていただいているということです。 

今お答えいただきましたが、令和８年度で島津球

場もＬＥＤ化を予定しておりますので、よろしくお

願いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） ２２４ページのスキーリフ

トの関係でお伺いします。こちらに３８７万８,０

００円とあります。これはチェアリフトの修理とい

うことでの修繕費ということでよろしいですか。 

○委員長（岡本康裕君） 社会教育班主幹、答弁。 

○社会教育班主幹（村上弘記君） ８番中瀬委員の

御質問にお答えします。 

１０節の修繕料の内訳でございますけれども、令

和７年度シーズンの前にモーターの調子が悪かった

というようなことで、なんとか今年度については営

業できた部分がございますので、令和８年度につい

てはそのモーターとブレーキの交換について３５２

万円ということで計上しておりまして、残りは通常

の圧雪車の修理というようなことで３５万５,００

０円を予定しております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 
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○８番（中瀬 実君） 昨年度も圧雪車を３５万

８,０００円ほど修理ということで出ております。

今シーズンは圧雪車が故障して動かなくてスキー場

の整備ができなかったという期間があったと思いま

す。それは基本的には整備が行き届いていなかった

のかどうなのか分かりませんが、あそこに来るス

キー客に迷惑をかけたと思うのです。それは何が原

因でそうなったのか、今後においてもそういうこと

が起きると思いますから、それはどうだったので

しょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 社会教育班主幹、答弁。 

○社会教育班主幹（村上弘記君） ８番中瀬委員

の、圧雪車の故障の関係の御質問にお答えいたしま

す。 

例年、シーズン前に車検のような部分で整備を行

いましてシーズンに臨むのですけれども、今回につ

いては２月４日に故障が見つかって、燃料に行くパ

イプが壊れたというようなことで、その後修理をお

願いして、実際修理が完了したのが３月５日という

ことで、約１か月スキー場の管理の方についてはス

ノーモービルで整備を行っていただいたというよう

なところで、かなりぼこぼこだったのかなというふ

うに思いますけれども、なかなかその部品の供給で

すとかそういったものがすぐ提供できないような状

況だったというようなことでしたので、そういった

部分で修理までに時間を要したということでござい

ます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） 少なくともスキー場を利用

している方は、確かに子どもたちなどは無料になっ

たりしていますけれども、そういうゲレンデの状態

が非常に悪くてもお客さんが来て使っていたわけで

す。そこら辺は圧雪車をきちんと整備していないと

ころでけがとかそういったものがもし起きたときに

は、やはりスキー場を管理している上では非常にま

ずいと思うのです。だから、毎年３５万８,０００

円ですか、そういった点検整備をしていた。その点

検整備をしていたにもかかわらずそれを見抜けな

かったというのは、やはりそれは落ち度だと思うの

です。だからそこら辺は今後においてもそういうこ

とがないようにしていただかないと、スキー場を利

用している方に対して失礼に当たります。そこら辺

はきちんとやっていただきたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ８番中瀬委員の、スキー

場の整備に対しましての御質問にお答えいたしま

す。 

中瀬委員のおっしゃるとおり、故障してから部品

発注、完了までは、クローズを目の前として機械が

直ってもそれは作動することが本当に行政サービス

につながるものではなかったことは、私も心からお

詫び申し上げればならなければいけない案件だった

と思います。また、従業員の方については、圧雪車

を使えばあのくらいの面積であれば業務的に可能で

ある状況であるのに、スノーモービルで本当に多大

なる労苦をかけたと思っております。ただ、圧雪車

もかなり老朽化してきているようなので、今年も同

様の金額を予算計上させていただいておりますが、

しっかりとシーズン前に点検させていただいており

ますので、今年のことも踏まえまして、来年度の点

検についてはきちんと業者にも確認した上で、ほか

にもどのようなことが今後予測されるのか、その辺

については十分情報を共有しながら修繕、対応には

当たっていきたいと考えておりますので、よろしく

お願いいたします。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほかにございませんか。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） １９２ページの教育総務費

一般管理費で報酬、いじめ問題審議会委員という形

になっております。この方のメンバーは何人で、ど

ういった役職等が配置されているのかをお伺いいた

します。 

○委員長（岡本康裕君） 学校教育班主幹、答弁。 

○学校教育班主幹（新井 晶君） ４番米澤委員の

御質問にお答えさせていただきます。 

いじめ問題審議会委員につきましては、現在６名

いらっしゃいまして、メンバー的には民生児童委

員、人権擁護委員、青少年健全育成をすすめる会か

らお一人、生活安全推進協議会からお一人、ＰＴＡ

連合会からお一人と、あと学識経験者というメン

バーとなってございます。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 近年、いじめと思われるよ

うな現象が起きているという状況で、全国的にもま

た問題になっているかというふうに思います。町に

おいてはこういったいじめに対する電話、かみふら

のあんしんラインやミニレターとかいろいろな形の

中で、直接先生などに相談されるというケースがあ

るということであります。 

そこで伺いしたいのですが、今、この間いろいろ

な話の中では、子どもたちの相談しやすい環境の問

題とか、いろいろ相談はあるのだけれども、十分対

応できるような体制がまだまだ不足しているのでは

ないかというような話もありまして、今年度に至っ

てはそういった部分に対する対応というのはどのよ

うになってくるのか、お伺いいたします。 
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○委員長（岡本康裕君） 学校教育班主幹、答弁。 

○学校教育班主幹（新井 晶君） 米澤委員の御質

問にお答えさせていただきます。 

令和８年度から新しく取り組む対応ということで

は新しく増えるものはございませんので、先ほど米

澤委員のおっしゃったミニレターだとかというよう

なことにはなっていくこととなっております。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 体制は十分かどうかは私も

分かりません。十分ではないけれども、いろいろな

令和６年度の教育委員会の行政評価の中では、そう

いった体制や時間を取ることができなかったという

ふうに書いてありまして、そういうことでどういう

ふうになっているのかなというふうにお伺いしたの

ですけれども、その体制についてお伺いいたします 

○委員長（岡本康裕君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ４番米澤委員の、町のい

じめ問題の状況についての御質問にお答えさせてい

ただきます。 

現在いじめ問題審議会委員については６名という

ことで、年何回かの開催ということで実施させてい

ただいております。既に学校では、まず６月、次に

１１月、令和７年度につきましては今年２月に３回

目のアンケートを取ってございます。 

各アンケートの項目につきましては、全て子ども

たちから学校で把握し、その中で認知をした段階で

全て個別面談し、学校で対応していただいておりま

す。現在のところ、経過観察中の方は１件というふ

うに聞いておりますが、全て３か月間の経過を持ち

改善に向かっているという現状の状況でございま

す。 

我が町におきましても、いじめの問題はゼロ件で

はございません。必ずいじめの認知としては各学校

においてやはり起きている内容でございます。た

だ、そこのいじめという定義ですが、本人が嫌な思

いをしたと言えばそれはいじめということで、今、

町内の学校では全てそういうことでの認識だという

ことで全体で共有させていただいております。です

から、いじめと感じたほう、いじめをしたと分かっ

ていないほう、ここのやはり心のとか、ものの考え

方については、まだまだ教育現場ではここはきちん

と教育委員会も挙げて各学校と連携していかなけれ

ばいけない課題だと考えております。全国、全道で

も実際に数字が上がっておりますが、我が町でも

しっかりとここは子どもたちの育ちの障害になるこ

とがないよう支えていきたいと考えております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございませんか。 

ほかにございませんか。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） １９６ページの教育支援セ

ンターについてお伺いいたします。先ほども１日に

３人か４人ぐらい利用されているということで非常

に大事な安心できる居場所ということで理解してお

ります。 

この間の令和６年度の教育評価の中に、人材確保

が非常に難しい中、現在４名のスタッフ体制の維持

の中で大変工夫を今後しなければならないというこ

との話が載っております。同時に、今後の取組とし

ては、正職員などの配置も含めて工夫すべきだとい

うような、そういった評価もされております。この

評価は非常に大事な評価だと思いまして、いろいろ

と人員配置も考えながら、教育支援センターの職員

配置もされて、それに対する子どものこういった不

登校問題やいろいろな問題に対応するという状況に

なっているかというふうに思いますが、今後こうい

う行政評価を踏まえた、人員の確保の問題、正職員

に置き換える問題というのはどうお考えなのか、お

伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ４番米澤委員の、教育支

援センターの体制整備についての御質問にお答えい

たします。 

現在４名、うち正職員は１名、地域おこし協力隊

１名、会計年度等その他２名ということになってい

ます。ただ、資格は臨床心理士、公認心理士を持っ

た者が３名、また、教員の免許を持った者も含まれ

ており、１名は保育士、また、精神カウンセラーを

持った者が１名ということで、大変うちの町として

は全道の中でもこれだけそろえている町はほかにな

いというぐらいお墨つきをいただいております。 

先ほどうちの職員からも答弁しましたように、今

二十数名の不登校、また、予備軍としましても三十

数名のカウンセリングを実際に行っています。ま

た、週においては、各学校にうちのスタッフが赴

き、来る子を待つのではなくて、自らうちのスタッ

フが学校に赴き、やはりそこで予防的に子どもたち

と先生方とコミュニケーションを取ることで、これ

以上不登校を増やさないということで、今目標に向

けて切磋琢磨していただいています。 

私が聞いている情報では、昨年から見ますと全体

的な数字はうちの町は下がってきています。ただ、

現場としては小学生が少し伸びている。その理由も

明確にこの間分かりましたので、それは各学校と連

携し、今、教育支援センターのスタッフと各学校と

は連携して、令和８年度に向けて進めていきましょ

うということで、それについては取組を進めるよう

になっています。 
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また、教育支援センターの職員整備につきまして

は、そのような現状と課題、施設的な課題は先ほど

答弁しましたけれども、スタッフの人員体制につい

ては、きちんと体制を整えて、令和８年度にはこれ

につきましてはなんとか、町の職員の定数の問題も

ありますが、ここはきちんと資格を持った職員を職

員に迎えて体制整備を行えたらというふうに現在私

も考えております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） これは定数の問題ですから

町長にお伺いしたいのです。これは非常に大事な問

題で、いろいろな体制を取りながら支援体制、なる

べく不登校の子どもを増やさないような取組等を

行っているという形になっております。 

ここで障害になるのは定数枠の問題です。町長は

日頃からこの定数枠については財政改革も含めて定

数枠は増やさないという状況になっております。し

かし一方で、社会現象も含めて上富良野町にはこう

いった不登校、いじめの問題でいろいろな形で心を

病んでいる子どもがいるという状況になっていると

いうことを考えれば、家族も含めて子どもをやはり

支援していくということをきっちりと押さえる必要

があるというふうに思います。そのためには、一定

の正職員に置き換えるなどしながら、こういう問題

をやはり少しでも前へ進めるということが大事だと

思いますが、まず支援体制と定数枠を含めてこうい

う問題については町長はどのようにお考えでしょう

か。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長。 

○副町長（佐藤雅喜君） ４番米澤委員の御質問に

お答えします。 

まず定数のお話です。教育委員会の定数について

は条例できちんとうたってございますので、現在の

ところ正規の職員についてはその条例の範囲内で採

用して働いていただいているところでございます。

委員の御心配のような教育支援センターについて

は、１名の正職員の配置をしっかりと新年度から取

り組んでいくように、まだ内定、内示の段階ですけ

れども、そういった方向できちんと考えていきたい

というふうに考えております。 

あと、全体の定数の話を委員からいただきまし

た。それで、委員の御心配するとおりいろいろな分

野で専門の方、特定の技能や資格をお持ちの方をマ

ストで配置しなければならないというような状況を

きちんと鑑みた上で、あとは委員も御心配されてい

る財政の面も人件費の面もしっかりと、あまりにも

過大になることも許されませんから、そういったこ

とも含めながらやっていきたいと思います。今回の

件につきましては、教育支援センターという性格上

しっかりとした専門の職が必要という、委員の御指

摘のとおり、しっかりと次年度以降、まだまだ確定

ではありませんけれども、そういった方向で今そう

いった人選等も含め考えていますので、とはいえ、

最後にどうしてもマイナスなことを言ってしまうの

ですけれども、全体のことというのは無尽蔵に増や

すことできませんので、その施設や事業における必

要な専門の方の配置、そういったものをしっかりと

バランスを考えながら検討を進めながら、採用なり

そういうような配置というものをしっかりと取り組

んでまいりたいと思いますので、御理解を賜りたい

と思います。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございませんか。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） ２１８ページで図書館運営

という形になっております。この問題についても同

じことを聞くのですが、図書司書を配置しながら、

地域の学校と連絡しながら、子どもたちの読み聞か

せをはじめこういった内部的な力をつけるための対

策として、また、司書の配置によってかなりボ

リュームのある内容で図書館の運営がされていると

いう状況になっております。こういった面でも、会

計年度ではなくてやはり司書という形の職責をきっ

ちりと、責任を今でも持っておられますので、そう

いうことも含めてやはりこういった部分に対しても

正職員を配置する必要があるのではないかなという

ふうに思いますが、お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ４番米澤委員の、図書館

に置いています司書有資格者の今後の任用について

でございますが、現在、地域おこし協力隊の制度を

活用し今配置させていただいております。やはり図

書館司書がいることで、共に働くほかの資格のない

方たちも、そこでやはり資質の向上が図れますし、

学校の教職員とも情報連携し、そこについてはしっ

かりとした支援ができていっているのではないかと

思います。また、読み聞かせボランティアとの連携

もありますし、質問は受けていませんが、いよいよ

今度は郷土館にもそのような制度を活用して学芸員

の配置も令和８年度から予定しておりますので、我

が町として初めての学芸員も置くことになりますの

で、きちんとこの辺については、大正泥流の事業の

こともありますし、ジオパークの関連もありますの

で、その辺についてはやはり有識者のそういう識見

と、やはり学びについて、私ども職員も学べる機会

ということで、これについては積極的に活用してい

きたいと考えています。ただ、職員の採用につきま

しては町長部局との協議が必要となりますので、着
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実に私ども教育委員会としてそれについては協議を

前向きにしていきたいと思います。ただ、かなうか

どうかはまだなかなか分からないところでございま

すので、これにつきましては米澤委員、すみません

がもう少しお時間をいただけますようお願いいたし

ます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） ぜひ、時間はかかるかもし

れませんけれども、郷土館にもそういう方が配置さ

れることになりますので、併せてきっちりとした対

処をお願いしたいというふうに思っております。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございませんか。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） ２２０ページの今年度から

工事請負費ということで郷土館の扉とか、階段で

しょうか、修理するということで工事請負費が計上

されております。それで、解体についてはゴム製の

ものを手すりに貼るということで設置するというこ

となのですが、スロープ等については以前からも同

僚の議員からも指摘がありまして、そこら辺は今回

改善に至らなかったわけですが、どういう理由か伺

いたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（髙松 徹君） ４番米澤委員から

の御質問にお答えいたします。 

郷土館の改修につきましては、委員が今言われま

したとおり、令和８年度は階段のゴムチップを貼る

改修、それから正面扉の今のドアの形から引き戸に

するという改修を行います。その中でスロープの改

修はなかったのかということなのですが、確かに今

は階段ということなので、足の悪い方、車椅子の方

が来られた場合は御不便をかけているところではあ

ります。本来であればスロープを設けて段差を解消

したいところではあるのですが、建物の構造上どう

しても段差が高く、あれをスロープ化するとなると

かなりの延長の工事が必要で、工事費も当然かかっ

てくるという部分でありますので、その部分で経費

がかかる部分で断念しております。 

対応としましては、今も来客があった際は、職員

が常駐しておりませんので、インターホンで公民館

の職員を呼んでいただくという形になっております

けれども、例えば車椅子の方が来られた場合、階段

で職員が持ち上げて中に入っていただくという対応

は取れるかなと思います。ただ、以前も御説明しま

したけれども、中に入ったとしても、では次に２階

に行けるのかという話がありますが、その部分につ

いては来年度以降、２階の展示物をどのように見せ

るかという形で、例えばタブレットを利用して何か

ＱＲコードを読んだら音声ガイドが流れるとか映像

が流れるとか、そういうような対応も考えていける

のかなと思いますので、実際そこに行って目で見て

いただくのが一番いいとは思うのですけれども、か

なわない場合はそれに似たような対応は取っていき

たいと考えております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございませんか。 

１１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） 関連の確認で、今の工事

に対して、インターホンで呼ぶというけれども、車

椅子の人が来ても呼べるのですか。インターホンま

で届くということでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（髙松 徹君） １１番北條委員の

御質問にお答えいたします。御指摘のとおり、車椅

子の方が単独で来られた場合は、実際インターホン

自体は階段を上った先にありますので、単独で来ら

れた場合は現在の形だと私が答弁したような対応は

できない状態です。介助人の方がいらっしゃる場合

は対応できるかと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございませんか。 

ほかに質疑はありませんか。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 前回から小中学校に対する

生理用品の配布という形でうたわれておりました。

今年度も、どこで見たらいいのか分かりませんけれ

ども、そういったもののきちんとした対応というの

はされているかどうか確認しておきたいと思いま

す。 

○委員長（岡本康裕君） 学校教育班主幹、答弁。 

○学校教育班主幹（新井 晶君） ４番米澤委員の

御質問にお答えさせていただきます。 

小学校管理運営費と中学校管理運営費の中の消耗

品の中で予算を見てございます。配布させていただ

く予定となってございます。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございません。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） ２０６ページになります

が、中学校費の全般についてお伺いしたいのです

が、例えば環境問題とかで今は外部講師を呼びなが

らそういった問題に取り組もうとかいろいろあるか

というふうに思います。あと、性の問題とか取組を

いろいろと普段から体育かどこか分かりませんが取

り組んでいるというような状況はあるかというふう

に思いますが、そういった部分での性に関する問題

等について、この間こういう予算を使いながら子ど

もたちに性教育をいろいろと性について知ってもら

おうと、個人の尊厳を大事にするということをこう
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いったところから学ぼうということの話が出てきて

いるかというふうに思いますが、上富良野町ではこ

ういったものはどのように対処されているのか、お

伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 中学校費全般は勘弁し

て、予算にしてください。答弁できますか。 

教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ４番米澤委員の、小中学

校における性教育に関連しての御質問にお答えさせ

ていただきます。 

生理用品はもちろんトイレに養護の先生方が確実

に置いて、実態も確認し、あと子どもたちの身体の

状況についても確認していただくように教育委員会

としてもお願いしています。 

あと、学習の場面なのですが、令和８年の先日３

月６日、町内で活動しているコーディネーターの方

たちと養護教諭とが中心となり、中学校において、

ジェンダーレス、性別との関連性、あとちょうど３

月８日が国際女性デーということもあったので、そ

れと関連して、事業というよりもまず知っていただ

こうということで、今年から着手を開始したところ

でございます。今回は各中学校での授業ですけれど

も、小学校の教員たちも皆さん見学して、小学校で

どういう形でその授業を進めていこうかということ

で、まずは養護教諭の先生と地域のリーダーの方た

ちがつながっていただく。あと保健体育、家庭科等

でも全てその辺については連携して、来年度新しく

着手していこうと考えております。そしてこれは男

性、女性関係なく全ての子どもたちに教育の場面を

与えていこうと思っています。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 令和８年度予算について

の質疑を行っておりますので、ページ数を言って項

目を挙げて質疑をしていただきたいと思います。 

ほかにございますでしょうか。 

７番茶谷委員。 

○７番（茶谷朋弘君） １９４ページの教職員住宅

管理費についてお伺いしたいのですけれども、現在

教職員住宅は何軒あって入居は何件あるのかお伺い

してもよろしいですか。もし今分かればでいいので

すけれども。 

○委員長（岡本康裕君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（髙松 徹君） ７番茶谷委員の、

教員住宅の関係で御質問にお答えいたします。 

現在管理している戸数は１３戸で、現在居住され

ている戸数は８戸となっています。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ７番茶谷委員。 

○７番（茶谷朋弘君） 今どの学校でも多分通いの

先生が多いと思い、今後もその傾向は続くと思いな

がら、空き部屋があるということで、多分ここが埋

まることというのはなかなか難しいと思うのですけ

れども、その空き部屋を埋めるように促すだった

り、教職員以外の方への活用などを今年度でお考え

があるかどうかをお伺いします。 

○委員長（岡本康裕君） 学校教育班主幹、答弁。 

○学校教育班主幹（新井 晶君） ７番茶谷委員の

御質問にお答えさせていただきます。 

茶谷委員のおっしゃるとおり必ずしも今は教職員

住宅に住まなくてもいいということになってござい

ます。そちらにつきましては管理職の教頭、校長も

同じ状態となっております。そういう中でだんだん

と建物も古い状況が重なってきておりますので、お

住まいになられる先生もだんだんと少なくなってき

ている現状でございます。教職員住宅として使用し

なくなった場合につきましては、用途を廃止しまし

て総務課に返還させていただいております。ですか

ら、必ずしも学校の先生に教職員住宅に住んでくだ

さいというようなお話は今のところできないものと

なってございます。状況的には、東中はまた地区的

なものもありますので、そちらにつきましても住宅

の戸数は確保はしていきたいなとは思ってはござい

ます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ７番茶谷委員。 

○７番（茶谷朋弘君） ということで、現在空いて

いる部屋を今すぐ町にという考えは取りあえず今の

ところはないということでよろしいですか。今後は

そういう可能性もあるということで。 

○委員長（岡本康裕君） 学校教育班主幹、答弁。 

○学校教育班主幹（新井 晶君） ７番茶谷委員の

御質問にお答えさせていただきます。 

一般の教員のお住まいになられる住宅については

ほぼほぼなくなってきている状況です。先ほど申し

ました管理職・校長・教頭住宅を今持っている段階

になっておりまして、こちらにつきましても先ほど

言いましたとおり通いも認められる時代になってき

ております。その中で住宅も老朽化が進んできてお

りますので、こちらについてどこまで持っていくか

についてもこれからの検討課題だと考えておりま

す。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございませんで

しょうか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、歳出９款教育

費の質疑を終了いたします。 

ここで説明員が交代いたしますので、少々お待ち
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ください。 

（説明員交代） 

○委員長（岡本康裕君） 次に、２２９ページの１

０款公債費から２４０ページの地方債に関する調書

までの質疑を行います。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） ２３６ページの給与費で、

前回も聞いたかと思うのですが、副町長の複数制と

いう形で働きかけているという形の話がありました

が、今回もこういう問題については町長はどこまで

どうなっているのかよく分からないのですけれど

も、お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ４番米澤委員の御質問にお

答えしたいと思います。 

副町長の定数を２人ということをお認めいただき

まして、この２を使ってパフォーマンスを上げてい

くためには、いろいろ私も考えておりますが、人事

に関することですので多くは語れませんが、いろい

ろ模索はしている最中で、今後将来何か動きがある

ときは、しかるべきといいますか、当然承認事項で

ありますので、それはしっかりと皆さんに上程して

お示ししていくと。現在のところその時期、人選に

ついてもまだまだ模索の段階であるということで

す。 

○委員長（岡本康裕君） 関連、ございませんか。 

ほかにございますでしょうか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、歳出１０款公

債費から地方債に関する調書までの質疑を終了いた

します。 

これをもって、議案第１号令和８年度上富良野町

一般会計予算の質疑を終了いたします。 

以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

本日は、これにて散会いたします。 

今後の予定を事務局長から説明いたさせます。 

事務局長。 

○事務局長（谷口裕二君） 明日３月１２日は本委

員会の３日目で、開会は午前９時であります。定刻

までに御参集願います。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） お疲れさまでした。 

午後 ４時５２分 散会  
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  正確なることを証するため、ここに署名する。 

 

 

     令和８年３月１１日 

 

 

予算特別委員長    岡 本 康 裕 
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令和８年上富良野町議会予算特別委員会会議録（第３号） 

 

令和８年３月１２日（水曜日） 午前９時００分開議  

─────────────────────────────────────────────── 

○委員会付託案件 

議案第 ２号 令和８年度上富良野町国民健康保険特別会計予算 

議案第２７号 上富良野町国民健康保険財政調整基金の一部支障について 

議案第 ３号 令和８年度上富良野町後期高齢者医療特別会計予算 

議案第 ４号 令和８年度上富良野町介護保険特別会計予算 

議案第 ５号 令和８年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計予算 

議案第 ６号 令和８年度上富良野町水道事業会計予算 

議案第 ７号 令和８年度上富良野町簡易水道事業特別会計予算 

議案第 ８号 令和８年度上富良野町公共下水道事業特別会計予算 

議案第 ９号 令和８年度上富良野町病院事業会計予算 

─────────────────────────────────────────────── 

○出席委員（１２名） 

   委 員 長  岡 本 康 裕 君   副 委 員 長  金 子 益 三 君 

   委   員  佐 藤 大 輔 君   委   員  荒 生 博 一 君 

   委   員  湯 川 千悦子 君   委   員  米 澤 義 英 君 

   委   員  林   敬 永 君   委   員  茶 谷 朋 弘 君 

   委   員  中 瀬   実 君   委   員  井 村 悦 丈 君 

   委   員  北 條 隆 男 君   委   員  小 林 啓 太 君 

   （議長 中澤良隆君 （オブザーバー）） 

─────────────────────────────────────────────── 

○欠席委員（０名） 

─────────────────────────────────────────────── 

○地方自治法第１２１条による説明員の職氏名 

 町 長  斉 藤   繁 君     副 町 長  佐 藤 雅 喜 君 

 教 育 長  鈴 木 真 弓 君     代表監査委員  中 田 繁 利 君 

 農業委員会会長  井 村 昭 次 君     会 計 管 理 者  上 嶋 義 勝 君 

 総 務 課 長  上 村 正 人 君     企画商工観光課長  宮 下 正 美 君 

 町民生活課長  安 川 伸 治 君     保健福祉課長  三 好 正 浩 君 

 農業振興課長  山 内 智 晴 君     農業委員会事務局長  林 下 里 志 君 

 建設水道課長  菊 池   敏 君     教育振興課長  高 松   徹 君 

 ラベンダーハイツ所長  武 山 義 枝 君     町立病院事務長  長 岡 圭 一 君 

 関係する主幹・担当職員 

 

─────────────────────────────────────────────── 

○議会事務局出席職員 

 局 長  谷 口 裕 二 君     次 長  甲 斐 幹 彦 君 

 主 事  進   梨 夏 君 
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午前 ９時００分 開議  

（出席委員 １２名） 

─────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 御出席、誠に御苦労に存

じます。 

ただいまの出席委員は１２名であり、定足数に達

しております。 

これより、令和８年上富良野町議会予算特別委員

会、第３日目を開会いたします。 

直ちに本日の会議を開きます。 

本日の審査日程について、事務局長から説明いた

させます。 

事務局長。 

○事務局長（谷口裕二君） 本日の審査日程につき

ましては、さきにお配りしました日程で進めていた

だきますようお願い申し上げます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） これより、議案第２号令

和８年度上富良野町国民健康保険特別会計予算並び

に議案第２７号上富良野町国民健康保険財政調整基

金の一部支消についてを議題といたします。 

提案者より補足説明があれば、発言を許可いたし

ます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、これより、歳

入歳出を一括して、８ページから１０ページ及び２

４３ページから２８３ページまでの予算全般並びに

議案第２７号上富良野町国民健康保険財政調整基金

の一部支消についての質疑に入ります。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） ２７１ページの特定健診診

査等事業についてお伺いいたします。 

１２節の委託料という形で、今回もほぼ前年度並

みの予算計上をされておりますので、これは人員等

においてもほぼ前年度並みという形で受け取ってい

いのか、まずお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 総合窓口班主幹、答弁。 

○総合窓口班主幹（高橋静香君） ４番米澤委員の

特定健診の委託料の関係についてお答えします。 

令和８年度につきましては、集団健診が１,１３

０人、個別健診６０人で計上しております。若干、

人件費等と物価高騰の関係で、委託料が上がってい

る関係で変動していますが、前年並みの推移として

おります。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） この若年者健康診査につい

ては、例年、若年層の健康の定期診査を受けるのが

若干毎年少ないという状況があると思います。そこ

を狙って、今回もこういう予算を計上しながら受診

率の向上につなげたいと思って予算計上されたのだ

と思うのですが、引き続き４０代、５０代、あるい

はどんどん年齢層が低くなるにしたがって、そこら

辺をターゲットして、今回さらに内容を充実したと

ころだとかというのはありますか。どのように、若

年層の受診率を高めるようにするのかというところ

も含めて、お伺いしたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 健康推進班主幹、答弁。 

○健康推進班主幹（菊池寿子君） ４番米澤委員の

若年者健診の受診率向上について、お答えさせてい

ただきます。 

こちらにある若年者健康診査の対象者なのですけ

れども、２０歳から４０歳未満で、健康保険の処理

は関係なく、職場健診等がない方ということで、防

衛省共済の４０歳になられていない奥様とか、そう

いう方も対象にさせていただいております。 

こちらなのですけれども、受診率というよりは、

職場健診での実施や国保加入者の方の減少もありま

して年々減ってきてはいらっしゃいますが、母子保

健事業とか様々な保健事業の中で、健診の受診機会

を教えていただきながら、受診勧奨をさせていただ

いております。 

特に妊婦健診等で、妊娠中から高血圧、妊娠糖尿

病という診断がついている方に関しては必ずこちら

の健診を受けていただくように、若いときから健診

を受けていただき、４０歳になられたときには各健

康保険が実施している特定健診を受診していただく

ように、つなぎとして実施している健診になってお

ります。 

あと米澤委員からお話がありました４０歳、５０

歳の若い方の受診率については、一般的な特定健診

ということになりますが、そちらについても令和７

年度６０％以上を目指して取り組んでおりまして、

全体的にも受診率も７割を超えていますが、若い方

の受診率も前年度より上がっており、令和８年にお

いても個別に勧奨を行って受診率の維持を図ってい

きたいと思っております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） それで、非常にいろいろな

面で、計画的なデータヘルス計画に基づいた対応と

いう形をお見受けさせていただいております。 

この特定健康診査の点について、さらにお伺いし

たいのですが、受診率も向上、一定程度、目標数値

を維持して進められていることがよく理解できま

す。 

僕もよく健診に行って思うのですが、健診の受診

率、あるいは本人が自分の健康を守るということ
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は、自分の体をまず理解するということが前提に

あって、それが受診率の向上だとかにつながってい

くと思っております。 

その点について、今年度に至っては、そういった

対象者を含めて、問診というか、保健師といろいろ

と向かい合って体の状況などを話しながら理解して

もらう取組になると思うのですが、やはりそこら辺

がポイントになってくるのかなと思います。自分の

体だとか、なぜこの健診を受けなければならないの

かというところの理解がされないと、この受診率の

向上だとか、自分の体の健康について、僕なんか特

にそうなのです、見ないのですけれども。やはり、

そこら辺はどういう取組、従前からもされているの

ですが、今年度はどういう位置づけでされようとし

ているのか、お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 健康推進班主管、答弁。 

○健康推進班主幹（菊池寿子君） ４番米澤委員の

保健指導についてということの御質問なのですけれ

ども、私がもうお答えすることがないくらい米澤委

員がお話ししていただいてくださっているので、今

までどおりということの、保健指導、町民の皆さ

ん、受診者の皆さんから信頼をいただけるような保

健指導の力量形成は引き続き必要になってくると感

じています。医療情報や健診情報も様々なメディア

などがたくさんある中で、その方に見合った運動や

食事内容を選択していただいて、効果的な健康増進

を図っていただきたいなと考えております。 

加えてお話しさせていただけるのであれば、令和

７年度から心不全発症、重症化予防というのをデー

タヘルス計画に基づいて実施させていただいており

ます。令和８年度は２年目になりますので、令和７

年度のデータから分析・評価を行いながら、この事

業がより効果的なものになっていけるように、事業

の発展を進めていきたいなと考えております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、議案第２号令

和８年度上富良野町健康保険特別会計予算並びに議

案第２７号上富良野町健康保険財政調整基金の一部

支消についての質疑を終了いたします。 

次に、議案第３号令和８年度上富良野町後期高齢

者医療特別会計予算を議題といたします。 

提案者より補足説明があれば、発言を許可いたし

ます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、これより、歳

入歳出を一括して、１１ページから１２ページ及び

２８５ページから３０５ページまでの予算全般の質

疑に入ります。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、議案第３号令

和８年度上富良野町後期高齢者医療特別会計予算の

質疑を終了いたします。 

ここで、説明員が交代しますので少々お待ちくだ

さい。 

（説明員交代） 

○委員長（岡本康裕君） 次に、議案第４号令和８

年度上富良野町介護保険特別会計予算を議題といた

します。 

提案者より補足説明があれば、発言を許可いたし

ます。 

なければ、これより、歳入歳出を一括して、１３

ページから１５ページ及び３０７ページから３５０

ページまでの予算全般の質疑に入ります。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） ３３６ページなのですが、

包括支援センター事業の認知症総合支援事業費の委

託料等についてお伺いいたします。 

ここに認知症初期集中支援推進という予算が計上

されております。この取組は、恐らく認知症あるい

は軽度の認知症、そういう人たち、あるいは本人が

分からず、病院に行かず、診療にも行かず、そうい

う方たちを対象にした支援をチームで支えるという

形の予算かなと思っております。 

今、こういった取組は、大体、全体で支援対策を

取られているのですが、主となる人員だとかという

のはあるのか、何人で推進しているのか、そこら辺

はどうなっているのかお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 地域包括支援センター施

設長、答弁。 

○地域包括支援センター施設長（加藤靖之君） ４

番米澤委員の初期集中チームの御質問にお答えいた

します。 

現在、初期集中支援チームのチーム員は、医師が

１名、この医師は認知症サポート医の研修を終えた

医師になります――と町立病院の医療者２名、包括

支援センターの職員が２名ということで、全員で５

名でチームをつくっております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） こういう方という形で表現

していいのか分かりませんけれども、町でも増えて

いる傾向というのはあるでしょうか。そこをお伺い

いたします。 

○委員長（岡本康裕君） 地域包括支援センター施

設長、答弁。 

○地域包括支援センター施設長（加藤靖之君） ４
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番米澤委員の認知症の相談が増えているかどうかと

いう御質問にお答えいたします。 

包括センターで受けております認知症の相談は増

えております。昨年でも年間で１４０件以上、今年

はもうそれを越しておりまして、相談に来る多くの

方が、認知症の相談を抱えながらセンターに来てい

ただいております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） そうしますと、こういう

方々が地域の中で安心して暮らせるための支援策と

して、認知症の地域支援のケア向上事業等が当然重

なって、これありますので、こういう状況の中で、

なかなか、そういう現状があるのだけれども、Ａと

いう方が、そういう症状があるのだけれども、一生

懸命、医療だとか介護の方に結びつけたいのだけれ

ども、本人がなかなか理解できない、家族がここに

理解を示さないという中で、なかなか結びつかな

かったということも含めた、そういう状況にあった

場合はどういうふうにまた新たな勧奨をしてつなげ

ていくのか、今年度予算の中にそういうものも含ま

れていると思いますが、お伺いします。 

○委員長（岡本康裕君） 地域包括支援センター施

設長、答弁。 

○地域包括支援センター施設長（加藤靖之君） ４

番米澤委員の支援につなげることが困難な認知症の

方のケースについてお答えいたします。 

本来であれば認知症薬物の治療ですとか社会参加

によって、おおむね予防できる方もいらっしゃいま

すが、医療や福祉につなげるときに御本人が望まな

い場合については、例えば認知症のサポート医、医

者のほうから進めていただいたり、また、普段かか

られている内科の疾患をもとに精神科へつなげたり

ということで、医療につなげる場合が多いです。あ

と御家族様でも、お一人の家族の方では力不足の場

合は、いろいろな親戚の方にお話しして複数名で御

本人に受診するように勧めるなどの手法を取ってお

ります。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） そうしますと、十分な体制

等が取られているので人員的に不足はないと思うの

ですが、改めて、そういった支援するということが

大変大事な事業になっていますので、この支援する

ための予算や人員等については、十分、不十分なの

かと聞いても答えられるような話ではありませんけ

れども、そこら辺は十分だと理解してよろしいで

しょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（三好正浩君） ４番米澤委員の認

知症に対応する職員の関係についてお話しさせてい

ただきます。 

今、包括支援センターの職員で対応、そういった

対応については行っていますし、困難なケースにな

ると人員をかけるケースもあるのですけれども、人

がいないから対応できないとかそういうことには今

なっていないですし、今回上げさせていただいた地

域支援ケア向上事業でも、今度、社会福祉協議会に

委託をして、そういった認知症の相談についてもき

ちっと相談の機関をまた設けましたので、認知症に

関する事業についてはまた拡大をしたと考えていた

だいて結構かと思いますので、今充足されていない

ということはないと思っております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 介護全般について、これ

も、問題も含めてなのですが、病院との包括的連携

という形で町はいろいろと進めております。 

町立病院で訪問診療等というのが、例えばこうい

う現場の介護を受けながら、体調の変化だとか、訪

問看護も町では実施しておりますので、訪問診療等

というのも必要性というのは、これあるのでしょう

か、上富良野町に至っては。そこら辺お願いいたし

ます。 

○委員長（岡本康裕君） 地域包括支援センター施

設長、答弁。 

○地域包括支援センター施設長（加藤靖之君） ４

番米澤委員の訪問診療についてお答えいたします。 

今、地域包括ケアシステムでは、自宅に訪問する

看護師、医師が非常に重要になってきております。 

医師により緊急性の低い患者に対しては、ある程

度、御自宅に訪問して診療できるのですけれども、

いろいろな検査機器ですとか、そういったものにな

ると、どうしても通院していただくことになると思

います。 

ただ、今、訪問看護ステーションを設置しており

まして、医療保険と介護保険、それぞれで訪問を実

施しております。それには必ず医師の指示が必要に

なりますので、病院の先生が訪問看護師を通して、

自宅へ派遣して看護をしているという実情になって

おります。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） そうしますと、直接医師が

訪問して診療ということでなくても、そういった適

切な指示の下で訪問介護等でつなげているというこ

とで、医師が直接訪問しなくても現行では大丈夫だ

と理解してよろしいでしょうか。 
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○委員長（岡本康裕君） 地域包括支援センター施

設長、答弁。 

○地域包括支援センター施設長（加藤靖之君） ４

番米澤委員の医師の派遣についてお答えいたしま

す。 

今おっしゃられたとおり、医師の派遣については

大切なのですけれども、今のところは通院で全て賄

われておりますので、大丈夫ということで認識して

おります。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、よろしいですか。 

１２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） ただいまの認知症関連の

件でお伺いしたいと思います。 

今、様々な答弁で、かなり充実された支援が既に

なされているのかなと理解しているところですが、

１点少し心配というか気になるところが、相談も増

えているというあたりで、多分相談のしやすさとい

うか、認知症というのを逆にそれほど恥ずかしいこ

とではなく、認知度も上がってきたことによって相

談される方が増えていたりするのかなというのも察

するところですが、とはいえ、経験的にもやはり認

知症の疑いを相談するのは心理的なハードルが結構

あることかなと考えております。 

現状、相談というのはどういう手段での相談が多

いのか、例えば直接窓口に来るのか、電話なのか、

それとも民生委員とかからつなげてもらったりする

のか、その辺りを一旦確認させていただきたいと思

います。 

○委員長（岡本康裕君） 地域包括支援センター施

設長、答弁。 

○地域包括支援センター施設長（加藤靖之君） １

２番小林委員の初回相談の方法についてお答えいた

します 

認知症の方、御自身から相談に来るケースは本当

にまれで、そういった方は医療機関へおつなぎする

のですが、少し進行して御自身では自分の病状が分

からなくなった方については、ほとんどの場合は御

家族様を通じて窓口に相談に来られる場合が多いで

す。あと地域の方から少し様子がおかしいですと

か、あるいは先ほど言われたような民生委員、地域

の見守りされている方からこちらに相談が来るケー

スが多くて、御本人から来るケースというのは本当

に少なくなっている現状です。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） 家族からの相談というの

もケースとして考えられるかなと思うのですが、例

えば仮に匿名であったり電話であったり、そういっ

た手段でも相談を受けられる体制であったり、既に

そういう相談も受けているのか、その辺りを確認さ

せてください。 

○委員長（岡本康裕君） 地域包括支援センター施

設長、答弁。 

○地域包括支援センター施設長（加藤靖之君） １

２番小林委員の匿名の相談についてお答えいたしま

す。 

地域包括支援センターで守秘義務がありまして、

相談に来られる方、またその対象者については、基

本的にはお名前を伏せた状態でも大丈夫です。 

ただ、実際にケアに当たる場合にはお名前を伺っ

たり、差し支えのない範囲で個人の状態を伺うとい

うところまではしております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） ただいまの御答弁で、窓

口に来ることが前提になってしまうのかなと思いま

したが、例えば想定されるケースとして、夫婦で住

んでいるところのお子さんが認知症の疑いを持って

いるところ、町外からそういったケースに関して、

例えば電話で相談できるのかとか、その体制がある

かどうか、再度確認お願いします。 

○委員長（岡本康裕君） 地域包括支援センター施

設長、答弁。 

○地域包括支援センター施設長（加藤靖之君） １

２番小林委員の遠隔の親族からの相談についてお答

えいたします。 

例えば町外に御家族の方がいて、お盆、お正月に

帰ってきたときに、随分、以前と様子が違うといっ

たことについては、お電話いただいたり直接来てい

ただいたりしながら相談に乗っております。 

見守りについては、包括センターの職員で訪問を

しながら、自宅の様子や本人の体調を確認しなが

ら、見守りか、あるいは緊急性が高い場合はすぐに

病院につなげたりするケースが多いです。 

ただ、それについても、医療行為を行うには家族

様の同意が必要ですので、そこも家族様によく説明

をして協力をしていただいて、そういった治療につ

なげていくというケースが多いです。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 予算ですか。 

ページ数と項目を挙げてお願いします。 

○１２番（小林啓太君） 関連で、ただいまの３３

６ページの４認知症総合支援事業費の１２委託料、

認知症初期集中支援推進等にかかる部分で再質問し

てもよろしいでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） どうぞ。 

○１２番（小林啓太君） ただいまのお話を聞いて
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いても、町外に住んでいても住んでいなくても、例

えば家族からでも気軽に相談が、仮に匿名であって

も受けられるよというのを周知していくことは非常

に有効なのかな。 

今おっしゃったように、まさにお盆で御家族が

帰ってこられたときとかに何かを感じるケースが多

かったりもすると思うので、そういった相談への周

知活動的なことを、令和８年度に、特にそのお盆の

前後とかに、相談窓口があることを広く知ってもら

えるような周知が有効なのかなと今聞いて思いまし

たけれども、そういった周知に関する計画を持ち合

わせているかお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（三好正浩君） １２番小林委員の

周知のことについて御説明させていただきます。 

対象になる方は高齢者がほとんどですので、毎

年、上富良野町の高齢者実態調査ということで、民

生委員が在宅の６５歳以上の方については全戸見回

りすることになっていまして、私どもも毎年そう

いった状況を確認しながら、認知症のリスクが高そ

うだなというところについてはおおむね抑えていた

りします。 

ただ、１年の間で一気に状態が変わるということ

ももちろんありますので、そういったことについて

は常に民生委員が見ていただいて、何か変化があれ

ば我々の方に情報をいただいて、それについてはこ

ういった窓口があるよというのは民生委員とかもい

ろいろ話してくれたりしますし、いかなる手段で

我々に相談が来ても、それはどの手段で来られても

私たちは対応しますので、その辺というのは周知が

されていないとしたら少し考えなければならないと

思いますが、今は民生委員だったりホームページ

だったり、なかなか高齢者はホームページ見てもら

えないのかもしれませんけれども、まずは認知症や

高齢者に関することについては全て保健福祉課に相

談に来ていただければ何らかしらのケースにつなげ

ることを前提としていますので、周知の強化がさら

に必要だとなればまた何か検討が必要かもしれませ

んが、今はそのような感じで周知はさせていただい

ているところです。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますか。 

予算でお願いします。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） ３４０ページ、特別給付費

のところでお伺いいたします。 

この上乗せサービス費、ほぼ前年度並みで、これ

を利用される方がそれほど多くないという形だと思

いますが、これは当然相手次第ですから、こういう

制度が知らされているか知らされていないか、本人

も理解していないか分からないのですけれども、こ

れは特に新たなものを設けなくても十分現行の利用

者の要望に対応できるという形の予算で理解してよ

ろしいでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（三好正浩君） ４番米澤委員の上

乗せサービス費について御説明させていただきま

す。 

これも毎度説明させていただいているとおり、介

護度に応じたサービスということで、介護が高くな

ればなるほどそこの上限というのは上がります。 

基本的にこれを使うケースというのは、介護度が

急に上がったとか、認定されるまでに何かしらの

サービスが必要になった場合だとか、そういった急

なケースについてこのサービス給付費というのは使

われることになるのですけれども、これまでも介護

度が上がる場合というのは、すぐ介護認定の見直し

を行った上でその介護度に見合ったサービスが大体

使えるような状態にはなっているので、この上乗せ

サービス費も予算はつけていますけれども、ずっと

使えるような事態というのは何年もなっていないと

いうことになりますので、今はこの予算で持ってい

ますけれども、この上乗せサービス費が急に多く必

要になった場合については当然拒むものではござい

ませんので補正なり対応しますが、現状、何年もこ

れを使った方がいなくても十分にサービスが使えて

いる状況だということを御理解いただければと思い

ます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 当然、介護度に応じて、利

用負担だとか利用サービスの範囲というのは決まっ

ているかと思います。それで、さらにお伺いしたい

のですが、この訪問介護等です。これ居宅介護支援

サービスという形で、訪問介護かと思いますが、こ

こで、例えばいろいろと利用時間数が決められて、

それでなおかつ足りないよということになった場合

にこういうサービスが使えると理解してよろしいで

しょうか。 

僕なら、僕はサービスを受けたいのだけれども、

いわゆる調理だとか家庭の部分で、４０分、５０分

しかないけれどももう少し増やしたいということで

あれば、自分の願いをある程度満たせるような環境

というのは、ここの制度を使って可能だということ

ですね。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（三好正浩君） ４番米澤委員の御

質問をお答えさせていただきます。 
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この上乗せサービスというのは、ほかのサービス

と全く同じですので、サービスが足りない分という

のは当然介護度が低いということですから、介護度

をまた上げて、そこで上限を上げればこれを使わな

くても十分な訪問介護のサービスも使えることにな

りますので、先ほど言った説明と同様に、急遽、介

護度が上がる前に何とかこのサービスが足りないと

なればこのサービスを使うことになるのですけれど

も、そうでない場合についても対応は可能ですの

で、サービスがそれで止まるということは当然ござ

いませんので、そこは御心配なくて結構です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 例えば介護度が上がれば、

当然、判定されますから審査。それを、例えば介護

度が上がらなくても、今の介護度でこういうものを

使ったほうがより金額的に、大変申し訳ないのです

が、安上がりだとか、そういうケースもあるかと思

うのですが、そういう場合は遠慮なくこういうもの

につなげ、相談して、これがいいのか、もう少しこ

の人だったら介護度を上げないと駄目だねという話

も当然なってくるのだと思うのですけれども、そこ

ら辺はどういうような認識でしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（三好正浩君） ４番米澤委員の御

質問をお答えさせていただきます。 

まず、利用側、使われる側にとって、介護度が上

がったから負担が上がるということはまずないです

よね。もしあるとすれば、サービス提供側が介護度

が高い人を受け入れたほうが給付費が高いというこ

とはあるのですけれども、利用側のデメリットとい

うのは基本的にないと思っておりますので、そこら

辺は安心して、介護度が上がったから負担が上がる

とかそういった心配は必要ないかと思います。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますでしょ

うか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、議案第４号令

和８年度上富良野町介護保険特別会計予算の質疑を

終了いたします。 

次に、議案第５号令和８年度上富良野町ラベン

ダーハイツ事業特別会計予算を議題といたします。 

提案者より補足説明があれば、発言を許可いたし

ます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、これより、歳

入歳出を一括して、１６ページから１８ページ及び

３５３ページから３８９ページまでの予算全般の質

疑に入ります。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 昨年度、これ全般お伺いし

たいのですが、介護保険に関わるいわゆる再建計画

を含めた町全般の介護の在り方という形で、１,１

００万円くらいでした。予算計上されて、それに基

づいて計画を進めるという話がありましたが、現段

階で、そういったものというのは、ラベンダーハイ

ツと職員の確保等を含めた体制づくりの方向性だと

か、何か明らかになっている部分だとか、中間的な

ところで明らかになっているところがあるのか、今

後のラベンダーハイツの運営にも非常に関わるとこ

ろなのでお伺いしたいなと思っております。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ４番米澤委員の御質問に

お答えします。 

令和７年度の話なのですけれども、簡単に進捗状

況をお話しいたします。 

今、コンサルから中間報告等が出されておりま

す。最終的な報告につきましてはまだもらっており

ません。３月３１日までの委託期間ですので、成果

品については今後しっかりしたものをいただけると

思います。 

それらの中で、いろいろなパターン、シミュレー

ションしたものを見た上で、また皆さんにお諮りし

ながら将来の方向性というものを定めていくべきと

思っております。コンサルが全部決めるわけではご

ざいませんので、現状のままでいたらこうなります

よと、規模を縮小したらこうなりますよとか、あと

将来の高齢者の方、それから入所の必要な方々の動

向といいますか、推計とかも示していただけると

思っております。 

以上でございます。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 同僚議員がさきに申し上げ

ましたので、令和７年度中の４８０万円のコンサル

の指導を受けて、確認したいのは、本年度も残念な

がら昨年よりも１,５００万円くらい上乗せした１

億４,３１０万１,０００円の繰入れをもって経営を

せざるを得ないという状況が引き続き続いておりま

す。 

そのような中、今、同僚議員も申し上げた令和７

年度のコンサル、３月３１日までが納期ということ

で、一方で、中間報告とかを受けた中で、Ｒ８年度

のハイツそのものの経営に関して、例えば特養の目

標の数値を若干低めにしたほうがいいなどの御助言

は反映されていないとは思うのですけれども、その

辺はどう現場で受け止めていますか。 

○委員長（岡本康裕君） ラベンダーハイツ所長、

答弁。 
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○ラベンダーハイツ所長（武山義枝君） ２番荒生

委員の御質問にお答えさせていただきたいと思いま

す。 

ハイツとしましては、来年度の目標の数値につい

ては、令和７年度と同様になりますけれども、特養

４８.５、ショートステイ５、デイサービス１８と

いうことで、令和７年度当初、職員の退職もありま

して少ない入所者が続いておりましたけれども、２

月になりまして職員の補充とスタッフとの、各関係

機関と連携しながら、一応４８人まで入所者を入れ

ることができております。３月に入りましてまた退

所等はありますけれども、今はこの目標の人数に向

かって、待機されている方もいらっしゃいますの

で、退所があれば適宜入所していただきながら、介

護の運営に努めていきたいと考えております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 今年に入ってから、１月、

２月、また３月と、特養に関して入居者が増加して

いるといううれしい報告を先般の所管委員会で確認

させていただきましたが、一方で、例えばショート

とかもそうなのですけれども、ずっと数字が上がら

ないものは、やはり実態に即した目標設定を、ここ

二、三年のデータを取っても分かると思うのですけ

れども、特養の４８.５が無理ということも以前は

あって、実質４２とか前後で推移している中で、例

えば４５からＲ８スタートしようという考えを持っ

てして経営をしても、あくまでも収支を合わせるた

めに数字を上げるというのは、身の丈に合った経営

ということで、本来の経営にはよくないと僕は思い

ます。 

空財源という言葉は使いたくないのですけれど

も、病院事業もハイツもそうですけれども、身の丈

に合っていない数値の設定をもって新年度を迎える

傾向がここ数年間続いています。もちろんこのコン

サルの結果を受けて、またこの後の指導になると思

いますけれども、今後、高齢者の減少とか、そう

いった全ての事情を鑑みて、次年度以降、令和８年

を迎える中でしっかりと考えて身の丈に合った経営

をしていただきたいなと思いますが、その辺はどう

でしょう。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ２番荒生委員の御質問に

お答えいたします。 

厚生のほうでも報告させていただきました、現場

では少ない人員の中で本当に頑張って待機の方を入

れていただいております。 

とはいえ、ああいう施設ですから、お亡くなりに

なったり入退院を繰り返したりして、必ずしも４８

人入所しているから日数で換算すると４８人になる

とは限りませんけれども、職員の皆さんも、それか

ら入所いただいている高齢者の方も、お互い意思疎

通をしながら、何とか、生活の場の確保というので

すか、穏やかな生活を送れるように努めているとこ

ろでございます。 

確かに少し乖離する部分もあるのは議員御指摘の

とおりでございますけれども、そういった面で、職

場も今、非常にモチベーションが上がってきている

ところでございますし、突然退職とかも当然あるか

もしれませんけれども、今のところは介護士なども

潤沢というか、きちんと回っているような状況でご

ざいますので、今年度当初においては４０台後半、

５０に近い数字を維持しながら運営していける見通

しがやっと立ったのかなという感じでございます。 

とはいえ、入所者の状況、高齢者の状況、委員

おっしゃるとおり、減っていったり増えたりという

のは、本当に波もございますし、それからデイのほ

うは変化要因も大きいですよね。そういったものも

ありますから、簡単にそうとは言えないのですけれ

ども、そういった部分では、来年度はいい感じでス

タートを切れると思っています。 

ただ、慢性的な赤字体質は変わっていませんか

ら、これからいただくコンサルの手法を見て、体制

を変えないと経営収支が向上することにはなかなか

ならないかもしれません。抜本的な改革が必要だか

ら今コンサルを入れていますので、そういったもの

も参考にしながら、どういうスタイルがいいのか、

できるだけ早い場面で、コンサルの結果も、常任委

員会にも担当もありますから、そういったところに

もお示しすることができればと思っておりますの

で、そういったことで御理解賜れればいいかと思い

ます。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますか。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 全般についてお伺いいたし

ます。 

○委員長（岡本康裕君） 全般は勘弁していただけ

ませんか。どこか入り口を定めていただければあり

がたい。 

○４番（米澤義英君） 収支についてお伺いいたし

ます。 

人件費等の問題についてですから給与費関係でお

伺いしたいのですが、３７０ページ、給与関係で、

今回、給与等の改定がありまして、昨年よりは若干

変更が出てきているかと思っておりますが、それは

当然そういった給与改定と合わせた中で、ラベン

ダーハイツの給与、一般管理費の中の予算が若干増

えてきていると理解してよろしいですか。 
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○委員長（岡本康裕君） ラベンダーハイツ所長、

答弁。 

○ラベンダーハイツ所長（武山義枝君） ４番米澤

委員の御質問にお答えいたします。 

一般管理費で給与費等と人件費、昨年よりも増加

しております。人勧での給与の改定の部分で上がっ

ている部分もありますし、正職員で採用した職員も

７年度いましたけれども、５０代の職員も２名いた

ということもありますので、人勧等々の給与改定の

部分もあり、人件費については昨年よりも増加して

いるところです。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） ３５４ページでは繰入金１

億２,８００万円で計上されております。それでお

伺いしたいのですが、ラベンダーハイツでは経営改

善のために、収益向上のための一定程度バランスを

取った収益を望めるような対策を取っているかと思

いますが、今年度に至ってはどういう経費の見直し

等をされているのかお伺いしたいと思います。経営

に臨んでいるのですよということで、人件費等の差

額に足りないということで一般会計からの繰入れも

行っているのですが、内部でどういう経費削減や見

直しを行いながら経営改善に努めているのか、分か

ればお伺いしたいなと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ラベンダーハイツ所長、

答弁。 

○ラベンダーハイツ所長（武山義枝君） ４番米澤

委員の御質問にお答えしたいと思います。 

繰入れ等々も増えておりますし、職員を充足しな

がら、まずは入所者の退所があれば速やかに入所し

ていただけるように、職員ともケアプランとかもつ

くりながら訪問し、令和７年度でも６月以降からは

月に１名ないし２名、入所いただいております。 

退所も同じ数くらいありますので一気に入所者増

には至っておりませんけれども、そこを速やかに

行って収入を増やす努力。 

あと長く入所されている方で、介護度が徐々に変

わってきている方もいらっしゃる場合には、介護度

も重くなっていれば介護度の調査をして、その方の

介護度に見合ったものを、介護度の区分変更をかけ

て職員の介護度に応じた報酬が得られるような取組

などを行っています。 

また、施設についてはどうしても老朽化がありま

すので、その分は修理等々で費用が出ていってしま

うのが多々あるのですけれども、小まめに点検を行

い、ここおかしいよと職員などから聞いた場合に

は、気づいたところからなるべく早めに、ひどく

なって修理費が大きくなる前に修理をする、そうい

うことで節約しながら、なるべく費用が増えないよ

うな取組は行っております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） もう一つお伺いしたいので

すが、例えば収入を上げようとした場合、今の特養

の、入所するということであれば、特例で介護度３

も入所できるという国の基準に基づいて入所されて

いる方も一部いるかと思います。収入を上げようと

すれば、極端な話をしますけれども、介護度２で

あったとしても、何らかの要因で特養を利用したい

だとか、いろいろなケースがあるのだと思うので

す。そういったところは、なかなか制約があって入

所できない。 

そして、こちらは収支改善するために１人でも多

く入所しようと思ったら、分かりやすく言っている

のですけれども、そういったところの入所者も増や

して定員の５０に近づける、そういう可能性もでき

ると思うのですが、これは制約上なかなか難しいと

思うのですが、ここら辺はどのようにお考えになの

でしょう。 

○委員長（岡本康裕君） ラベンダーハイツ次長、

答弁。 

○ラベンダーハイツ次長（吉河祐樹君） ４番米澤

委員の施設入所者の関係の特例入所というか、介護

度が低い方の入所の取扱いにつきましては、うちの

入所判定委員会で優先順位を決めるに当たって、も

ちろん介護度の低い方が優先される場合もあります

けれども、基本的にはうちとしても介護度高い方を

入れることがもちろん収入につながります。急に、

独居の方で、自宅での生活が難しい、介護者も近隣

にいない、経済的なことがある、虐待があるという

ようなケースがあれば、収入とは別に、ルール上そ

ういった方も入れているケースもありますけれど

も、施設としてはなるべく介護度の高い方、収入が

増える方について優先というか、ルールに基づいて

入所を進めておりますので、御理解を賜りたいと思

います。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） ただ、経営からの面でいえ

ば、これは制度が変わって、いつだか分かりません

けれども、従前はそういった軽度の方も入所できる

という状況があったのですけれども、そういった給

付費をなるべく抑えようという中で、入所する介護

度を制限したという事例が国のほうであるので、私

たちは何も悪いこともしていないのですけれども、

そういう面からも見た場合、この経営改善というこ

とにつなげているとすれば、そういう国の制度も根

本的に変えていかないと、自治体の努力だけでは解
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決しない部分があるような気がするのです。そこら

辺は、どのようにお考えですか。 

これだけ内部でも経費の削減だとか努力もしてい

るわけですから、そういう評価もしつつ、今後、国

との関係だとか診療報酬の関係だとか出てきていま

すので、そこら辺は町長どのようにお考えでしょう

か。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ４番米澤委員の御質問に

お答えいたします。 

委員御指摘のとおりですよね。 

介護報酬、賃金とかそういったものの上がりに対

して、介護報酬の上がりのパーセントというのはや

はり少し足りないと思います。私も本当にそう思い

ます。結局は処遇を一生懸命改善したとしても仕事

はどんどんきつくなるばかりで、しっかりした介護

報酬を頂けなければ、そういった悪循環が生じると

いう委員の御指摘は本当にそのとおりだと思いま

す。 

いろいろな場面について、高齢者のそういった施

設が安定的に持続できるような方策については、上

川全体の要望の中でもしっかりと町長も言っており

ますし、医療も含めて、そういった分野がこれから

本当に重要になってくるのに反比例するように、ケ

アをする方々の人材が今度足りなくなってきている

という社会的な状況は、上富良野町だけではなくて

全国的にそういうふうになって、特に地方ではそれ

が厳しい状況に置かれているということになってい

ますので、そこの辺は単独でいくというよりは、き

ちんと上川地方、それから北海道、そういったとこ

ろで陳情要望の場を設けていますので、そういった

形でしっかりと取り組んでいきたいと思っていま

す。 

特に福祉・医療の部分は本当に厳しい立場にある

というのは皆さん御存じで、新聞報道もよく出てい

ますので、そこのところは本当に、訴えることは忘

れずに、強く取り組んでいきたいと思いますので、

御理解賜りたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） ３５６ページのサービス収

入の積算の部分で確認をさせていただきますけれど

も、特養の部分のサービス収入で、予算の部分で歳

出の人件費に何ぼくらい入っているのか教えてくだ

さい。 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午前 ９時５６分 休憩 

午前 ９時５８分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 休憩を解きます。 

今の林委員の質問はなしということでよろしいで

すか。出そうですか。 

後ほど調べてよろしくお願いいたします。 

ほか、ございますでしょうか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、議案第５号令

和８年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計

予算の質疑を終了いたします。 

ここで、説明員が交代しますので少々お待ちくだ

さい。 

（説明員交代） 

○委員長（岡本康裕君） お待たせしました。 

次に、議案第６号令和８年度上富良野町水道事業

会計予算を議題といたします。 

提案者より補足説明があれば、発言を許可いたし

ます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、これより、歳

入歳出を一括して、１９ページから２０ページ及び

３９１ページから４０９ページまでの予算全般の質

疑に入ります。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） ４０６ページの建設改良費

で、配水管の更新という形になっております。これ

は恐らく改良舗装に伴って、同時にこういった埋設

してあるところの老朽化対策という形で今年度も進

めるのかなと思いますが、そう理解してよろしいで

しょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 上下水道班主幹、答弁。 

○上下水道班主幹（廣瀬欣司君） ４番米澤委員の

御質問にお答えいたします。 

今年の関わる建設改良費の工事請負費ということ

で、合計４本の配水管の関係の工事ございます。 

北８条通りにつきましては、道路改良に伴う部分

の更新工事となってございます。 

それから下、北５条通り及び福祉センター前通

り、北２７号西道路につきましては、漏水等が発生

している地区と管ということで、令和７年度も福祉

センター前通りで漏水が起きました。かなり老朽化

が進んでいますので、福祉センター前通り、いわゆ

る公民館の前の道路からＪＲの踏切、園田歯科手前

まで管を持っていくということと、２７号道路につ

きましては日東会館と２７号の交差点部分でござい

ます。これにつきましては、仕切り弁等が若干古く

なってございますので、まずここを直さなければ今

後の更新にも影響しますので、それを直そうかなと

いうことで計上しております。 

順番逆になりますけれども、北５条通りにつきま
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しても、まちの整骨院のところから吉澤商店のほう

に１４２メートルいったところまで更新を進めたい

と思ってございます。 

以上でございます。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） この老朽化している埋設管

なのですが、これは新たに管を更新するということ

で、現行でいえば古い管を換えたということで、こ

れで老朽化に対して更新率はどのくらいになるの

か。令和８年度はどうなのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 上下水道班主幹、答弁。 

○上下水道班主幹（廣瀬欣司君） ４番米澤委員の

質問ありがとうございます。 

更新管の率でございますが、令和８年度までに予

定の更新率、２８．５％。内容につきましては、令

和８年度までに更新した、いわゆる老朽管と言われ

る管が、更新の延長を含めまして、１２.３キロ

メートルがやった部分になります。そのほか、４

３.３キロメートルがまだ老朽管として残っている

管です。１２.３１キロメートル割る４３.３キロ

メートルで、２８.５％が更新率となります。 

今後も予算のつけ具合において、なるべく限られ

た中の予算で、改善に向けて頑張っていきたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 頑張るそうです。期待し

ております。 

ほか、ございますでしょうか。 

２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） せっかく残りのキロ数まで

４３.３キロメートルということでおっしゃってい

ただきましたので、今後、何年間かけてこの４３.

３キロメートルの未着手部分を工事していくのです

か。 

○委員長（岡本康裕君） 上下水道班主幹、答弁。 

○上下水道班主幹（廣瀬欣司君） 今の荒生委員の

御質問にお答えします。ありがとうございます。 

更新する優先順位というのは、なかなか難しいと

ころでございます。だから、何年かけてどこをやる

とかというのは今ここで申し上げるのはかなり難し

いところなのですけれども、先ほども言ったよう

に、かける予算と人員の関係もありますし、業者の

関係もありますので、ある程度予算の中で少しずつ

やっていくということしか今は言えないのですけれ

ども、漏水しているところをまず先に直して、それ

から大口径の１５０ミリメートルという管が約６.

２キロメートルございます。そこを先にやっていか

なければならないものですから、仮に６.２キロ

メートルをやるとしても結構な年数がかかりますの

で、予算がつく範囲でなるべく多く水道管を進めた

いと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 進行管理はデータベース上

で、例えば町内の地図を落とし込んでここがやった

ところだよというのは、しっかりとデジタルでも管

理されているのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 上下水道班主幹、答弁。 

○上下水道班主幹（廣瀬欣司君） ２番荒生委員の

御質問にお答えします。 

データというか、PDF に全部管網図というのが

入っていまして、アナログになるのですけれども、

それを印刷して手書きで書いて、それをまた PDF に

入れていくという作業をやっている状況で、なかな

かデジタル化にはまだいけていない状況でございま

す。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 管理はしているというこ

とですね。 

６番林委員。 

○６番（林 敬永君） ４０５ページと４０６ペー

ジの資本的収入及び支出の部分で、収入があります

よね。企業債と他会計負担金ということで、この事

業は公営企業法の法適用の事業だと思うのですけれ

ども、他会計の繰出金、一般会計からの繰り出し、

何パーセント以内とかのルールがありましたか。 

○委員長（岡本康裕君） 上下水道班主幹、答弁。 

○上下水道班主幹（廣瀬欣司君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

ここに書かれている他会計補助金部分は４９５万

円となってございます。 

繰出金調書の基準に基づいて総務省が行っており

まして、これは消火栓が４９０万円と、残り５万円

がまた消火栓の修理ということで、他会計負担金と

していただいているものでございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、議案第６号令

和８年度上富良野町水道事業会計予算の質疑を終了

いたします。 

次に、議案第７号令和８年度上富良野町簡易水道

事業会計予算を議題といたします。 

提案者より補足説明があれば、発言を許可しま

す。 

なければ、これより、歳入歳出を一括して、２１

ページから２２ページ及び４１１ページから４２７

ページまでの予算全般の質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、議案第７号令
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和８年度上富良野町簡易水道事業会計予算の質疑を

終了いたします。 

次に、議案第８号令和８年度上富良野町公共下水

道事業会計予算を議題といたします。 

提案者より補足説明があれば、発言を許可いたし

ます。 

なければ、これより、歳入歳出を一括して、２３

ページから２４ページ及び４２９ページから４４８

ページまでの予算全般の質疑に入ります。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） ４４０ページでは、修繕費

という形で予算が計上されております。この内容は

どういう内容なのか分かりませんので、お伺いして

おきたいと思っています。 

○委員長（岡本康裕君） 上下水道班主幹、答弁。 

○上下水道班主幹（廣瀬欣司君） ４番米澤委員の

御質問にお答えいたします。 

修繕費ということで、下水道事業の営業費用の処

理場費ということだと思いますが、この修繕費、ス

トレーナポンプ分解ということで、不具合が結構起

きていまして、そういったものの分解と、あと、汚

泥供給ポンプ分解処理ということで、これも分解を

して中身の交換だとかして直していくという延命措

置をとっていくような感じで修繕費をみてございま

す。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 相当、逐次修繕などしなが

ら維持しているという状況あるのですが、このほか

にも今後修繕しなければならないようなものがある

のかなと思います。今のところはこれでいいという

ことなのですが、計画的な修繕計画、改善計画につ

いてお伺いいたします。今後、大きいもので予定さ

れているものがあれば。 

○委員長（岡本康裕君） 上下水道班主査、答弁。 

○上下水道班主査（岡 洋祐君） ４番米澤議員の

御質問にお答えします。 

今載せているものは先ほど主幹が説明したところ

なのですけれども、全体的な長い計画としましては

ストックマネジメント計画というものを令和４年ほ

どに作っております。それに基づきまして、今回も

載せてあります処理場の更新で大きなものはどんど

ん改修していくと予定しております。 

令和８年につきましては、脆弱な建物の中のもの

は更新させないという国の方針がありますので、ま

ず管理棟の耐震工事をさせていただきまして、それ

と同時に、停電になったときに動かなくならないよ

うな形の発電機の更新を予定しております。 

それらが終わりましたら、国の補助金の関係とい

うものもあるのですが、水処理棟の機械の更新、あ

とは、それに伴います電気関係の更新をどんどん進

めていく予定をしております。 

以上になります。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますでしょ

うか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、議案第８号令

和７年度上富良野町公共下水道事業予算の質疑を終

了いたします。 

暫時休憩といたします。 

１０時３５分再開といたします。 

いろいろ事情ありまして、少し長めですみませ

ん。 

────────────────── 

午前 １０時１２分 休憩 

午前 １０時３５分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 休憩前に引き続き、委員

会を再開いたします。 

次に、議案第９号令和８年度上富良野町病院事業

会計予算を議題といたします。 

提案者より補足説明があれば、発言を許可いたし

ます。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、これより、歳

入・歳出を一括して、２５ページから２６ページ及

び４５２ページから４７８ページまでの予算全般の

質疑に入ります。 

２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 今回、４款のほうで繰り出

しでお話はしましたが、病院の職員がいないという

のと、そういった形で病院事業会計のほうで改めて

確認をさせていただきたいと思います。 

様々な負担金ですとか補助金、それから出資金と

いう形で、当町の基幹病院である上富良野町立病院

を支えてきております。 

この先も続けていくという中で、本年度、令和８

年から１５年間の償還で、新たに病院経営改善推進

事業債という借入れを行います。 

また、所管委員会ではその詳細に関してはお話を

いただきまして、借入額２億２,０００万円に対し

て、利息が８,５００万円強、返済額が３億円云々

という御説明を賜りました。 

説明をいただいた際に、普通交付税や特別地方交

付税の措置はないというお話だったのですが、もう

一度この借入れに関して詳細をお聞かせ願います。 

○委員長（岡本康裕君） 町立病院事務長、答弁。 

○町立病院事務長（長岡圭一君） ２番荒生委員の
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経営改善推進事業債の関係でありますけれども、国

においては、令和７年度からこの事業債が創設され

まして、実際、病院経営は大変厳しい状況にある中

で、国においては資金繰り等を支援するために創設

ということで、今現状になってございます。委員が

おっしゃるとおり、償還年限につきましては１５年

以内、そして交付税措置については、なしというこ

とで制度上なってございます。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 私が調べた資料では、地方

公共団体、金融機構からの借入れなどで、この推進

事業債をもし使った場合には元利償還金の一部が普

通交付税の措置の対象になるという記事を見たので

すけれども、今回、借入れの主だった理由として

は、この後の経営改善に資するべく、５年間の計画

をしっかりと定めた上で病院の経営を改善していき

ますよという前段のルールがあったと思うのですけ

れども、そういった措置を施してもまるっきり措置

がないというのはおかしいと思うのですけれども、

本当にないのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 病院事務長、答弁。 

○町立病院事務長（長岡圭一君） ２番荒生委員の

御質問にお答えいたします。 

現状、我々が国から通知等を受けている段階で

は、交付税はなしという資料しか頂いてございませ

ん。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） でしたら、これまでどおり

一財を入れるとそういったリスクの心配はありませ

ん。また、一般の銀行から借りたとして、金利１.

５～３で計算しても、１５年返済だと２,５００万

円強の利息しかかからないのですよ。 

なぜわざわざ１億円近い利息を町民の大切な税金

に強いるの。 

○委員長（岡本康裕君） 病院事務長、答弁。 

○町立病院事務長（長岡圭一君） ２番荒生委員の

御質問にお答えします。 

現状の起債の利率でございますけれども、今回、

委員の皆様にお示ししましたシミュレーションにつ

きましては、年利４％でシミュレーションしてござ

います。直近で借りた建設分の起債につきましては

３.７５％で借りていますので、大体４％弱という

ことで、現状は４％でシミュレーションを立ててい

る現状です。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） これは国からの、令和７年

から、こういった形で公益業、自治体が持っている

病院の経営に対して云々だよという指導とかそう

いったものがあって、絶対ここからでなければこの

債権は借入れができないというルールがあったので

すか。 

○委員長（岡本康裕君） 病院事務長、答弁。 

○町立病院事務長（長岡圭一君） ２番荒生委員の

御質問にお答えいたします。 

企業債につきましては、国のルール上に基づいて

の起債しか起こせないというルールになってござい

ます。なので、国のほうの起債のメニューでしか借

入れできないということになってございます。 

ただ、現状、銀行など民間から借りる場合につき

ましては、一時借入れということで起債にはなら

ず、別物という位置づけになっていると思います。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） ２番荒生委員の御質

問、地方債には借金の部分の考え方もありますか

ら、私も一緒にお話しさせていただければなと思っ

ております。 

今お話伺っていますと、所管委員会で示されてい

る資料が多分利息４％で計算されているのかなと

伺っていたところでございます。 

それで、今、我が町の地方債の利率の限度額、こ

の間、補正でお認めいただきまして６％以内という

ことでしたが、その前が４％以内という形でやらせ

ていただいているところです。そこでマックス４％

ということで試算をしていただいたのかなというと

ころです。 

先ほど事務長から３.７云々という話もありまし

たが、そういったところも踏まえてマックスで見た

ら大体８,０００万円強の利息になりますよといっ

たところです。 

国の地方債の考え方も、政府直営の部分の資金を

利用する機構の部分、政府と直営でない部分のお

金、縁故債といった形で地銀、都銀から借りられる

お金の３種類がありまして、それぞれ利率の考え方

も変わってくるものも発生するといった形になって

いるところです。 

この起債につきましては、基本的には資金手当て

をするための起債ということになりますので、普通

交付税等で何か財源手当てされるといった有利な起

債ではないといったところです。 

そこで、なぜ今回この病院のほうで御利用いただ

いているかというところなのですけれども、総務省

でガイドラインが示されまして、経営安定を図るた

めに経営努力をしなさいというところがまず一つあ

りまして、その中の経営の健全化のプロセスの中

で、自助努力をするためにはこういった起債メ

ニューを国でも設けたから、そちらを利用しながら

健全化に向けての計画もしっかり持ちなさい、それ



- 136 - 

 

によって、親会社というか一般会計からの基準外の

繰り出しに頼ることなく、少しでも健全化に自助努

力でやれるようにするということが一つ目的となっ

て、この起債があるということになっております。 

そして、この度、令和８年度、病院についてもそ

れを利用していただきまして、医業収益の向上、そ

してかかる経費の抑制等々を図りながら、利息と

いったものは新たに発生しますが、それでも経営改

善に向けて行っていくといった形で、今回こういっ

た資金手当てをする方法を選んだといった形になっ

てございます。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 説明は十分理解していま

す。目的も分かりますが、これまでの過去１０年間

の経営を分析すると、名称は変わりますが、出資金

であるとか負担金、また会計補助というような名目

で、それぞれ地方公共団体が持つ病院の自助努力を

もってしても、例えば救急とか不採算部門を抱えて

いるというために、どうしても補えない部分を一財

から出すというルールはこれまでも総務省でずっと

認めてきています。また、そのルールに従って、

我々の町でも、これまでもこういった名目でお金を

出してきているではないですか。 

今回、４５２ページの町立病院の会計予算実施計

画の中を見ると、医業外収益の中で他会計補助金

は、昨年は１億６,２２７万３,０００円でしたが

４,０００万円に減っています。 

こういったところで、一般会計からの出しを抑え

ながら２億２,０００万円借入れて経営の改善をし

ましょうと言っても、利息が８,０００万円あった

ら、今後５年間、先々見越しても、結局今回の借入

れって、はてなになるのではないかなとすごく危惧

しています。 

総務課長は、大丈夫だよという担保をください。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） ２番荒生委員の御質問

にお答えします。 

大丈夫だという担保は私から何かできるものはご

ざいません。申し訳ありません。 

ただ、病院経営、地域医療を支える部分での経営

努力というのは、これまでも同様、引き続き行って

いくものと思われます。 

その中で、１５年償還でこういった形のお金を借

入れするといった形で、その中で計画を定めた中

で、医業収益を少しでも上げていく努力をされるの

かなと思っています。 

それが、元金と利息合わせた部分の発生する、多

分このままの計算でいけば２,０００万円強の部分

になろうかと思いますけれども、それだけの部分の

益を生み出すというのは、まず当然目標になるのか

なと思っています。 

なので、その目標達成というのは、病院ではもち

ろん定めながらやっていくのではないのかなと、こ

れは私が直接やっているわけではないのでそういう

言い方しかできませんが、そういった形で目指すも

のだと思っているところです。 

あと繰り出しの話になりますけれども、例えば救

急病院だとかもろもろ抱えている我々の町立病院で

すけれども、そういった部分の繰り出しの基準とい

うのはもともとありまして、今もその基準に基づき

まして基準内繰入れはさせていただいているといっ

た形で、今回目減りしているというのはあくまでも

経営安定といった部分の繰り出し基準外の部分でど

ういった取扱いにするかというのを今回協議させて

いただいて、このような形に行き着いたといったと

ころになっています。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 令和４年に策定いたしまし

た経営強化プランも、この新病院を建設する前段

で、目標の外来患者数とかに差異があるよねという

話をした中で、Ｒ７年度振り返ると、やはり予定量

に対しては、かなりな部分で全然至ってないという

実態はございましたよね。 

その中で、今回新たに５年間の経営計画を立てら

れたということであれば、例えば予定入量などの数

字が、後に我々、できたプランは多分示していただ

けるとは思っていますけれども、それを見なければ

収支が今後どうなるのかなということで、今の私た

ちの資料やこれまでの実績だけでははかれない部分

が到底ありますので、本当に経営を心配してこの質

問をさせていただいています。 

今回、４款の繰出金以外のところで２億２,００

０万円借りているということで、医療従事者の体制

が人員不足でそろわないとか様々な要因があること

は十分理解していますけれども、病院が新しくなっ

てスタート切ってまだ１年でこのように傾いている

現状、本当にこの先大丈夫なのかなということで、

本当に不安に思っていることは汲み取っていただき

たい。 

後にできる計画を我々に示していただく中で、令

和８年も引き続きしっかりとした健全経営に向けて

努力いただきたいと思いますが、もう一度御答弁を

お願いします。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ２番荒生委員の大変御心

配をかけている御質問にお答えしたいと思います。 

２億円と金額に載っていますけれども、２億円が

先ではなくて、ちゃんとした計画ができ、変な話で
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すけれども、１,０００万円だったら５か年で５,０

００万円、２,０００万円だったらというようなこ

とでございますので、しっかりとした計画を立てな

いとその分の起債というのは入ってこないことでご

ざいますので、そこはしっかりと国の指導を受けな

がら、どういうものがいいのかしっかり組み立てて

いかなければならないということが命題になってご

ざいます。 

それから、委員御指摘のとおり、新しい施設に

なって想像以上に電気代などもかかると、１年実際

に運用したことによって、節約できる部分というの

がいろいろ見えてくると思います。 

医療の関係もそうですけれども、そういったこと

も含めて、しっかりまた委員御指摘のとおり再構築

をして、そういったものをつくるということがまず

一番大事なことですし、国にそれをやっていくこと

で、本当にお財布を預かるところ、技術的に医療を

預かるところ、そういったところで医療はどうして

も、このようなこと言うと変ですけれども、金に糸

目つけないではなくて、ちゃんと正しい医療という

か、高度な医療をどうしても求めがちになりますけ

れども、医療現場で働いている方々にも経営の感覚

を持ってもらうということも含めて、そういった国

の指導というか、国の制度に乗るということは、意

識づけの面でも計画を立てる上でも非常に意義のあ

ることなのだと思っています。 

本当に皆様に御心配かけることばかりですけれど

も、国のチェックも入りますから、そういった面

しっかりと計画を立てて取り組んでいきたいと思っ

ておりますので、どうぞ御理解のほどよろしくお願

いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 今の説明、私聞いていない

ので分からないのですけれども、１,０００万円で

５年かけて５,０００万円の云々などと何か例えを

されたのかと思うのですけれども、そもそもこの経

営改善推進事業債は繰り出し基準外の部分について

の資金補塡を言っているのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 町立病院事務長。 

○町立病院事務長（長岡圭一君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

今回、こちらの経営改善推進事業債につきまして

は、国においては赤字の病院の資金繰りを解消す

る、支援する目的で創設されていますので、そう

いった目的で起債を起こすという建前となってござ

います。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） そういうことであれば、今

回、令和８年度予算に２億２,０００万円を借入れ

るということで、どういうことにしたら２億２,０

００万円の借入れ金額になったのですか。繰り出し

基準外の不足分が２億２,０００万円なのでしょう

か。 

○委員長（岡本康裕君） 病院事務長、答弁。 

○町立病院事務長（長岡圭一君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

今回、８年度で予算計上させていただいています

２億２,０００万円につきましては、７年度で一般

会計からの繰入れ、それは経営安定分で１億２,０

００万円頂いていたところでございます。 

残りの１億円につきましては、今回令和８年度で

資金不足が生じる見込みの金額ということで、合わ

せて２億２,０００万円で今回計上させていただい

ているところでございます。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） ということは、令和８年度

の単年度の決算見込みで、１億円の資金不足を見込

むと。令和９年度とか令和１０年度はどういうイ

メージになるのでしょうか。ここの記載が分からな

い。繰り出し外の補塡は令和９年度でも出てくると

思うのですけれども、違いますか。 

○委員長（岡本康裕君） 病院事務長、答弁。 

○町立病院事務長（長岡圭一君） ６番林委員の御

質問にお答えします。 

確かに令和８年度で資金不足がそれだけあるとい

うことになれば、令和９年度以降もその程度の資金

不足はあるという計画になるかと思うのですけれど

も、今回、経営改善事業債を借りるに当たりまし

て、先ほどから申してございます経営改善実行計画

を立てる段階で、これから計画を立てるのですけれ

ども、経営改善策を見込まなければなりません。そ

の効果額を、今後、少しでも資金不足の解消のため

に効果額を努力していくということで計画を立てて

ございます。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 経営改善実行計画書を立て

るということでよかったですか。 

それは令和８年度に立てるということですね。 

その実行計画とは、今あるうちの経営改善プラン

では補うことができないような内容のものを策定し

なければいけないのですか。それとも、今の経営改

善プランをそのまま移行すればいいのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 病院事務長、答弁。 

○町立病院事務長（長岡圭一君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

今回、こちらの事業債を借りる段階で、経営改善

実行計画というのは必ず策定しなければならないも

のというルールになってございます。現状ある経営
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強化プランとも数値的にはリンクするところがかな

りあるかと思うのですけれども、今回の実行計画に

つきましては、経営改善額をちゃんと示しなさい

と。その中でマックスにつきましては、経営改善額

の５年間分を借りられるという制度になってござい

ますので、しっかりとその改善額に見合うような改

善をしていくということで、今回計画をしていきた

いと思ってございます。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） そうすると、令和８年度予

算に経営改善実行計画書を作るための委託費か何か

をどこかに計上されていますか。 

○委員長（岡本康裕君） 病院事務長、答弁。 

○町立病院事務長（長岡圭一君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

こちらの経営改善実行計画につきましては、自賄

いというか、自前で策定する予定となってございま

すので、委託費等は発生いたしません。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 企業会計ですよね。これ職

員の方できるの。ラベンダーハイツの単なる会計で

さえコンサルを入れたのに、できるのですか。 

そういう言い方は失礼ですね。経営だけについて

の改善実行計画書を職員で作るということだから、

できるのか。 

では、それはいつまでつくって出さなければいけ

ないのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 病院事務次長、答弁。 

○町立病院事務次長（長谷川千晃君） ６番林委員

の御質問にお答えさせていただきます。 

経営改善計画につきましては、改善計画をもって

出た改善額が事業債として借入れるという内容に

なっております。 

少しずつではありますけれども、職員の中でまず

は経費状況を把握すること、共有することから始め

まして、少ないところから経費の削減、そして何か

しら収益が上げられる方法等を、職員の知恵を出し

合いながら進めていこうかなと思っております。 

時期につきましては、これは起債の申請時期が二

次協議までの案件となっておりますので、これから

春のヒアリングから始まって、１２月の頭までずっ

と、振興局、総務省と計画内容の協議をしながら、

本当にこれは実効性があるのかとか、この辺につい

てはもう少し伸ばせるのではないのでしょうかな

ど、様々な協議を重ねながら、１２月をめどに申請

を進めていく形になろうかと思っております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 確認なのですけれども、実

行計画書で出た改善額を借入れる。この認識は違い

ますか。それでいいのですか。 

実行計画書には２億２,０００万円の改善計画案

が記載されていなければいけないという理解でいい

ですか。 

分かりました。 

○委員長（岡本康裕君） 関連ございますか。 

なければ、ほかの質疑はいかがでしょうか。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） まず経営の改革プランなの

ですが、今の聞いていまして、前回提出していただ

いた経営プラン、令和９年という形になっておりま

すが、ここの中にも診療体制の強化だとか病床機能

の見直しだとか、これはもう既に始まっているので

すけれども、コスト削減の対策という形で載ってお

ります。収入確保も当然計上ということで計画なり

ます。恐らくこういう形の中で、金額をさらに明示

するという形になるのだろうと思って話を聞いてい

たのですけれども、そこら辺はどうなんのでしょう

か。 

○委員長（岡本康裕君） 病院事務長、答弁。 

○町立病院事務長（長岡圭一君） ４番米澤委員の

御質問にお答えいたします。 

これから計画を進めていくわけですけれども、ま

ずは収入面につきましては上げる。その上げ方はい

ろいろあるかと思うのですけれども、直近では令和

８年度に診療報酬改定がございます。その中でも施

設基準、いろいろあるかと思いますけれども、町立

病院で取得できるような加算等をまずは研究・検討

していきながら、そういった加算の積み重ね、ある

いは診療報酬以外にも健康診断とか予防接種とか私

費で収入を得ている部分もございます。そちらにつ

きましても、大変申し訳ないのですけれども、価格

を少し上げさせていただくとかいうようなことで、

収入を少しでもアップさせる。 

あと先ほども申し上げたとおり、支出につきまし

ては、例えば委託料の見直しだとかを進めていっ

て、経営改善額を導いていきたいなと思ってござい

ます。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） どこでもそうなのですけれ

ども、町立病院は病床数に応じて職員配置だとかと

いうふうになっているかと思います。この基準は絶

対譲られない部分だと思っております。もしも計画

改善ということになれば、職員を非正規にするの

か、あるいは会計年度職員を減らすという方向に

なってしまうのだと思いますけれども、それで必要

な医療が提供できるのかという疑問も出てくるので

す。 
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計画ですから、きちんとした計画を立てて、上富

良野町立病院はここまでやるのだなということで、

後で計画通りにいっていませんよというような話と

いうのも、ひょっとしたら出てくるのか分かりませ

んけれども、やはり必要な医療の提供にも影響する

という問題も出てくるのかなと思います。そこら辺

は大枠ではどうなりますか。 

○委員長（岡本康裕君） 病院事務長、答弁。 

○町立病院事務長（長岡圭一君） ４番米澤委員の

御質問にお答えします。 

診療報酬上、様々な人員基準というのは設けられ

てございます。例えば入院でしたら１０対１の基準

だとか云々あります。 

現状もそれに見合った人員は確保しているという

状況にありまして、今後につきましても、うちで診

療報酬上取る報酬の基準には必ず合致しないと駄目

ですけれども、その範囲内で今後も人員配置の計画

を進めていきたいと思ってございますので、そこ

で、例えば会計年度が少し多いとかいうようになっ

たら、そのときにまた協議というようなことにもな

るかと思うのですけれども、そちらの施設基準を守

りながら、少しでも診療報酬を上げていくという計

画を取りたいなと思ってございます。 

○委員長（岡本康裕君） 米澤委員、よろしいです

か。 

６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 今のお話を聞いていたら、

ほぼ改善できるような、２億２,０００万円も出せ

るようなものはないと思うのですけれども、２億

２,０００万円借りなければいけないですか。もっ

と額が少なくてもいいのではないかなと思うのです

けれども、その点はどうなのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 病院事務長、答弁。 

○町立病院事務長（長岡圭一君） ６番林委員の御

質問にお答えします。 

先ほども２億２,０００万円の根拠ということ

で、令和７年度に一般会計からの繰入れが１億２,

０００万円、あと１億円につきましては８年度の資

金不足見込みということで、２億２,０００万円を

借入れしなければ資金ショートするおそれがあると

いうことで、今回２億２,０００万円という起債の

予算計上をさせていただいてございます。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 基金２億円なかったです

か。定期預金もしていないですか。では、資金

ショートとする目前なのですか。 

分かりました。答弁は要りません。 

○委員長（岡本康裕君） 会計管理者、答弁。 

○会計管理者（上嶋義勝君） ６番林委員の基金に

つきましては、今現在では基金を保有していない状

況にございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 肝心要のことを忘れていま

した。 

これまでの経営強化プランとかでは、医師数が３

なら３というような形で当初、計画というのが継続

していく中で、現在１減というところにおいて、こ

れから未来のやつは、その１減のままの状態を加味

して計画を立てられるのか、年内に来ていただける

かどうかはまだ定かではありませんが、医師３人を

もってその経営を改善していくという心積もりなの

か、その１点だけ確認させてください。 

○委員長（岡本康裕君） 病院事務長、答弁。 

○町立病院事務長（長岡圭一君） ２番荒生委員の

御質問にお答えいたします。 

医師数なのですけれども、現状１減で２名という

ことになってございます。足りない分は出張医で診

ていただいている現状です。うちの病院の規模にな

りますと３名は必要になりますので、計画自体も３

名でいきたいなと思ってございます。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） すみません、小出しで聞い

ているわけではないのです。 

今の答弁を聞いていてなのですけれども、そもそ

も町立病院に患者が少なくなってくるとか、私は喜

ばしいと思っているのです。病気にならないのだか

ら。入院しない。 

そういう病院だから、そこにルール分の看護師の

数、それを助けていただける会計年度任用職員の数

も、ちゃんとはまっているまま今いるのに、改善計

画をわざわざつくって２億２,０００万円もの改善

の拠出をするまでの計画をつくるまで、そのような

ことをしないででも一般会計から今までどおり繰入

れたほうがいいのではないのですかと、説明を聞い

ていると借入れなければいけない理由が見当たらな

くなったので、ルール分の職員の配置基準も満たし

て、それが今余剰だなんて私思ってもいないし、そ

のような報告もされてもいないのに、そうなったら

一般会計からの繰り出し、法定外であろうが法定内

であろうが、自治体病院は存続するのだから、わざ

わざ借りる必要はないと思うのですけれども、その

点もう一度答弁をお願いしたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ６番林委員の御質問にお

答えいたします。 

我々も一生懸命、毎年毎年、補塡してまいりまし

た。だけど、このままうなぎ登りにどんどんという
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のもお互い望むことではございません。これを機

に、２億円ですから、大体１年に４,０００万円く

らいの繰入額を抑制できるような計画をきちんと立

てて、そして、いってほしいということでございま

す。 

令和８年度のぱつぱつの予算の中で、当然満額入

れられる余裕があれば、ぜひ入れていきたいと思い

ます。入れていくことも可能と思いますけれども、

そういったところで経営の改善も含め、それから一

般会計からの繰り出しの抑制も考えた上で、今回そ

のような手法を資金繰りの中で取らせていただいた

ということでございますので、その辺は御理解を賜

りたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 今の説明を聞いていても思

うのですけれども、交付税の措置も何もないですよ

ね。そうやって今答弁もされていて何もないのに、

今自分たちもこれだけ頑張って町としてやっている

のに、これから１５年をかけて９,０００万円近く

の利息を払わなければいけないのだったら、一般会

計から今出している繰り出しなりで、そのほうが私

たちにはいいと思うのです。何のメリットも感じら

れない。利率も６％以内と先ほど総務課長が言って

いたけれども、一時借入れでしのいでもいいくらい

だと私は思いました。 

ただ一方で、資金ショートする手前まで来ている

のが私も読み込めなかったのですけれども、そのよ

うな状況であったら、なおさら、一般会計が今まで

どおり支えていたものは適正だから議会もオーケー

を出していてこれからも同じだと思っているのに、

それに新たな改善計画だなんだなんて達成できない

ものはしないほうがいいと思うのです。 

これ意見になっちゃうのですね。ごめんなさい。 

であれば、今うちの町は過疎債の重当できると

思っているのですけれども、ほかの交付税措置なり

される財源はなかったのかお伺いしたいと思いま

す。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） ６番林委員の御質問に

お答えさせていただきます。 

ほかのメニューの地方債があったかないかという

ことだと思います。この資金繰りにかかる部分と

いった部分で断言しますと、そういった地方債は存

在しないといった形になります。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） これ見ますと、今年度、他

会計補助金４,０００万円で、前年度が１億６,００

０万円になっていて、１億２,０００万円減という

形になっております。これ今の説明の中でこういう

形でいくのだろうという話なのですけれども、同僚

議員も言っていますが、今の患者数や人口減少も

あって、やはり従来どおりの一般会計の繰入れ程度

は最低でも必要だと思うのです。 

それと、こういう特殊な事情の中で過疎債だとか

いろいろ適用部分もありますけれども、改善計画で

これを借りなければならないという中で、資金

ショートが起きるということも含めて言えば別な次

元の問題で、町立病院の補助、あるいはこの繰入れ

に対する負担だとか交付税措置というのを、もう少

し抜本的に国にもやっていかないと、道にも要請し

ているという話はしていましたけれども、今いろい

ろな道議の方だとかいますから、こういうときにこ

そ、そういう力も借りながらやる必要はあるのだと

思うのです。 

これからの町立病院の位置づけというのも、いろ

いろな病院が、これから他の地区でも存続できるか

どうか分からないような状況になっていますので、

役割重要だと思うのです。 

やはり一般会計の繰入れをきっちりと従来どおり

行って、この大きな不足部分についてはいろいろな

形で国に強く要望していかない限りは、上富良野町

立病院自体がなくなってしまう。 

経費を見ても削減できるものは本当に決まってい

ますので、人件費だとかそこへ行ったらもう成り立

たないような状況なので、そこら辺しっかりとした

資金繰りも併せて改善する必要があると思います

が、もう一度確認いたします。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ４番米澤委員の御質問に

お答えいたします。 

今回は、国が３か年に限り、そういった本当に赤

字の部分に対しての財源手当てをして、財源手当て

といっても起債ですが、そこを有利に使いたいとい

うことでございます。 

それは本当に一般会計の単年度のやりくりかもし

れませんけれども、それが後年にわたって平準化さ

れることで、結局は町のほうで、米澤委員御心配す

るように繰入金をけちって赤字のまま放置するよう

なことはありませんので、そういったことは担保し

た上で今年度の資金繰りをきちんとしていきたいと

いうことでございます。 

それから国への関係でございます。前、委員会か

何かで少しお話ししたことあるのですけれども、東

北全域の公立病院を持っている自治体の会合なども

今回始まりまして、国へどういうようなことを求め

ていくのかとか、それぞれの地域が、特に小さい町

が抱えている医療の課題などを共有しながら、積極

的に訴えていこうという体制もできつつあります。 
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この間でもありましたけれども、救急を持ってい

る町立病院は、救急は大変赤字部分ですからそこが

非常に重たいことですけれども、地域の医療という

か、住民の方の命を守る上では救急というのは本当

に重要な部分だと思っていますし、そういうものを

きっちりと守っていくということも含めて、国のほ

うで救急には少し手当て厚くするというような報道

も一部ありましたけれども、報道のとおりにお金が

回ってこないのが常ですから、そういったことも含

めてしっかりと国にお話をするということは努めて

まいりたいと思いますので、御理解を賜りたいと思

います。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ４番米澤委員の御質問に、

私からも御回答というか、お答えさせていただきた

いと思います。 

皆さんに大変御心配かけているというのは、本当

に、お詫びといいますか、御心配をかけていること

に対して、そういうふうに熱く思ってくれていると

いうことにも感謝申し上げたいと思います。 

先ほどから説明であります、これは総務省が認め

た制度ということ、上富良野町立病院特有の問題で

はなくて、全国的な問題であるがゆえに、米澤委員

おっしゃるとおり、地方からきっちりと声を上げて

いかなければならないと思っております。 

そして、これは赤字病院の資金繰りの救済策とい

うことであれば、荒生委員が先ほど申し上げたとお

り、利息分くらいは交付税措置をしてほしいという

のが、多分どの自治体も思っていると思いますの

で、そういう要望も含めて、今後、ほかの市町村と

足並みを揃えて、問題を共有しながら、しっかりと

道・国に要望していきたいと思っております。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございませんか。 

４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） ４６４ページの給与費で、

出張医の会計年度任用職員という形になっておりま

す。２,０００万円くらい、前年度から見たら若干

増えているのかなと思っておりますが、これは当

然、給与等の関係かと思いますが、どういう内容に

なっているのか、回数だとか、３６５日云々だと

か、緊急時に対応するだとかいろいろ書かれており

ますので、確認したいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 病院事務長、答弁。 

○町立病院事務長（長岡圭一君） ４番米澤委員の

御質問にお答えいたします。 

出張医の報酬の関係でございますけれども、今

回、おっしゃるとおり２,０００万円程度上がって

いるというようなこともありますけれども、令和７

年度と令和８年度を比べて、外来の出張医が、令和

７年度には計上していなかった部分、３名分が新た

に令和８年度から計上しているということが主な要

因でございます。その３名につきましては今現状も

こちらに出張には来ていただいているのですけれど

も、令和７年度当初予算にはそちらを計上していな

かったことが主な要因であります。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） それで、この改善計画の中

にも、デジタル化の電子カルテの推進という形で早

期導入という形になっております。以前からこれ課

題になっております。ここら辺というのは、医師

の、これを使えるかどうかも含めてなのですが、こ

れで見た場合に、４６６ページの医療事務１,７０

０万円計上されておりますが、こういったものを導

入することによって、これは人件費が多いのかなと

思うのですけれども、この医療事務の経費だとかが

削減されるのか、よく分からないので、新たな負担

が出てくると思いますけれども、そこは、もしも

なった場合ですね。 

○委員長（岡本康裕君） 病院事務次長、答弁。 

○町立病院事務次長（長谷川千晃君） ４番米澤委

員のＤＸ化に伴って経費の削減がどうなるのかとい

うことについての御質問に対してお答えいたしま

す。 

国で一応、２０３０年をめどに全国の病院に電子

カルテを導入ということで厚生労働省ではうたって

おりますので、それに向けて少しずつですが、来

年、令和８年度くらいから院内でも話を進めていこ

うと思っています。 

電子カルテにしては、病院用となると相当高額な

機器で、年間保守も相当かかるものですから、また

費用負担も出てきます。新たに費用が発生する分も

ありますが、今御指摘いただきました医療事務委託

については、電子カルテになることによって業務量

もぐんと減ると思いますし、人数分についても今積

算されている人件費分、どのくらいかというのは

はっきりお答えできませんが、若干の削減は見込め

ると思いますが、増える分もありますので、今検討

しているところでございます。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、議案第９号令

和８年度上富良野町病院事業会計予算の質疑を終了

いたします。 

以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

本日は、これにて散会いたします。 

散会後、分科会による審査意見書（案）の作成を
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行いますので、今後の日程を事務局長から説明いた

させます。 

事務局長。 

○事務局長（谷口裕二君） 各分科会を１１時３０

分より開催いたします。 

会場は、第１分科会が第２会議室、第２分科会は

議員控室で行います。 

分科会終了後、全体審査意見書（案）の作成を行

いますので、予算特別委員会正副委員長並びに各分

科長は議長室にお集まり願います。 

また、明日３月１３日は、委員会の最終日で、開

会は午前９時であります。定刻までに御参集願いま

す。 

以上です。 

○委員長（岡本康裕君） お疲れさまでした。 

午前１１時２６分 散会  



- 143 - 

 

 

 

   上記会議の経過は、議会事務局の調製したものであるが、その内容の 

 

  正確なることを証するため、ここに署名する。 

 

 

     令和８年３月１２日 

 

 

予算特別委員長    岡 本 康 裕 

 

 

 



- 145 - 

 

令和８年上富良野町議会予算特別委員会会議録（第４号） 

 

令和８年３月１３日（木曜日） 午前９時００分開議  

─────────────────────────────────────────────── 

○委員会付託案件 

議案第 １号 令和８年度上富良野町一般会計予算 

議案第３４号 上富良野町財政調整基金の一部支消について 

議案第３５号 上富良野町公共施設整備基金の一部支消について 

議案第３６号 十勝岳と共生するまちづくり応援基金の一部支消について 

議案第 ２号 令和８年度上富良野町国民健康保険特別会計予算 

議案第３７号 上富良野町国民健康保険財政調整基金の一部支消について 

議案第 ３号 令和８年度上富良野町後期高齢者医療特別会計予算 

議案第 ４号 令和８年度上富良野町介護保険特別会計予算 

議案第 ５号 令和８年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計予算 

議案第 ６号 令和８年度上富良野町水道事業会計予算 

議案第 ７号 令和８年度上富良野町簡易水道事業会計予算 

議案第 ８号 令和８年度上富良野町公共下水道事業特別会計予算 

議案第 ９号 令和８年度上富良野町病院事業会計予算 

─────────────────────────────────────────────── 

○出席委員（１２名） 

   委 員 長  岡 本 康 裕 君   副 委 員 長  金 子 益 三 君 

   委   員  佐 藤 大 輔 君   委   員  荒 生 博 一 君 

   委   員  湯 川 千悦子 君   委   員  米 澤 義 英 君 

   委   員  林   敬 永 君   委   員  茶 谷 朋 弘 君 

   委   員  中 瀬   実 君   委   員  井 村 悦 丈 君 

   委   員  北 條 隆 男 君   委   員  小 林 啓 太 君 

   （議長 中澤良隆君 （オブザーバー）） 

─────────────────────────────────────────────── 

○欠席委員（０名） 

─────────────────────────────────────────────── 

○地方自治法第１２１条による説明員の職氏名 

 町 長  斉 藤   繁 君     副 町 長  佐 藤 雅 喜 君 

 教 育 長  鈴 木 真 弓 君     代表監査委員  中 田 繁 利 君 

 農業委員会会長  井 村 昭 次 君     会 計 管 理 者  上 嶋 義 勝 君 

 総 務 課 長  上 村 正 人 君     企画商工観光課長  宮 下 正 美 君 

 町民生活課長  安 川 伸 治 君     保健福祉課長  三 好 正 浩 君 

 農業振興課長  山 内 智 晴 君     農業委員会事務局長  林 下 里 志 君 

 建設水道課長  菊 池   敏 君     教育振興課長  高 松   徹 君 

 ラベンダーハイツ所長  武 山 義 枝 君     町立病院事務長  長 岡 圭 一 君 

 関係する主幹・担当職員 

─────────────────────────────────────────────── 

○議会事務局出席職員 

 局 長  谷 口 裕 二 君     次 長  甲 斐 幹 彦 君 

 主 事  進   梨 夏 君 
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午前 ９時００分 開議  

（出席委員 １２名） 

─────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） おはようございます。 

 御出席、誠に御苦労に存じます。 

 ただいまの出席委員は１２名であり、定足数に

達しております。 

 これより、令和８年上富良野町議会予算特別委

員会、第４日目を開会いたします。 

 直ちに、本日の会議を開きます。 

 本日の審査日程について、事務局長から説明い

たさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（谷口裕二君） 本日の審査日程につ

きましては、さきにお配りしました日程のとおり

進めてまいりますので御了承願います。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ここで、理事者及び説

明員は退席願います。 

 これより、令和８年度上富良野町各会計予算並

び基金の一部支消、４件についての令和８年上富

良野町議会予算特別委員会審査意見書（案）を事

務局長に朗読いたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（谷口裕二君） それではお手元に意

見書案を配付してございますので朗読させていた

だきます。 

 まず、一般会計であります。 

 １、地域活性化担手創生事業について。 

 地域商社創設に向け、地域の関係事業者と十分

に調整し、観光振興等が町内経済の活性化へと確

実に結びつくよう、事業を進められたい。 

 ２、観光諸行事負担について。 

 ラベンダーフェスタや花火大会、新たな町民向

けのイベント開催については、四季彩イベント実

行委員会の下、早期に関係諸団体と協議され、ス

ピード感をもって事業を推進し、町民及び町外か

らの来訪者双方の満足度向上に努められたい。 

 また、ライトアップイベント開催に伴う交通渋

滞への対応については、体制の強化を図られた

い。 

 病院事業会計であります。 

 １、町立病院においては、今後策定される経営

改善推進計画に基づき、経営改善に努められ、引

き続き医師の確保に最大限の努力をされたい。 

 以上であります。 

○委員長（岡本康裕君） ただいま朗読しまし

た、令和８年上富良野議会予算特別委員会審査意

見書（案）について、これで決定することに御異

議ございませんか。 

○委員長（米澤義英君） 若干、問題はあると思

いますが、一部のところでということで言ってお

きます。 

○委員長（岡本康裕君） あるけど、ということ

ですね。 

 ほか、ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） ここで、正副委員長の

町長への審査意見書の提出のため、暫時休憩いた

します。 

 なお、再開時間を２５分といたします。 

────────────────── 

午前 ９時０４分 休憩 

午前 ９時２５分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 休憩前に引き続き、会

議を再開いたします。 

 理事者より、所信表明の申し出がありますの

で、発言を許可します。 

 町長、斉藤繁君。 

○町長（斉藤 繁君） 委員長より、許可をいた

だきましたので、私より所信を表明させていただ

きたいと思います。 

 このたび、令和８年度の予算審議に当たりまし

て、皆さまには４日間という長い時間にわたり御

審議賜り、大変感謝申し上げたいと思います。 

 先ほど、正副委員長より新年度予算に対し御意

見をいただいたところであります。 

 一般会計につきまして、複雑化する行政ニー

ズ、産業の持続的発展への対応につきまして、外

部専門家等の活用により、地域活性化等将来を見

据えたまちづくりの課題の解決に努めてまいりま

す。 

 また、観光諸行事につきましては、関係団体と

協議を進めた上で、産業の発展、シティプロモー

ションの増進に努めてまいります。 

 病院事業会計につきましては、地域医療を取り

巻く昨今の厳しい状況の下、町民の医療・福祉の

安定的な提供に向けて引き続き努力をしてまいり

ます。 

 それぞれの御意見につきましては、人口減少、

少子高齢化、過疎化等に対応し、住民の皆様が安

心して暮らせるまちづくり、産業を生かした活力

あるまちづくり、子育て福祉の充実など、来る時

代にしっかりと備えてほしいという貴重な御意見

で、町政運営の場でしっかりと生かし、さらに、

町民一人一人の声にもしっかりと耳を傾けなが

ら、町政運営を図ってまいりたいと思っておりま
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す。 

 今後とも、まちづくりに関しましては、皆様方

と連携を密にし、十分審議を図り、活力あるまち

づくり、魅力あるまちづくり、持続可能なまちづ

くりの実現に邁進することを申し上げ、所信表明

とさせていただきます。 

 長時間にわたる御審議、誠にありがとうござい

ます。 

○委員長（岡本康裕君） これより、議案ごとに

討論を行い、採決いたします。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） 御異議なしと認めま

す。 

 よって、議案ごとに討論を行い、起立により採

決を行います。 

 これより、議案第１号令和８年度上富良野町一

般会計予算の討論を行います。 

 最初に、本件に対する反対討論の発言を許可し

ます。 

 ４番米澤義英君。 

○委員長（米澤義英君） 私は、本令和８年度一

般会計予算に反対討論をさせていただきます。 

 今、物価高騰などで町民の暮らしは依然と大変

な状況にあります。町民は、暖房費をはじめとし

て、生活費全体を節約しながらの生活を強いられ

ているという状況にあります。 

 今、自治体が実施すべきことは物価などで苦し

んでいる住民の生活を引き続き支えるということ

だと考えています。 

 それでは、令和８年度の予算では、令和８年度

から子育て世帯の負担軽減策として認定こども園

の給食費及び小中学校の学校給食費の保護者負担

が軽減されます。 

 また、有害鳥獣対策費の拡充、遊客など観光諸

行事費の充実がされるなど、一定評価することも

あり、財政的な苦労もあると考えていますが、一

方で泥流地帯映画化では、依然と映画の完成年度

が不明確であること、何よりも三浦文学や対象の

十勝岳噴火で、町が被害を受け、復興した町の歴

史を伝えるのであれば、単発的なものより、朗読

甲子園、ジオパークなど、多くの人たちに伝え

る、こういう手法がいいのではないでしょうか。

地域活性化のための担い手創生事業で、町の地域

振興事業の課題解決をしたいと述べております

が、外部の力を借りようとしていますが、何より

も、町の商工会や観光協会をはじめとする、意見

を聞いて、問題解決に当たることが、何よりも大

事だと考えています。 

 また、プロジェクトマネジャー事業も問題で

す。町の事業を進める上でも、課題解決のための

必要な職員の確保がされていないというのも問題

であります。 

 また、町の事業を進めるためには、優先順位を

明確にすることが大事だと考えております。 

 さらに、町づくりのためには、町民の声をしっ

かり聞くこと、地域経済の底上げを図ること、持

続的な町づくりのための、何よりも行政が優先す

べきことを明確にすべきだと考えています。 

 物価高騰の中で苦しんでいる商工業者、農業

者、保護者負担の軽減など、高齢者負担の充実な

ど、町民の人たちに寄り添い、住民の暮らしを支

えることなくして町の振興はありません。 

 今後とも、暮らしと平和を守るために、力を尽

くすことを述べ、一般会計に対する反対討論とい

たします。 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩といたしま

す。 

────────────────── 

午前 ９時３１分 休憩 

午前 ９時３６分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 休憩前に引き続き、会

議を再開いたします。 

 次に、本件に対する賛成討論の発言を許可しま

す。 

 ５番、金子益三君。 

○委員（金子益三君） 私は、令和８年度上富良

野町一般会計に賛成の立場から討論させていただ

きます。 

 初めに、歳入については、地方税収などの自主

財源の大きな伸びが見込まれない中におきまし

て、地方交付税をはじめとする一般財源の８割以

上が経常的な支出に充てられ、歳入の７割以上を

依存財源が占めており、財政構造の硬直化が見ら

れる中で、町民税、固定資産税においては若干の

伸びが見られますが、財政調整基金や各種目的基

金を取り崩しながらの予算編成がされておりま

す。 

 一方で、今後の地方債の大型償還財源確保のた

めの減債基金積立に１億円の確保がなされている

など、将来の不安の解決策も見られております。 

 歳出については、十勝岳泥流被害から１００年

を迎える本年、犠牲者の追悼と復興に御努力され

た先人の労苦をねぎらい、色あせなく災害に強い

町づくりのための事業、町の将来の観光振興のあ

るべき姿の模索に向けた地域活性化担い手創生事

業、十勝岳噴火、泥流の悲惨さと復興を成し遂げ
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てきた歴史を広く伝えるための、本年第２回目の

朗読甲子園事業。さらには、今後の課題はあるも

のの、我が町の大切な観光や児童生徒の情操教育

に大きく関わりを持つ、本年再認定を受けた十勝

岳ジオパーク推進協議会負担事業、さらには各分

野において様々なスキームを持つ人材確保のため

の地域おこし協力隊を幅広く登用するなど、町の

活性化につながる努力も見られます。 

 民生事業においては、保育士確保に向けた家賃

補助や就労支援金などの対策も取られ、教育・保

育施設給食費助成や小中学校給食費負担軽減事業

に加えて、上富良野高校存続に向けた上富良野高

校給食費負担軽減事業により、町内全ての児童生

徒の給食費無償化が実施される。 

 乳幼児のための通園支援。また、小児科医が不

足する中において、地域の小児医療を守るため、

小児医療体制確保対策事業や、妊婦定期予防接種

費補助により、新生児の健康を守り、各種がん検

診予防により創成予防、各種健康手段によって、

町民の健康と生命を守る体制が図られておりま

す。 

 産業分野においては、農林業に対し担い手育成

に補助や助成が行われ、特産農作物支援において

も引き続き対策が施されております。 

 近年、人里への出没も多く見られるヒグマ対策

についても改善が見られ、箱わなの対応もしっか

りとされております。 

 観光イベントでは定着してきたラベンダーライ

トアップ事業、歴史ある北の大文字、冬のイベン

ト雪まつりに加え、町民待望の花火大会が新たに

企画されているので、関係機関と密な調整を図り

進めていただくことを期待申し上げます。 

 河川道路橋梁側溝などの改修も計画にのっとり

進められる予算配置となっております。 

 教育分野では、先進的事業である教育支援セン

ターの管理費も十分に措置され、近年の猛暑対策

として、上富良野中学校のエアコン整備、また、

町民の健康維持のためのパークゴルフ場の芝の管

理なども計画的に行われる予算配置となっており

ます。 

 依然として上昇する労務費や需要費に対応すべ

く、行財政コストをしっかりと見つめ、今後まだ

まだ不透明な物価高騰、エネルギー高騰も想定さ

れる中、国が進める積極的財政にうまく便乗し、

町民の生活に直接関わる事業への対応も柔軟に図

られ、さらなる問題が生じたときにおいては、新

たな対策が講じられることを強く期待いたしまし

て、令和８年度上富良野町一般会計予算８７億８,

９００万円の予算案に賛成をいたします。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 次に、本件に対する反

対討論の発言を許可します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） ないようですので、こ

れをもって討論を終了いたします。 

 これより議案第１号令和８年度上富良野町一般

会計予算を採決いたします。 

本件は原案のとおり決定することに賛成の方の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（岡本康裕君） 起立多数であります。 

 御着席ください。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されまし

た。 

 次に、議案第２４号上富良野町財政調整基金の

一部支消についての討論を行います。 

 討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） 討論なしと認めます。 

 これより、議案第２４号上富良野町財政調整基

金の一部支消についてを採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（岡本康裕君） 起立多数であります。 

 御着席ください。 

 よって、本件は原案のとおり、可決されまし

た。 

 次に、議案第２５号上富良野町公共施設整備基

金の一部支消についての討論を行います。 

 討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） 討論なしと認めます。 

 これより、議案第２５号上富良野町公共施設整

備基金の一部支消についてを採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（岡本康裕君） 起立多数であります。 

 御着席ください。 

 よって、本件は原案のとおり、可決されまし

た。 

 次に、議案第２６号十勝岳と共生するまちづく

り応援基金の一部支消についての討論を行いま

す。 

 討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） 討論なしと認めます。 
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 これより、議案第２６号十勝岳と共生するまち

づくり応援基金の一部支消についてを採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（岡本康裕君） 起立多数であります。 

 御着席ください。 

 よって、本件は原案のとおり、可決されまし

た。 

 次に、議案第２号令和８年度上富良野町国民健

康保険特別会計予算の討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） 討論なしと認めます。 

 これより、議案第２号令和８年度上富良野町国

民健康保険特別会計予算を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（岡本康裕君） 起立多数であります。 

 御着席ください。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２７号上富良野町国民健康保険財

政調整基金の一部支消についての討論を行いま

す。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） 討論なしと認めます。 

 これより、議案第２７号上富良野町国民健康保

険財政調整基金の一部支消についてを採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（岡本康裕君） 御着席ください。 

 起立多数であります。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第３号令和８年度上富良野町後期高

齢者医療特別会計予算の討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） 討論なしと認めます。 

 これより、議案第３号令和８年度上富良野町後

期高齢者医療特別会計予算を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（岡本康裕君） 起立多数であります。 

 御着席ください。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第４号令和８年度上富良野町介護保

険特別会計予算の討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） 討論なしと認めます。 

 これより、議案第４号令和８年度上富良野町介

護保険特別会計予算を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（岡本康裕君） 起立多数であります。 

 御着席ください。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第５号令和８年度上富良野町ラベン

ダーハイツ事業特別会計予算の討論を行います。 

 討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） 討論なしと認めます。 

 これより、議案第５号令和８年度上富良野町ラ

ベンダーハイツ事業特別会計予算を採決いたしま

す。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（岡本康裕君） 起立多数であります。 

 御着席ください。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第６号令和８年度上富良野町水道事

業会計予算の討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） 討論なしと認めます。 

 これより、議案第６号令和８年度上富良野町水

道事業会計予算を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（岡本康裕君） 起立多数であります。 

 御着席ください。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第７号令和８年度上富良野町簡易水

道事業会計予算の討論を行います。 

 討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） これより、議案第７号

令和８年度上富良野町簡易水道事業会計予算を採

決いたします。 
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 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（岡本康裕君） 起立多数であります。 

 御着席ください。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されまし

た。 

 次に、議案第８号令和８年度上富良野町公共下

水道事業会計予算の討論を行います。 

 討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） 討論なしと認めます。 

 これより、議案第８号令和８年度上富良野町公

共下水道事業会計予算を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（岡本康裕君） 起立多数であります。 

 御着席ください。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第９号令和８年度上富良野町病院事

業会計予算の討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） 討論なしと認めます。 

 これより、議案第９号令和８年度上富良野町病

院事業会計予算を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（岡本康裕君） 起立多数であります。 

 御着席ください。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されまし

た。 

 お諮りいたします。 

 本委員会の予算審査報告書の内容については、

委員長及び副委員長に御一任願いたいと思いま

す。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） 御異議なしと認めま

す。 

 よって、本委員会の予算審査報告書の内容につ

いては、委員長及び副委員長に一任されました。 

 以上をもって、本委員会に付託されました案件

の審議は全部終了いたしました。 

 予算特別委員会の終わりに当たりまして、一言

御礼を申し上げます。 

 皆様お疲れさまでございます。 

 ４日間の長きにわたります予算の審査に当たら

れた各委員をはじめ、説明員の皆様の御労苦に感

謝を申し上げます。ありがとうございました。 

 令和８年度予算においては、町長をはじめ執行

機関の皆様にあっては、町民の立場に立った行政

の執行に当たっていただきたいと、そのように

思っております。 

 我々議員も、より良い上富良野町を築いていけ

るよう町民に寄り添い、皆様の意見に耳を傾けて

まいりたいと、そのように存じます。 

 また、少子化、高齢化、過疎化などにより、今

まで当たり前にできていたことができなくなるよ

うなことも、少しずつ散見されておりますが、こ

こは執行者のみならず、議員の皆様とも、知恵を

出し合い、力を出し合いながら、より良い上富良

野町を築いてまいりたいと、そのように考えてい

る次第でございます。 

 長い間にわたりました予算委員会、どうもお疲

れさまでした。 

 ありがとうございました。 

 これをもって、令和８年上富良野町議会予算特

別委員会を閉会いたします。 

 

午前 ９時５２分 閉会  
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     令和８年３月１３日 

 

 

予算特別委員長    岡 本 康 裕 


